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和文概要

傳江藩『經解入門』譯註稿（一）

坂本具償*1

財木美樹*2

先般、われわれが訳注を試みた張之洞『輶軒語』（「香川高等専門学校紀要」５～７、2014～2016）には、江藩『經解入門』（光

緒14年（1888年）に出版されたものが最初の版本）と重複する部分がかなり散見することに気がついた。当初は年代的に江藩

のほうが年長であるので、『輶軒語』が『經解入門』を引用したのであろうと漠然と考えていたが、訳注を進めるうちにどうもそう

ではないらしいということがわかってきた。

そこで『經解入門』と『輶軒語』とはどのような関係にあるのか、『經解入門』は果たして江藩の著であるのか、江藩の著でない

ならば藍本はなにか、といった問題を解明するために、さきの『輶軒語』に続けて『經解入門』の訳注を試みたものであり、今回は

敍言・凡例及び「羣經縁始第一」から「兩漢通經諸儒第十三」までを収める。
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傳
江
藩
『
經
解
入
門
』
譯
註
稿
（
一
）

坂
本
具
償

財
木
美
樹

は
じ
め
に

先
般
、
わ
れ
わ
れ
は
張
之
洞
『
輶
軒
語
』
に
対
す
る
訳
注
を
試
み
た
（
「
香
川
高
等
専
門

学
校
紀
要
」
５
～
７
、2014

～2016
）
が
、『
輶
軒
語
』
に
は
江
藩
『
經
解
入
門
』
と
重

複
す
る
部
分
が
か
な
り
散
見
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
当
初
は
年
代
的
に
江
藩
の
ほ
う

が
年
長
で
あ
る
の
で
、『
輶
軒
語
』
が
『
經
解
入
門
』
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
漠
然
と

考
え
て
い
た
①
が
、
訳
注
を
進
め
る
う
ち
に
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
②
。

で
は
『
經
解
入
門
』
と
『
輶
軒
語
』
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、『
經
解
入
門
』

は
果
た
し
て
江
藩
の
著
で
あ
る
の
か
、
江
藩
の
著
で
な
い
な
ら
ば
藍
本
は
な
に
か
、
と
い

っ
た
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
さ
き
の
『
輶
軒
語
』
に
続
け
て
『
經
解
入
門
』
の
訳
注

を
試
み
た
い
。

【
註
】

①

同
様
に
考
え
て
い
る
も
の
に
、
漆
永
祥
『
兪
樾
〈
古
書
疑
義
舉
例
〉
系
襲
江
藩
〈
經

解
入
門
〉
而
成
』（
『
中
國
語
文
』
一
九
九
九
年
第
一
期
）
が
あ
る
。

②

註
①
引
の
漆
永
祥
論
文
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
司
馬
朝
軍
「
兪
樾
〈
古
書
疑
義
舉

例
〉
系
襲
江
藩
〈
經
解
入
門
〉
而
成
嗎
？
」（
『
中
國
語
文
』
一
九
九
九
年
第
三
期
）、
伏

俊
璉
「
兪
樾
〈
古
書
疑
義
舉
例
〉
不
是
襲
江
藩
〈
經
解
入
門
〉
而
成
」（
『
古
漢
語
研
究
』

二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）
、
司
馬
朝
軍
「
《
經
解
入
門
》
眞
僞
考
」（
『
文
獻
辨
僞
學
研
究
』

武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
・
六
）
な
ど
が
あ
る
。

江
藩
に
つ
い
て

江
藩
、
字
は
子
屏
、
号
は
鄭
堂
、
江
蘇
省
甘
泉
の
人
。
一
七
六
一
～
一
八
三
〇
。
十
五

歳
で
余
蕭
客
と
江
聲
に
師
事
し
、
惠
棟
の
再
伝
の
弟
子
で
あ
る
。
著
書
に
『
國
朝
漢
學
師

承
記
』
八
巻
、『
經
師
經
義
目
録
』
一
巻
、『
宋
學
淵
源
記
』
三
巻
、『
周
易
述
補
』
一
巻
、

『
隸
經
文
』
四
巻
、『
炳
燭
室
雜
文
』
一
巻
な
ど
が
あ
る
。

江
藩
に
関
す
る
史
料
に
は
『
續
碑
傳
集
』
巻
七
四
、
『
淸
史
列
傳
』
巻
六
九
、
『
國
朝
先

生
事
略
』
巻
三
六
な
ど
が
あ
る
。
日
本
語
の
も
の
と
し
て
は
近
藤
光
男
『
國
朝
漢
學
師
承

記
』（
明
治
書
院
）
の
「
解
説
」
に
詳
し
い
。

『
經
解
入
門
』
に
つ
い
て

『
經
解
入
門
』
は
、
経
書
を
閲
読
す
る
た
め
の
基
本
的
な
常
識
と
方
法
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
。
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
に
、
阮
元
の
序
を
冠
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
、

最
初
の
版
本
で
あ
る
。
於
越
の
徐
儀
吉
の
跋
に
よ
れ
ば
、「
儀
吉
、
其
の
副
本
尚
ほ
江
右
に

在
る
を
聞
き
、
因
り
て
數
年
の
心
力
を
殫
く
す
を
惜
し
ま
ず
、
重
金
を
以
て
之
を
購
得
す
」

と
あ
る
が
、
成
立
過
程
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
近
藤
光
男
先
生
は
「
江
藩
に
名
を
托
し
た

偽
書
」
と
し
て
こ
の
書
を
挙
げ
、「
文
中
に
見
え
る
ち
ぐ
は
ぐ
を
一
々
指
摘
す
る
ま
で
も
な

い
。
巻
末
に
は
紀
年
の
な
い
『
於
越
徐
儀
吉
跋
』
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
偽
作
者
の
仮
名
で

有
ろ
う
。
的
確
な
籍
貫
を
記
さ
ず
、
於
越
な
ど
と
古
名
を
以
て
広
域
を
い
う
の
は
、『
こ
の

書
の
副
本
が
〝
江
左
〝
に
在
る
と
聞
い
て
数
年
の
心
力
を
尽
し
〝
重
金
〝
を
は
た
い
て
手

に
入
れ
た
』
と
い
う
の
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。『
こ
の
書
物
は
直
ち
に
科
挙
受
験
の
参

考
書
と
し
て
有
用
で
あ
り
、
や
が
て
は
経
学
の
著
書
を
作
る
の
に
役
立
つ
』
と
宣
伝
し
て

い
る
。
さ
き
の
『
師
承
記
』
の
諸
版
本
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る

と
、
光
緒
九
年
か
ら
数
十
年
、
版
刻
印
行
が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
流
行

ぶ
り
は
か
よ
う
な
偽
書
を
生
む
ま
で
で
あ
っ
た
の
か
」
（
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
解
説
）
と

評
価
す
る
。
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『
經
解
入
門
』
の
版
本
、
注
釈
書
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

・
『
經
解
入
門
』
八
卷

鴻
寶
齋

一
八
八
八
（
光
緒
十
四
年
）

・
『
經
解
入
門
』
八
卷

上
海
書
局

一
八
九
三
（
光
緒
十
九
年
）

・
『
經
解
入
門
』
上
下

弘
文
堂
校
刊

一
九
三
〇
・
七
（
昭
和
五
年
）

勘
語
を
附
す

・
『
經
解
入
門
』

方
國
瑜
標
點

文
化
學
社

一
九
三
二
・
九

（
一
九
九
六
、
天
津
市

古
籍
書
店
の
影
印
本
あ
り
）

・
『
經
解
入
門
』

臺
灣
廣
文
書
局
『
國
學
珍
籍
彙
編
』
所
収

一
九
七
七
・
一
（
中
華
民

國
六
十
六
年
）

弘
文
堂
校
刊
本
の
影
印

・
『
經
解
入
門
』

周
春
健
校
注

『
淸
人
經
史
遺
珠
叢
編
』

華
東
師
範
大
學
出
版
社

二
〇
一
〇
・
五

偽
作
説
に
つ
い
て

前
述
の
近
藤
先
生
の
指
摘
以
外
に
、『
經
解
入
門
』
の
真
偽
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
に
、

司
馬
朝
軍
「
《
經
解
入
門
》
眞
僞
考
」（
『
文
獻
辨
僞
學
研
究
』
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

八
・
六
）
が
あ
る
。
版
本
、
阮
序
、
徐
跋
、『
師
承
記
』
や
『
古
書
疑
義
舉
例
』
と
の
比
較

な
ど
か
ら
、「『
經
解
入
門
』
は
偽
書
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
存
在
価
値
は
あ
る
」
と
い
う
。

さ
ら
に
谷
建
氏
は
『
經
解
入
門
辨
僞
』
で
「
そ
の
来
源
は
乾
嘉
以
降
の
若
干
の
学
術
名
著
、

す
な
わ
ち
『
經
義
術
聞
』『
漢
學
師
承
記
』『
國
朝
經
師
經
義
目
録
』『
石
經
考
異
』『
古
書

疑
義
舉
例
』『
書
目
答
問
』『
輶
軒
語
』
な
ど
で
あ
る
」（
未
見
、
司
馬
朝
軍
「
《
經
解
入
門
》

眞
僞
考
」
引
に
よ
る
）
と
指
摘
す
る
。
た
だ
わ
れ
わ
れ
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に

も
姓
名
、
出
処
を
明
示
せ
ず
に
引
用
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
現
時
点
で
判
明
し
て

い
る
も
の
を
以
下
に
表
と
し
て
掲
げ
る
。
こ
れ
以
外
の
各
編
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
来
源
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
鋭
意
調
査
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

『
經
解
入
門
』
各
篇
藍
本
表
（
一
部
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
改
変
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）

羣
經
縁
始
第
一

羣
經
源
流
第
二

『
經
典
釋
文
』
序
錄

羣
經
辨
異
第
三

羣
經
辨
僞
第
四

『
輶
軒
語
』
通
論
讀
書
七

諸
經
古
文
今
文
第
五

注
家
有
得
有
失
第
六

古
書
疑
例
第
七

兪
樾
『
古
書
疑
義
舉
例
』

古
經
佚
文
第
八

歷
代
經
學
興
廢
第
九

歷
代
石
經
源
流
第
十

歷
代
書
籍
制
度
第
十
一

金
鶚
「
漢
唐
以
來
書
籍
制
度
攷
」（『
詁
經
精
舍
文
集
』
巻

十
一
）

兩
漢
傳
經
諸
儒
第
十
二

『
經
典
釋
文
』
序
錄

兩
漢
通
經
諸
儒
第
十
三

畢
沅
『
通
經
表
』

南
北
經
術
流
派
第
十
四

邵
保
初
「
六
朝
經
術
流
派
論
」（『
詁
經
精
舍
文
集
』
巻
一
）

漢
宋
門
戸
異
同
第
十
五

國
朝
治
經
諸
儒
第
十
六

張
之
洞
『
書
目
答
問
』
姓
名
略

近
儒
説
經
得
失
第
十
七

江
藩
『
國
朝
經
師
經
義
目
録
』

經
與
經
相
表
裏
第
十
八

經
與
緯
相
表
裏
第
十
九

金
鶚
「
緯
候
不
起
哀
平
辨
」（『
詁
經
精
舍
文
集
』
巻
十
二
）

經
與
子
相
表
裏
第
二
十

『
輶
軒
語
』
讀
諸
子
一
、
二
、
通
論
讀
書
六

經
與
史
相
表
裏
第
二
十
一

『
輶
軒
語
』
讀
史
二
、
六

説
經
必
先
識
文
字
第
二
十
二

『
輶
軒
語
』
通
經
二
、

説
經
必
先
通
訓
詁
第
二
十
三

説
經
必
先
明
叚
借
第
二
十
四

王
引
之
『
經
義
述
聞
』
卷
三
十
二
通
説
下

説
經
必
先
知
音
韻
第
二
十
五

『
輶
軒
語
』
通
經
三

説
經
必
先
審
句
讀
第
二
十
六
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説
經
必
先
明
家
法
第
二
十
七

字
學
源
流
第
二
十
八

音
韻
源
流
第
二
十
九

古
有
六
書
第
三
十

古
無
四
聲
第
三
十
一

錢
大
昕
『
濳
研
堂
文
集
』
卷
十
五
「
音
韻
問
荅
」

有
目
録
之
學
第
三
十
二

有
校
勘
之
學
第
三
十
三

有
訓
詁
之
學
第
三
十
四

『
輶
軒
語
』
通
經
四
、
五

有
考
據
之
學
第
三
十
五

解
經
不
尚
新
奇
第
三
十
六

解
經
不
可
虛
造
第
三
十
七

『
輶
軒
語
』
通
經
四

不
可
望
文
生
訓
第
三
十
八

『
輶
軒
語
』
通
經
四

不
可
妄
詆
古
訓
第
三
十
九

不
可
剽
竊
舊
説
第
四
十

不
可
穿
鑿
無
理
第
四
十
一

不
可
附
會
無
據
第
四
十
二

『
輶
軒
語
』
通
經
四
、
五

不
可
有
騎
牆
之
見
第
四
十
三

不
可
作
固
執
之
談
第
四
十
四

門
徑
不
可
不
淸
第
四
十
五

『
輶
軒
語
』
通
論
讀
書
四

體
例
不
可
不
熟
第
四
十
六

『
輶
軒
語
』
通
經
四

不
可
增
字
解
經
第
四
十
七

王
引
之
『
經
義
述
聞
』
卷
三
十
二
増
字
解
經

不
可
妄
改
經
文
第
四
十
八

方
音
異
同
不
可
不
曉
第
四
十
九

制
度
沿
革
不
可
不
知
第
五
十

平
日
讀
書
課
程
第
五
十
一

『
輶
軒
語
』
通
經
六
、
八
、
九
、

讀
諸
子
三
、

通
論
讀
書
三
、
五
、
十
二

科
場
解
經
程
式
第
五
十
二

凡
例

一
、
本
訳
註
は
江
藩
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
經
解
入
門
』
に
対
し
て
訳
註
を
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
は
敍
言
・
凡
例
・
羣
經
縁
始
第
一
か
ら
兩
漢
通
經
諸
儒
第
十
三
ま
で
を

収
め
る
。

一
、
本
訳
註
は
弘
文
堂
校
刊
本
を
底
本
と
し
、
原
文
と
【
校
記
】【
書
き
下
し
文
】【
註
】【
現

代
語
訳
】
か
ら
成
り
、
適
宜
弘
文
堂
校
刊
の
「
勘
語
」
を
利
用
す
る
。

一
、
原
文
を
改
め
た
場
合
は
、
原
文
の
文
字
は
（

）
で
示
し
、
校
訂
お
よ
び
増
補
し
た

文
字
は
〔

〕
で
示
し
、
そ
の
詳
細
は
【
校
記
】
で
述
べ
る
。

經
解
入
門

敍
言

往
者
、
余
嘗
語
顧
君
千
里
曰
、
治
經
不
難
、
通
經
亦
不
難
。
雖
然
、
道
則
高
矣
美
矣
。
不
得
其
門

而
入
、
而
欲
登
堂
奥
之
府
、
窺
室
家
之
好
、
則
束
髪
抱
經
、
有
皓
首
不
究
其
旨
者
矣
。
卽
幸
而
得

焉
、
而
單
詞
隻
義
、
百
投
而
一
中
、（
出
主
入
奴
）〔
入
主
出
奴
〕
①
、
始
合
而
終
歧
、
又
往
往
流

於
異
端
曲
學
而
不
自
知
、
豈
不
悲
哉
。
以
吾
子
之
才
（
之
）
②
學
、
其
能
提
挈
綱
領
、
指
究
得
失
、

約
其
文
、
詳
其
旨
。
作
爲
一
書
、
以
爲
經
訓
之
陳
塗
、
吾
道
之
津
遝
③
乎
。
千
里
諾
之
、
而
未
有

作
也
。
居
無
何
、
甘
泉
江
君
子
屏
、
出
其
所
著
經
解
入
門
以
示
余
。
余
讀
之
、
瞿
然
而
起
曰
、
是

固
吾
疇
曩
所
望
於
千
里
者
、
而
今
得
之
子
。
信
乎
、
海
内
博
雅
君
子
、
能
以
文
章
爲
來
世
誦
法
、

舍
此
二
三
學
友
無
屬
也
。
而
元
之
不
揣
其
愚
、
思
有
譔
述
以
益
後
學
、
亦
差
幸
胸
肊
之
私
、
抑
得

此
爲
不
孤
耳
。

子
屏
得
師
承
於
研
溪
惠
先
生
、
博
聞
强
記
、
於
學
無
所
不
通
、
而
研
貫
羣
經
、
根
本
兩
漢
、
尤
其
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所
長
。
元
少
時
與
君
同
里
同
學
、
接
其
議
論
者
、
垂
三
十
年
。
曩
居
余
廣
州
節
院
時
、
元
嘗
刻
其

所
纂
國
朝
漢
學
師
承
記
八
卷
。
昭
代
經
學
之
淵
源
、
與
近
儒
之
微
言
大
義
、
賴
以
不
墜
。
今
又
得

此
。
子
屏
之
於
學
、
其
眞
可
謂
語
大
而
不
外
、
語
小
而
不
遺
、
俾
學
者
淺
深
求
之
、
而
各
得
其
致

者
矣
。

是
書
之
大
旨
、
約
分
三
端
。
首
言
羣
經
之
源
流
、
與
經
學
之
師
傳
、
端
其
本
也
。
次
言
讀
經
之
法
、

與
經
解
之
體
、
審
其
業
也
。
終
言
説
經
之
弊
、
與
末
學
之
失
、
防
其
惑
也
。
學
者
得
此
而
讀
之
、

循
其
途
、
踐
其
跡
、
避
其
所
短
、
求
其
所
長
、
則
可
以
不
誤
於
趨
向
。
優
而
游
之
、
擴
而
充
之
、

則
可
以
躋
許
鄭
之
堂
、
抗
孔
陸
之
席
。
子
屏
不
自
侈
其
業
、
以
是
爲
初
學
計
也
。
顧
豈
僅
爲
初
學

計
哉
、
吾
願
後
之
學
者
執
此
而
終
身
焉
可
耳
。
道
光
十
二
年
歳
次
壬
辰
九
月
、
協
辦
大
學
士
兩
廣

總
督
阮
元
序
。

【
校
記
】

①

「
出
主
入
奴
」

弘
文
堂
校
刊
の
勘
語
（
以
下
、「
勘
語
」
と
称
す
る
）
に
従
い
、「
入
主

出
奴
」
に
改
め
る
。

②

「
之
」

衍
字
と
み
な
し
て
削
除
す
る
。

③

「
遝
」
に
は
「
い
り
ま
じ
る
」「
め
す
」「
お
よ
ぶ
」
な
ど
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
し

っ
く
り
こ
な
い
。
蓋
し
「
逮
」
の
形
譌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
津
逮
」
は
「
橋
渡
し
」「
手

引
き
」
と
い
う
意
味
。
周
春
健
は
「
津
逮
」
に
同
じ
と
い
う
が
、
や
は
り
形
似
に
よ
る
あ
や

ま
り
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

【
書
き
下
し
】

敍
言
①

往
に
余
嘗
に
顧
君
千
里
に
語
り
て
曰
く
、「
經
を
治
む
る
は
難
か
ら
ず
、
經
に
通
ず
る
も
亦
難
か

さ
き

つ
ね

ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
道
は
則
ち
高
し
美
な
り
。
其
の
門
を
得
て
入
ら
ず
し
て
、
堂
奥
の
府
に
登

り
、
室
家
の
好
を
窺
は
ん
と
欲
す
れ
ば
②
、
則
ち
束
髪
經
を
抱
く
も
、
皓
首
、
其
の
旨
を
究
め
ざ

る
者
有
り
③
。
卽
へ
幸
ひ
に
し
て
得
る
も
、
單
詞
隻
義
、
百
た
び
投
じ
て
一
た
び
中
り
、
入
る
は

た
と

あ
た

主
と
し
出
づ
る
は
奴
と
し
、
始
め
合
し
て
終
り
歧
る
。
又
往
往
に
し
て
異
端
曲
學
に
流
る
る
も
自

も
と

ら
知
ら
ず
、
豈
に
悲
し
か
ら
ず
や
。
吾
子
の
才
學
は
、
其
れ
能
く
綱
領
を
提
挈
し
、
得
失
を
指
究

し
、
其
の
文
を
約
し
、
其
の
旨
を
詳
ら
か
に
す
。
一
書
を
作
爲
し
て
、
以
て
經
訓
の
陳
塗
、
吾
道

の
津
遝
〔
逮
〕
と
爲
さ
ん
」
と
。
千
里
、
之
を
諾
す
も
、
未
だ
作
有
ら
ざ
る
な
り
。
居
る
こ
と

何
い
く
ば
く

も
無
く
、
甘
泉
の
江
君
子
屏
、
其
の
著
は
す
所
の
經
解
入
門
を
出
し
て
以
て
余
に
示
す
。
余
、
之

い
だ

を
讀
み
、
瞿
然
と
し
て
起
ち
て
曰
く
、「
是
れ
固
よ
り
吾
れ
疇
曩
、
千
里
に
望
む
所
の
者
に
し
て
、

ち
う
だ
う

今
之
を
子
に
得
た
り
。
信
な
り
、
海
内
の
博
雅
の
君
子
、
能
く
文
章
を
以
て
來
世
の
誦
法
と
爲
す

は
、
此
の
二
三
の
學
友
を
舍
き
て
屬
す
る
無
き
こ
と
④
。
而
し
て
元
の
其
の
愚
を
揣
ら
ず
し
て
、

お

し
よ
く

は
か

譔
述
有
り
て
以
て
後
學
を
益
し
、
亦
胸
肊
の
私
を
差
幸
せ
ん
こ
と
を
思
ふ
は
、
抑
そ
も
此
れ
を
得

て
孤
な
ら
ず
と
爲
す
の
み
」
と
。

子
屏
、
師
承
を
研
溪
の
惠
先
生
に
得
て
、
博
聞
强
記
に
し
て
、
學
に
於
て
通
ぜ
ざ
る
所
無
し
。
而

し
て
羣
經
を
研
貫
し
、
兩
漢
に
根
本
す
る
は
、
尤
も
其
の
長
ず
る
所
な
り
。
元
、
少
時
君
と
同
里

同
學
に
し
て
、
其
の
議
論
に
接
す
る
者
は
、
三
十
年
に
垂
ん
と
す
。
曩
に
余
の
廣
州
節
院
に
居

な
ん
な

さ
き

り
し
時
、
元
嘗
て
其
の
纂
す
る
所
の
國
朝
漢
學
師
承
記
八
卷
を
刻
す
。
昭
代
の
經
學
の
淵
源
と
近

儒
の
微
言
大
義
は
、
賴
り
て
以
て
墜
ち
ず
⑤
。
今
又
此
れ
を
得
た
り
。
子
屏
の
、
學
に
於
る
や
、

よ

お

其
れ
眞
に
語
大
な
る
も
外
な
ら
ず
、
語
小
な
る
も
遺
さ
ず
、
學
ぶ
者
を
し
て
淺
深
之
を
求
め
て
、

そ
と

の
こ

各
お
の
其
の
致
を
得
し
む
る
者
な
り
。

是
の
書
の
大
旨
は
約
三
端
に
分
く
。
首
に
羣
經
の
源
流
と
經
學
の
師
傳
を
言
ひ
、
其
の
本
を
端
す

た
だ

な
り
。
次
に
讀
經
の
法
と
經
解
の
體
を
言
ひ
、
其
の
業
を
審
ら
か
に
す
。
終
に
説
經
の
弊
と
末

つ
ま
び

學
の
失
を
言
ひ
、
其
の
惑
ひ
を
防
ぐ
な
り
。
學
ぶ
者
此
れ
を
得
て
之
を
讀
み
、
其
の
途
に
循
ひ
、

み
ち

し
た
が

其
の
跡
を
踐
み
、
其
の
短
と
す
る
所
を
避
け
、
其
の
長
と
す
る
所
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
以
て
趨
向

ふ

を
誤
ら
ざ
る
可
し
。
優
に
し
て
之
に
游
び
、
擴
し
て
之
を
充
つ
れ
ば
、
則
ち
以
て
許
・
鄭
の
堂
に
躋の

ぼ

り
、
孔
・
陸
の
席
に
抗
た
る
可
し
。
子
屏
、
自
ら
其
の
業
に
侈
ら
ず
、
是
を
以
て
初
學
の
爲
に
計

あ

お
ご

た
め

る
な
り
。
顧
ふ
に
豈
に
僅
か
に
初
學
の
爲
に
計
る
の
み
な
ら
ん
や
、
吾
れ
、
後
の
學
ぶ
者
此
れ
を

お
も

た
め

執
り
て
身
を
終
ふ
る
を
願
ひ
て
可
な
る
の
み
。
道
光
十
二
年
、
歳
は
壬
辰
に
次
る
、
九
月
、
協
辦

や
ど

大
學
士
兩
廣
總
督
阮
元
序
。
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【
註
】

①

阮
元
の
こ
の
敍
言
が
信
用
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、『
續
修
四
庫
總
目
提
要
』
は
、（
１
）

序
に
「
道
光
十
二
年
歳
次
壬
辰
九
月
、
協
辦
大
學
士
兩
廣
總
督
」
と
あ
る
が
、
阮
元
は
道
光
十

二
年
九
月
に
雲
貴
總
督
を
以
て
協
辦
大
學
士
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
兩
廣
總
督
と
題
す

る
の
は
誤
り
で
あ
る
、（
２
）
阮
元
の
『
研
經
室
集
』
に
こ
の
序
は
な
い
、（
３
）
江
藩
は
道
光

十
一
年
辛
卯
に
年
七
十
一
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
、
こ
と
を
挙
げ
て
、「
序
に
就
い
て
之
を
斷
ず
れ
ば
、
書

は
贋
作
た
る
こ
と
、
殆
ん
ど
疑
ひ
無
き
な
り
」
と
す
る
。

さ
ら
に
司
馬
朝
軍
『《
經
解
入
門
》
眞
僞
考
』（『
文
獻
辨
僞
學
研
究
』
武
漢
大
学
出
版
社
、
二

〇
〇
八
・
六
）
に
は
こ
の
敍
言
と
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
阮
元
序
を
反
復
比
較
し
た
結
果
、
三

ヵ
所
の
雷
同
す
る
個
所
を
挙
げ
（
以
下
の
註
③
④
⑤
参
照
）、「『
經
解
入
門
』
敍
言
は
『
國
朝
漢

學
師
承
記
』
の
阮
元
序
を
基
礎
と
し
て
敷
衍
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
阮
元
は
乾
嘉
の
学
問

の
大
家
で
あ
り
、
文
章
で
も
一
家
を
な
し
て
お
り
、『
研
經
室
文
集
』
と
い
う
著
作
も
あ
る
。
同

じ
作
者
の
異
な
る
著
作
の
た
め
に
序
を
作
る
の
に
、
決
し
て
苦
し
紛
れ
に
二
つ
を
一
つ
に
す
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
年
数
の
疑
問
点
が
あ
る
。『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
の
阮
元
序
は
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八

一
八
）
と
署
し
、
そ
の
中
で
「
元
幼
に
し
て
君
と
同
里
同
學
、
竊
か
に
論
説
を
聞
く
こ
と
三
十

餘
年
」
と
あ
り
、
一
方
『
經
解
入
門
』
の
阮
元
の
敍
言
は
道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）
と
署
し
、

「
元
、
少
時
君
と
同
里
同
學
に
し
て
、
其
の
議
論
に
接
す
る
者
は
、
三
十
年
に
垂
ん
と
す
」

な
ん
な

と
い
う
。
も
し
『
師
承
記
』
序
を
も
と
と
し
、「
三
十
餘
年
」
を
三
十
二
年
と
仮
定
し
て
、
嘉
慶

二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
引
け
ば
、
一
七
八
六
年
と
な
る
。
こ
れ
を
基
準
と
す
れ
ば
敍
言

の
道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）
ま
で
は
四
十
六
年
と
な
り
、「
三
十
年
に
垂
ん
と
す
」
と
い
う

な
ん
な

敍
言
の
年
数
と
整
合
し
な
い
。
も
し
言
う
と
し
た
ら
「
四
十
餘
年
」
か
「
五
十
年
に
垂
ん
と
す
」

と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②

『
論
語
』
子
張
の
「
叔
孫
武
叔
語
大
夫
於
朝
曰
、
子
貢
賢
於
仲
尼
。
子
服
景
伯
以
告
子
貢
。

子
貢
曰
、
譬
之
宮
牆
。
賜
之
牆
也
及
肩
、
闚
見
室
家
之
好
。
夫
子
之
牆
數
仭
、
不
得
其
門
而
入
、

不
見
宗
廟
之
美
、
百
官
之
富
。
得
其
門
者
或
寡
矣
。
夫
子
之
云
、
不
亦
宜
乎
」
を
踏
ま
え
た
表

現
で
あ
ろ
う
。

③

江
藩
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
序
に
、

是
を
以
て
通
儒
碩
學
、
束
髪
研
經
、
白
首
に
し
て
究
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
り
。（
是

以
通
儒
碩
學
、
有
束
髪
研
經
、
白
首
不
能
究
者
）

と
あ
る
。

④

江
藩
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
序
に
、

徒
ら
に
學
力
日
び
に
荒
み
、
政
事
に
暇
無
き
を
以
て
し
て
、
而
も
能
く
此
の
事
を
總
べ
、

す
さ

是
非
を
審
か
に
し
、
去
取
を
定
む
る
者
は
、
海
内
の
學
友
、
惟
だ
江
君
曁
び
顧
君
千
里
の

お
よ

二
三
人
の
み
。（
徒
以
學
力
日
荒
、
政
事
無
暇
、
而
能
總
此
事
、
審
是
非
、
定
去
取
者
、

海
内
學
友
、
惟
江
君
曁
顧
君
千
里
二
三
人
）

と
あ
る
。

⑤

江
藩
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
序
に
、

甘
泉
の
江
君
子
屏
は
、
師
傳
を
紅
豆
惠
氏
よ
り
得
、
博
聞
强
記
、
通
ぜ
ざ
る
所
無
し
。
心
、

羣
經
を
貫
き
、
兩
漢
を
折
衷
す
。
元
幼
に
し
て
君
と
同
里
同
學
、
竊
か
に
論
説
を
聞
く
こ

と
三
十
餘
年
。
江
君
纂
す
る
所
の
國
朝
漢
學
師
承
記
八
卷
は
、
嘉
慶
二
十
三
年
、
元
の
廣

州
節
院
に
居
り
し
時
、
之
を
刻
す
。
此
を
讀
め
ば
漢
の
世
の
儒
林
家
法
の
承
授
、
國
朝
學

者
の
經
學
の
淵
源
を
知
る
可
く
、
大
義
微
言
、
乖
れ
ず
絶
へ
ず
、
而
し
て
二
氏
の
説
も
、

は
な

亦
攻
め
ず
し
て
自
ら
破
れ
ん
。（
甘
泉
江
君
子
屏
、
得
師
傳
于
紅
豆
惠
氏
、
博
聞
强
記
、

無
所
不
通
。
心
貫
羣
經
、
折
衷
兩
漢
。
元
幼
與
君
同
里
同
學
、
竊
聞
論
説
三
十
餘
年
。
江

君
所
纂
國
朝
漢
學
師
承
記
八
卷
、
嘉
慶
二
十
三
年
、
居
元
廣
州
節
院
時
刻
之
。
讀
此
可
知

漢
世
儒
林
家
法
之
承
授
、
國
朝
學
者
經
學
之
淵
源
、
大
義
微
言
、
不
乖
不
絶
、
而
二
氏
之

説
、
亦
不
攻
自
破
矣
）

と
あ
る
。
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【
通
釈
】

敍
言

以
前
か
ら
私
は
つ
ね
づ
ね
顧
君
千
里
に
む
か
っ
て
、「
経
を
習
得
す
る
の
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
、

経
に
通
じ
る
の
も
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
（
経
学
の
）
道
は
高
く
て
立
派
で
す
。
正
し

い
入
り
口
か
ら
入
ら
ず
に
、
堂
奥
の
府
に
登
り
、
室
家
の
好
を
う
か
が
っ
た
な
ら
ば
、
た
と
え
若

い
こ
ろ
か
ら
経
書
を
学
ん
だ
と
し
て
も
、
頭
髪
が
白
く
な
っ
て
も
そ
の
本
指
を
き
わ
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
が
い
ま
す
。
た
と
え
幸
い
な
こ
と
に
本
指
を
き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

な
ん
の
根
拠
も
な
い
独
り
言
に
す
ぎ
ず
、
百
回
試
み
て
一
度
し
か
あ
た
ら
ず
、（
こ
ち
ら
に
）
入
る

も
の
は
主
と
し
て
（
尊
ぶ
が
、
こ
ち
ら
を
）
出
る
も
の
は
奴
と
し
て
（
卑
し
み
）、
最
初
は
正
し
い

の
に
最
終
的
に
は
誤
り
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
往
々
に
し
て
異
端
曲
学
に
流
れ
て
い
る
の
に
、
そ

の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま
せ
ん
、
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
才
能
や

学
問
は
、
綱
領
を
掲
示
し
、
得
失
を
指
摘
研
究
し
、
そ
の
文
を
要
約
し
、
そ
の
趣
旨
を
詳
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
か
一
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
れ
を
経
書
訓
詁
の
古
典
、
わ

が
経
学
の
道
の
手
引
き
と
し
た
い
」
と
お
願
い
し
て
き
た
。
顧
千
里
は
承
知
し
た
が
、
ま
だ
著
作

は
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
甘
泉
の
江
子
屏
〔
江
藩
〕
が
や
っ
て
き
て
、
み
ず
か
ら
著
わ
し

た
『
經
解
入
門
』
を
取
り
出
し
て
私
に
示
し
た
。
私
は
こ
れ
を
読
み
、
驚
い
て
起
ち
あ
が
っ
て
い

っ
た
、「
こ
れ
が
私
が
以
前
千
里
に
書
い
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
今
そ
れ
を
あ

な
た
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
の
こ
と
で
し
た
、
文
章
を
来
世
の
誦
法
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
海
内
の
博
雅
の
君
子
は
、
こ
の
二
三
の
学
友
を
お
い
て
他
に
委
嘱
す
る
も
の
が
い
な
い
こ
と

は
。
わ
た
し
は
み
ず
か
ら
の
愚
か
さ
も
か
え
り
み
ず
、
書
を
著
わ
し
て
後
学
を
裨
益
し
、
胸
中
の

私
事
を
吐
露
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
書
を
得
て
自
分
だ
け
が
孤
独
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
。

子
屏
は
研
溪
の
惠
先
生
〔
惠
棟
〕
か
ら
師
承
を
受
け
、
博
識
で
記
憶
力
が
よ
く
、
あ
ら
ゆ
る
学
問

に
通
じ
て
お
り
、
群
経
を
研
究
貫
穿
し
、
両
漢
の
学
問
に
根
柢
を
置
い
て
い
る
点
が
と
り
わ
け
彼

の
長
所
で
あ
る
。
わ
た
し
は
若
い
頃
か
ら
、
君
と
同
じ
郷
里
、
同
じ
学
校
で
あ
り
、
そ
の
議
論
に

は
じ
め
て
接
し
て
か
ら
も
う
三
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
。
さ
き
に
（
子
屏
が
）
私
の
廣
州
節
院
に

い
た
時
に
、
わ
た
し
は
彼
が
編
纂
し
た
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
八
巻
を
刊
刻
し
た
。
現
代
の
経
学

の
淵
源
と
近
儒
の
微
言
大
義
は
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
埋
没
す
る
こ
と
を
免
れ
、
そ
し
て
今
さ
ら
に

こ
の
書
を
得
た
。
学
問
に
お
い
て
子
屏
は
、
内
容
が
広
く
て
も
話
が
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
く
、
内

容
が
せ
ま
く
て
も
語
り
残
す
こ
と
は
な
く
、
学
ぶ
者
が
浅
く
深
く
追
求
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
目

的
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
る
。

こ
の
書
の
大
旨
は
お
よ
そ
三
つ
の
端
緒
に
わ
か
れ
る
。
最
初
に
群
経
の
源
流
と
経
学
の
師
伝
を
述

べ
（
一
～
十
七
）、
そ
の
本
源
を
正
す
。
次
に
読
経
の
方
法
と
経
解
の
体
例
を
述
べ
（
十
八
～
三
十

五
）、
そ
の
学
業
を
明
確
に
す
る
。
最
後
に
説
経
の
弊
害
と
末
学
の
遺
失
を
述
べ
（
三
十
六
～
五
十

二
）、
そ
の
疑
惑
を
予
防
す
る
。
学
ぶ
も
の
は
こ
れ
を
手
に
し
て
閲
読
し
、
そ
の
方
法
に
し
た
が
い
、

そ
の
足
跡
を
ふ
み
行
い
、
そ
の
短
所
を
避
け
、
そ
の
長
所
を
求
め
れ
ば
、
学
問
の
趨
勢
を
あ
や
ま

る
こ
と
は
な
い
。
ゆ
っ
く
り
学
び
、
拡
大
充
実
さ
せ
れ
ば
、
許
愼
・
鄭
玄
の
堂
に
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
、
孔
穎
達
・
陸
德
明
の
席
に
拮
抗
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
子
屏
は
自
分
の
学
業
に
お
ご
る
こ

と
な
く
、
初
学
者
の
こ
と
を
考
え
て
こ
の
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
わ
た
し
が
思
う
に
ど

う
し
て
初
学
者
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
学
ぶ
者
が
こ
の
書
を
手

に
と
っ
て
身
を
終
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）、
歳
は
壬
辰
に
次
る
、

九
月
、
協
辦
大
學
士
兩
廣
總
督
阮
元
序
。

經
解
入
門
凡
例

一
、
是
編
爲
初
學
治
經
起
見
、
故
類
分
各
編
以
淸
眉
目
。
其
中
語
皆
淺
顯
、
使
學
者
一
覽
而
知
。

一
、
是
編
專
爲
治
經
者
開
其
先
路
、
故
所
列
各
書
皆
爲
於
經
有
用
之
書
、
所
舉
各
事
皆
爲
治
經
極

要
之
事
。
此
外
史
學
各
家
之
説
、
不
敢
濫
入
。

一
、
是
編
皆
靠
實
立
説
、
無
一
虛
語
。
使
學
者
知
治
經
一
道
、
入
門
便
不
可
以
憑
空
臆
説
。
且
所

（
學
）〔
舉
〕
①
各
條
、
倶
鑒
前
人
得
失
、
裁
酌
盡
善
。
由
此
而
入
、
萬
不
致
有
歧
途
之
悔
。

一
、
今
人
名
經
學
爲
漢
學
、
蓋
以
秦
火
而
後
、
漢
始
昌
明
其
學
、
魏
晉
以
降
、
漸
亦
頽
廢
、
而
國

朝
則
直
追
兩
京
、
斯
爲
極
盛
。
故
書
中
於
漢
人
書
及
國
朝
人
説
經
各
書
、
皆
詳
述
之
。
於
唐

坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）
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以
下
之
書
從
略
、
以
精
者
罕
也
。

一
、
是
編
分
卷
八
、
分
篇
五
十
有
二
、
本
爲
初
學
苦
治
經
無
師
傳
而
作
。
然
卽
以
此
爲
師
、
則
勝

千
里
負
笈
者
多
矣
。
孟
子
曰
、
夫
道
若
大
路
然
。
豈
難
知
哉
。
此
卽
經
學
之
先
路
也
。

一
、
設
經
家
引
用
羣
籍
、
書
名
皆
宜
標
明
、
其
書
多
者
尤
宜
標
明
篇
目
。
如
引
易
則
當
云
某
卦
、

引
左
氏
傳
、
當
云
某
公
某
年
、
引
周
秦
諸
子
、
亦
當
云
某
子
某
篇
、
引
漢
以
下
各
注
、
則
當

云
某
某
某
書
某
篇
注
又
周
禮
六
官
缺
冬
官
、
漢
人
以
考
工
記
補
入
。
引
考
工
記
、
不
得
稱
冬
官
。
之
類
、
所

以
昭
徵
實
。
是
編
引
各
説
亦
然
、
學
者
不
宜
忽
過
。

一
、
治
經
首
重
家
法
、
家
法
不
明
、
卽
爲
俗
學
。
故
漢
書
儒
林
傳
諸
經
師
、
必
詳
所
出
、
其
所
出

不
明
者
不
録
。
國
朝
諸
老
亦
然
。
余
所
以
有
漢
學
師
承
之
作
、
初
學
切
宜
確
守
。

一
、
説
經
文
法
、
祇
求
明
白
曉
暢
。
説
盡
而
止
、
篇
幅
長
短
、
皆
所
不
論
。
不
宜
雕
琢
字
句
、
及

閒
説
空
話
。
讀
末
卷
所
附
各
篇
、
自
無
不
可
三
反
矣
。

江
藩
子
屏
氏
識

【
校
記
】

①

「
學
」

周
春
健
に
従
い
、「
舉
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

經
解
入
門
凡
例

一
、
是
の
編
は
初
學
の
、
經
を
治
む
る
爲
に
起
見
す
る
が
故
に
、
各
編
を
類
分
し
て
以
て
眉
目
を

淸
ら
か
に
す
。
其
の
中
の
語
は
皆
淺
顯
に
し
て
、
學
ぶ
者
を
し
て
一
覽
し
て
知
ら
し
む
。

一
、
是
の
編
は
專
ら
經
を
治
む
る
者
の
爲
に
其
の
先
路
を
開
く
が
故
に
、
列
す
る
所
の
各
書
は
皆

經
に
於
け
る
有
用
の
書
と
爲
し
、
舉
ぐ
る
所
の
各
事
は
皆
經
を
治
む
る
極
要
の
事
と
爲
す
。

此
の
外
、
史
學
の
各
家
の
説
は
敢
て
濫
入
せ
ず
。

一
、
是
の
編
は
皆
實
に
靠
り
て
説
を
立
て
、
一
虛
語
無
し
。
學
ぶ
者
を
し
て
經
を
治
む
る
の
一
道

よ

を
知
り
、
門
に
入
り
て
便
ち
以
て
空
に
憑
り
て
臆
説
す
可
か
ら
ざ
ら
し
む
。
且
つ
舉
ぐ
る
所

よ

の
各
條
は
、
倶
に
前
人
の
得
失
を
鑒
み
、
盡
善
を
裁
酌
す
。
此
れ
に
由
り
て
入
れ
ば
、
萬
、

か
ん
が

歧
途
の
悔
い
有
る
を
致
さ
ず
。

一
、
今
人
、
經
學
を
名
づ
け
て
漢
學
と
爲
す
は
、
蓋
し
秦
火
而
後
、
漢
始
め
て
其
の
學
を
昌
明
し
、

魏
晉
以
降
、
漸
く
亦
頽
廢
す
る
も
、
國
朝
は
則
ち
直
ち
に
兩
京
を
追
ひ
、
斯
を
極
盛
と
爲
す

を
以
て
な
ら
ん
。
故
に
書
中
に
漢
人
の
書
及
び
國
朝
人
の
説
經
の
各
書
に
於
て
、
皆
之
を
詳

述
す
。
唐
以
下
の
書
に
於
て
略
に
從
ふ
は
、
精
な
る
者
罕
な
る
を
以
て
な
り
。

一
、
是
の
編
は
卷
八
に
分
け
、
篇
五
十
有
二
に
分
け
、
本
初
學
の
、
經
に
師
傳
無
き
に
苦
し
む
が

爲
に
作
る
。
然
れ
ど
も
卽
し
此
を
以
て
師
と
爲
さ
ば
、
則
ち
千
里
、
笈
を
負
ふ
者
に
勝
れ
る

も

こ
と
多
し
。
孟
子
、「
夫
れ
道
は
大
路
の
若
し
。
豈
に
知
り
難
か
ら
ん
や
」
①
と
曰
ふ
。
此
れ

卽
ち
經
學
の
先
路
な
り
。

一
、
説
經
家
の
引
用
せ
る
羣
籍
、
書
名
は
皆
宜
し
く
標
明
す
べ
し
、
其
の
書
の
多
き
者
は
尤
も
宜

し
く
篇
目
を
標
明
す
べ
し
。
如
へ
ば
、
易
を
引
け
ば
則
ち
當
に
某
卦
と
云
ふ
べ
し
、
左
氏
傳

た
と

を
引
け
ば
、
當
に
某
公
某
年
と
云
ふ
べ
し
、
周
秦
の
諸
子
を
引
け
ば
、
亦
當
に
某
子
某
篇
と

云
ふ
べ
し
、
漢
以
下
の
各
注
を
引
け
ば
、
則
ち
當
に
某
某
某
書
某
篇
注
と
云
ふ
べ
き
又
周
禮

の
六
官
は
冬
官
を
缺
き
、
漢
人
、
考
工
記
を
以
て
補
入
す
。
考
工
記
を
引
く
に
、
冬
官
と
稱
す
る
を
得
ず
。
の
類
は
、

徵
實
を
昭
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。
是
の
編
、
各
説
を
引
く
も
亦
然
り
、
學
ぶ
者
宜
し
く
忽

過
す
べ
か
ら
ず
。

一
、
治
經
は
首
に
家
法
を
重
ん
じ
、
家
法
明
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
卽
ち
俗
學
と
爲
す
。
故
に
漢
書

儒
林
傳
の
諸
經
師
は
、
必
ず
出
づ
る
所
を
詳
ら
か
に
し
、
其
の
出
づ
る
所
明
ら
か
な
ら
ざ
る

者
は
録
さ
ず
。
國
朝
の
諸
老
も
亦
然
り
。
余
、
漢
學
師
承
の
作
有
る
所
以
は
、
初
學
は
切
に

宜
し
く
確
守
す
べ
し
。

一
、
説
經
の
文
法
は
、
祇
だ
明
白
曉
暢
を
求
む
る
の
み
。
説
き
盡
し
て
止
ま
り
、
篇
幅
の
長
短
は

た

皆
論
ぜ
ざ
る
所
な
り
。
宜
し
く
字
句
を
雕
琢
す
、
及
び
閒
説
空
話
す
べ
か
ら
ず
。
末
卷
に
附

す
る
所
の
各
篇
を
讀
め
ば
、
自
ら
三
反
②
す
可
か
ら
ざ
る
無
し
。

江
藩
子
屏
氏
識

【
註
】
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①

『
孟
子
』
告
子
下
に
、

曰
く
、
交
、
鄒
君
に
見
ゆ
る
を
得
ば
、
以
て
館
を
假
る
可
し
、
願
く
は
留
ま
り
て
業
を
門
に

受
け
ん
。
曰
く
、
夫
れ
道
は
大
路
の
若
し
。
豈
に
知
り
難
か
ら
ん
や
。
人
、
求
め
ざ
る
を
病

う
る
の
み
。
子
歸
り
て
之
を
求
む
れ
ば
、
餘
師
有
ら
ん
。（
曰
、
交
得
見
於
鄒
君
、
可
以
假

館
、
願
留
而
受
業
於
門
。
曰
、
夫
道
若
大
路
然
、
豈
難
知
哉
。
人
病
不
求
耳
。
子
歸
而
求
之
、

有
餘
師
）

と
あ
る
。「
夫
道
若
大
路
然
」
の
「
然
」
は
助
字
。

②

『
論
語
』
述
而
の
「
子
曰
、
不
憤
不
啓
。
不
悱
不
發
。
舉
一
隅
不
以
三
隅
反
、
則
不
復
也
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

【
通
釈
】

『
経
解
入
門
』
凡
例

一
、
こ
の
編
は
経
を
治
め
る
初
学
者
の
た
め
に
作
成
し
て
い
る
の
で
、
各
編
を
分
類
し
て
白
黒
を

は
っ
き
り
さ
せ
た
。
そ
の
中
の
こ
と
ば
は
い
づ
れ
も
わ
か
り
や
す
く
、
学
ぶ
も
の
が
一
覧
し

た
だ
け
で
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

一
、
こ
の
編
は
も
っ
ぱ
ら
経
を
治
め
る
も
の
の
た
め
に
そ
の
先
導
の
道
を
開
い
て
い
る
。
だ
か
ら

列
挙
し
た
各
書
物
は
す
べ
て
経
に
対
し
て
有
用
の
書
で
あ
り
、
列
挙
し
た
各
事
柄
は
す
べ
て

経
を
治
め
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
、
史
学
の
各
家
の
説
は
あ

え
て
編
入
し
な
い
。

一
、
こ
の
編
は
す
べ
て
実
在
の
も
の
に
よ
っ
て
説
を
立
て
て
お
り
、
虚
構
の
語
は
ひ
と
つ
と
し
て

な
い
。
学
ぶ
も
の
に
経
を
治
め
る
方
法
を
理
解
さ
せ
、
入
門
し
て
す
ぐ
に
な
ん
の
根
拠
も
な

く
臆
説
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
な
お
か
つ
列
挙
し
た
各
條
は
、
い
づ
れ
も
前
人
の
得
失
を

考
察
し
、
最
善
の
も
の
を
選
択
し
た
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
学
問
の
道
に
入
れ
ば
、
道
に
迷

う
と
い
う
後
悔
を
残
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

一
、
最
近
の
人
が
経
学
を
漢
学
と
名
づ
け
る
の
は
、
思
う
に
秦
の
焚
書
以
後
、
漢
が
は
じ
め
て
そ

の
学
を
盛
ん
に
し
、
魏
晉
以
降
、
次
第
に
頽
廃
し
た
が
、
清
朝
は
直
接
両
漢
を
恋
い
慕
い
、

そ
の
時
代
が
極
盛
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
書
中
で
は
漢
人
の
書
お
よ
び
清

朝
人
の
説
経
の
各
書
物
を
す
べ
て
詳
細
に
論
述
す
る
。
唐
以
下
の
書
を
省
略
す
る
の
は
、
精

密
正
確
な
も
の
が
ま
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
、
こ
の
編
は
八
巻
、
五
十
二
篇
に
分
け
、
も
と
も
と
経
に
師
伝
が
な
い
こ
と
に
苦
し
む
初
学
者

の
た
め
に
作
成
し
た
。
し
か
し
も
し
こ
の
書
を
師
と
す
れ
ば
、
笈
を
背
負
っ
て
千
里
の
道
の

り
を
勉
学
に
赴
く
よ
り
は
る
か
に
ま
さ
っ
て
い
る
。『
孟
子
』〔
告
子
下
〕
は
「
そ
も
そ
も
人

の
道
は
大
道
の
よ
う
に
明
白
で
す
。
ど
う
し
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
と
り
も
な
お
さ
ず
（
初
学
者
を
）
先
導
す
る
経
学
の
大
道
で
あ

る
。

一
、
説
経
家
が
引
用
す
る
群
籍
は
、
す
べ
て
書
名
を
は
っ
き
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
た
く
さ
ん

引
用
す
る
書
は
と
り
わ
け
篇
目
を
は
っ
き
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
易
』
を
引

用
す
る
時
に
は
某
卦
と
い
い
、『
左
氏
傳
』
を
引
用
す
る
時
に
は
某
公
某
年
と
い
い
、
周
秦

の
諸
子
を
引
用
す
る
時
に
は
某
子
某
篇
と
い
い
、
漢
以
下
の
各
注
を
引
用
す
る
時
に
は
某
某

某
書
某
篇
注
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
周
禮
』
六
官
は
冬
官
を
缺
き
、
漢
の
人
が
『
考
工
記
』
を
補

入
し
た
の
で
、『
考
工
記
』
を
引
用
す
る
場
合
は
冬
官
と
称
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
の
は
、
事

実
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
編
が
各
説
を
引
用
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
り
、

学
ぶ
も
の
は
決
し
て
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
経
を
治
め
る
に
は
最
初
に
家
法
を
重
ん
じ
、
家
法
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
俗
学
で
あ
る
。

だ
か
ら
『
漢
書
』
儒
林
傳
の
諸
経
師
は
か
な
ら
ず
そ
の
出
処
を
詳
細
に
記
述
し
、
出
処
が
明

ら
か
で
な
い
も
の
は
記
述
し
て
い
な
い
。
清
朝
の
諸
老
も
同
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
は

漢
学
師
承
の
書
を
著
わ
し
た
の
で
あ
る
。
初
学
者
は
し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
説
経
の
文
法
は
、
わ
か
り
や
す
さ
だ
け
求
め
る
。
解
説
し
つ
く
し
た
ら
や
め
、
篇
幅
の
長
短

は
関
係
な
い
。
字
句
の
雕
琢
、
お
よ
び
無
駄
話
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
末
巻
に
附
載
す
る
各

篇
を
読
め
ば
、
お
の
づ
か
ら
三
隅
を
反
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
藩
子
屏
氏
識

坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）
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經
解
入
門
目
録

甘
泉
江
藩
纂

卷
一羣

經
縁
始
第
一
附
羣
經
分
合
次
第

羣
經
源
流
第
二
與
兩
漢
傳
經
諸
儒
參
看

羣
經
辨
異
第
三

羣
經
辨
僞
第
四
附
辨
諸
子
之
僞

諸
經
古
文
今
文
第
五

本
文
は
「
羣
經
古
文
今
文
第
五
」
に
作
る
。

注
家
有
得
有
失
第
六

古
書
疑
例
第
七

古
經
佚
文
第
八

本
文
は
「
羣
經
佚
文
第
八
」
に
作
る
。

卷
二歷

代
經
學
興
廢
第
九

歷
代
石
經
源
流
第
十

歷
代
書
籍
制
度
第
十
一

兩
漢
傳
經
諸
儒
第
十
二

兩
漢
通
經
諸
儒
第
十
三

卷
三南

北
經
術
流
派
第
十
四

漢
宋
門
戸
異
同
第
十
五

國
朝
治
經
諸
儒
第
十
六

近
儒
説
經
得
失
第
十
七

卷
四經

與
經
相
表
裏
第
十
八

經
與
緯
相
表
裏
第
十
九

經
與
子
相
表
裏
第
二
十

經
與
史
相
表
裏
第
二
十
一

説
經
必
先
識
文
字
第
二
十
二
與
字
學
源
流
音
韻
源
流
參
看

説
經
必
先
通
訓
詁
第
二
十
三

説
經
必
先
明
叚
借
第
二
十
四

説
經
必
先
知
音
韻
第
二
十
五
與
音
韻
源
流
參
看

説
經
必
先
審
句
讀
第
二
十
六

説
經
必
先
明
家
法
第
二
十
七

卷
五字

學
源
流
第
二
十
八

音
韻
源
流
第
二
十
九
與
古
無
四
聲
參
看

古
有
六
書
第
三
十

古
無
四
聲
第
三
十
一

有
目
録
之
學
第
三
十
二

本
文
は
「
有
目
録
之
第
三
十
二
」
に
作
り
、「
學
」
字
を
脱
す
。

有
校
勘
之
學
第
三
十
三

有
訓
詁
之
學
第
三
十
四

有
考
據
之
學
第
三
十
五

卷
六解

經
不
尚
新
奇
第
三
十
六

解
經
不
可
虛
造
第
三
十
七

不
可
望
文
生
訓
第
三
十
八

不
可
妄
詆
古
訓
第
三
十
九

不
可
剽
竊
舊
説
第
四
十

不
可
穿
鑿
無
理
第
四
十
一

不
可
附
會
無
據
第
四
十
二

不
可
有
騎
牆
之
見
第
四
十
三

不
可
作
固
執
之
談
第
四
十
四
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門
徑
不
可
不
淸
第
四
十
五

體
例
不
可
不
熟
第
四
十
六

卷
七不

可
增
字
解
經
第
四
十
七

本
文
は
「
不
可
增
字
解
第
四
十
七
」
に
作
り
、「
經
」
字
を
脱
す
。

不
可
妄
改
經
文
第
四
十
八

方
音
異
同
不
可
不
曉
第
四
十
九

制
度
沿
革
不
可
不
知
第
五
十

平
日
讀
書
課
程
第
五
十
一

本
文
は
「
平
日
讀
經
課
程
第
五
十
一
」
に
作
る
。

科
場
解
經
程
式
第
五
十
二

卷
八附

選

經
解
入
門
卷
一

甘
泉
江
藩
纂

羣
經
縁
始
第
一

附
羣
經
分
合
次
第

上
古
無
經
名
。
禮
記
以
經
解
名
篇
、
實
爲
經
名
所
自
始
。
其
云
孔
子
曰
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
。

疏
通
知
遠
、
書
教
也
。
廣
博
易
良
、
樂
教
也
。
絜
靜
精
微
、
易
教
也
。
恭
儉
莊
敬
、
禮
教
也
。
屬

辭
比
事
、
春
秋
教
也
。
案
卽
以
詩
書
〔
樂
〕
①
易
禮
春
秋
爲
經
、
尚
無
五
經
六
經
諸
名
目
。
六
經

之
名
、
始
見
於
莊
子
。
天
運
篇
、
孔
子
謂
老
聃
曰
、
吾
治
詩
書
禮
樂
易
春
秋
六
經
、
以
爲
（
文
）〔
久
〕

②
、
又
云
、
孔
子
見
聃
、
不
許
。
於
是
繙
十
二
經
以
説
老
聃
。
至
漢
則
樂
經
亡
、
而
五
經
僅
存
。

徐
氏
初
學
記
云
、
古
者
以
易
書
詩
禮
樂
春
秋
爲
六
經
。
至
秦
焚
書
、
樂
經
亡
。
今
以
易
詩
書
禮
春

秋
爲
五
經
。
漢
武
帝
建
元
五
年
、
初
置
五
經
博
士
、
五
經
之
名
始
於
此
。
而
其
後
則
或
離
或
合
、

各
有
不
同
。
考
古
類
編
云
、
有
稱
七
經
者
。
五
經
之
外
、
兼
周
禮
儀
禮
也
。
有
稱
九
經
者
。
七
經

之
外
、
兼
孝
經
論
語
也
。
有
稱
十
經
者
。
易
詩
書
三
禮
春
秋
左
氏
公
羊
穀
梁
論
語
孝
經
、
是
也
。

有
稱
十
二
經
者
。
六
經
六
緯
、
是
也
。
有
稱
十
三
經
者
。
易
書
詩
三
禮
春
秋
左
氏
公
羊
穀
梁
孝
經

論
語
孟
子
爾
雅
、
是
也
。
困
學
紀
聞
云
、
以
禮
樂
詩
書
易
春
秋
爲
六
藝
、
始
見
於
太
史
公
滑
稽
列

傳
。
原
注
、
孔
子
曰
、
六
藝
於
治
一
也
。
或
云
七
經
。
原
注
、
後
漢
趙
典
、
學
孔
子
七
經
。
蜀
秦
宓
謂
、
文
翁
遣
相
如
東

受
七
經
。
或
以
六
經
六
緯
爲
十
二
經
。
原
注
、
莊
子
天
道
。
紀
數
略
十
二
經
。
一
説
易
上
下
經
十
翼
。
一
説
春
秋
十
二

公
經
。
或
以
五
經
五
緯
爲
十
經
。
原
注
、
南
史
周
續
之
。
或
云
九
經
。
原
注
、
釋
文
序
錄
、
易
書
詩
周
禮
儀
禮
禮

記
春
秋
孝
經
論
語
。
唐
谷
那
律
傳
、
九
經
庫
、
始
有
九
經
之
名
。
讀
書
記
云
、
自
漢
以
來
、
儒
者
相
傳
但
言
五
經
。

而
唐
時
立
之
學
（
宮
）〔
官
〕
③
、
則
云
九
經
者
、
三
禮
三
傳
、
分
而
習
之
、
故
爲
九
也
。
其
刻
石

國
子
學
云
、
九
經
、
并
孝
經
論
語
爾
雅
在
内
。
本
朝
增
以
孟
子
、
十
三
之
名
以
立
。

其
前
後
次
第
、
釋
文
序
錄
云
、
如
禮
記
經
解
之
説
、
以
詩
爲
首
。
七
略
藝
文
志
所
記
、
用
易
居
前
。

阮
孝
緒
七
錄
亦
同
此
次
。
而
王
儉
七
志
、
孝
經
爲
初
。
原
其
後
前
、
義
各
有
指
。
而
陸
氏
釋
文
所

次
、
則
周
易
爲
先
、
次
尚
書
、
次
毛
詩
、
次
三
禮
、
周
禮
禮
記
儀
禮
、
次
春
秋
、
左
氏
公
羊
穀
梁
、

次
孝
經
、
次
論
語
、
次
爾
雅
、
共
十
二
經
。
本
朝
所
定
、
則
始
周
易
、
次
尚
書
、
次
毛
詩
、
次
三

禮
、
次
春
秋
、
次
孝
經
、
次
論
語
、
次
孟
子
、
次
爾
雅
。
至
所
行
四
子
書
、
則
宋
程
朱
諸
儒
、
取

禮
記
大
學
中
庸
二
篇
、
而
配
合
之
者
也
。
所
行
五
經
、
則
用
易
書
詩
禮
記
春
秋
、
所
行
七
經
、
則

五
經
之
外
、
加
周
禮
儀
禮
而
已
。

【
校
記
】

①

上
文
の
『
禮
記
』
經
解
に
従
い
、「
樂
」
字
を
補
う
。

②

「
文
」

『
莊
子
』
天
道
篇
に
従
い
、「
久
」
に
改
め
る
。

③

「
宮
」

『
日
知
録
』
卷
十
八
「
十
三
經
注
疏
」
に
従
い
、「
官
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

羣
經
縁
始
第
一

附
羣
經
分
合
次
第

上
古
に
は
經
の
名
無
し
。
禮
記
、
經
解
を
以
て
篇
に
名
づ
く
る
は
、
實
に
經
の
名
の
自
り
て
始
ま

る
所
と
爲
す
。
其
れ
に
「
孔
子
、『
温
柔
敦
厚
は
詩
の
教
へ
な
り
。
疏
通
知
遠
は
書
の
教
へ
な
り
。

廣
博
易
良
は
樂
の
教
へ
な
り
。
絜
靜
精
微
は
易
の
教
へ
な
り
。
恭
儉
莊
敬
は
禮
の
教
へ
な
り
。
屬

辭
比
事
は
春
秋
の
教
へ
な
り
』
と
曰
ふ
」
①
と
云
ふ
。
案
ず
る
に
卽
ち
詩
・
書
・
樂
・
易
・
禮
・
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春
秋
を
以
て
經
と
爲
す
も
、
尚
ほ
五
經
・
六
經
の
諸
名
目
無
し
。
六
經
の
名
は
始
め
て
莊
子
に
見

え
る
。
天
運
篇
に
「
孔
子
、
老
聃
に
謂
ひ
て
曰
く
、『
吾
れ
詩
・
書
・
禮
・
樂
・
易
・
春
秋
の
六
經

を
治
め
、
以
て
久
し
と
爲
す
』
と
」
②
、
又
「
孔
子
、
聃
に
見
ゆ
る
も
許
さ
ず
。
是
に
於
て
十
二

經
を
繙
き
て
以
て
老
聃
に
説
く
」
③
と
云
ふ
。
漢
に
至
り
て
則
ち
樂
經
亡
び
、
五
經
僅
か
に
存

ひ
も
と

す
る
の
み
。
徐
氏
初
學
記
に
「
古
は
易
・
書
・
詩
・
禮
・
樂
・
春
秋
を
以
て
六
經
と
爲
す
。
秦
に

至
り
て
書
を
焚
き
、
樂
經
亡
ぶ
。
今
は
易
・
詩
・
書
・
禮
・
春
秋
を
以
て
五
經
と
爲
す
」
④
と
い

ふ
。
漢
の
武
帝
の
建
元
五
年
、
初
め
て
五
經
博
士
を
置
き
、
五
經
の
名
は
此
よ
り
始
ま
る
⑤
。
而

し
て
其
の
後
は
則
ち
或
い
は
離
れ
或
い
は
合
し
、
各
お
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
考
古
類
編
に
、「
七

經
と
稱
す
る
者
有
り
。
五
經
の
外
、
周
禮
・
儀
禮
を
兼
ぬ
る
な
り
。
九
經
と
稱
す
る
者
有
り
。
七

經
の
外
、
孝
經
・
論
語
を
兼
ぬ
る
な
り
。
十
經
と
稱
す
る
者
有
り
。
易
・
詩
・
書
・
三
禮
・
春
秋

左
氏
・
公
羊
・
穀
梁
・
論
語
・
孝
經
、
是
れ
な
り
⑥
。
十
二
經
と
稱
す
る
者
有
り
。
六
經
六
緯
、

是
れ
な
り
。
十
三
經
と
稱
す
る
者
有
り
。
易
・
書
・
詩
・
三
禮
・
春
秋
左
氏
・
公
羊
・
穀
梁
・
孝

經
・
論
語
・
孟
子
・
爾
雅
、
是
れ
な
り
」
⑦
と
云
ふ
。
困
學
紀
聞
に
、「
禮
・
樂
・
詩
・
書
・
易
・

春
秋
を
以
て
六
藝
と
爲
す
は
、
始
め
て
太
史
公
滑
稽
列
傳
に
見
ゆ
。
原
注
、
孔
子
曰
く
、
六
藝
の
、
治
に

於
け
る
や
一
な
り
⑧
。
或
い
は
七
經
と
云
ふ
。
原
注
、
後
漢
の
趙
典
、
孔
子
の
七
經
を
學
ぶ
⑨
。
蜀
の
秦
宓
謂
ふ
、
文

翁
、
相
如
を
し
て
東
し
て
七
經
を
受
け
し
む
⑩
と
。
或
い
は
六
經
・
六
緯
を
以
て
十
二
經
と
爲
す
。
原
注
、
莊
子

天
道
⑪
。
紀
數
略
に
十
二
經
、
一
説
に
易
の
上
下
經
・
十
翼
。
一
説
に
春
秋
の
十
二
公
の
經
⑫
。
或
い
は
五
經
・
五
緯

を
以
て
十
經
と
爲
す
。
原
注
、
南
史
の
周
續
之
⑬
。
或
い
は
九
經
と
云
ふ
。
原
注
、
釋
文
序
錄
に
易
・
書
・
詩
・

周
禮
・
儀
禮
・
禮
記
・
春
秋
・
孝
經
・
論
語
と
。
唐
谷
那
律
傳
に
、
九
經
庫
⑭
と
い
ひ
、
始
め
て
九
經
の
名
有
り
。」
⑮
と

云
ふ
。
讀
書
記
に
、「
漢
よ
り
以
來
、
儒
者
相
傳
へ
て
但
だ
五
經
と
言
ふ
の
み
。
而
る
に
唐
時
、
之

を
學
官
に
立
て
、
則
ち
九
經
と
云
ふ
者
は
、
三
禮
三
傳
分
け
て
之
を
習
ふ
が
故
に
、
九
と
爲
す
な

り
。
其
の
國
子
學
に
刻
石
し
て
、
九
經
并
び
に
孝
經
・
論
語
・
爾
雅
、
内
に
在
り
と
云
ふ
。
本
朝

は
增
す
に
孟
子
を
以
て
し
、
十
三
の
名
以
て
立
つ
」
⑯
と
云
ふ
。

其
の
前
後
次
第
は
、
釋
文
序
錄
に
、「
如
へ
ば
、
禮
記
經
解
の
説
は
詩
を
以
て
首
と
爲
す
。
七
略
・

た
と

藝
文
志
記
す
る
所
は
易
を
用
て
前
に
居
る
。
阮
孝
緒
七
錄
も
亦
此
の
次
に
同
じ
。
而
し
て
王
儉
七

志
は
孝
經
を
初
と
爲
す
。
其
の
後
前
を
原
ぬ
れ
ば
、
義
各
お
の
指
す
有
り
」
⑰
と
云
ふ
。
而
し
て

た
づ

陸
氏
釋
文
次
す
る
所
は
、
則
ち
周
易
を
先
と
爲
し
、
次
は
尚
書
、
次
は
毛
詩
、
次
は
三
禮
、
周
禮

・
禮
記
・
儀
禮
、
次
は
春
秋
、
左
氏
・
公
羊
・
穀
梁
、
次
は
孝
經
、
次
は
論
語
、
次
は
爾
雅
、
共あ

わ

せ
て
十
二
經
。
本
朝
定
む
る
所
は
、
則
ち
周
易
を
始
め
と
し
、
次
は
尚
書
、
次
は
毛
詩
、
次
は
三

禮
、
次
は
春
秋
、
次
は
孝
經
、
次
は
論
語
、
次
は
孟
子
、
次
は
爾
雅
。
行
ふ
所
の
四
子
書
に
至
り

て
は
、
則
ち
宋
の
程
・
朱
の
諸
儒
、
禮
記
の
大
學
・
中
庸
の
二
篇
を
取
り
て
之
を
配
合
す
る
者
な

り
。
行
ふ
所
の
五
經
は
、
則
ち
易
・
書
・
詩
・
禮
記
・
春
秋
を
用
ひ
、
行
ふ
所
の
七
經
は
、
則
ち

五
經
の
外
、
周
禮
・
儀
禮
を
加
ふ
る
の
み
。

【
註
】

①

『
禮
記
』
經
解
「
孔
子
曰
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
。
疏
通
知
遠
、
書
教
也
。
廣
博
易
良
、
樂

教
也
。
絜
靜
精
微
、
易
教
也
。
恭
儉
莊
敬
、
禮
教
也
。
屬
辭
比
事
、
春
秋
教
也
」。

②

『
莊
子
』
天
運
篇
「
孔
子
謂
老
聃
曰
、
丘
治
詩
書
禮
樂
易
春
秋
六
經
、
自
以
爲
久
矣
」。

③

『
莊
子
』
天
道
篇
「
孔
子
曰
、
善
。
往
見
老
聃
而
老
聃
不
許
。
於
是
繙
十
二
經
以
説
、
老
聃

中
其
説
曰
、
大
謾
」。

④

徐
堅
『
初
學
記
』
卷
第
二
十
一
、
文
部
、
經
典
一
。

⑤

『
漢
書
』
巻
六
、
武
帝
紀
第
六
「（
建
元
）
五
年
春
、
罷
三
銖
錢
、
行
半
兩
錢
。
置
五
經
博
士
」。

『
漢
書
』
巻
十
九
上
、
百
官
公
卿
表
第
七
上
「
武
帝
太
初
元
年
、
更
曰
廟
祀
、
初
置
太
卜
。

博
士
、
秦
官
、
掌
通
古
今
、
秩
比
六
百
石
、
員
多
數
十
人
。
武
帝
建
元
五
年
、
初
置
五
經
博
士
。

宣
帝
黄
龍
元
年
、
稍
增
員
十
二
人
」。

⑥

『
宋
書
』
巻
三
十
九
、
百
官
上
「
國
子
祭
酒
一
人
、
國
子
博
士
二
人
、
國
子
助
教
十
人
。
周

易
、
尚
書
、
毛
詩
、
禮
記
、
周
官
、
儀
禮
、
春
秋
左
氏
傳
、
公
羊
、
穀
梁
各
爲
一
經
、
論
語
、

孝
經
爲
一
經
、
合
十
經
。
助
教
分
掌
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
論
語
』『
孝
經
』
を
あ
わ
せ
て
一
経

と
み
な
し
て
、
十
経
と
す
る
。

⑦

『
考
古
類
編
』
は
未
詳
。
柴
紹
炳
『
省
軒
考
古
類
編
』
か
。

⑧

『
史
記
』
巻
一
百
二
十
六
、
滑
稽
列
傳
「
孔
子
曰
、
六
藝
於
治
一
也
。
禮
以
節
人
、
樂
以
發

和
、
書
以
道
事
、
詩
以
達
意
、
易
以
神
化
、
春
秋
以
義
」。
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⑨

『
後
漢
書
』
卷
二
十
七
、
宣
張
二
王
杜
郭
呉
承
鄭
趙
列
傳
、
范
曄
注
「
謝
承
書
曰
、
典
學
孔

子
七
經
、
河
圖
、
洛
書
、
内
外
蓺
術
、
靡
不
貫
綜
、
受
業
者
百
有
餘
人
」。

⑩

『
三
國
志
』
卷
三
十
八
、
蜀
書
、
許
糜
孫
簡
伊
秦
傳
、「
劉
璋
時
、
宓
同
郡
王
商
爲
治
中
從
事
、

與
宓
書
曰
、『
…
…
蜀
本
無
學
士
、
文
翁
遣
相
如
東
受
七
經
、
還
教
吏
民
、
於
是
蜀
學
比
於
齊
魯
』」。

⑪

注
③
参
照
。
成
玄
英
の
疏
に
「
孔
子
删
詩
書
、
定
禮
樂
、
修
春
秋
、
贊
易
道
。
此
六
經
也
。

又
加
六
緯
、
合
爲
十
二
經
也
」
と
あ
る
。

⑫

『
紀
數
略
』
は
宮
夢
仁
の
『
讀
書
紀
數
略
』
で
、
そ
の
巻
三
十
一
に
「
孔
子
十
二
經
。
莊
子

云
、
孔
子
西
藏
書
於
周
室
、
翻
十
二
經
以
説
老
聃
。
六
經
六
緯
。
一
說
易
上
下
經
十
翼

一
說
春
秋
十
二

公
經
」

と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
文
は
『
困
學
紀
聞
』
に
は
な
い
。
「
一
説
云
云
」
は

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
莊
子
音
義
中
「
十
二
經
」
の
項
、「
説
者
云
、
詩
書
禮
樂
易
春
秋
六
經
、

又
加
六
緯
、
合
爲
十
二
經
也
。
一
説
云
、
易
上
下
經
幷
十
翼
爲
十
二
。
又
一
云
、
春
秋
十
二
公

經
也
」
で
あ
る
。

⑬

『
南
史
』
卷
七
十
五
、
隱
逸
上
、「
周
續
之
字
道
祖
、
雁
門
廣
武
人
也
。
…
…
續
之
年
十
二
、

詣
甯
受
業
。
居
學
數
年
、
通
五
經
、
五
緯
、
號
曰
十
經
、
名
冠
同
門
、
稱
爲
顔
子
」。

⑭

『
唐
書
』
卷
一
百
九
十
八
、
儒
學
上
、「
谷
那
律
、
魏
州
昌
樂
人
。
貞
觀
中
、
累
遷
國
子
博
士
。

淹
識
羣
書
、
褚
遂
良
嘗
稱
爲
九
經
庫
」。

⑮

『
困
學
紀
聞
』
巻
八
經
説
に
は
、「
六
經
始
見
於
莊
子
天
運
篇
。
以
禮
樂
詩
書
易
春
秋
爲
六
藝
、

始
見
於
太
史
公
滑
稽
列
傳
。
原
注
、
孔
子
曰
、
六
藝
於
治
一
也
。
或
云
七
經
。
原
注
、
後
漢
趙
典
學
孔
子
七
經
、

蜀
秦
宓
謂
、
文
翁
遣
相
如
東
受
七
經
。
或
以
六
經
六
緯
爲
十
二
經
。
原
注
、
莊
子
天
道
篇
。
或
以
五
經
五
緯

爲
十
經
。
原
注
、
南
史
周
續
之
。
或
云
九
經
。
原
注
、
釋
文
序
錄
、
易
書
詩
周
禮
儀
禮
禮
記
春
秋
孝
經
論
語
。
唐
谷

那
律
傳
、
九
經
庫
、
始
有
九
經
之
名
」
と
あ
り
、「
紀
數
略
十
二
經
。
一
説
易
上
下
經
十
翼
。
一
説
春
秋

十
二
公
經
」
の
二
十
二
字
は
な
い
。

⑯

『
讀
書
記
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
顧
炎
武
『
日
知
録
』
の
引
用
で
あ
る
。

『
日
知
録
』
卷
十
八
「
十
三
經
注
疏
」「
自
漢
以
來
、
儒
者
相
傳
但
言
五
經
。
而
唐
時
立
之
學

官
、
則
云
九
經
者
、
三
禮
三
傳
、
分
而
習
之
。
故
爲
九
也
。
其
刻
石
國
子
學
、
則
云
九
經
、
并

孝
經
論
語
爾
雅
。
宋
時
程
朱
諸
大
儒
、
出
始
取
禮
記
中
之
大
學
中
庸
、
及
進
孟
子
以
配
論
語
、

謂
之
四
書
。
本
朝
因
之
、
而
十
三
經
之
名
始
立
」。

⑰

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
次
第
」「
五
經
六
籍
、
聖
人
設
教
、
訓
誘
機
要
、
寧
有
短
長
、
然
時
有

澆
淳
、
隨
病
投
藥
、
不
相
沿
襲
。
豈
無
先
後
所
以
次
第
互
有
不
同
。
如
禮
記
經
解
之
説
、
以
詩

爲
首
。
七
略
藝
文
志
所
記
、
用
易
居
前
。
阮
孝
緒
七
録
亦
同
此
次
。
而
王
儉
七
志
、
孝
經
爲
初
、

原
其
後
前
。
義
各
有
旨
。
今
欲
以
著
述
早
晩
、
經
義
揔
別
、
以
成
次
第
、
出
之
如
左
」。

【
通
釈
】

群
経
縁
始
第
一

附
群
経
分
合
次
第

上
古
に
は
経
と
い
う
名
称
は
な
い
。『
禮
記
』
が
篇
に
「
経
解
」
と
名
づ
け
た
の
が
、
実
は
経
と
い

う
名
称
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
孔
子
は
、「
温
柔
敦
厚
は
『
詩
』
の
教
え
で
あ
る
。
疏
通
知

遠
は
『
書
』
の
教
え
で
あ
る
。
広
博
易
良
は
『
樂
』
の
教
え
で
あ
る
。
絜
静
精
微
は
『
易
』
の
教

え
で
あ
る
。
恭
倹
荘
敬
は
『
禮
』
の
教
え
で
あ
る
。
属
辞
比
事
は
『
春
秋
』
の
教
え
で
あ
る
」
と

い
う
。
案
ず
る
に
こ
こ
で
は
『
詩
』『
書
』『
樂
』『
易
』『
禮
』『
春
秋
』
を
経
と
す
る
が
、
ま
だ
五

経
・
六
経
と
い
う
名
目
は
な
か
っ
た
。
六
経
と
い
う
名
称
は
『
莊
子
』
に
は
じ
め
て
見
え
る
。
天

運
篇
に
「
孔
子
が
老
聃
に
む
か
っ
て
、『
私
は
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』『
易
』『
春
秋
』
の
六
経

を
長
い
時
間
を
か
け
て
治
め
ま
し
た
』
と
い
う
」、
さ
ら
に
〔
天
道
篇
に
〕「
孔
子
が
（
周
室
の
吏

で
あ
る
）
老
聃
に
会
（
っ
て
書
を
周
室
に
お
さ
め
て
も
ら
）
お
う
と
し
た
が
、（
老
聃
は
）
承
知
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
十
二
経
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
老
聃
を
説
得
し
た
」
と
い
う
。
漢
に
な
る
と
『
樂

経
』
が
亡
び
、
五
経
だ
け
が
残
っ
た
。
徐
氏
〔
徐
堅
〕『
初
學
記
』
に
「
昔
は
『
易
』『
書
』『
詩
』

『
禮
』『
樂
』『
春
秋
』
を
六
経
と
し
た
。
秦
に
な
っ
て
焚
書
が
行
わ
れ
、『
樂
経
』
が
亡
ん
だ
。
今

で
は
『
易
』『
詩
』『
書
』『
禮
』『
春
秋
』
を
五
経
と
す
る
」
と
い
う
。
漢
の
武
帝
の
建
元
五
年
に

は
じ
め
て
五
経
博
士
が
置
か
れ
、
五
経
と
い
う
名
称
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は

組
み
合
わ
せ
が
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
は
な
い
。『
考
古
類
編
』
に
、「
七
経
と
称
す
る
も
の

が
あ
る
。
五
経
以
外
に
、『
周
禮
』『
儀
禮
』
を
あ
わ
せ
る
。
九
経
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
七
経

以
外
に
、『
孝
經
』『
論
語
』
を
あ
わ
せ
る
。
十
経
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。『
易
』『
詩
』『
書
』『
三

禮
』『
春
秋
左
氏
傳
』『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』『
論
語
』『
孝
經
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
十
二
経
と
称
す
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る
も
の
が
あ
る
。
六
経
と
六
緯
が
そ
れ
で
あ
る
。
十
三
経
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。『
易
』『
書
』『
詩
』

『
三
禮
』『
春
秋
左
氏
傳
』『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』『
孝
經
』『
論
語
』『
孟
子
』『
爾
雅
』
が
そ
れ
で

あ
る
」
と
い
い
、『
困
學
紀
聞
』
に
、「『
禮
』『
樂
』『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』
を
六
藝
と
す
る

の
は
、
太
史
公
〔
司
馬
遷
〕
の
（『
史
記
』）
滑
稽
列
傳
に
は
じ
め
て
見
え
る
。
原
注
、
孔
子
は
「
六
藝

は
政
治
に
対
す
る
主
張
は
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
七
経
と
い
う
。
原
注
、
後
漢
の
趙
典
は
孔
子
の
七
経
を

学
ん
だ
。
蜀
の
秦
宓
は
、
文
翁
は
司
馬
相
如
に
東
し
て
七
経
を
受
け
さ
せ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
六
経
・
六
緯
を
十

二
経
と
す
る
。
原
注
、『
莊
子
』
天
道
篇
。『
讀
書
紀
數
略
』
に
十
二
經
、
一
説
に
『
易
』
の
上
下
経
と
十
翼
を
い
う
、
一

説
に
『
春
秋
』
の
十
二
公
の
経
を
い
う
。
あ
る
い
は
五
経
・
五
緯
を
十
経
と
す
る
。
原
注
、『
南
史
』
の
周
續
之
。

あ
る
い
は
九
経
と
い
う
。
原
注
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
は
、『
易
』『
書
』『
詩
』『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』『
春
秋
』『
孝

經
』『
論
語
』
と
あ
る
。『
唐
書
』
谷
那
律
傳
に
九
経
庫
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
じ
め
て
九
経
と
い
う
名
称
が
あ
る
」
と
い
い
、

『
讀
書
記
』〔『
日
知
録
』〕
に
、「
漢
以
来
、
儒
者
は
代
々
伝
え
て
五
経
と
し
か
い
わ
な
い
が
、
唐

の
時
に
学
官
に
立
て
た
時
に
九
経
と
い
っ
た
の
は
、『
三
禮
』
と
『
三
傳
』
を
分
け
て
学
習
さ
せ
た

の
で
、
九
な
の
で
あ
る
。
国
子
学
に
石
経
を
刻
し
た
と
き
に
、
九
経
な
ら
び
に
『
孝
經
』『
論
語
』

『
爾
雅
』
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
清
朝
で
は
『
孟
子
』
を
追
加
し
て
、
十
三
経
と

い
う
名
称
が
成
立
し
た
」
と
い
う
。

そ
の
前
後
の
順
序
は
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
は
、「『
禮
記
』
経
解
の
説
で
は
『
詩
』
を
首
と
す
る
。

『
七
略
』
藝
文
志
の
記
載
で
は
『
易
』
を
前
に
お
く
。
阮
孝
緒
『
七
錄
』
も
こ
の
順
序
と
同
じ
。

し
か
し
王
儉
『
七
志
』
は
『
孝
經
』
を
最
初
に
置
く
。
そ
の
前
後
す
る
理
由
を
考
え
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
の
順
序
は
、『
周
易
』
を
最
初
と
し
、

次
が
『
尚
書
』、
次
が
『
毛
詩
』、
次
が
『
三
禮
』、『
周
禮
』『
禮
記
』『
儀
禮
』、
次
が
『
春
秋
』、『
左

氏
傳
』『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』、
次
が
『
孝
經
』、
次
が
『
論
語
』、
次
が
『
爾
雅
』、
あ
わ
せ
て
十

二
経
で
あ
る
。
清
朝
が
定
め
た
の
は
、『
周
易
』
を
最
初
と
し
、
次
が
『
尚
書
』、
次
が
『
毛
詩
』、

次
が
『
三
禮
』、
次
が
『
春
秋
』、
次
が
『
孝
經
』、
次
が
『
論
語
』、
次
が
『
孟
子
』、
次
が
『
爾
雅
』

で
あ
る
。
通
行
し
て
い
る
四
子
書
は
、
宋
の
二
程
・
朱
子
の
諸
儒
が
『
禮
記
』
中
の
大
學
・
中
庸

の
二
篇
を
え
ら
ん
で
（『
論
語
』『
孟
子
』
と
）
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
通
行
し
て
い
る
五

経
は
、『
易
』『
書
』『
詩
』『
禮
記
』『
春
秋
』
を
採
用
し
、
通
行
し
て
い
る
七
経
は
、
五
経
以
外
に

『
周
禮
』『
儀
禮
』
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

羣
經
源
流
第
二

與
兩
漢
傳
經
諸
儒
參
看

凡
習
經
而
不
知
經
之
源
流
、
是
（
溯
）〔
數
〕
①
典
而
忘
其
祖
、
烏
乎
可
也
。
茲
故
依
經
之
次
而
分

敍
之
、
俾
學
者
知
所
宗
焉
。

易
之
源
起
於
伏
犧
、
文
王
周
公
孔
子
因
之
。
卦
、
伏
犧
之
所
畫
也
。
卦
辭
、
文
王
之
所
作
也
。
爻

辭
、
周
公
之
所
作
也
。
十
翼
、
孔
子
之
所
作
也
。
何
謂
十
翼
。
上
彖
下
彖
上
象
下
象
上
繫
下
繫
文

言
説
卦
序
卦
雜
卦
、
是
也
。
文
王
周
公
所
作
、
古
謂
之
繫
辭
、
卽
爲
經
。
孔
子
所
作
皆
爲
傳
。
傳

者
釋
經
之
辭
。
班
固
云
、
孔
子
晩
而
好
易
、
而
爲
之
傳
。
傳
卽
十
翼
也
。

陸
氏
釋
文
序
錄
云
、
自
魯
商
瞿
子
木
受
易
於
孔
子
、
以
授
魯
橋
庇
子
庸
。
子
庸
授
江
東
馯
臂
子
弓
。

子
弓
授
〔
燕
〕
②
周
醜
子
家
。
子
家
授
東
武
孫
虞
子
乘
。
子
乘
授
齊
田
何
子
莊
。〔
及
〕
③
秦
焚
書
、

易
爲
卜
筮
之
書
、
獨
不
禁
。
故
傳
授
〔
者
〕
④
不
絶
。
其
立
學
、
漢
初
、
立
易
楊
氏
博
士
、
宣
帝

時
、
重
立
施
孟
梁
邱
之
易
、
元
帝
又
立
京
氏
易
。
費
高
二
家
不
得
立
、
民
閒
傳
之
。
後
漢
、
費
氏

興
、
高
氏
遂
微
。
永
嘉
之
亂
、
施
氏
梁
邱
之
易
亡
、
孟
京
費
之
易
、
人
無
傳
者
。
惟
鄭
康
成
、
王

輔
嗣
所
注
、
行
於
世
、
而
王
氏
爲
世
所
重
。
唐
以
王
注
爲
主
、
其
繫
辭
已
下
、
王
不
注
、
相
承
以

韓
康
伯
注
續
之
。
本
朝
因
之
、
上
下
經
王
注
、
繫
辭
以
下
韓
注
、
疏
用
孔
穎
達
等
正
義
。

書
之
源
與
文
字
倶
起
、
孔
子
删
之
爲
百
篇
。
陸
氏
釋
文
云
、
書
者
本
王
之
號
令
、
右
史
所
記
、
孔

子
删
録
。
斷
自
唐
虞
、
下
訖
秦
穆
、
典
謨
訓
誥
誓
命
之
文
凡
百
篇
、
而
爲
之
序
。
及
秦
禁
學
、
孔

子
之
末
孫
惠
壁
藏
之
。
然
秦
火
之
後
、
惟
書
簒
亂
尤
甚
。
其
立
學
、
漢
始
立
歐
陽
夏
侯
尚
書
、
宣

帝
復
立
大
小
夏
侯
博
士
、
平
帝
（
欲
）
⑤
立
古
文
。
永
嘉
之
亂
、
諸
家
之
書
並
滅
亡
、
而
古
文
孔

傳
始
興
、
置
博
士
。
鄭
氏
亦
置
博
士
一
人
。
唐
惟
崇
尚
古
文
、
馬
鄭
王
注
遂
廢
。
本
朝
注
疏
本
、

孔
安
國
傳
、
孔
穎
達
等
正
義
、
而
僞
亂
之
迹
、
詳
古
今
文
及
辨
僞
諸
篇
。

詩
之
源
起
於
中
古
。
虞
之
賡
歌
、
夏
五
子
之
歌
、
卽
三
百
篇
之
權
輿
。
古
詩
本
三
千
餘
篇
、
孔
子

最
先
删
録
。
旣
取
周
詩
、
上
兼
商
頌
、
凡
三
百
一
十
一
篇
、
以
授
子
夏
、
子
夏
遂
作
序
焉
。
皆
口

以
相
傳
、
未
有
章
句
。
戰
國
時
、
幾
爲
鄭
衞
所
亂
。
遭
秦
焚
書
而
得
全
者
、
亦
以
其
人
所
諷
誦
、
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而
不
專
在
竹
帛
之
故
。
漢
時
、
傳
者
四
家
。
曰
魯
、
曰
齊
、
曰
韓
、
曰
毛
。
詳
見
傳
經
篇
。
其
立

學
、
前
漢
惟
魯
齊
韓
三
家
。
平
帝
時
、
毛
詩
始
立
、
齊
詩
久
亡
、
魯
詩
不
過
江
東
、
韓
詩
亦
無
傳

者
。
唐
惟
毛
詩
鄭
箋
立
國
學
。
今
注
疏
本
遵
用
毛
傳
鄭
箋
孔
穎
達
等
正
義
。

禮
之
源
肇
於
伏
犧
。
孔
疏
云
、
自
伏
犧
以
後
、
至
黄
帝
、
五
禮
始
具
。
帝
王
質
文
、
世
有
損
益
。

周
公
〔
代
〕
⑥
時
、
轉
浮
而
居
攝
、
乃
曲
爲
之
制
。
故
曰
經
禮
三
百
、
威
儀
三
千
。
周
衰
、
諸
侯

始
僭
、
皆
去
其
籍
、
至
孔
子
而
已
不
具
矣
。
返
魯
後
、
乃
始
删
定
。
後
値
戰
國
交
爭
、
秦
氏
坑
焚
、

禮
經
崩
壞
特
甚
。
漢
世
所
傳
、
僅
存
周
禮
儀
禮
禮
記
三
書
而
已
、
然
皆
無
全
書
。
周
禮
本
名
周
官
、

冬
官
獨
闕
、
考
工
乃
其
後
補
。
儀
禮
一
名
士
禮
。
喪
服
一
篇
、
子
夏
實
先
傳
之
。
禮
記
、
戴
德
從

子
聖
、
删
大
戴
記
爲
四
十
六
篇
、
舊
又
名
小
戴
記
。
其
月
令
明
堂
位
樂
記
三
篇
、
馬
融
所
加
也
。

周
禮
儀
禮
、
皆
周
公
作
、
而
相
爲
表
裏
。
禮
記
則
卽
以
記
爲
經
。
其
立
學
、
漢
初
、
立
高
堂
生
禮

博
士
、
後
又
立
大
小
戴
慶
氏
三
家
。
新
莽
又
立
周
禮
。
後
漢
三
禮
皆
立
博
士
。
至
唐
則
曲
臺
記
亡
、

大
戴
無
傳
學
者
。
惟
鄭
康
成
注
周
禮
儀
禮
禮
記
並
列
、
而
喪
服
一
篇
別
行
、
今
注
疏
本
合
於
儀
禮
。

注
皆
用
鄭
。
疏
則
周
禮
儀
禮
皆
唐
賈
公
彦
、
禮
記
則
孔
穎
達
也
。

春
秋
本
魯
史
記
之
名
、
錯
舉
四
時
而
（
記
）〔
名
〕
⑦
之
。
昭
二
年
、
韓
起
聘
魯
、
見
魯
春
秋
、
是

也
。
古
王
者
、
左
史
記
言
、
右
史
記
動
、
言
爲
尚
書
、
事
爲
春
秋
、
而
諸
侯
之
國
亦
有
之
。
惟
魯

春
秋
則
孔
子
手
定
之
。
公
羊
家
説
、
則
謂
孔
子
得
百
二
十
國
之
寶
書
、
乃
修
春
秋
、
左
邱
明
作
傳
。

陸
氏
釋
文
序
錄
云
、
孔
子
作
春
秋
授
弟
子
。
弟
子
退
有
異
言
。
邱
明
恐
各
安
其
意
以
失
其
眞
。
故

論
本
事
而
爲
傳
。
而
公
羊
高
則
受
經
子
夏
、
穀
梁
赤
則
子
夏
門
人
、
皆
傳
春
秋
。
高
、
齊
人
、
赤
、
魯

人
。
糜
信
云
、
赤
與
秦
孝
公
同
時
。
又
有
鄒
氏
夾
氏
之
傳
、
不
行
於
世
。
公
羊
穀
梁
皆
傳
經
、
左
氏
則
爲

記
事
之
書
而
已
。
秦
火
之
後
、
左
氏
傳
最
先
出
。
其
立
學
、
公
羊
最
先
、
穀
梁
次
之
、
左
氏
最
後
。

陸
氏
序
錄
云
、
漢
初
立
公
羊
、
宣
帝
又
立
穀
梁
、
平
帝
始
立
左
氏
。
唐
則
左
氏
行
、
而
二
傳
漸
微
。
至
宋
、
胡
氏

傳
出
、
而
三
傳
皆
束
高
閣
矣
。
今
注
疏
本
、
左
氏
傳
、
晉
杜
預
注
、
孔
氏
正
義
。
公
羊
、
漢
何
休

注
、
唐
徐
彦
疏
。
穀
梁
、
晉
范
甯
注
、
唐
楊
士
勲
疏
。

孝
經
者
、
陸
氏
序
錄
云
、
孔
子
爲
弟
子
曾
參
説
孝
道
、
因
明
天
子
庶
人
五
等
之
孝
、
何
休
稱
、
孔

子
曰
、
吾
志
在
春
秋
、
行
在
孝
經
、
是
也
。
遭
秦
焚
燼
、
而
漢
乃
有
古
今
三
家
之
學
。
唐
初
猶
行

孔
安
國
鄭
康
成
之
注
。
明
皇
於
先
儒
注
中
、
採
其
允
當
者
爲
注
解
。
至
天
寶
二
年
、
注
成
頒
行
天

下
。
今
注
疏
本
卽
用
明
皇
注
、
宋
邢
昺
疏
。

論
語
者
、
孔
子
應
答
弟
子
、
及
時
人
所
言
、
或
弟
子
相
與
言
、
而
接
聞
於
夫
子
之
語
也
。
當
時
弟

子
各
有
所
（
説
）〔
記
〕
⑧
。
夫
子
旣
終
、
微
言
已
絶
。
弟
子
恐
後
各
生
異
見
、
而
聖
言
永
滅
。
故

相
與
論
撰
、
因
輯
時
賢
及
古
明
王
之
語
、
合
成
一
法
、
謂
之
論
語
。
鄭
康
成
謂
仲
弓
子
夏
等
所
撰

定
。
漢
世
有
齊
論
語
、
魯
論
語
、
古
論
語
三
家
。
而
魯
論
語
並
有
章
句
、
列
於
學
官
。
至
魏
何
晏
、

乃
爲
集
解
。
正
始
中
、
上
之
、
後
盛
行
於
世
。
今
注
疏
本
、
注
用
何
氏
、
疏
用
宋
邢
昺
。

孟
子
七
篇
、
古
本
列
於
諸
子
。
自
陳
氏
書
録
解
題
、
始
以
語
孟
入
經
類
、
而
爲
之
説
曰
、
韓
文
公

稱
、
孔
子
傳
之
孟
軻
。
軻
死
不
得
其
傳
。
天
下
學
者
（
盛
）〔
咸
〕
⑨
曰
孔
孟
。
今
國
家
設
科
、
語

孟
並
重
。
而
又
列
十
三
經
之
中
。
注
疏
本
用
漢
趙
岐
注
、
宋
孫
奭
疏
。

爾
雅
興
於
中
古
、
隆
於
漢
代
。
其
初
不
詳
撰
述
名
氏
。
陸
氏
序
錄
云
、
爾
雅
者
、
所
以
訓
釋
五
經
、

辨
章
同
異
。
實
九
流
之
通
路
、
百
氏
之
指
南
。
釋
詁
一
篇
、
蓋
周
公
所
作
。
釋
言
以
下
、
或
言
仲

尼
所
增
、
子
夏
所
足
、
叔
孫
通
所
益
、
梁
文
所
補
。
古
之
注
者
十
餘
家
。
今
注
疏
本
用
晉
郭
璞
注
、

宋
邢
昺
疏
。

【
校
記
】

①

「
溯
」

昭
公
十
五
年
『
左
傳
』
の
「
籍
父
其
無
後
乎
、
數
典
而
忘
其
祖
」
に
従
い
、「
數
」

に
改
め
る
。

②

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
燕
」
字
を
補
う
。

③

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
及
」
字
を
補
う
。

④

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
者
」
字
を
補
う
。

⑤

「
欲
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、
削
除
す
る
。

⑥

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
代
」
字
を
補
う
。

⑦

「
記
」

勘
語
に
従
い
、「
名
」
字
に
改
め
る
。

⑧

「
説
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
記
」
に
改
め
る
。

⑨

「
盛
」

『
直
齋
書
録
解
題
』
に
従
い
、「
咸
」
に
改
め
る

坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）
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【
書
き
下
し
】

羣
經
源
流
第
二
①

兩
漢
傳
經
諸
儒
と
參
看
せ
よ

凡
そ
經
を
習
ひ
て
經
の
源
流
を
知
ら
ざ
る
は
、
是
れ
典
を
數
へ
て
其
の
祖
を
忘
る
、
烏
く
ん
ぞ
可

い
づ

な
ら
ん
や
。
茲
の
故
に
經
の
次
に
依
り
て
之
を
分
敍
し
、
學
ぶ
者
を
し
て
宗
と
す
る
所
を
知
ら
し

む
。

易
の
源
は
伏
犧
に
起
り
、
文
王
・
周
公
・
孔
子
、
之
に
因
る
。
卦
は
伏
犧
の
畫
せ
し
所
な
り
。
卦

辭
は
文
王
の
作
り
し
所
な
り
。
爻
辭
は
周
公
の
作
り
し
所
な
り
。
十
翼
は
孔
子
の
作
り
し
所
な
り
。

何
を
か
十
翼
と
謂
ふ
。
上
彖
・
下
彖
・
上
象
・
下
象
・
上
繫
・
下
繫
・
文
言
・
説
卦
・
序
卦
・
雜

卦
、
是
れ
な
り
。
文
王
・
周
公
作
る
所
、
古
は
之
を
繫
辭
と
謂
ふ
、
卽
ち
經
と
爲
す
。
孔
子
作
る

所
は
皆
傳
と
爲
す
。
傳
は
經
を
釋
す
る
の
辭
な
り
。
班
固
、「
孔
子
晩
に
し
て
易
を
好
み
て
、
之
が

傳
を
爲
る
」
と
云
ふ
②
。
傳
は
卽
ち
十
翼
な
り
③
。

陸
氏
釋
文
序
錄
に
、「
魯
の
商
瞿
子
木
、
易
を
孔
子
に
受
く
る
よ
り
、
以
て
魯
の
橋
庇
子
庸
に
授
く
。

子
庸
、
江
東
の
馯
臂
子
弓
に
授
く
。
子
弓
、
燕
の
周
醜
子
家
に
授
く
。
子
家
、
東
武
の
孫
虞
子
乘

に
授
け
、
子
乘
、
齊
の
田
何
子
莊
に
授
く
。
秦
の
焚
書
に
及
ん
で
、
易
は
卜
筮
の
書
と
爲
し
、
獨

り
禁
ぜ
ず
。
故
に
傳
授
す
る
者
絶
へ
ず
」
と
云
ふ
。
其
の
立
學
は
、「
漢
初
、
易
楊
氏
博
士
を
立
て
、

宣
帝
の
時
、
重
ね
て
施
・
孟
・
梁
邱
の
易
を
立
て
、
元
帝
又
京
氏
の
易
を
立
つ
。
費
・
高
の
二
家

は
立
つ
る
を
得
ず
し
て
、
民
閒
之
を
傳
ふ
。
後
漢
、
費
氏
興
り
て
、
高
氏
遂
に
微
な
り
。
永
嘉
の

亂
に
、
施
氏
・
梁
邱
の
易
亡
び
、
孟
・
京
・
費
の
易
、
人
の
傳
ふ
る
者
無
し
。
惟
だ
鄭
康
成
、
王

輔
嗣
注
す
る
所
の
み
、
世
に
行
な
は
れ
、
王
氏
、
世
に
重
ん
ず
る
所
と
爲
る
。
唐
は
王
注
を
以
て

主
と
爲
す
も
、
其
の
繫
辭
已
下
は
、
王
は
注
せ
ず
、
相
承
け
て
韓
康
伯
注
を
以
て
之
に
續
く
」
④
。

本
朝
は
之
に
因
り
、
上
下
經
は
王
注
、
繫
辭
以
下
は
韓
注
、
疏
は
孔
穎
達
等
正
義
を
用
ふ
。

書
の
源
は
文
字
と
倶
に
起
り
、
孔
子
之
を
删
し
て
百
篇
と
爲
す
。
陸
氏
釋
文
に
、「
書
は
本
王
の
號

も
と

令
、
右
史
の
記
す
る
所
、
孔
子
删
録
す
。
唐
虞
よ
り
斷
じ
て
、
下
、
秦
穆
に
訖
ぶ
ま
で
、
典
謨
訓

誥
誓
命
の
文
凡
そ
百
篇
に
し
て
、
之
が
序
を
爲
る
。
秦
の
禁
學
に
及
ん
で
、
孔
子
の
末
孫
惠
、
之

を
壁
藏
す
」
と
云
ふ
。
然
れ
ど
も
秦
火
の
後
、
惟
だ
書
の
簒
亂
尤
も
甚
だ
し
。
其
の
立
學
は
、「
漢

始
め
て
歐
陽
・
夏
侯
尚
書
を
立
て
、
宣
帝
復
た
大
小
夏
侯
博
士
を
立
て
、
平
帝
、
古
文
を
立
つ
。

永
嘉
の
亂
に
、
諸
家
の
書
並
び
に
滅
亡
し
、
古
文
孔
傳
始
め
て
興
り
、
博
士
を
置
く
。
鄭
氏
も
亦

博
士
一
人
を
置
く
。
唐
は
惟
だ
古
文
を
崇
尚
し
、
馬
・
鄭
・
王
注
遂
に
廢
す
」
⑤
。
本
朝
の
注
疏

本
は
、
孔
安
國
傳
、
孔
穎
達
等
正
義
に
し
て
、
僞
亂
の
迹
は
、
古
今
文
及
び
辨
僞
諸
篇
に
詳
ら
か

な
り
。

詩
の
源
は
中
古
に
起
る
。
虞
の
賡
歌
⑥
、
夏
の
五
子
之
歌
⑦
は
卽
ち
三
百
篇
の
權
輿
な
り
。
古
詩

か
う
か

は
本
三
千
餘
篇
、「
孔
子
最
も
先
に
删
録
す
。
旣
に
周
詩
を
取
り
、
上
、
商
頌
を
兼
ね
、
凡
そ
三
百

一
十
一
篇
、
以
て
子
夏
に
授
け
、
子
夏
遂
に
序
を
作
る
。
皆
口
以
て
相
傳
へ
、
未
だ
章
句
有
ら
ず
。

戰
國
の
時
、
幾
ん
ど
鄭
衞
の
亂
す
所
と
爲
る
。
秦
の
焚
書
に
遭
ひ
て
全
き
を
得
る
者
も
、
亦
其
の

人
の
諷
誦
す
る
所
に
し
て
、
專
ら
竹
帛
に
在
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
漢
の
時
、
傳
ふ
る
者
四

家
。
曰
く
魯
、
曰
く
齊
、
曰
く
韓
、
曰
く
毛
」。
詳
は
傳
經
篇
に
見
ゆ
。
其
の
立
學
は
、「
前
漢
は

惟
だ
魯
・
齊
・
韓
の
三
家
の
み
。
平
帝
の
時
、
毛
詩
始
め
て
立
ち
、
齊
詩
久
し
く
亡
び
、
魯
詩
は

江
東
に
過
ぎ
ず
、
韓
詩
も
亦
傳
ふ
る
者
無
し
。
唐
は
惟
だ
毛
詩
・
鄭
箋
の
み
國
學
に
立
つ
」
⑧
。

今
の
注
疏
本
は
毛
傳
・
鄭
箋
・
孔
穎
達
等
正
義
を
遵
用
す
。

禮
の
源
は
伏
犧
に
肇
む
。
孔
疏
に
、「
伏
犧
よ
り
以
後
、
黄
帝
に
至
り
て
、
五
禮
始
め
て
具
は
る
」

は
じ

⑨
と
云
ひ
、「
帝
王
の
質
文
に
は
、
世
よ
損
益
有
り
。
周
公
代
時
轉
浮
し
て
攝
に
居
り
、
乃
ち
曲
さ

つ
ぶ

に
之
が
制
を
爲
る
。
故
に
『
經
禮
三
百
、
威
儀
三
千
』
⑩
と
曰
ふ
。
周
衰
へ
て
、
諸
侯
始
め
て
僭お

ご

り
、
皆
其
の
籍
を
去
り
、
孔
子
に
至
り
て
已
に
具
は
ら
ず
。
魯
に
返
り
て
後
、
乃
ち
始
め
て
删
定

す
。
後
、
戰
國
の
交
爭
に
値
ひ
、
秦
氏
坑
焚
し
、
禮
經
崩
壞
す
る
こ
と
特
に
甚
だ
し
」。
漢
世
傳
ふ

あ

る
所
は
、
僅
か
に
周
禮
・
儀
禮
・
禮
記
の
三
書
を
存
す
る
の
み
、
然
れ
ど
も
皆
全
書
無
し
。
周
禮

は
本
周
官
と
名
づ
け
、
冬
官
獨
り
闕
き
、
考
工
は
乃
ち
其
の
後
の
補
な
り
⑪
。
儀
禮
は
一
に
士
禮

と
名
づ
く
⑫
。
喪
服
一
篇
は
、
子
夏
實
に
先
に
之
を
傳
ふ
。
禮
記
は
、
戴
德
の
從
子
の
聖
、
大
戴

記
を
删
し
て
四
十
六
篇
と
爲
し
、
舊
又
小
戴
記
と
名
づ
く
⑬
。
其
の
月
令
・
明
堂
位
・
樂
記
の
三

篇
は
、
馬
融
の
加
ふ
る
所
な
り
⑭
。
周
禮
・
儀
禮
は
皆
周
公
の
作
に
し
て
、
相
表
裏
を
爲
す
⑮
。

禮
記
は
則
ち
卽
ち
記
を
以
て
經
と
爲
す
。
其
の
立
學
は
、「
漢
初
、
高
堂
生
禮
博
士
を
立
て
、
後
又

大
小
戴
・
慶
氏
の
三
家
を
立
つ
。
新
莽
は
又
周
禮
を
立
つ
。
後
漢
は
三
禮
皆
博
士
を
立
つ
。
唐
に

至
り
て
則
ち
曲
臺
記
亡
び
、
大
戴
は
學
を
傳
ふ
る
者
無
し
。
惟
だ
鄭
康
成
の
注
せ
る
周
禮
・
儀
禮
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・
禮
記
の
み
並
列
し
、
喪
服
一
篇
は
別
行
す
る
も
、
今
の
注
疏
本
は
儀
禮
に
合
す
」
⑯
。
注
は
皆

鄭
を
用
ひ
、
疏
は
則
ち
周
禮
・
儀
禮
は
皆
唐
の
賈
公
彦
、
禮
記
は
則
ち
孔
穎
達
な
り
。

春
秋
は
本
魯
の
史
記
の
名
、
四
時
を
錯
舉
し
て
之
に
名
づ
く
。
昭
二
年
、「
韓
起
、
魯
に
聘
し
、
魯

の
春
秋
を
見
る
」
⑰
、
是
れ
な
り
。「
古
の
王
者
は
、
左
史
、
言
を
記
し
、
右
史
、
動
を
記
し
、
言

は
尚
書
と
爲
り
、
事
は
春
秋
と
爲
り
、
諸
侯
の
國
も
亦
之
れ
有
り
。
惟
だ
魯
の
春
秋
は
則
ち
孔
子

手
づ
か
ら
之
を
定
む
」
⑱
。
公
羊
家
説
に
は
、
則
ち
「
孔
子
、
百
二
十
國
の
寶
書
を
得
て
、
乃
ち

春
秋
を
修
め
、
左
邱
明
、
傳
を
作
る
」
⑲
と
謂
ふ
。
陸
氏
釋
文
序
錄
に
、「
孔
子
、
春
秋
を
作
り
弟

子
に
授
く
。
弟
子
退
き
て
異
言
有
り
。
邱
明
、
各
お
の
其
の
意
に
安
ん
じ
て
以
て
其
の
眞
を
失
ふ

を
恐
る
。
故
に
本
事
を
論
じ
て
傳
を
爲
る
。
而
し
て
公
羊
高
は
則
ち
經
を
子
夏
に
受
け
、
穀
梁
赤

は
則
ち
子
夏
の
門
人
に
し
て
、
皆
春
秋
を
傳
ふ
。
高
は
齊
人
、
赤
は
魯
人
。
糜
信
云
ふ
、
赤
は
秦
の
孝
公
と
同

時
。
又
鄒
氏
・
夾
氏
の
傳
有
る
も
、
世
に
行
な
は
れ
ず
。
公
羊
・
穀
梁
は
皆
經
を
傳
へ
、
左
氏
は
則

ち
記
事
の
書
と
爲
す
の
み
。
秦
火
の
後
、
左
氏
傳
最
も
先
に
出
づ
。
其
の
立
學
は
、
公
羊
最
も
先

ん
じ
、
穀
梁
之
に
次
ぎ
、
左
氏
最
も
後
る
。
陸
氏
序
錄
に
「
漢
初
、
公
羊
を
立
て
、
宣
帝
又
穀
梁
を
立
て
、
平
帝

始
め
て
左
氏
を
立
つ
」
と
云
ふ
。
唐
は
則
ち
左
氏
行
な
は
れ
て
、
二
傳
漸
く
微
な
り
」
⑳
。
宋
に
至
り
て

胡
氏
傳
出
で
、
三
傳
皆
高
閣
に
束
ぬ
。
今
の
注
疏
本
は
、
左
氏
傳
は
晉
の
杜
預
注
、
孔
氏
正
義
。

つ
か

公
羊
は
漢
の
何
休
注
、
唐
の
徐
彦
疏
。
穀
梁
は
晉
の
范
甯
注
、
唐
の
楊
士
勲
疏
。

孝
經
は
、
陸
氏
序
錄
に
、「
孔
子
、
弟
子
の
曾
參
の
爲
に
孝
道
を
説
き
、
因
り
て
天
子
庶
人
五
等
の

孝
を
明
ら
か
に
す
」
㉑
と
云
ひ
、
何
休
、「
孔
子
曰
く
、
吾
が
志
は
春
秋
に
在
り
、
行
い
は
孝
經
に

在
り
」
㉒
と
稱
す
る
、
是
れ
な
り
。
秦
の
焚
燼
に
遭
ひ
て
、
漢
は
乃
ち
古
今
三
家
の
學
有
り
。
唐

初
は
猶
ほ
孔
安
國
・
鄭
康
成
の
注
を
行
ふ
。
明
皇
、
先
儒
の
注
中
に
於
て
、
其
の
允
當
な
る
者
を

採
り
て
注
解
を
爲
る
。
天
寶
二
年
に
至
り
て
、
注
成
り
て
天
下
に
頒
行
す
㉓
。
今
の
注
疏
本
は
卽

ち
明
皇
注
、
宋
の
邢
昺
疏
を
用
ふ
。

「
論
語
は
、
孔
子
、
弟
子
に
應
答
す
、
及
び
時
人
言
ふ
所
、
或
い
は
弟
子
相
與
に
言
ひ
て
、
夫
子

に
接
聞
す
る
の
語
な
り
。
當
時
、
弟
子
各
お
の
記
す
る
所
有
り
。
夫
子
旣
に
終
り
、
微
言
已
に
絶

つ
。
弟
子
、
後
に
各
お
の
異
見
を
生
じ
て
、
聖
言
永
く
滅
ぶ
る
を
恐
る
。
故
に
相
與
に
論
撰
し
、

因
り
て
時
賢
及
び
古
明
王
の
語
を
輯
め
て
、
合
し
て
一
法
と
成
し
、
之
を
論
語
と
謂
ふ
。
鄭
康
成

は
『
仲
弓
・
子
夏
等
の
撰
定
す
る
所
』
と
謂
ふ
㉔
。
漢
世
に
齊
論
語
、
魯
論
語
、
古
論
語
の
三
家

有
り
。
而
し
て
魯
論
語
に
は
並
び
に
章
句
有
り
㉕
、
學
官
に
列
せ
ら
る
。
魏
の
何
晏
に
至
り
て
、

乃
ち
集
解
を
爲
る
。
正
始
中
、
之
を

上

り
、
後
、
世
に
盛
行
す
」
㉖
。
今
の
注
疏
本
は
、
注
は

た
て
ま
つ

何
氏
を
用
ひ
、
疏
は
宋
の
邢
昺
を
用
ふ
。

孟
子
七
篇
、
古
は
本
諸
子
に
列
せ
ら
る
㉗
。
陳
氏
書
録
解
題
よ
り
、
始
め
て
語
・
孟
を
以
て
、
經

も
と

類
に
入
れ
、
之
が
説
を
爲
し
て
、「
韓
文
公
、『
孔
子
、
之
を
孟
軻
に
傳
ふ
。
軻
死
し
て
其
の
傳
を

得
ず
』
と
稱
す
。
天
下
の
學
者
咸
な
孔
孟
と
曰
ふ
。
今
國
家
、
科
を
設
け
て
、
語
・
孟
並
び
に
重

み

ん
ず
」
㉘
と
曰
ふ
。
而
し
て
又
十
三
經
の
中
に
列
す
。
注
疏
本
は
漢
の
趙
岐
注
、
宋
の
孫
奭
疏
を

用
ふ
。

爾
雅
は
中
古
に
興
り
、
漢
代
に
隆
ん
な
り
㉙
。
其
の
初
め
、
撰
述
の
名
氏
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
陸

氏
序
錄
に
、「
爾
雅
は
、
五
經
を
訓
釋
し
、
同
異
を
辨
章
す
る
所
以
な
り
。
實
に
九
流
の
通
路
、
百

氏
の
指
南
な
り
。
釋
詁
一
篇
は
、
蓋
し
周
公
の
作
り
し
所
な
り
㉚
。
釋
言
以
下
は
、
或
い
は
『
仲

尼
の
增
す
所
、
子
夏
の
足
す
所
、
叔
孫
通
の
益
す
所
、
梁
文
の
補
ふ
所
』
㉛
と
言
ふ
」
㉜
と
云
ふ
。

古
の
注
す
る
者
十
餘
家
㉝
。
今
の
注
疏
本
は
晉
の
郭
璞
注
、
宋
の
邢
昺
疏
を
用
ふ
。

【
註
】

①

こ
の
篇
は
ほ
と
ん
ど
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
注
解
傳
述
人
」
の
要
約
節
引
で
あ
る
。『
經
典
釋

文
』
と
明
示
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
明
示
せ
ず
に
引
用
す
る
部
分
も
多
い
。
序
錄
は
『
史
記
』

『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
儒
林
傳
、
本
傳
、
あ
る
い
は
『
漢
書
』
藝
文
志
な
ど
を
典
拠
と
し
て
要

約
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
要
約
の
情
況
に
つ
い
て
は
呉
承
仕
『
經
典
釋
文
序
錄
疏
證
』
に
詳

し
い
。

②

『
漢
書
』
巻
八
十
八
、
儒
林
傳
「
班
固
曰
、
孔
子
晩
而
好
易
、
而
好
易
讀
之
、
韋
編
三
絶
、

而
爲
之
傳
」。

③

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
宓
犧
氏
之
王
天
下
、
仰
則
觀
於
天
文
、
俯
則
察
於
地
理
、
觀

鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
始
畫
八
卦
、
因
而
重
之
、
爲
六
十
四
、
文
王

拘
於
羑
里
、
作
卦
辭
。
周
公
作
爻
辭
、
孔
子
作
彖
辭
象
辭
文
言
繫
辭
説
卦
序
卦
雜
卦
十
翼
。
班
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固
曰
、
孔
子
晩
而
好
易
、
而
好
易
讀
之
、
韋
編
三
絶
、
而
爲
之
傳
。
傳
卽
十
翼
也
」。

④

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
自
魯
商
瞿
子
木
受
易
於
孔
子
、
以
授
魯
橋
庇
子
庸
。
子
庸
授

江
東
馯
臂
子
弓
。
子
弓
授
燕
周
醜
子
家
。
子
家
授
東
武
孫
虞
子
乘
。
子
乘
授
齊
田
何
子
莊
。
及

秦
燔
書
、
易
爲
卜
筮
之
書
、
獨
不
禁
。
故
傳
授
者
不
絶
。（
中
略
）
漢
初
、
立
易
楊
氏
博
士
、
宣

帝
時
、
復
立
施
孟
梁
丘
之
易
、
元
帝
又
立
京
氏
易
。
費
高
二
家
不
得
立
、
民
閒
傳
之
。
後
漢
、

費
氏
興
、
而
高
氏
遂
微
。
永
嘉
之
亂
、
施
氏
梁
丘
之
易
亡
、
孟
京
費
之
易
、
人
無
傳
者
。
惟
鄭

康
成
、
王
輔
嗣
所
注
、
行
于
世
、
而
王
氏
爲
世
所
重
。
今
以
王
爲
主
、
其
繫
辭
已
下
、
王
不
注
、

相
承
以
韓
康
伯
注
續
之
」。

⑤

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
書
者
本
王
之
號
令
、
右
史
所
記
、
孔
子
删
録
。
斷
自
唐
虞
、

下
訖
秦
穆
。
典
謨
訓
誥
誓
命
之
文
凡
百
篇
、
而
爲
之
序
。
及
秦
禁
學
、
孔
子
之
末
孫
惠
壁
藏
之
。

（
中
略
）
漢
始
立
歐
陽
夏
侯
尚
書
、
宣
帝
復
立
大
小
夏
侯
博
士
、
平
帝
立
古
文
。
永
嘉
喪
亂
、

衆
家
之
書
竝
滅
亡
、
而
古
文
孔
傳
始
興
、
置
博
士
。
鄭
氏
亦
置
博
士
一
人
。
近
唯
崇
尚
古
文
、

馬
鄭
王
注
遂
廢
」。

⑥

『
尚
書
』
益
稷
「
帝
庸
作
歌
、
曰
、
敕
天
之
命
、
惟
時
惟
幾
。
乃
歌
曰
、
股
肱
喜
哉
、
元
首

起
哉
、
百
工
熙
哉
。
皋
陶
拜
手
稽
首
、
揚
言
曰
、
念
哉
。
率
作
興
事
、
慎
乃
憲
、
欽
哉
。
屢
省

乃
成
、
欽
哉
。
乃
賡
載
歌
曰
、
元
首
明
哉
、
股
肱
良
哉
、
庶
事
康
哉
。
又
歌
曰
、
元
首
叢
脞
哉
、

股
肱
惰
哉
、
萬
事
墮
哉
。
帝
拜
曰
、
兪
、
往
欽
哉
」。

⑦

『
尚
書
』
五
子
之
歌
序
「
太
康
失
邦
、
兄
弟
五
人
、
須
于
洛
汭
、
作
五
子
之
歌
」。

⑧

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
是
以
孔
子
最
先
删
録
。
旣
取
周
詩
、
上
兼
商
頌
、
凡
三
百
一

十
一
篇
、
以
授
子
夏
、
子
夏
遂
作
序
焉
。
皆
口
以
相
傳
、
未
有
章
句
。
戰
國
之
世
、
專
任
武
力

雅
頌
之
聲
、
爲
鄭
衞
所
亂
。
其
廢
絶
亦
可
知
矣
。
遭
秦
焚
書
而
得
全
者
、
以
其
人
所
諷
誦
、
不

專
在
竹
帛
之
故
。
漢
興
傳
者
有
四
家
。（
中
略
）
前
漢
魯
齊
韓
三
家
詩
列
于
學
官
。
平
帝
世
、
毛

詩
始
立
、
齊
詩
久
亡
、
魯
詩
不
過
江
東
、
韓
詩
雖
在
人
無
傳
者
。
唯
毛
詩
鄭
箋
獨
立
國
學
。
今

所
遵
用
」。

⑨

『
禮
記
』
孔
穎
達
正
義
序
「
若
然
、
自
伏
犧
以
後
、
至
黄
帝
、
吉
凶
賓
軍
嘉
、
五
禮
始
具
」。

⑩

『
漢
書
』
巻
二
十
二
、
禮
樂
志
「
故
曰
、
知
禮
樂
之
情
者
能
作
、
識
禮
樂
之
文
者
能
述
、
作

者
之
謂
聖
、
述
者
之
謂
明
。
明
聖
者
、
述
作
之
謂
也
。
王
者
必
因
前
王
之
禮
、
順
時
施
宜
、
有

所
損
益
、
即
民
之
心
、
稍
稍
制
作
、
至
太
平
而
大
備
。
周
監
於
二
代
、
禮
文
尤
具
、
事
爲
之
制
、

曲
爲
之
防
、
故
稱
禮
經
三
百
、
威
儀
三
千
。
於
是
教
化
浹
洽
」。

⑪

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
周
官
經
六
篇
。
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
」。
顔
師
古
注
「
即
今
之

周
官
禮
也
、
亡
其
冬
官
、
以
考
工
記
充
之
」。

⑫

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
漢
興
、
魯
高
堂
生
傳
士
禮
十
七
篇
。
訖
孝
宣
世
、
後
倉
最
明
。

戴
德
、
戴
聖
、
慶
普
皆
其
弟
子
、
三
家
立
於
學
官
」。

『
史
記
』
巻
一
百
二
十
一
、
儒
林
列
傳
「
諸
學
者
多
言
禮
、
而
魯
高
堂
生
最
本
。
禮
固
自
孔

子
時
而
其
經
不
具
、
及
至
秦
焚
書
、
書
散
亡
益
多
、
於
今
獨
有
士
禮
、
高
堂
生
能
言
之
」。

⑬

徐
堅
『
初
學
記
』
巻
二
十
一
、
文
部
「
后
蒼
傳
於
梁
國
戴
德
及
德
從
子
聖
。
乃
删
后
氏
記
爲

八
十
五
篇
、
名
大
戴
禮
。
聖
又
删
大
戴
禮
爲
四
十
六
篇
、
名
小
戴
禮
。
其
後
諸
儒
又
加
月
令
、

明
堂
位
、
樂
記
三
篇
。
凡
四
十
九
篇
則
今
禮
記
也
」。

⑭

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
漢
末
馬
融
、
遂
傳
小
戴
之
學
。
融
又
定
月
令
一
篇
、
明
堂

位
一
篇
、
樂
記
一
篇
、
合
四
十
九
篇
。
而
鄭
玄
受
業
於
融
、
又
爲
之
注
」。

⑮

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
周
官
經
六
篇
。
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
」。
顔
師
古
注
「
卽
今
之
周

官
禮
也
、
亡
其
冬
官
、
以
考
工
記
充
之
」。

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
周
官
蓋
周
公
所
制
官
政
之
法
、
上
於
河
閒
獻
王
、
獨
闕
冬

官
一
篇
。
獻
王
購
以
千
金
不
得
、
遂
取
考
工
記
以
補
其
處
、
合
成
六
篇
奏
之
」。

⑯

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
帝
王
質
文
、
世
有
損
益
。
至
於
周
公
代
時
轉
浮
、
周
公
居
攝
、

曲
爲
之
制
。
故
曰
經
禮
三
百
、
威
儀
三
千
。
及
周
之
衰
、
諸
侯
始
僭
、
將
踰
法
度
、
惡
其
害
己
、

皆
滅
去
其
籍
、
自
孔
子
時
而
不
具
矣
。
孔
子
反
魯
、
乃
始
删
定
。
値
戰
國
交
爭
、
秦
氏
坑
焚
、

惟
故
禮
經
崩
壞
爲
甚
。（
中
略
）
漢
初
、
立
高
堂
生
禮
博
士
、
後
立
大
小
戴
慶
氏
三
家
。
王
莽
又

立
周
禮
。
後
漢
三
禮
皆
立
博
士
。
今
慶
氏
曲
臺
久
亡
、
大
戴
無
傳
學
者
。
唯
鄭
注
周
禮
儀
禮
禮

記
竝
列
學
官
、
而
喪
服
一
篇
又
別
行
於
世
。
今
三
禮
倶
以
鄭
爲
主
」。

⑰

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
年
「
二
年
、
春
、
晉
侯
使
韓
宣
子
來
聘
、
且
告
爲
政
、
而
來
見
、

禮
也
。
觀
書
於
大
史
氏
、
見
易
象
與
魯
春
秋
、
曰
、
周
禮
盡
在
魯
矣
、
吾
乃
今
知
周
公
之
德
與
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周
之
所
以
王
也
。
公
享
之
、
季
武
子
賦
綿
之
卒
章
。
韓
子
賦
角
弓
。
季
武
子
拜
、
曰
、
敢
拜
子

之
彌
縫
敝
邑
、
寡
君
有
望
矣
。
武
子
賦
節
之
卒
章
。
既
享
、
宴
于
季
氏
。
有
嘉
樹
焉
、
宣
子
譽

之
。
武
子
曰
、
宿
敢
不
封
殖
此
樹
、
以
無
忘
角
弓
。
遂
賦
甘
棠
。
宣
子
曰
、
起
不
堪
也
、
無
以

及
召
公
」。

⑱

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
左
史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
爲
春
秋
、
言
爲
尚
書
、
帝
王
靡

不
同
之
」。

『
禮
記
』
玉
藻
「
動
則
左
史
書
之
、
言
則
右
史
書
之
」、
賈
疏
「
經
云
左
史
書
之
、
春
秋
是
動

作
之
事
。
故
以
春
秋
當
左
史
所
書
。
左
、
陽
、
陽
主
動
、
故
記
動
。
經
云
言
則
右
史
書
之
、
尚

書
記
言
語
之
事
、
故
以
尚
書
當
右
史
所
書
。
右
是
陰
、
陰
主
靜
故
也
。
春
秋
雖
有
言
、
因
動
而

言
、
其
言
少
也
。
尚
書
雖
有
動
、
因
言
而
稱
動
、
亦
動
爲
少
也
」。

⑲

『
公
羊
注
疏
』
巻
一
「
春
秋
公
羊
經
傳
解
詁
隱
公
第
一
の
疏
に
「
昔
孔
子
受
端
門
之
命
、
制

春
秋
之
義
、
使
子
夏
等
十
四
人
求
周
史
記
、
得
百
二
十
國
寶
書
。
九
月
經
立
」
と
あ
る
。

⑳

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
古
之
王
者
必
有
史
官
、
君
舉
則
書
、
所
以
愼
言
行
昭
法
式
也
。

諸
侯
亦
有
國
史
。
春
秋
卽
魯
之
史
記
也
。
孔
子
應
聘
不
遇
自
衞
而
歸
、
西
狩
獲
麟
、
傷
其
虛
應
、

乃
與
魯
君
子
左
丘
明
觀
書
於
太
史
氏
、
因
魯
史
記
而
作
春
秋
。
上
遵
周
公
遺
制
、
下
明
將
來
之

法
、
襃
善
黜
惡
、
勒
成
十
二
公
之
經
、
以
授
弟
子
。
弟
子
退
而
異
言
。
丘
明
恐
弟
子
各
安
其
意

以
失
其
眞
。
故
論
本
事
而
爲
之
傳
。
明
夫
子
以
空
言
説
經
也
。
春
秋
貶
損
人
當
世
君
臣
其
事
實
、

皆
形
於
傳
。
故
隱
其
書
而
不
宣
、
所
以
免
時
難
也
。
及
末
世
、
口
説
流
行
、
故
有
公
羊
、
名
高
、

齊
人
、
子
夏
弟
子
。
受
經
于
子
夏
。
穀
梁
名
赤
。
魯
人
。
子
夏
門
人
、
糜
信
云
、
與
秦
孝
公
同
時
。
七
録
云
、
名
淑
、
字

元
始
。
風
俗
通
云
、
子
夏
門
人
。
鄒
氏
王
吉
善
鄒
氏
春
秋
。
夾
氏
之
傳
。
鄒
氏
無
師
、
夾
氏
有
録
無
書
。
故

不
顯
于
世
。（
中
略
）
漢
初
立
公
羊
博
士
、
宣
帝
又
立
穀
梁
、
平
帝
始
立
左
氏
。（
中
略
）
和
帝

元
興
十
一
年
、
鄭
興
父
子
奏
上
左
氏
、
乃
立
尾
學
官
、
仍
行
於
世
、
迄
今
盛
行
、
二
傳
漸
微
」。

㉑

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
孝
經
者
、
孔
子
爲
弟
子
曾
參
説
孝
道
、
因
明
天
子
庶
人
五
等

之
孝
」。

㉒

『
春
秋
公
羊
傳
』
何
休
序
「
昔
者
孔
子
有
云
、
吾
志
在
春
秋
、
行
在
孝
經
。
此
二
學
者
聖
人

之
極
致
、
治
世
之
要
務
也
」。

㉓

『
唐
會
要
』「
開
元
十
年
六
月
、
上
註
孝
經
、
頒
天
下
及
國
子
學
。
天
寶
二
年
五
月
、
上
重
註
」。

㉔

鄭
玄
『
論
語
序
』（
論
語
敘
録
引
）「
仲
弓
子
夏
等
所
撰
定
」。

㉕

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
論
語
古
二
十
一
篇
。
出
孔
子
壁
中
、
兩
子
張
。
齊
二
十
二
篇
。
多
問

王
知
道
。
魯
二
十
篇
、
傳
十
九
篇
」。

㉖

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
論
語
者
、
孔
子
應
答
弟
子
、
及
時
人
所
言
、
或
弟
子
相
與
言
、

而
接
聞
於
夫
子
之
語
也
。
當
時
弟
子
、
各
有
所
記
、
夫
子
旣
終
、
微
言
已
絶
、
弟
子
恐
離
居
已

後
、
各
生
異
見
、
而
聖
言
永
滅
。
故
相
與
論
撰
、
因
輯
時
賢
及
古
明
王
之
語
、
合
成
一
法
、
謂

之
論
語
。
鄭
康
成
云
仲
弓
子
夏
等
所
撰
定
。
漢
興
傳
者
則
有
三
家
。（
中
略
）
周
氏
竝
爲
章
句
、

列
於
學
官
。（
中
略
）
魏
吏
部
尚
書
何
晏
、
集
孔
安
國
包
咸
周
氏
馬
融
鄭
玄
陳
羣
王
肅
周
生
烈
之

説
、
幷
下
己
意
、
爲
集
解
。
正
始
中
、
上
之
、
盛
行
於
世
」。

㉗

『
孟
子
』
は
『
漢
書
』
藝
文
志
で
は
『
晏
子
』
や
『
子
思
』
と
同
じ
く
儒
家
者
流
に
列
せ
ら

れ
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
經
籍
三
、『
舊
唐
書
』
經
籍
志
巻
下
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
巻
三
で
は
い

づ
れ
も
子
部
儒
家
類
に
収
め
る
。

㉘

陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
三
「
語
孟
類
」「
前
志
、
孟
子
本
列
於
儒
家
。
然
趙
岐
固
嘗
以

爲
則
象
論
語
矣
。
自
韓
文
公
稱
、
孔
子
傳
之
孟
軻
。
軻
死
不
得
其
傳
。
天
下
學
者
咸
曰
孔
孟
。

孟
子
之
書
、
固
非
荀
楊
以
降
所
可
同
日
語
也
。
今
國
家
設
科
取
士
、
語
孟
並
列
爲
經
。
而
程
氏

諸
儒
、
訓
解
二
書
、
常
相
表
裏
。
故
今
合
爲
一
類
」。

韓
文
公
（
韓
愈
）
は
「
原
道
」
の
一
文
。

㉙

郭
璞
『
爾
雅
注
序
』「
蓋
興
於
中
古
、
隆
於
漢
代
」。

㉚

『
顔
氏
家
訓
』
巻
六
、
書
證
第
十
七
「
爾
雅
、
周
公
所
作
、
而
云
張
仲
孝
友
、
由
後
人
所
羼
、

非
本
文
也
」。

㉛

張
揖
『
廣
雅
』
上
廣
雅
表
「
今
俗
所
傳
三
篇
爾
雅
、
或
言
仲
尼
所
增
、
或
言
子
夏
所
益
、
或

言
叔
孫
通
所
補
、
或
言

郡
梁
文
所
考
。
皆
解
家
所
説
、
先
師
口
傳
、
既
無
正
論
。
聖
人
所
言

是
故
疑
不
能
明
也
」。

㉜

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
爾
雅
者
、
所
以
訓
釋
五
經
、
辯
章
同
異
。
實
九
流
之
通
路
、

百
氏
之
指
南
。
多
識
鳥
獸
草
木
之
名
、
博
覽
而
不
惑
者
也
。
爾
、
近
也
。
雅
、
正
也
。
言
可
近
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而
取
正
也
。
釋
詁
一
篇
、
蓋
周
公
所
作
。
釋
言
以
下
、
或
言
仲
尼
所
增
、
子
夏
所
足
、
叔
孫
通

所
益
、
梁
文
所
補
。
張
楫
論
之
詳
矣
」。

㉝

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
は
「
犍
爲
文
學
注
三
卷
、
劉
歆
注
三
卷
、
樊
光
注
六
卷
、
李
巡
注
三

卷
、
孫
炎
注
三
卷
、
郭
璞
注
三
卷
」
の
各
注
を
引
き
、
さ
ら
に
「
梁
有
沈
旋
集
衆
家
之
注
。
陳

博
士
施
乾
、
國
子
祭
酒
謝
嶠
、
舍
人
顧
野
王
竝
撰
音
」
と
い
う
。

【
通
釈
】

群
経
源
流
第
二

両
漢
伝
経
諸
儒
と
参
看
せ
よ

そ
も
そ
も
経
を
習
っ
て
い
な
が
ら
、
経
の
源
流
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
典
故
を
数
え
て
そ
の

祖
の
職
掌
を
忘
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
う
し
て
そ
れ
で
よ
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
経
の
順
序
に
よ
っ

て
分
別
し
て
叙
述
し
、
学
ぶ
者
に
尊
ぶ
べ
き
事
柄
を
周
知
さ
せ
る
。

『
易
』
の
起
源
は
伏
犧
に
は
じ
ま
り
、
文
王
・
周
公
・
孔
子
が
そ
れ
を
継
承
し
た
。
卦
は
伏
犧
が

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
卦
辭
は
文
王
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
爻
辭
は
周
公
が
作
っ
た
も
の
で
あ

る
。
十
翼
は
孔
子
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
に
を
十
翼
と
い
う
の
か
。
上
彖
・
下
彖
・
上
象
・

下
象
・
上
繫
・
下
繫
・
文
言
・
説
卦
・
序
卦
・
雜
卦
が
そ
れ
で
あ
る
。
文
王
・
周
公
が
作
っ
た
も

の
を
古
く
は
繫
辭
と
い
い
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
経
で
あ
る
。
孔
子
が
作
っ
た
も
の
は
す
べ
て
伝
で

あ
る
。
伝
は
経
を
解
釈
し
た
言
葉
で
あ
る
。
班
固
は
「
孔
子
は
晩
年
に
易
を
好
み
、
そ
の
伝
を
作

っ
た
」
と
い
う
が
、
こ
の
伝
が
す
な
わ
ち
十
翼
で
あ
る
。

陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
、「
魯
の
商
瞿
子
木
が
『
易
』
を
孔
子
よ
り
受
け
、
魯
の
橋
庇
子
庸
に

授
け
た
。
子
庸
は
江
東
の
馯
臂
子
弓
に
授
け
た
。
子
弓
は
周
醜
子
家
に
授
け
た
。
子
家
は
東
武
の

孫
虞
子
乘
に
授
け
、
子
乘
は
齊
の
田
何
子
莊
に
授
け
た
。
秦
が
焚
書
を
行
っ
た
が
、『
易
』
は
卜
筮

の
書
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
禁
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
伝
授
が
絶
え
な
か
っ
た
」
と

い
う
。
そ
の
立
学
は
、〔
序
錄
に
〕「
漢
初
に
、『
易
』
楊
氏
博
士
を
立
て
、
宣
帝
の
時
に
、
平
行
し

て
施
・
孟
・
梁
邱
の
『
易
』
を
立
て
、
元
帝
が
さ
ら
に
京
氏
の
『
易
』
を
立
て
た
。
費
・
高
の
二

家
は
博
士
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
民
間
に
伝
わ
っ
た
。
後
漢
に
費
氏
が
勃
興
し
、
高
氏
は

結
局
衰
え
た
。
永
嘉
の
乱
の
時
に
、
施
氏
・
梁
邱
の
『
易
』
が
亡
び
、
孟
・
京
・
費
の
『
易
』
は

伝
え
る
人
が
な
か
っ
た
。
た
だ
鄭
康
成
〔
鄭
玄
〕、
王
輔
嗣
〔
王
弼
〕
が
注
し
た
も
の
だ
け
が
世
間

に
通
行
し
、
王
氏
の
も
の
が
世
間
に
重
視
さ
れ
た
。
唐
は
王
注
を
主
と
す
る
が
、
王
弼
は
繫
辭
以

下
に
注
を
施
さ
な
か
っ
た
の
で
、
韓
康
伯
の
注
を
そ
れ
に
続
け
た
」
と
い
う
。
清
朝
は
こ
れ
を
継

承
し
、
上
下
経
は
王
注
、
繫
辭
以
下
は
韓
注
、
疏
は
孔
穎
達
等
正
義
を
用
い
た
。

『
書
』
の
起
源
は
文
字
と
と
も
に
は
じ
ま
り
、
孔
子
が
そ
れ
を
删
改
し
て
百
篇
と
し
た
。
陸
氏
『
經

典
釋
文
』
に
、「『
書
』
は
も
と
も
と
王
の
号
令
で
あ
り
、
右
史
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
孔
子

が
そ
れ
を
删
改
し
て
記
録
し
た
。
唐
虞
に
は
じ
ま
り
、
秦
の
穆
公
ま
で
、
典
謨
訓
誥
誓
命
の
文
あ

わ
せ
て
百
篇
で
あ
り
、
孔
子
が
そ
の
序
を
作
っ
た
。
秦
が
学
問
を
禁
じ
る
と
、
孔
子
の
末
孫
で
あ

る
惠
が
こ
れ
を
壁
の
中
に
埋
蔵
し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
秦
の
焚
書
の
あ
と
、『
書
』
の
錯
乱
は
と

り
わ
け
ひ
ど
い
。
そ
の
立
学
は
、〔
序
錄
に
〕「
漢
が
は
じ
め
て
歐
陽
夏
侯
『
尚
書
』
を
立
て
、
宣

帝
が
ふ
た
た
び
大
小
夏
侯
博
士
を
立
て
、
平
帝
が
古
文
を
立
て
た
。
永
嘉
の
乱
の
時
に
、
諸
家
の

『
書
』
が
す
べ
て
滅
亡
し
、
古
文
の
孔
傳
が
は
じ
め
て
勃
興
し
、
博
士
を
置
い
た
。
鄭
氏
も
博
士

一
人
を
置
い
た
。
唐
で
は
古
文
だ
け
が
尊
崇
さ
れ
、
馬
融
・
鄭
玄
・
王
肅
の
注
は
結
局
廃
止
さ
れ

た
」
と
い
う
。
清
朝
の
注
疏
本
は
、
孔
安
國
傳
、
孔
穎
達
等
正
義
で
あ
っ
て
、
偽
作
混
乱
の
痕
跡

は
、
本
書
羣
經
古
今
文
第
三
及
び
羣
經
辨
僞
第
四
の
諸
篇
に
詳
し
い
。

『
詩
』
の
起
源
は
中
古
に
は
じ
ま
る
。
虞
の
賡
歌
、
夏
の
五
子
之
歌
が
〔『
詩
』〕
三
百
篇
の
起
源

で
あ
る
。
古
詩
は
も
と
も
と
三
千
篇
あ
ま
り
あ
り
、〔
序
錄
に
〕「
孔
子
が
最
初
に
删
改
し
て
記
録

し
た
。
周
詩
を
取
っ
た
う
え
に
、
商
頌
を
兼
ね
、
あ
わ
せ
て
三
百
一
十
一
篇
、
孔
子
は
こ
れ
を
子

夏
に
授
け
、
子
夏
が
序
を
作
っ
た
。
す
べ
て
口
頭
で
伝
承
し
、
ま
だ
章
句
は
な
か
っ
た
。
戦
国
の

時
に
、
ほ
と
ん
ど
鄭
・
衞
（
の
音
楽
）
に
乱
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
秦
の
焚
書
に
遭
っ
た
の
に
無
事

で
あ
っ
た
の
も
、
人
々
が
諷
誦
し
て
い
て
竹
帛
に
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
の
時

に
は
、
伝
承
す
る
も
の
が
四
家
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
、
魯
、
ひ
と
つ
、
齊
、
ひ
と
つ
、
韓
、
ひ
と
つ
、

毛
」
と
い
う
。
詳
細
は
本
書
兩
漢
傳
經
諸
儒
第
十
二
に
見
え
る
。
そ
の
立
学
は
、〔
序
錄
に
〕「
前

漢
に
は
魯
・
齊
・
韓
の
三
家
し
か
な
か
っ
た
。
平
帝
の
時
に
、『
毛
詩
』
が
は
じ
め
て
立
て
ら
れ
、

『
齊
詩
』
は
早
く
に
亡
び
、『
魯
詩
』
は
江
東
で
し
か
通
行
せ
ず
、『
韓
詩
』
も
伝
承
す
る
も
の
は

な
か
っ
た
。
唐
で
は
毛
詩
・
鄭
箋
だ
け
が
国
学
に
立
て
ら
れ
た
」
と
い
う
。
現
行
の
注
疏
本
は
毛
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傳
、
鄭
箋
、
孔
穎
達
等
正
義
を
用
い
る
。

『
禮
』
の
起
源
は
伏
犧
に
は
じ
ま
る
。
孔
疏
に
、「
伏
犧
以
後
、
黄
帝
に
な
っ
て
、
五
禮
が
は
じ
め

て
具
わ
っ
た
」
と
い
う
。〔
序
錄
に
〕「
帝
王
の
質
文
に
は
、
代
々
損
益
が
あ
る
。
周
公
は
こ
の
時
、

時
代
に
従
っ
て
変
化
し
、
摂
政
の
位
に
居
り
、
事
細
か
く
制
度
を
創
設
し
た
。
だ
か
ら
『
經
禮
三

百
、
威
儀
三
千
』
と
い
う
の
で
あ
る
。
周
が
衰
え
る
と
、
諸
侯
が
僭
越
と
な
り
は
じ
め
、
皆
そ
の

典
籍
を
捨
て
去
り
、
孔
子
に
な
る
と
ま
っ
た
く
具
備
し
な
く
な
っ
た
。
孔
子
は
魯
に
帰
っ
た
後
に

は
じ
め
て
（
禮
を
）
删
定
し
た
。
そ
の
後
、
戦
国
の
抗
争
に
遭
遇
し
、
秦
が
焚
書
坑
儒
を
行
っ
た

結
果
、
禮
経
の
崩
壊
が
特
に
は
な
は
だ
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
漢
の
世
に
傳
わ
っ
た
も
の
に
は
、

わ
ず
か
に
『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』
の
三
書
し
か
存
在
せ
ず
、
い
づ
れ
も
完
全
で
は
な
か
っ
た
。

『
周
禮
』
は
も
と
も
と
『
周
官
』
と
名
づ
け
ら
れ
、
冬
官
を
闕
い
て
お
り
、
考
工
記
は
あ
と
か
ら

補
填
し
た
も
の
で
あ
る
。『
儀
禮
』
は
一
名
を
『
士
禮
』
と
い
う
。
喪
服
一
篇
は
、
実
は
子
夏
が
最

初
に
伝
え
た
。『
禮
記
』
は
戴
德
の
從
子
で
あ
る
戴
聖
が
『
大
戴
記
』
を
删
改
し
て
四
十
六
篇
と
し
、

も
と
も
と
『
小
戴
記
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
月
令
・
明
堂
位
・
樂
記
の
三
篇
は
、
馬
融
が
つ
け
加

え
た
も
の
で
あ
る
。『
周
禮
』『
儀
禮
』
は
い
づ
れ
も
周
公
の
作
で
あ
り
、
表
裏
一
体
を
な
す
。『
禮

記
』
は
記
が
経
で
あ
る
。
そ
の
立
学
は
、〔
序
錄
に
〕「
漢
初
、
高
堂
生
禮
博
士
を
立
て
、
の
ち
に

さ
ら
に
大
小
戴
・
慶
氏
の
三
家
を
立
て
る
。
新
の
王
莽
は
さ
ら
に
『
周
禮
』
を
立
て
た
。
後
漢
で

は
『
三
禮
』
い
づ
れ
に
も
博
士
を
立
て
た
。
唐
に
な
っ
て
『
曲
臺
記
』
が
亡
び
、『
大
戴
記
』
に
は

そ
の
学
を
伝
え
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
た
だ
鄭
康
成
が
注
し
た
『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』
だ
け

が
（
学
官
に
）
列
せ
ら
れ
、
喪
服
一
篇
は
別
行
し
た
が
、
現
行
の
注
疏
本
で
は
『
儀
禮
』
に
合
併

さ
れ
る
。
注
は
い
づ
れ
も
鄭
玄
を
用
い
る
」
と
い
う
。
疏
は
『
周
禮
』『
儀
禮
』
は
い
づ
れ
も
唐
の

賈
公
彦
、『
禮
記
』
は
孔
穎
達
で
あ
る
。

『
春
秋
』
は
も
と
も
と
魯
の
史
記
の
名
称
で
あ
り
、〔
春
夏
秋
冬
の
〕
四
時
を
列
挙
し
て
記
録
す
る
。

昭
公
二
年
、
韓
起
が
魯
に
聘
し
て
魯
の
『
春
秋
』
を
見
た
の
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
古
の
王

者
は
、
左
史
が
発
言
を
記
録
し
、
右
史
が
行
動
を
記
録
し
、
発
言
が
『
尚
書
』
で
あ
り
、
事
が
『
春

秋
』
で
あ
り
、
諸
侯
の
国
に
も
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
魯
の
『
春
秋
』
は
孔
子
が
手
づ
か
ら
編
纂

し
た
。
公
羊
家
の
説
に
、「
孔
子
が
百
二
十
国
の
宝
書
を
手
に
入
れ
て
、『
春
秋
』
を
編
修
し
、
左

邱
明
が
伝
を
作
っ
た
」
と
い
う
。
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
、「
孔
子
が
『
春
秋
』
を
作
っ
て
弟

子
に
授
け
た
。
弟
子
が
退
席
す
る
と
（
弟
子
の
間
に
）
異
な
る
意
見
が
あ
っ
た
。
左
邱
明
は
弟
子

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
見
解
に
満
足
し
て
、
孔
子
の
本
来
の
意
図
が
失
わ
れ
る
の
を
恐
れ
た
。
そ
こ

で
本
来
の
事
柄
を
論
じ
て
伝
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
公
羊
高
は
経
を
子
夏
に
受
け
、
穀
梁
赤
は
子
夏

の
門
人
で
あ
り
、
い
づ
れ
も
『
春
秋
』
を
伝
え
た
。
高
は
齊
人
、
赤
は
魯
人
。
糜
信
は
、『
赤
は
秦
の
孝
公
と
同

時
の
人
で
あ
る
』
と
い
う
。
さ
ら
に
鄒
氏
・
夾
氏
の
伝
が
あ
っ
た
が
、
世
間
に
通
行
し
な
か
っ
た
」。『
公

羊
』『
穀
梁
』
は
い
づ
れ
も
経
を
伝
え
る
が
、『
左
氏
』
は
記
事
の
書
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
秦
の

焚
書
の
後
、『
左
氏
傳
』
が
も
っ
と
も
早
く
世
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
立
学
は
、『
公
羊
』
が
も
っ

と
も
早
く
、『
穀
梁
』
が
そ
れ
に
次
ぎ
、『
左
氏
』
が
も
っ
と
も
遅
い
。
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
「
漢

の
初
め
、『
公
羊
』
を
立
て
、
宣
帝
が
さ
ら
に
『
穀
梁
』
を
立
て
、
平
帝
が
始
め
て
『
左
氏
』
を
立
て
た
」
と
あ
る
。
唐
で

は
『
左
氏
』
が
通
行
し
、
二
傳
が
次
第
に
衰
退
し
た
。
宋
に
な
る
と
胡
氏
傳
が
出
現
し
、
三
傳
は

い
づ
れ
も
高
閣
に
放
置
さ
れ
た
。
現
行
の
注
疏
本
は
、『
左
氏
傳
』
は
晉
の
杜
預
注
、
孔
氏
正
義
。

『
公
羊
傳
』
は
漢
の
何
休
注
、
唐
の
徐
彦
疏
。『
穀
梁
傳
』
は
晉
の
范
甯
注
、
唐
の
楊
士
勲
疏
。

『
孝
經
』
は
、
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
、「
孔
子
が
弟
子
の
曾
參
の
た
め
に
孝
道
を
説
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
天
子
庶
人
五
等
の
孝
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
い
う
。
何
休
が
「
孔
子
が
い
う
、
わ
た

し
の
志
は
『
春
秋
』
に
あ
り
、
行
い
は
『
孝
經
』
に
あ
る
」
と
称
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
秦
の

焚
書
に
あ
っ
て
、
漢
で
は
古
今
三
家
の
学
が
あ
っ
た
。
唐
初
は
な
お
孔
安
國
・
鄭
康
成
の
注
が
通

行
し
て
い
た
。
明
皇
〔
玄
宗
〕
は
先
儒
の
注
の
中
か
ら
、
妥
当
な
も
の
を
採
用
し
て
注
解
を
作
っ

た
。
天
寶
二
年
〔
七
四
三
〕
に
注
が
完
成
し
、
天
下
に
頒
行
し
た
。
現
行
の
注
疏
本
は
明
皇
注
、

宋
の
邢
昺
疏
を
用
い
る
。

〔
序
錄
に
〕「『
論
語
』
は
、
孔
子
が
弟
子
に
応
答
し
た
も
の
、
お
よ
び
時
人
が
述
べ
た
こ
と
、
あ

る
い
は
弟
子
が
お
た
が
い
に
問
答
し
た
り
、
夫
子
に
直
接
聞
い
た
語
録
で
あ
る
。
当
時
の
弟
子
に

は
そ
れ
ぞ
れ
記
録
し
た
も
の
が
あ
り
、
夫
子
が
亡
く
な
る
と
、
微
言
が
断
絶
し
た
。
弟
子
は
後
に

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
見
解
を
生
じ
て
、
聖
人
の
言
葉
が
永
遠
に
滅
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ

こ
で
た
が
い
に
議
論
撰
述
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
時
の
賢
人
お
よ
び
古
の
明
王
の
語
を
あ
つ
め
て
、

ひ
と
つ
の
法
則
と
し
た
、
こ
れ
を
『
論
語
』
と
い
う
。
鄭
康
成
は
『（『
論
語
』
は
）
仲
弓
・
子
夏

坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）

21



等
が
撰
定
し
た
も
の
だ
』
と
い
う
。
漢
の
世
に
『
齊
論
語
』『
魯
論
語
』『
古
論
語
』
の
三
家
が
あ

っ
た
。
し
か
し
『
魯
論
語
』
に
は
章
句
が
あ
り
、
学
官
に
列
せ
ら
れ
た
。
魏
の
何
晏
に
な
っ
て
、

集
解
を
作
っ
た
。
正
始
中
に
こ
れ
を
献
上
し
、
後
世
代
々
盛
行
し
た
」
と
い
う
。
現
行
の
注
疏
本

は
、
注
は
何
氏
を
用
い
、
疏
は
宋
の
邢
昺
を
用
い
る
。

『
孟
子
』
七
篇
、
古
本
は
諸
子
に
列
せ
ら
れ
る
。
陳
氏
『
書
録
解
題
』
が
は
じ
め
て
『
論
語
』『
孟

子
』
を
経
類
に
列
入
し
、
解
説
し
て
「
韓
文
公
〔
韓
愈
〕
は
『
孔
子
が
こ
れ
を
孟
軻
に
伝
え
る
。

孟
軻
が
な
く
な
っ
て
そ
の
伝
統
が
途
絶
え
た
』
と
い
い
、
天
下
の
学
者
は
み
な
孔
・
孟
と
称
す
る
。

今
国
家
は
、（
科
挙
の
）
科
を
設
け
て
、『
論
語
』『
孟
子
』
の
両
方
が
重
ん
じ
ら
れ
た
」
と
い
い
、

さ
ら
に
十
三
経
中
に
列
せ
ら
れ
た
。
注
疏
本
は
漢
の
趙
岐
注
、
宋
の
孫
奭
疏
を
用
い
る
。

『
爾
雅
』
は
中
古
に
勃
興
し
、
漢
代
に
隆
盛
と
な
っ
た
。
最
初
は
撰
述
の
名
氏
は
詳
ら
か
で
は
な

か
っ
た
。
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
、「『
爾
雅
』
は
、
五
経
を
訓
詁
解
釈
し
、
同
異
を
区
別
し

て
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
実
は
九
流
に
通
じ
る
た
め
の
通
路
、
百
氏
を
知
る
た

め
の
指
南
書
で
あ
る
。
釋
詁
一
篇
は
、
お
そ
ら
く
周
公
が
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
釋
言
以
下
に

つ
い
て
、
あ
る
人
〔
張
揖
〕
は
『
仲
尼
が
増
補
し
た
も
の
、
子
夏
が
補
足
し
た
も
の
、
叔
孫
通
が

増
益
し
た
も
の
、
梁
文
が
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
』
と
い
う
」
と
い
う
。
古
の
注
す
る
も
の
は
十

家
あ
ま
り
あ
る
。
現
行
の
注
疏
本
は
晉
の
郭
璞
注
、
宋
の
邢
昺
疏
を
用
い
る
。

羣
經
辨
異
第
三

古
者
傳
經
多
以
口
相
授
。
故
異
者
滋
多
。
在
漢
、
白
虎
觀
講
五
經
同
異
。
後
①
許
愼
箸
五
經
異
義
、

鄭
康
成
有
駁
異
義
。
此
卽
辨
異
之
所
自
始
也
。
習
經
者
、
當
知
其
同
、
尤
不
可
不
辨
其
異
。
約
舉

異
例
、
厥
有
數
端
。
曰
文
異
、
曰
義
異
、
曰
篇
異
。

何
謂
文
異
。
如
易
體
仁
足
以
長
人
、
京
氏
作
體
信
、
聖
人
作
而
萬
物
覩
、
馬
氏
作
聖
人
起
、
君
子

以
經
綸
（
天
下
）
②
、
鄭
氏
作
經
論
、
射
鮒
、
荀
氏
作
（
取
）〔
耶
〕
③
鮒
、
其
惟
聖
人
乎
、
王
氏

作
愚
人
、
明
辨
晢
也
、
陸
績
作
明
辨
逝
也
、
利
用
侵
伐
、
王
廙
作
（
寖
）〔
寢
〕
④
伐
、
官
有
渝
、

蜀
才
作
（
官
）〔
館
〕
有
（
館
）〔
渝
〕
⑤
、
嫌
于
无
陽
、
李
鼎
祚
作
兼
于
无
陽
之
類
、
推
之
。
尚

書
之
今
古
文
、
詩
之
齊
魯
韓
與
毛
四
家
、
周
禮
儀
禮
之
古
書
今
本
、
春
秋
之
左
氏
公
穀
三
傳
、
孝

經
論
語
孟
子
爾
雅
諸
書
之
各
本
不
同
。
而
此
外
諸
子
史
漢
所
引
各
經
之
異
、
又
不
可
以
枚
舉
。
此

文
之
異
也
。
又
如
施
孟
梁
邱
三
家
之
易
、
無
无
咎
悔
亡
句
。
亦
屬
異
文
之
例
。

何
謂
義
異
。
卽
如
周
易
二
字
、
易
緯
云
、
因
代
以
名
周
、
則
以
周
爲
周
家
之
周
。
鄭
康
成
云
、
周

易
者
、
易
道
周
普
、
無
所
不
備
、
則
以
周
爲
周
徧
。
緯
書
云
、
日
月
爲
易
、
鄭
康
成
云
、
易
一
名

而
含
三
義
。
易
簡
一
、
變
易
二
、
不
易
三
。
虞
翻
云
、
字
從
日
下
月
。
所
説
不
同
、
卽
其
例
。
而

經
中
一
篇
一
章
一
句
一
字
之
異
者
、
尤
不
可
以
縷
述
。
此
義
之
異
也
。

何
謂
篇
異
。
如
尚
書
伏
生
所
傳
今
文
二
十
九
篇
、
孔
安
國
所
傳
古
文
多
二
十
五
篇
。
孝
經
十
八
篇
、

古
文
別
有
閨
門
一
篇
、
總
爲
二
十
二
篇
。
論
語
、
齊
論
別
有
問
王
知
道
二
篇
、
爲
二
十
二
篇
。
古

論
語
凡
二
十
一
篇
。
爾
雅
一
云
十
九
篇
、
一
云
二
十
篇
之
類
。
此
篇
〔
之
〕
⑥
異
也
。

知
其
所
異
、
而
考
其
所
通
、
是
在
學
者
之
善
會
其
微
也
。

【
校
記
】

①

「
後
」

蓋
し
「
後
漢
」
の
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②

「
天
下
」

『
易
』
屯
に
従
い
、
衍
字
と
み
な
し
て
削
除
す
る
。

③

「
取
」

『
經
典
釋
文
』
周
易
音
義
に
従
い
、「
耶
」
に
改
め
る
。

④

「
寖
」

『
經
典
釋
文
』
周
易
音
義
に
従
い
、「
寢
」
に
改
め
る
。

⑤

「
蜀
才
作
官
有
館
」

『
經
典
釋
文
』
周
易
音
義
に
従
い
、「
蜀
才
作
館
有
渝
」
に
改
め
る
。

⑥

上
文
の
例
に
従
い
、「
之
」
字
を
補
う
。

【
書
き
下
し
】

羣
經
辨
異
第
三

古
は
經
を
傳
ふ
る
に
多
く
口
を
以
て
相
授
く
。
故
に
異
な
る
者
滋
い
よ
多
し
。
漢
に
在
り
て
は
白

い
よ

虎
觀
に
て
五
經
の
同
異
を
講
ず
①
。
後
許
愼
、
五
經
異
義
を
箸
は
し
、
鄭
康
成
に
駁
異
義
有
り
②
。

此
れ
卽
ち
辨
異
の
自
り
て
始
ま
る
所
な
り
。
經
を
習
ふ
者
は
、
當
に
其
の
同
を
知
る
べ
し
、
尤
も

其
の
異
を
辨
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
異
例
を
約
舉
す
れ
ば
、
厥
ち
數
端
有
り
。
曰
く
、
文
の
異
、
曰
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く
、
義
の
異
、
曰
く
、
篇
の
異
。

何
を
か
文
の
異
と
謂
ふ
。
如
へ
ば
、
易
の
「
體
仁
足
以
長
人
」
を
、
京
氏
は
「
體
信
」
に
作
り
③
、

た
と

「
聖
人
作
而
萬
物
覩
」
を
、
馬
氏
は
「
聖
人
起
」
に
作
り
④
、「
君
子
以
經
綸
」
を
、
鄭
氏
は
「
經

論
」
に
作
り
⑤
、「
射
鮒
」
を
、
荀
氏
は
「
耶
鮒
」
に
作
り
⑥
、「
其
惟
聖
人
乎
」
を
、
王
氏
は
「
愚

人
」
に
作
り
⑦
、「
明
辨
晢
也
」
を
、
陸
績
は
「
明
辨
逝
也
」
に
作
り
⑧
、「
利
用
侵
伐
」
を
、
王

廙
は
「
寢
伐
」
に
作
り
⑨
、「
官
有
渝
」
を
、
蜀
才
は
「
館
有
渝
」
に
作
り
⑩
、「
嫌
于
无
陽
」
を
、

李
鼎
祚
は
「
兼
于
无
陽
」
に
作
る
⑪
の
類
、
之
を
推
せ
。
尚
書
の
今
古
文
、
詩
の
齊
・
魯
・
韓
と

毛
の
四
家
、
周
禮
・
儀
禮
の
古
書
今
本
、
春
秋
の
左
氏
・
公
・
穀
の
三
傳
、
孝
經
・
論
語
・
孟
子

・
爾
雅
の
諸
書
の
各
本
同
じ
か
ら
ず
。
而
し
て
此
の
外
の
諸
子
史
漢
引
く
所
の
各
經
の
異
は
、
又

以
て
枚
舉
す
可
か
ら
ず
。
此
れ
文
の
異
な
り
。
又
施
・
孟
・
梁
邱
三
家
の
易
に
は
、「
无
咎
」「
悔
亡
」
の
句
無
き

⑫
が
如
き
も
、
亦
異
文
の
例
に
屬
す
。

何
を
か
義
の
異
と
謂
ふ
。
卽
ち
如
へ
ば
、
周
易
の
二
字
を
、
易
緯
、「
代
に
因
り
て
以
て
周
と
名
づ

た
と

く
」
⑬
と
云
へ
ば
、
則
ち
周
を
以
て
周
家
の
周
と
爲
す
。
鄭
康
成
、「
周
易
と
は
、
易
道
周
普
に
し

て
、
備
は
ら
ざ
る
所
無
し
」
⑭
と
云
へ
ば
、
則
ち
周
を
以
て
周
徧
と
爲
す
。
緯
書
に
「
日
月
を
易

と
爲
す
」
⑮
と
云
ひ
、
鄭
康
成
は
「
易
一
名
に
し
て
三
義
を
含
む
。
易
簡
一
な
り
、
變
易
二
な
り
、

不
易
三
な
り
」
⑯
と
云
ひ
、
虞
翻
は
「
字
、
日
の
下
の
月
に
從
ふ
」
⑰
と
云
ふ
。
説
く
所
同
じ
か

ら
ざ
る
は
、
卽
ち
其
の
例
な
り
。
而
し
て
經
中
の
一
篇
一
章
一
句
一
字
の
異
な
る
者
は
、
尤
も
以

て
縷
述
す
可
か
ら
ず
。
此
れ
義
の
異
な
り
。

る

じ
ゅ
つ

何
を
か
篇
の
異
と
謂
ふ
。
如
へ
ば
、
尚
書
は
、
伏
生
傳
ふ
る
所
の
今
文
は
二
十
九
篇
、
孔
安
國
傳

た
と

ふ
る
所
の
古
文
は
二
十
五
篇
多
し
⑱
。
孝
經
十
八
篇
、
古
文
に
は
別
に
閨
門
一
篇
有
り
、
總
せ
て

二
十
二
篇
と
爲
す
⑲
。
論
語
は
、
齊
論
に
別
に
問
王
・
知
道
の
二
篇
有
り
て
、
二
十
二
篇
と
爲
す
。

古
論
語
は
凡
そ
二
十
一
篇
⑳
。
爾
雅
は
一
に
十
九
篇
と
云
ひ
、
一
に
二
十
篇
と
云
ふ
㉑
の
類
。
此

れ
篇
の
異
な
り
。

其
の
異
な
る
所
を
知
り
て
、
其
の
通
ず
る
所
を
考
す
る
は
、
是
れ
學
ぶ
者
の
善
く
其
の
微
を
會
す

る
に
在
る
な
り
。

【
註
】

①

『
後
漢
書
』
卷
七
十
九
上
、
儒
林
列
傳
「
建
初
中
、
大
會
諸
儒
於
白
虎
觀
、
考
詳
同
異
、
連

月
乃
罷
」。

②

『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
下
、
儒
林
列
傳
「
初
、
愼
以
五
經
傳
説
臧
否
不
同
、
於
是
撰
爲
五
經

異
義
、
又
作
説
文
解
字
十
四
篇
、
皆
傳
於
世
也
」。

『
後
漢
書
』
巻
三
十
五
、
張
曹
鄭
列
傳
「
門
人
相
與
撰
玄
荅
諸
弟
子
問
五
經
、
依
論
語
作
鄭

志
八
篇
。
凡
玄
所
注
周
易
、
尚
書
、
毛
詩
、
儀
禮
、
禮
記
、
論
語
、
孝
經
、
尚
書
大
傳
、
中
候
、

乾
象
歷
、
又
著
天
文
七
政
論
、
魯
禮
禘
祫
義
、
六
蓺
論
、
毛
詩
譜
、
駮
許
愼
五
經
異
義
、
荅
臨

孝
存
周
禮
難
、
凡
百
餘
萬
言
」。

③

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
乾
「
體
仁
、
如
字
、
京
房
荀
爽
董
遇
本
作
體
信
」。

④

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
乾
「
聖
人
作
、
如
字
。
鄭
云
、
起
也
。
馬
融
作
起
」。

⑤

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
屯
「
經
論
、
音
倫
。
鄭
如
字
。
謂
論
撰
書
禮
樂
施
政
事
。

黄
穎
云
、
經
論
匡
濟
也
。
本
亦
作
綸
」。

⑥

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
井
「
射
、
食
亦
反
。
注
同
。
徐
食
夜
反
。
鄭
王
肅
皆
音

亦
、
云
厭
也
。
荀
作
耶
」。

⑦

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
乾
「
聖
人
乎
、
王
肅
本
作
愚
人
。
後
結
始
作
聖
人
」。

⑧

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
大
有
「
晢
、
章
古
反
。
王
廙
作
晰
、
同
音
。
徐
李
之
世

反
。
又
作
哲
字
。
鄭
本
作
遰
、
云
讀
如
明
星
晳
晳
。
陸
本
作
逝
。
虞
作
折
」。

⑨

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
謙
「
用
侵
、
王
廙
作
寢
」。

⑩

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
隨
「
官
有
、
蜀
才
作
館
有
」。

⑪

李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
卷
二
「
坤
」
は
「
爲
其
兼
于
无
陽
也
。
故
稱
龍
焉
」
に
作
る
。

⑫

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
劉
向
以
中
古
文
易
經
校
施
孟
梁
丘
經
、
或
脱
去
無
咎
悔
亡
、

唯
費
氏
經
與
古
文
同
」。

⑬

孔
穎
達
『
周
易
正
義
序
』「
第
三
論
三
代
易
名
」「
又
文
王
作
易
之
時
、
正
在
羑
里
、
周
德
未

興
、
猶
是
殷
世
也
。
故
題
周
別
於
殷
。
以
此
文
王
所
演
。
故
謂
之
周
易
。
其
猶
周
書
周
禮
題
周

以
別
餘
代
。
故
易
緯
云
、
因
代
以
題
周
、
是
也
」。
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⑭

孔
穎
達
『
周
易
正
義
序
』「
第
三
論
三
代
易
名
」「
鄭
玄
又
釋
云
、
…
…
周
易
者
、
言
易
道
周

普
、
无
所
不
備
」。

⑮

許
愼
『
説
文
解
字
』「
第
一
論
易
之
三
名
」「
易
、
蜥
易
、
蝘
蜓
、
守
宮
也
。
象
形
。
秘
書
説
、

日
月
爲
易
、
象
陰
陽
也
」。

『
周
易
參
同
契
』「
坎
離
二
用
章
第
二
」「
坎
戊
月
精
、
離
已
日
光
、
日
月
爲
易
、
剛
柔
相
當
、

土
王
四
季
、
羅
絡
始
終
、
青
赤
黒
白
、
各
居
一
方
、
皆
秉
中
宮
、
戊
已
之
功
」。

⑯

孔
穎
達
『
周
易
正
義
序
』「
鄭
玄
依
此
義
作
易
贊
及
易
論
云
、
易
一
名
而
含
三
義
。
易
簡

一

也
、
變
易
二
也
、
不
易
三
也
」。

⑰

『
經
典
釋
文
』「
周
易
音
義
」
革
「
易

盈
隻
反
。
此
經
名
也
。
虞
翻
注
參
同
契
云
、
字
從
日
下
月
」。

⑱

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
易
曰
、
河
出
圖
、
雒
出
書
、
聖
人
則
之
。
故
書
之
所
起
遠
矣
、

至
孔
子
篹
焉
、
上
斷
於
堯
、
下
訖
于
秦
、
凡
百
篇
、
而
爲
之
序
、
言
其
作
意
。
秦
燔
書
禁
學
、

濟
南
伏
生
獨
壁
藏
之
。
漢
興
亡
失
、
求
得
二
十
九
篇
、
以
教
齊
魯
之
閒
」。

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
秦
時
禁
書
、
伏
生
壁
藏
之
、
其
後
大
兵
起
、
流
亡
。
漢
定
、

伏
生
求
其
書
、
亡
數
十
篇
、
獨
得
二
十
九
篇
、
卽
以
教
於
齊
魯
之
閒
」。

孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
卷
第
一
「
藏
之
書
府
、
以
待
能
者
」
疏
「
增
多
伏
生
二
十
五
篇
者
、

以
壁
中
古
文
篇
題
殊
別
。
故
知
以
舜
典
合
於
堯
典
、
益
稷
合
於
皐
陶
謨
。
伏
生
之
本
、
亦
壁
内

古
文
而
合
之
者
、
蓋
以
老
而
口
授
之
時
、
因
誦
而
連
之
、
故
殊
耳
」。

⑲

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
孝
經
古
孔
氏
一
篇
。
二
十
二
章
。
孝
經
一
篇
。
十
八
篇
。
長
孫
氏
、

江
氏
、
后
氏
、
翼
氏
四
家
」。
顔
師
古
注
「
劉
向
云
古
文
字
也
。
庶
人
章
分
爲
二
也
、
曾
子
敢
問
章
爲

三
、
又
多
一
章
、
凡
二
十
二
章
」。

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
又
有
古
文
孝
經
、
與
古
文
尚
書
同
出
、
而
長
孫
有
閨
門
一

章
、
其
餘
經
文
、
大
較
相
似
、
篇
簡
缺
解
、
又
有
衍
出
三
章
、
幷
前
合
爲
二
十
二
章
、
孔
安
國

爲
之
傳
」。

⑳

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
論
語
古
二
十
一
篇
。
出
孔
子
壁
中
、
兩
子
張
。
齊
二
十
二
篇
。
多
問

王
知
道
。
魯
二
十
篇
、
傳
十
九
篇
」。

㉑

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
爾
雅
三
卷
二
十
篇
」。『
經
典
釋
文
』「
爾
雅
音
義
」
は
釋
詁
を

上
下
に
分
け
ず
一
篇
と
す
る
。

【
通
釈
】

群
経
辨
異
第
三

古
は
経
を
伝
授
す
る
の
に
口
誦
で
伝
授
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
異
同
が
ま
す
ま
す
多
く
な

っ
た
。
漢
で
は
白
虎
観
で
五
経
の
同
異
を
議
論
し
た
。
後
（
漢
の
）
許
愼
は
『
五
經
異
義
』
を
著

わ
し
、
鄭
康
成
に
『
駁
五
經
異
義
』
が
あ
る
。
こ
れ
が
辨
異
の
始
ま
り
で
あ
る
。
経
を
習
う
も
の

は
、
同
じ
点
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
異
な
る
点
を
辨
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

異
な
る
例
を
お
お
ま
か
に
列
挙
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
端
緒
が
あ
る
。
ひ
と
つ
、
文
の
異
、
ひ
と

つ
、
義
の
異
、
ひ
と
つ
、
篇
の
異
。

な
に
を
文
の
異
と
い
う
の
か
。
た
と
え
ば
、『
易
』
の
「
體
仁
足
以
長
人
」
を
京
氏
は
「
體
信
」
に

．

．

作
り
、「
聖
人
作
而
萬
物
覩
」
を
馬
氏
は
「
聖
人
起
」
に
作
り
、「
君
子
以
經
綸
」
を
鄭
氏
は
「
經

．

．

．

論
」
に
作
り
、「
射
鮒
」
を
荀
氏
は
「
耶
鮒
」
に
作
り
、「
其
惟
聖
人
乎
」
を
王
氏
は
「
愚
人
」
に

．

．

．

．
．

．
．

作
り
、「
明
辨
晢
也
」
を
陸
績
は
「
明
辨
逝
也
」
に
作
り
、「
利
用
侵
伐
」
を
王
廙
は
「
寢
伐
」
に

．

．

．

．

作
り
、「
官
有
渝
」
を
蜀
才
は
「
館
有
渝
」
に
作
り
、「
嫌
于
无
陽
」
を
李
鼎
祚
は
「
兼
于
无
陽
」

．

．

．

．

に
作
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
他
は
こ
れ
ら
か
ら
類
推
し
な
さ
い
。『
尚
書
』
の
今
古
文
、『
詩
』

の
齊
・
魯
・
韓
・
毛
の
四
家
、『
周
禮
』『
儀
禮
』
の
古
書
今
本
、『
春
秋
』
の
左
氏
・
公
羊
・
穀
梁

の
三
傳
、『
孝
經
』『
論
語
』『
孟
子
』『
爾
雅
』
の
諸
書
の
各
本
も
同
じ
で
は
な
い
。
こ
れ
以
外
の

諸
子
『
史
記
』『
漢
書
』
が
引
用
す
る
各
経
の
異
同
は
枚
挙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
文
の

異
で
あ
る
。
さ
ら
に
施
・
孟
・
梁
邱
三
家
の
『
易
』
に
「
无
咎
」「
悔
亡
」
の
句
が
な
い
の
も
、
や
は
り
異
文
の
例
に
属
す

る
。

な
に
を
義
の
異
と
い
う
の
か
。
た
と
え
ば
、「
周
易
」
の
二
字
を
、『
易
緯
』
が
「
時
代
に
よ
っ
て

周
と
名
づ
け
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
周
を
周
家
の
周
の
意
味
と
す
る
。
鄭
康
成
は
「
周

易
と
は
、
易
道
が
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
り
、
備
わ
ら
な
い
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
周
を
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
る
と
い
う
意
味
と
す
る
。
さ
ら
に
緯
書
に
、「
日
月
を
易

と
す
る
」
と
い
い
、
鄭
康
成
は
「
易
は
ひ
と
つ
の
名
称
に
三
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
易
簡
が
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ひ
と
つ
、
変
易
が
ふ
た
つ
、
不
易
が
み
っ
つ
で
あ
る
」
と
い
い
、
虞
翻
は
「
字
は
日
の
下
の
月
に

従
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
解
説
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
中
の
一
篇

一
章
一
句
一
字
が
異
な
る
も
の
は
、
と
り
わ
け
す
べ
て
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
義

の
異
で
あ
る
。

な
に
を
篇
の
異
と
い
う
の
か
。
た
と
え
ば
、『
尚
書
』
は
伏
生
が
伝
え
た
今
文
は
二
十
九
篇
で
あ
る

が
、
孔
安
國
が
伝
え
た
古
文
は
二
十
五
篇
多
い
。『
孝
經
』
は
十
八
篇
で
あ
っ
た
が
、
古
文
に
は
別

に
閨
門
一
篇
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
二
十
二
篇
で
あ
る
。『
論
語
』
は
、『
齊
論
』
に
は
別
に
問
王
・

知
道
の
二
篇
が
あ
り
、
二
十
二
篇
で
あ
っ
た
が
、『
古
論
語
』
は
あ
わ
せ
て
二
十
一
篇
で
あ
っ
た
。

『
爾
雅
』
は
一
に
は
十
九
篇
と
い
い
、
一
に
は
二
十
篇
と
い
う
よ
う
な
類
。
こ
れ
が
篇
の
異
で
あ

る
。

そ
の
異
同
す
る
点
を
理
解
し
て
、
そ
の
共
通
す
る
点
を
考
察
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
学
ぶ
も
の
が

そ
の
機
微
を
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

羣
經
辨
僞
第
四

附
辨
諸
子
之
僞

秦
火
而
後
、
羣
經
散
亡
、
而
僞
者
始
出
。
其
尤
甚
者
、
莫
若
尚
書
之
古
文
。
古
書
凡
百
篇
、
秦
燔

後
、
伏
生
僅
口
誦
二
十
九
篇
、
曰
今
文
尚
書
。
魯
恭
王
壞
孔
子
宅
、
于
壁
中
得
科
斗
文
書
。
孔
安

國
較
伏
生
所
誦
、
增
多
二
十
五
篇
、
曰
古
文
尚
書
。
其
所
增
多
、
蓋
卽
于
（
中
目
篇
）〔
篇
目
中
〕

①
、
一
合
計
之
、
一
分
計
之
、
非
別
有
多
篇
也
。
安
國
書
本
自
爲
傳
、
値
武
帝
末
、
巫
蠱
事
起
、

不
得
奏
。
藏
乃
遂
散
佚
。
東
晉
豫
章
内
史
枚
頤
所
上
古
文
尚
書
、
有
大
禹
謨
五
子
之
歌
允
征
仲
虺

之
誥
湯
誥
伊
訓
太
甲
上
太
甲
中
太
甲
下
咸
有
一
德
説
命
上
説
命
中
説
命
下
泰
誓
上
泰
誓
中
泰
誓
下

武
成
旅
獒
微
子
之
命
蔡
仲
之
命
周
官
君
陳
畢
命
君
牙
冏
命
二
十
五
篇
、
皆
僞
書
也
。
其
舜
典
本
亡
、

則
分
堯
典
之
半
爲
一
篇
。
益
稷
本
無
、
則
分
皋
陶
謨
之
後
爲
一
篇
。
而
作
僞
之
人
、
或
謂
王
肅
、

實
卽
枚
頤
。
疑
之
者
、
始
于
宋
呉
才
老
朱
子
諸
儒
、
近
今
諸
大
儒
且
羣
起
攻
之
、
抉
其
僞
迹
、
使

無
遁
形
。
而
其
僞
者
、
説
經
家
直
置
不
道
。
此
例
之
最
嚴
。
而
河
（
中
）〔
内
〕
②
之
僞
泰
誓
、
張

霸
之
百
兩
篇
、
漢
已
不
行
、
固
無
容
議
。
若
乃
金
縢
諸
篇
、
則
信
無
可
疑
者
也
。

尚
書
而
外
、
易
于
秦
火
獨
全
、
得
不
僞
。
而
子
夏
易
傳
、
關
朗
易
傳
、
皆
僞
託
不
足
據
。
詩
不
僞
、

而
小
序
亦
有
疑
者
。
然
經
學
家
則
猶
尊
信
。
春
秋
三
傳
無
僞
。
而
三
禮
則
惟
儀
禮
獨
完
。
周
禮
五

官
云
出
周
末
、
攷
工
一
記
、
明
是
補
亡
。
禮
記
之
作
、
或
謂
俗
儒
、
其
中
謬
者
不
可
不
察
。
馬
融

所
益
、
不
過
三
篇
、
其
非
古
書
、
早
有
議
者
、
淆
亂
難
信
莫
甚
。
明
堂
古
樂
久
亡
、
安
有
樂
記
。

月
令
之
託
周
公
、
實
出
呂
覽
。
王
制
雖
言
殷
制
、
半
是
漢
儀
。
祭
法
取
國
語
、
錯
亂
無
稽
。
中
庸

本
秦
人
、
言
猶
近
理
。
儒
行
非
孔
子
之
言
。
緇
衣
爲
公
孫
尼
子
之
筆
。
此
禮
之
大
略
也
。
若
乃
孝

經
論
語
、
本
無
可
疑
。
爾
雅
一
經
、
大
都
參
襍
、
惟
在
學
者
善
爲
擇
焉
。

經
旣
難
信
、
外
此
何
言
。
緯
書
云
僞
、
識
者
不
韙
。
家
語
之
言
、
實
出
王
肅
、
旁
及
諸
子
、
猶
有

是
非
。
管
子
述
身
後
之
事
、
附
益
何
疑
。
陰
符
非
黄
帝
之
遺
、
庭
堅
始
發
。
老
子
關
尹
、
半
屬
虛

造
。
列
子
文
中
閒
得
其
眞
。
鬼
谷
僞
書
、
猶
有
辨
者
。
叢
子
所
陳
、
子
雍
謬
託
。
今
舉
其
隅
、
惟

貴
三
反
。
辨
僞
之
事
、
近
人
最
詳
。
卽
四
庫
提
要
、
已
具
大
略
。
姚
際
恒
古
今
僞
書
考
、
亦
簡
便

可
讀
。

【
校
記
】

①

「
中
目
篇
」

勘
語
に
従
い
、「
篇
目
中
」
に
改
め
る
。

②

「
中
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
内
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

羣
經
辨
僞
第
四

附
辨
諸
子
之
僞

秦
火
而
後
、
羣
經
散
亡
し
、
僞
者
始
め
て
出
づ
。
其
の
尤
も
甚
だ
し
き
者
は
、
尚
書
の
古
文
に
若

じ

ご

し

く
は
莫
し
。
古
は
書
は
凡
そ
百
篇
、
秦
燔
の
後
、
伏
生
僅
か
に
二
十
九
篇
を
口
誦
す
る
の
み
。
今

文
尚
書
と
曰
ふ
①
。
魯
の
恭
王
、
孔
子
の
宅
を
壞
し
、
壁
中
に
于
て
科
斗
文
の
書
を
得
た
り
。
孔

安
國
、
伏
生
誦
す
る
所
に
較
ぶ
る
に
、
二
十
五
篇
增
多
す
。
古
文
尚
書
と
曰
ふ
②
。
其
の
增
多
す

る
所
は
、
蓋
し
卽
ち
篇
目
中
に
于
て
、
一
は
合
し
て
之
を
計
へ
、
一
は
分
ち
て
之
を
計
へ
、
別
に

か
ぞ

多
篇
有
る
に
非
ざ
る
な
り
③
。
安
國
の
書
は
本
自
ら
傳
を
爲
る
も
、
武
帝
の
末
に
巫
蠱
の
事
起
る

ふ

こ

に
値
ひ
て
、
奏
す
る
を
得
ず
。
藏
は
乃
ち
遂
に
散
佚
す
④
。
東
晉
の
豫
章
内
史
枚
頤

上

る
所
の

あ

た
て
ま
つ

坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）
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古
文
尚
書
に
、
大
禹
謨
・
五
子
之
歌
・
允
征
・
仲
虺
之
誥
・
湯
誥
・
伊
訓
・
太
甲
上
・
太
甲
中
・

太
甲
下
・
咸
有
一
德
・
説
命
上
・
説
命
中
・
説
命
下
・
泰
誓
上
・
泰
誓
中
・
泰
誓
下
・
武
成
・
旅

獒
・
微
子
之
命
・
蔡
仲
之
命
・
周
官
・
君
陳
・
畢
命
・
君
牙
・
冏
命
の
二
十
五
篇
有
り
、
皆
僞
書

な
り
⑤
。
其
の
舜
典
本
亡
ぶ
れ
ば
、
則
ち
堯
典
の
半
ば
を
分
ち
て
一
篇
と
爲
す
。
益
稷
本
無
け
れ

も
と

も
と

ば
、
則
ち
皋
陶
謨
の
後
を
分
ち
て
一
篇
と
爲
す
⑥
。
而
し
て
作
僞
の
人
を
、
或
い
は
王
肅
と
謂
ふ

も
、
實
は
卽
ち
枚
頤
な
り
。
之
を
疑
う
者
は
、
宋
の
呉
才
老
⑦
・
朱
子
⑧
の
諸
儒
に
始
ま
り
、
近

今
の
諸
大
儒
す
ら
且
つ
羣
起
し
て
之
を
攻
め
、
其
の
僞
迹
を
抉
り
、
遁
形
無
か
ら
し
む
⑨
。
而
し

て
其
の
僞
な
る
者
は
、
説
經
家
直
だ
置
き
て
道
は
ず
。
此
れ
例
の
最
も
嚴
な
る
な
り
。
而
し
て
河

た

い

内
の
僞
泰
誓
⑩
、
張
霸
の
百
兩
篇
⑪
は
、
漢
已
に
行
は
れ
ず
、
固
よ
り
議
を
容
る
る
無
し
。
乃
ち

金
縢
諸
篇
の
若
き
は
、
則
ち
信
に
疑
う
可
き
者
無
き
な
り
。

尚
書
而
外
、
易
は
秦
火
に
于
て
獨
り
全
く
し
て
、
僞
な
ら
ざ
る
を
得
た
り
。
而
る
に
子
夏
の
易
傳

じ

が
い

⑫
、
關
朗
の
易
傳
⑬
は
皆
僞
託
に
し
て
據
る
に
足
ら
ず
。
詩
は
僞
な
ら
ざ
る
も
、
小
序
も
亦
疑
ふ

者
有
り
⑭
。
然
れ
ど
も
經
學
家
は
則
ち
猶
ほ
尊
信
す
。
春
秋
三
傳
は
僞
無
し
。
而
し
て
三
禮
は
則

ち
惟
だ
儀
禮
の
み
獨
り
完
し
。
周
禮
の
五
官
は
周
末
に
出
づ
と
云
ひ
、
攷
工
一
記
は
明
ら
か
に
是

れ
亡
を
補
ふ
⑮
。
禮
記
の
作
は
、
或
い
は
俗
儒
と
謂
ひ
、
其
の
中
の
謬
る
者
は
察
せ
ざ
る
可
か
ら

ず
⑯
。
馬
融
の
益
す
所
は
、
三
篇
に
過
ぎ
ず
⑰
、
其
の
古
書
に
非
ざ
る
こ
と
、
早
に
議
す
る
者
有

り
、
淆
亂
信
じ
難
き
こ
と
甚
だ
し
き
莫
し
。
明
堂
古
樂
久
し
く
亡
び
、
安
く
ん
ぞ
樂
記
有
ら
ん
。

月
令
の
、
周
公
に
託
す
る
は
、
實
に
呂
覽
に
出
づ
⑱
。
王
制
は
殷
制
と
言
ふ
と
雖
も
、
半
ば
は
是

れ
漢
儀
⑲
。
祭
法
は
國
語
を
取
り
、
錯
亂
に
し
て
稽
ふ
る
無
し
⑳
。
中
庸
は
秦
人
に
本
づ
き
、
言

は
猶
ほ
理
に
近
し
。
儒
行
は
孔
子
の
言
に
非
ず
㉑
。
緇
衣
は
公
孫
尼
子
の
筆
と
爲
す
㉒
。
此
れ
禮

の
大
略
な
り
。
乃
ち
孝
經
・
論
語
の
若
き
は
、
本
疑
ふ
可
き
無
し
。
爾
雅
一
經
は
、
大
都
參
襍
㉓
、

ほ
と
ん
ど

惟
だ
學
ぶ
者
善
く
擇
を
爲
す
に
在
り
。

經
旣
に
信
じ
難
し
、
此
れ
よ
り
外
、
何
を
か
言
は
ん
。
緯
書
は
僞
と
云
ふ
も
、
識
者
は
韙
し
と
せ

ず
㉔
。
家
語
の
言
は
、
實
は
王
肅
に
出
で
、
旁
ら
諸
子
に
及
び
、
猶
ほ
是
非
有
り
㉕
。
管
子
は
身

後
の
事
を
述
べ
、
附
益
何
ぞ
疑
は
ん
㉖
。
陰
符
、
黄
帝
の
遺
に
非
ざ
る
は
、
庭
堅
始
め
て
發
す
㉗
。

老
子
・
關
尹
は
半
ば
虛
造
に
屬
す
。
列
子
、
文
中
に
閒
ま
其
の
眞
を
得
た
り
㉘
。
鬼
谷
は
僞
書
、

猶
ほ
辨
ず
る
者
有
り
㉙
。
叢
子
陳
ぶ
る
所
は
、
子
雍
の
謬
託
な
り
㉚
。
今
其
の
隅
を
舉
げ
て
、
惟

だ
三
反
を
貴
ぶ
㉛
。
辨
僞
の
事
は
、
近
人
最
も
詳
ら
か
な
り
。
卽
ち
四
庫
提
要
、
已
に
大
略
を
具

ふ
。
姚
際
恒
の
古
今
僞
書
考
も
、
亦
簡
便
に
し
て
讀
む
可
し
。
㉜

【
註
】

①

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
易
曰
、
河
出
圖
、
雒
出
書
、
聖
人
則
之
。
故
書
之
所
起
遠
矣
、

至
孔
子
篹
焉
、
上
斷
於
堯
、
下
訖
于
秦
、
凡
百
篇
、
而
爲
之
序
、
言
其
作
意
。
秦
燔
書
禁
學
、

濟
南
伏
生
獨
壁
藏
之
。
漢
興
亡
失
、
求
得
二
十
九
篇
、
以
教
齊
魯
之
閒
」。

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
秦
時
禁
書
、
伏
生
壁
藏
之
、
其
後
大
兵
起
、
流
亡
。
漢
定
、

伏
生
求
其
書
、
亡
數
十
篇
、
獨
得
二
十
九
篇
、
卽
以
教
於
齊
魯
之
閒
」。

②

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
魯
共
王
壞
孔
子
宅
、
欲
以
廣
其
宮
、
而
得
古
文
尚
書
及
禮
記
、

論
語
、
孝
經
凡
數
十
篇
、
皆
古
字
也
。
共
王
往
入
其
宅
、
聞
鼓
琴
瑟
鍾
磬
之
音
、
於
是
懼
、
乃

止
不
壞
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
魯
恭
王
壞
孔
子
舊
宅
、
於
壁
中
得
之
、
幷
禮
論
語
孝
經
、
皆
科
斗
文

字
。
孔
安
國
以
校
伏
生
所
誦
爲
隸
古
寫
之
、
增
多
伏
生
二
十
五
篇
。
又
伏
生
誤
合
五
篇
、
凡
五

十
九
篇
爲
四
十
六
卷
」。

③

孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
卷
第
一
「
百
篇
之
義
、
世
莫
得
聞
」
疏
「
又
二
十
九
篇
自
是
計
卷
、

若
計
篇
則
三
十
四
、
去
泰
誓
猶
有
三
十
一
」。

孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
卷
第
一
「
藏
之
書
府
、
以
待
能
者
」
疏
「
增
多
伏
生
二
十
五
篇
者
、

以
壁
中
古
文
篇
題
殊
別
。
故
知
以
舜
典
合
於
堯
典
、
益
稷
合
於
皐
陶
謨
。
伏
生
之
本
、
亦
壁
内

古
文
而
合
之
者
、
蓋
以
老
而
口
授
之
時
、
因
誦
而
連
之
、
故
殊
耳
」。

④

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
古
文
尚
書
者
、
出
孔
子
壁
中
。
…
…
孔
安
國
者
、
孔
子
後
也
、

悉
得
其
書
、
以
考
二
十
九
篇
、
得
多
十
六
篇
。
安
國
獻
之
。
遭
巫
蠱
事
、
未
列
于
學
官
」。

孔
安
國
『
尚
書
序
』「
漢
室
龍
興
、
開
設
學
校
、
旁
求
儒
雅
、
以
闡
大
猷
。
濟
南
伏
生
、
年
九

十
、
失
其
本
經
、
口
以
傳
授
、
裁
二
十
餘
篇
、
以
其
上
古
之
書
、
謂
之
尚
書
。
百
篇
之
義
、
世

莫
得
聞
。
至
魯
共
王
、
好
治
宮
室
、
壞
孔
子
舊
宅
、
以
廣
其
居
、
于
壁
中
得
先
人
所
藏
古
文
虞
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夏
商
周
之
書
及
傳
、
論
語
、
孝
經
、
皆
科
斗
文
字
。
王
又
升
孔
子
堂
、
聞
金
石
絲
竹
之
音
、
乃

不
壞
宅
。
悉
以
書
還
孔
氏
。
科
斗
書
廢
已
久
、
時
人
無
能
知
者
、
以
所
聞
伏
生
之
書
、
考
論
文

義
、
定
其
可
知
者
、
爲
隸
古
定
、
更
以
竹
簡
寫
之
、
增
多
伏
生
二
十
五
篇
。
伏
生
又
以
舜
典
合

于
堯
典
、
益
稷
合
于
皐
陶
謨
、
盤
庚
三
篇
合
爲
一
、
康
王
之
誥
合
于
顧
命
、
復
出
此
篇
並
序
、

凡
五
十
九
篇
、
爲
四
十
六
卷
。
其
餘
錯
亂
磨
滅
、
弗
可
復
知
。
悉
上
送
官
、
藏
之
書
府
、
以
待

能
者
」。

⑤

『
隋
書
』
經
籍
志
「
至
東
晉
、
豫
章
内
史
梅
賾
、
始
得
安
國
之
傳
、
奏
之
、
時
又
闕
舜
典
一

篇
」。孔

穎
達
『
尚
書
正
義
』
卷
第
二
「
虞
書
」
疏
「
案
壁
内
所
得
、
孔
傳
者
凡
五
十
八
篇
、
爲
四

十
六
卷
。
三
十
三
篇
與
鄭
註
同
、
二
十
五
篇
增
多
鄭
註
也
。
其
二
十
五
篇
者
、
大
禹
謨
一
・
五

子
之
歌
二
・
胤
征
三
・
仲
虺
之
誥
四
・
湯
誥
五
・
伊
訓
六
・
太
甲
三
篇
九
・
咸
有
一
德
十
・
説

命
三
篇
十
三
・
泰
誓
三
篇
十
六
・
武
成
十
七
・
旅
獒
十
八
・
微
子
之
命
十
九
・
蔡
仲
之
命
二
十

・
周
官
二
十
一
・
君
陳
二
十
二
・
畢
命
二
十
三
・
君
牙
二
十
四
・
冏
命
二
十
五
」。

⑥

註
③
孔
安
國
『
尚
書
序
』
参
照
。

⑦

呉
才
老
は
呉
棫
。
そ
の
見
解
は
『
書
裨
傳
』
十
三
卷
（
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
引
）
に
見
え
る
。

⑧

朱
熹
の
見
解
は
『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
に
見
え
る
。

⑨

明
の
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』、
淸
の
閻
若
璩
『
尚
書
古
文
疏
證
』、
惠
棟
『
古
文
尚
書
考
』、
王
鳴

盛
『
尚
書
後
案
』
な
ど
が
偽
古
文
を
攻
撃
し
、
そ
の
偽
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

⑩

王
充
『
論
衡
』
正
説
篇
第
八
十
一
「
説
尚
書
者
、
或
以
爲
本
百
兩
篇
、
後
遭
秦
燔
詩
書
、
遺

在
者
二
十
九
篇
。
夫
言
秦
燔
詩
書
是
也
、
言
本
百
兩
篇
者
妄
也
。
蓋
尚
書
本
百
篇
、
孔
子
以
授

也
。
遭
秦
用
李
斯
之
議
、
燔
燒
五
經
、
濟
南
伏
生
抱
百
篇
藏
于
山
中
。
孝
景
皇
帝
時
始
存
尚
書
。

伏
生
已
出
山
中
、
景
帝
遣
鼂
錯
往
從
受
尚
書
二
十
餘
篇
。
伏
生
老
死
、
書
殘
不
竟
、
鼂
錯
傳
於

倪
寛
。
至
孝
宣
皇
帝
之
時
、
河
内
女
子
發
老
屋
、
得
逸
易
、
禮
、
尚
書
各
一
篇
、
奏
之
。
宣
帝

下
示
博
士
、
然
後
易
、
禮
、
尚
書
各
益
一
篇
、
而
尚
書
二
十
九
篇
始
定
矣
。」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
漢
宣
帝
本
始
中
、
河
内
女
子
、
得
泰
誓
一
篇
、
獻
之
。
與
伏
生
所
誦

合
三
十
篇
、
漢
世
行
之
。
然
泰
誓
年
月
、
不
與
序
相
應
。
又
不
與
左
傳
國
語
孟
子
衆
書
所
引
泰

誓
同
。
馬
鄭
王
肅
諸
儒
皆
疑
之
」。

⑪

王
充
『
論
衡
』
正
説
篇
第
八
十
一
「
至
孝
景
帝
時
、
魯
共
王
壞
孔
子
教
授
堂
以
爲
殿
、
得
百

篇
尚
書
於
牆
壁
中
。
武
帝
使
使
者
取
視
、
莫
能
讀
者
。
遂
秘
於
中
、
外
不
得
見
。
至
孝
成
皇
帝

時
、
徴
爲
古
文
尚
書
學
。
東
海
張
霸
案
百
篇
之
序
、
空
造
百
兩
之
篇
、
獻
之
成
帝
。
帝
出
秘
書

百
篇
以
校
之
、
皆
不
相
應
。
於
是
下
霸
於
吏
。
吏
白
霸
罪
當
至
死
。
成
帝
高
其
才
而
不
誅
、
亦

惜
其
文
而
不
滅
。
故
百
兩
之
篇
、
傳
在
世
閒
、
傳
見
之
久
、
人
遂
謂
尚
書
本
有
百
兩
篇
矣
」。

『
漢
書
』
卷
八
十
八
儒
林
傳
「
世
所
傳
百
兩
篇
者
、
出
東
萊
張
霸
、
分
析
合
二
十
九
篇
以
爲

數
十
、
又
采
左
氏
傳
、
書
敍
爲
作
首
尾
、
凡
二
百
篇
。
篇
或
數
簡
、
文
意
淺
陋
。
成
帝
時
求
其

古
文
者
、
霸
以
能
爲
百
兩
徴
、
以
中
書
校
之
、
非
是
」。

⑫

『
崇
文
總
目
』
子
夏
『
易
傳
』
巻
一
「
周
易
傳
十
卷
。
此
書
篇
第
略
依
王
氏
、
決
非
卜
子
夏

之
文
。
又
其
言
近
而
不
篤
。
然
學
者
尚
異
、
頗
傳
習
之
」。

⑬

陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』
巻
一
「
關
子
明
易
傳
一
卷
。
後
魏
河
東
關
朗
子
明
撰
。
唐
趙
蕤

注
。
隋
唐
志
皆
不
錄
、
或
云
阮
逸
僞
作
也
」。

⑭

楊
愼
『
經
説
』
引
韓
愈
「
子
夏
不
序
詩
有
三
焉
。
知
不
及
、
一
也
。
暴
揚
中
冓
之
私
、
春
秋

所
不
道
、
二
也
。
諸
侯
猶
世
、
不
敢
以
云
、
三
也
」。

⑮

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
周
官
經
六
篇
。
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
」。
顔
師
古
注
「
卽
今
之
周

官
禮
也
、
亡
其
冬
官
、
以
考
工
記
充
之
」。

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
周
官
蓋
周
公
所
制
官
政
之
法
、
上
於
河
閒
獻
王
、
獨
闕
冬

官
一
篇
。
獻
王
購
以
千
金
不
得
、
遂
取
考
工
記
以
補
其
處
、
合
成
六
篇
奏
之
」。

⑯

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
記
百
三
十
一
篇
。
七
十
子
後
學
者
所
記
也
。
明
堂
陰
陽
三
十
三
篇
。

古
明
堂
之
遺
事
。
王
史
氏
二
十
一
篇
。
七
十
子
後
學
者
」。
顔
師
古
注
「
劉
向
別
錄
云
、
六
國
時
人
也
」。

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
漢
初
、
河
閒
獻
王
又
得
仲
尼
弟
子
及
後
學
者
所
記
一
百
三

十
一
篇
獻
之
、
時
亦
無
傳
之
者
。
至
劉
向
考
校
經
籍
、
檢
得
一
百
三
十
篇
、
向
因
第
而
敍
之
」。

⑰

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
漢
末
馬
融
、
遂
傳
小
戴
之
學
。
融
又
定
月
令
一
篇
、
明
堂

位
一
篇
、
樂
記
一
篇
、
合
四
十
九
篇
。
而
鄭
玄
受
業
於
融
、
又
爲
之
注
」。

徐
堅
『
初
學
記
』
巻
二
十
一
、
文
部
「
后
蒼
傳
於
梁
國
戴
德
及
德
從
子
聖
。
乃
删
后
氏
記
爲
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八
十
五
篇
、
名
大
戴
禮
。
聖
又
删
大
戴
禮
爲
四
十
六
篇
、
名
小
戴
禮
。
其
後
諸
儒
又
加
月
令
、

明
堂
位
、
樂
記
三
篇
。
凡
四
十
九
篇
則
今
禮
記
也
」。

⑱

鄭
玄
『
三
禮
目
錄
』
月
令
第
六
「
名
曰
月
令
者
、
以
其
紀
十
二
月
政
之
所
行
也
。
本
呂
氏
春

秋
十
二
月
紀
之
首
章
也
。
以
禮
家
好
事
抄
合
之
、
後
人
因
題
之
曰
禮
記
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
鄭
玄
云
、
月
令
是
呂
不
韋
所
撰
」。

『
經
典
釋
文
』
禮
記
音
義
、
月
令
第
六
「
此
是
呂
氏
春
秋
十
二
紀
之
首
。
後
人
删
合
爲
此
記
。

蔡
伯
喈
王
肅
云
周
公
所
作
」。

⑲

『
史
記
』
巻
二
十
八
、
封
禪
書
「
文
帝
使
博
士
諸
生
剌
六
經
中
作
王
制
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
盧
植
云
、
王
制
是
漢
時
博
士
所
爲
」。

『
經
典
釋
文
』
禮
記
音
義
、
王
制
第
五
「
盧
云
漢
文
帝
令
博
士
諸
生
作
此
篇
」。

⑳

崔
述
『
考
古
續
説
』
巻
下
「
魯
語
、
柳
下
惠
之
述
祭
法
、
其
文
又
見
於
戴
記
之
祭
法
篇
、
而

以
四
代
郊
禘
之
制
置
諸
篇
首
、
以
其
全
文
置
諸
篇
末
、
全
文
記
祀
有
稷
而
無
舜
、
後
文
敍
功
有

舜
而
無
稷
、
先
後
倒
置
、
首
尾
衡
決
、
其
爲
勦
襲
前
人
之
言
明
甚
。
然
世
反
以
爲
國
語
之
文
采

之
此
篇
者
、
漢
儒
稱
祭
法
爲
周
公
制
故
也
」。

㉑

程
頤
『
程
氏
粹
言
』「
禮
記
之
文
多
謬
誤
者
。
儒
行
、
經
解
、
非
聖
人
之
言
也
」。

㉒

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
禮
記
者
本
孔
子
門
徒
共
撰
所
聞
以
爲
此
記
。
後
人
通
儒
、
各
有
損
益
。

故
中
庸
是
子
思
伋
所
作
。
緇
衣
是
公
孫
尼
子
所
制
」。

『
經
典
釋
文
』
禮
記
音
義
、
緇
衣
第
三
十
三
「
劉
瓛
云
、
公
孫
尼
子
所
作
也
」。

㉓

鄭
玄
『
駁
五
經
異
義
』（『
詩
經
正
義
』
引
）「
某
之
聞
也
、
爾
雅
者
、
孔
子
門
人
所
作
、
以
釋

六
藝
之
旨
、
蓋
不
誤
也
」。

鄭
玄
『
鄭
志
答
張
逸
』（『
詩
經
正
義
』
引
）「
爾
雅
之
文
雜
、
非
一
家
之
著
、
則
孔
子
門
人
所

作
、
亦
非
一
人
」。

劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
練
字
第
三
十
九
「
夫
爾
雅
者
、
孔
徒
之
所
纂
、
而
詩
書
之
襟
帶
也
」。

顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
巻
六
、
書
證
第
十
七
「
爾
雅
、
周
公
所
作
、
而
張
仲
孝
友
、
由
後
人

所
羼
、
非
本
文
也
」。

㉔

劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
正
緯
第
四
「
通
儒
討
覈
謂
、
僞
起
哀
平
。
東
序
秘
寶
、
朱
紫
亂
矣
。
至

於
光
武
之
世
、
篤
信
斯
術
。
風
化
所
靡
、
學
者
比
肩
」。

晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
巻
一
上
「
易
乾
鑿
度
二
卷
」「
昔
通
儒
謂
緯
書
僞
起
哀
平
、
光
武
既

以
讖
立
。
故
篤
信
之
。
陋
儒
阿
世
、
學
者
甚
衆
」。

㉕

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
孔
子
家
語
二
十
七
卷
」。
顔
師
古
注
「
非
今
所
有
家
語
」。

馬
昭
（『
禮
記
』
樂
記
正
義
引
）「
家
語
、
王
肅
所
增
加
、
非
鄭
所
見
」。

王
柏
『
家
語
考
』「
四
十
四
篇
之
家
語
、
乃
王
肅
自
取
左
傳
國
語
荀
孟
二
戴
記
、
割
裂
織
成
之
。

孔
衍
之
序
、
亦
王
肅
自
爲
也
」。

姚
際
恆
『
古
今
僞
書
考
』「
唐
志
有
王
肅
註
家
語
十
卷
、
此
卽
肅
掇
拾
諸
傳
記
爲
之
、
託
名
孔

安
國
作
序
、
卽
師
古
所
謂
今
之
家
語
是
也
。
今
世
所
傳
家
語
、
又
非
師
古
所
謂
今
之
家
語
也
」。

崔
述
『
洙
泗
考
信
錄
』「
家
語
一
書
、
本
後
人
所
僞
撰
。
其
文
皆
采
之
於
他
書
、
而
增
損
改
易

以
飾
之
」。

㉖

劉
恕
『
通
鑑
外
紀
』
引
『
傅
子
』「
管
仲
之
書
、
過
半
便
是
後
之
好
事
者
所
加
。
乃
説
管

仲

死
後
事
」。

杜
佑
『
指
略
』
序
「
其
書
載
管
仲
將
没
對
桓
公
之
語
、
疑
後
人
續
之
」。

蘇
轍
『
古
史
管
晏
列
傳
』「
至
戰
國
之
際
、
諸
子
著
書
、
因
管
子
之
説
而
增
益
之
」。

㉗

晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』「
皇
朝
黄
庭
堅
魯
直
嘗
跋
其
後
云
、
陰
符
出
於
李
筌
、
熟
讀
其
文
、

知
非
黄
帝
書
也
。
蓋
欲
其
文
奇
古
、
反
詭
譎
不
經
。
蓋
糅
雜
兵
家
語
、
又
妄
撰
太
公
范
蠡
鬼
谷

張
良
諸
葛
亮
訓
註
、
尤
可
笑
。
惜
不
經
柳
子
厚
一
掊
擊
也
」。

㉘

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
四
六
「
列
子
八
卷
」「
又
穆
天
子
傳
出
於
晉
太
康
中
、
爲
漢
魏

人
之
所
未
睹
、
而
此
書
第
三
卷
周
穆
王
篇
所
叙
駕
八
駿
、
造
父
爲
御
、
至
巨
蒐
、
登
崑
崙
、
見

西
王
母
於
瑶
池
事
、
一
一
與
傳
相
合
。
此
非
劉
向
之
時
所
能
僞
造
、
可
信
確
爲
秦
以
前
書
。
考

公
羊
傳
隱
公
十
一
年
、
子
沈
子
曰
、
何
休
註
曰
、
子
沈
子
、
後
師
沈
子
。
稱
子
冠
氏
上
、
著
其

爲
師
也
。
然
則
凡
稱
子
某
子
者
、
乃
弟
子
之
稱
師
、
非
所
自
稱
。
此
書
皆
稱
子
列
子
、
則
決
爲

傳
其
學
者
所
追
記
、
非
禦
寇
自
著
。
其
雜
記
列
子
後
事
、
正
如
莊
子
記
莊
子
死
、
管
子
稱
呉
王
、

西
施
、
商
子
稱
秦
孝
公
耳
、
不
足
爲
怪
」。

㉙

胡
應
麟
『
少
室
山
房
筆
叢
』
巻
三
十
、「
四
部
正
譌
」
中
「
鬼
谷
子
、
漢
志
絶
無
其
書
、
文
體
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亦
不
類
戰
國
。
晉
皇
甫
謐
序
傳
之
。
案
隋
志
縱
横
家
有
蘇
秦
三
十
一
篇
、
張
儀
十
篇
、
隋
經
籍

志
已
亡
。
蓋
東
漢
人
本
二
書
之
言
、
會
萃
附
益
爲
此
。
或
卽
謐
手
所
成
而
託
名
鬼
谷
、
若
子
虚
、

亡
是
云
耳
」。

㉚

顧
實
『
重
考
古
今
僞
書
考
』「
孔
叢
子
、
孔
子
家
語
二
書
並
出
王
肅
依
託
。
淸
儒
多
謂
僞
古
文

尚
書
及
孔
氏
傳
亦
出
肅
手
。
故
孔
叢
子
論
書
篇
、
其
説
與
僞
孔
傳
、
僞
家
語
並
同
、
此
卽
王
肅

僞
造
孔
叢
之
證
也
」。

㉛

『
論
語
』
述
而
の
「
子
曰
、
不
憤
不
啓
。
不
悱
不
發
。
舉
一
隅
不
以
三
隅
反
、
則
不
復
也
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

㉜

張
之
洞
『
輶
軒
語
』
通
論
讀
書
七
「
讀
古
書
宜
分
眞
僞
。

此
事
本
朝
諸
老
論
之
最
詳
、
辨

之
最
精
。
卽
四
庫
提
要
中
、
已
具
大
畧
。
試
取
觀
之
、
自
然
昭
若
發
蒙
。
國
朝
姚
際
恒
古
今
僞

書
考
、
有
單
行
本
。
又
收
知
不
足
齋
叢
書
中
。
簡
便
易
看
」。

【
通
釈
】

群
経
辨
偽
第
四

附
辨
諸
子
之
偽

秦
の
焚
書
以
後
、
群
経
が
散
佚
亡
失
し
、
偽
書
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
う
ち
『
尚
書
』
の

古
文
が
と
り
わ
け
ひ
ど
い
。
古
に
は
『
書
』
は
あ
わ
せ
て
百
篇
あ
っ
た
が
、
秦
の
焚
書
の
後
で
は
、

伏
生
が
二
十
九
篇
を
口
誦
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
『
今
文
尚
書
』
と
い
う
。
魯
の
恭
王
が

孔
子
の
宅
を
壊
し
て
、
壁
の
中
か
ら
科
斗
文
で
書
か
れ
た
『
書
』
を
手
に
入
れ
た
。
孔
安
國
が
こ

れ
を
伏
生
の
口
誦
し
た
も
の
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
五
篇
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
『
古
文
尚
書
』

と
い
う
。
そ
の
多
か
っ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
篇
目
の
中
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
は
合
せ
て
数
え
、

ひ
と
つ
は
わ
け
て
数
え
た
の
で
あ
っ
て
、
別
に
篇
が
多
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

孔
安
國
の
『
書
』
は
も
と
も
と
み
ず
か
ら
傳
を
作
成
し
た
が
、
武
帝
の
末
に
巫
蠱
の
事
件
に
遭
遇

し
て
、
上
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
蔵
書
は
結
局
散
佚
し
た
。
東
晉
の
豫
章
内
史
枚
頤
が
上

奏
し
た
『
古
文
尚
書
』
に
は
、
大
禹
謨
・
五
子
之
歌
・
允
征
・
仲
虺
之
誥
・
湯
誥
・
伊
訓
・
太
甲

上
・
太
甲
中
・
太
甲
下
・
咸
有
一
德
・
説
命
上
・
説
命
中
・
説
命
下
・
泰
誓
上
・
泰
誓
中
・
泰
誓

下
・
武
成
・
旅
獒
・
微
子
之
命
・
蔡
仲
之
命
・
周
官
・
君
陳
・
畢
命
・
君
牙
・
冏
命
の
二
十
五
篇

が
あ
る
が
、
す
べ
て
偽
書
で
あ
る
。
舜
典
は
も
と
も
と
亡
佚
し
て
い
た
の
で
、
堯
典
の
半
ば
を
分

け
て
一
篇
と
し
た
。
益
稷
は
も
と
も
と
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
皋
陶
謨
の
後
半
を
分
け
て

一
篇
と
し
た
。
そ
し
て
偽
作
者
は
王
肅
だ
と
い
う
人
が
い
る
が
、
実
は
枚
頤
で
あ
る
。
こ
れ
に
疑

問
を
呈
し
た
の
は
、
宋
の
呉
才
老
〔
呉
棫
〕・
朱
子
の
諸
儒
に
始
ま
り
、
最
近
の
大
儒
た
ち
で
さ
え

一
斉
に
こ
れ
を
攻
撃
し
、
偽
作
の
痕
跡
を
抉
り
だ
し
、
逃
げ
道
を
断
っ
た
。
そ
し
て
偽
作
で
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
説
経
家
は
ま
っ
た
く
う
ち
棄
て
て
言
及
し
な
い
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
厳
格
な

例
で
あ
る
。
河
内
の
偽
泰
誓
、
張
霸
の
百
両
篇
は
、
漢
の
時
に
す
で
に
通
行
し
て
い
な
い
の
で
、

も
ち
ろ
ん
議
論
す
る
に
値
し
な
い
。
金
縢
の
諸
篇
に
は
疑
う
べ
き
理
由
は
な
い
。

『
尚
書
』
以
外
で
は
、
秦
の
焚
書
で
も
『
易
』
だ
け
は
無
事
で
あ
り
、
偽
作
が
作
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
子
夏
の
『
易
傳
』、
關
朗
の
『
易
傳
』
は
す
べ
て
偽
託
で
あ
っ
て
依
據
す
る
価

値
は
な
い
。『
詩
』
は
偽
作
で
は
な
い
が
、
小
序
を
疑
う
も
の
は
い
る
。
し
か
し
経
学
家
は
や
は
り

尊
重
し
て
信
用
し
て
い
る
。『
春
秋
』
の
三
傳
に
偽
作
は
な
い
。
さ
ら
に
三
禮
は
『
儀
禮
』
だ
け
が

完
好
で
あ
る
。『
周
禮
』
の
五
官
は
周
末
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
い
、
攷
工
記
は
明
ら
か
に
亡
佚
し
た

も
の
を
補
っ
て
い
る
。『
禮
記
』
の
作
者
は
俗
儒
だ
と
い
う
人
が
お
り
、
そ
の
な
か
の
誤
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
か
な
ら
ず
わ
き
ま
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馬
融
が
増
益
し
た
も
の
は
三
篇
に

す
ぎ
ず
、
古
い
書
物
で
な
い
こ
と
は
早
く
か
ら
議
論
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
乱
雑
で
信
頼

で
き
な
い
も
の
は
な
い
。
明
堂
古
楽
は
早
く
に
亡
ん
で
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
樂
記
が
あ
り
え
よ

う
か
。
月
令
は
周
公
に
仮
託
さ
れ
る
が
、
実
は
『
呂
覽
』
か
ら
出
て
い
る
。
王
制
は
殷
の
制
度
だ

と
い
う
が
、
大
半
は
漢
儀
で
あ
る
。
祭
法
は
『
國
語
』
か
ら
取
っ
て
お
り
、
荒
唐
無
稽
で
あ
る
。

中
庸
は
秦
人
に
基
づ
き
、
こ
と
ば
や
内
容
は
道
理
に
近
い
。
儒
行
は
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
。
緇

衣
は
公
孫
尼
子
の
筆
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
禮
の
大
略
で
あ
る
。『
孝
經
』『
論
語
』
は

も
と
も
と
偽
作
で
あ
る
と
い
う
疑
惑
は
な
い
。『
爾
雅
』
と
い
う
経
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寄
せ
集
め
で

あ
り
、
た
だ
学
ぶ
も
の
が
う
ま
く
選
択
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

経
で
さ
え
こ
れ
ほ
ど
信
用
す
る
の
が
む
づ
か
し
い
の
に
、
そ
れ
以
外
の
書
物
は
ど
れ
ほ
ど
信
用
で

き
よ
う
か
。
緯
書
は
偽
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
有
識
者
は
同
意
し
な
い
。『
孔
子
家
語
』

の
言
葉
は
、
実
は
王
肅
か
ら
出
て
お
り
、
か
た
わ
ら
諸
子
に
言
及
し
、
や
は
り
善
い
と
こ
ろ
と
悪
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い
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
管
子
』
は
（
管
仲
の
）
死
後
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
附
益
が
あ
る
こ

と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。『
陰
符
經
』
が
黄
帝
の
遺
書
で
な
い
こ
と
は
、
黄
庭
堅
が
は
じ
め
て
あ

ば
い
た
。『
老
子
』『
關
尹
子
』
は
半
ば
は
虛
造
で
あ
る
。『
列
子
』
の
文
中
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

本
当
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。『
鬼
谷
子
』
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
辨
別
す
る
も
の
が

あ
る
。『
孔
叢
子
』
が
述
べ
る
こ
と
は
子
雍
〔
王
肅
〕
の
偽
託
で
あ
る
。
今
そ
の
一
隅
を
挙
げ
た
の

で
、
残
り
の
三
隅
で
か
え
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
辨
偽
の
事
は
、
近
人
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。『
四

庫
提
要
』
に
す
で
に
大
略
が
具
わ
っ
て
い
る
。
姚
際
恒
の
『
古
今
僞
書
考
』
も
簡
便
で
読
み
や
す

い
。羣

經
古
文
今
文
第
五

古
文
今
文
者
何
。
在
漢
、
以
科
斗
篆
文
爲
古
、
隸
書
爲
今
。
在
唐
、
以
漢
之
隸
書
爲
古
、
以
其
時

之
楷
書
爲
今
。
蓋
自
唐
一
變
、
古
文
之
存
僅
矣
。
鄭
樵
云
、
易
詩
書
春
秋
皆
古
文
、
陸
氏
序
錄
云
、

魯
恭
王
壞
孔
子
宅
、
得
古
文
尚
書
禮
記
論
語
孝
經
。
漢
書
十
三
王
傳
稱
、
獻
王
所
得
皆
古
文
先
秦

舊
書
、
周
官
尚
書
〔
禮
〕
①
禮
記
孟
子
老
子
之
屬
。
夫
漢
得
古
文
在
後
、
而
諸
儒
所
傳
今
文
在
前
。

易
惟
費
氏
習
古
文
、
費
直
、
字
長
翁
、
東
萊
人
、
爲
單
父
令
。
施
孟
梁
邱
諸
家
皆
今
文
。
成
帝
時
、
劉
向
以

中
古
文
易
經
校
諸
家
、
或
脱
去
无
咎
、
悔
亡
、
惟
費
氏
經
與
古
文
同
。
是
費
氏
治
古
文
、
而
諸
家

皆
今
文
也
。

尚
書
以
伏
生
所
習
爲
今
文
、
孔
安
國
所
習
爲
古
文
。
文
帝
時
、
伏
生
以
二
十
九
篇
授
掌
故
晁
錯
、

今
文
也
。
安
國
於
孔
壁
得
之
、
寫
以
隸
古
、
增
多
二
十
五
篇
、
古
文
也
。

詩
有
壁
中
科
斗
、
卽
古
文
。
而
壁
中
未
出
之
前
、
漢
所
誦
習
皆
爲
今
文
。
武
進
臧
氏
琳
云
、
毛
詩

爲
古
文
、
魯
齊
韓
爲
今
文
。
古
文
多
叚
借
。
故
毛
公
作
（
訓
故
傳
）〔
故
訓
傳
〕
②
、
以
正
字
釋
之
。

若
今
文
則
經
直
作
正
字
。
如
毛
詩
芄
蘭
、
能
不
我
甲
、
傳
云
甲
狎
、
韓
詩
卽
作
狎
字
。
見
釋
文
。
毛

詩
鴛
鴦
、
摧
之
（
抹
）〔
秣
〕
③
之
、
傳
云
摧
莝
也
、
韓
詩
卽
作
莝
之
類
、
是
今
文
皆
以
訓
詁
代
經

也
。

禮
則
周
禮
古
文
多
奇
字
。
鄭
康
成
所
云
故
書
者
是
今
文
、
卽
康
成
所
據
本
也
。
王
氏
困
學
紀
聞
則

云
、
周
禮
、
劉
向
未
校
之
前
爲
古
文
、
校
後
爲
今
文
。
儀
禮
、
古
文
卽
淹
中
古
經
、
今
文
卽
高
堂

生
所
傳
。
賈
公
彦
云
、
漢
書
、
魯
人
高
堂
生
爲
漢
博
士
、
傳
儀
禮
十
七
篇
。
是
今
文
也
。
至
武
帝

末
、
魯
恭
王
壞
孔
子
宅
、
得
亡
儀
禮
五
十
六
篇
。
其
字
皆
以
篆
書
。
是
爲
古
文
。
蓋
卽
所
云
淹
中

古
經
也
。
禮
記
古
文
、
卽
康
成
六
藝
論
云
、
記
百
三
十
一
篇
、
河
閒
獻
王
所
得
者
。
今
文
卽
小
戴

所
傳
也
。
陸
氏
序
錄
云
、
鄭
玄
本
治
小
戴
禮
、
後
以
古
經
校
之
、
取
其
于
義
長
者
順
者
、
爲
鄭
氏

學
、
是
也
。

春
秋
則
以
左
氏
所
傳
爲
古
文
、
公
穀
所
傳
爲
今
文
。
許
君
五
經
異
義
、
于
左
氏
稱
古
春
秋
左
氏
説
、

于
公
穀
則
稱
今
春
秋
公
羊
説
、
今
春
秋
穀
梁
説
也
。

孝
經
古
文
、
卽
別
有
閨
門
一
章
。
馬
融
鄭
康
成
爲
之
注
者
、
唐
已
不
傳
。
今
文
卽
今
本
五
經
異
義

所
稱
今
孝
經
説
者
也
。

論
語
以
孔
安
國
馬
融
所
傳
分
兩
子
張
者
爲
古
文
、
齊
魯
兩
家
爲
今
文
。

孟
子
亦
以
獻
王
所
得
爲
古
文
、
以
趙
岐
所
注
者
爲
今
（
本
）〔
文
〕
④
。
或
云
、
趙
氏
注
孟
子
、
未

見
古
文
所
傳
本
、（
且
）〔
其
〕
⑤
中
多
俗
字
、
則
爲
今
文
無
疑
。

爾
雅
後
人
羼
亂
。
釋
詁
篇
當
有
古
文
。
漢
書
十
三
王
傳
稱
、
孔
壁
所
得
孟
子
老
子
之
屬
、
則
爾
雅

（
安
）〔
未
〕
⑥
必
不
在
其
内
、
特
增
益
者
多
、
則
其
文
有
不
足
辨
者
耳
。

【
校
記
】

①

『
漢
書
』
巻
五
十
三
景
十
三
王
傳
に
よ
り
、「
禮
」
字
を
補
う
。

②

「
訓
故
傳
」

臧
琳
『
經
義
雜
記
』
に
従
い
、「
故
訓
傳
」
に
改
め
る
。

③

「
抹
」

『
詩
經
』
鴛
鴦
に
よ
り
、「
秣
」
に
改
め
る
。

④

「
本
」

勘
語
に
従
い
、「
文
」
に
改
め
る
。

⑤

「
且
」

勘
語
に
従
い
、「
其
」
に
改
め
る
。

⑥

「
安
」

勘
語
に
従
い
、「
未
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

諸
經
古
文
今
文
第
五
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古
文
今
文
と
は
何
ぞ
や
。
漢
に
在
り
て
は
、
科
斗
篆
文
を
以
て
古
と
爲
し
、
隸
書
を
今
と
爲
す
。

唐
に
在
り
て
は
、
漢
の
隸
書
を
以
て
古
と
爲
し
、
其
の
時
の
楷
書
を
以
て
今
と
爲
す
。
蓋
し
唐
よ

り
一
變
し
、
古
文
の
存
す
る
こ
と
僅
か
な
ら
ん
。
鄭
樵
、「
易
・
詩
・
書
・
春
秋
は
皆
古
文
」
①
と

云
ひ
、
陸
氏
序
錄
に
、「
魯
の
恭
王
、
孔
子
の
宅
を
壞
し
て
、
古
文
の
尚
書
・
禮
記
・
論
語
・
孝
經

を
得
た
り
」
②
と
云
ひ
、
漢
書
十
三
王
傳
に
、「
獻
王
得
る
所
は
皆
古
文
の
先
秦
の
舊
書
、
周
官
・

尚
書
・
禮
・
禮
記
・
孟
子
・
老
子
の
屬
」
③
と
稱
す
。
夫
れ
漢
、
古
文
を
得
る
は
後
に
在
り
て
、

諸
儒
傳
ふ
る
所
の
今
文
は
前
に
在
り
。
易
は
惟
だ
費
氏
の
み
古
文
を
習
ひ
④
、
費
直
、
字
長
翁
、
東
萊

の
人
、
單
父
の
令
と
爲
る
。
施
・
孟
・
梁
邱
の
諸
家
は
皆
今
文
な
り
⑤
。
成
帝
の
時
、
劉
向
、
中
の
古
文

易
經
を
以
て
諸
家
を
校
す
る
に
、
或
い
は
「
无
咎
」「
悔
亡
」
を
脱
去
し
、
惟
だ
費
氏
の
經
の
み
古

文
と
同
じ
⑥
。
是
れ
費
氏
は
古
文
を
治
め
、
諸
家
は
皆
今
文
な
り
。

尚
書
は
伏
生
習
ふ
所
を
以
て
今
文
と
爲
し
、
孔
安
國
習
ふ
所
を
古
文
と
爲
す
。
文
帝
の
時
、
伏
生
、

二
十
九
篇
を
以
て
掌
故
の
晁
錯
に
授
く
る
は
今
文
な
り
⑦
。
安
國
、
孔
壁
に
於
て
之
を
得
、
寫
す

に
隸
古
を
以
て
し
、
增
多
せ
る
二
十
五
篇
は
古
文
な
り
⑧
。

詩
に
壁
中
科
斗
有
り
、
卽
ち
古
文
な
り
⑨
。
而
し
て
壁
中
未
だ
出
で
ざ
る
の
前
に
、
漢
誦
習
す
る

所
は
皆
今
文
と
爲
す
。
武
進
の
臧
氏
琳
は
、「
毛
詩
を
古
文
と
爲
し
、
魯
・
齊
・
韓
を
今
文
と
爲
す
。

古
文
に
は
叚
借
多
し
。
故
に
毛
公
、
詁
訓
傳
を
作
り
、
正
字
を
以
て
之
を
釋
す
。
今
文
の
若
き
は

則
ち
經
直
ち
に
正
字
に
作
る
。
如
へ
ば
、
毛
詩
の
『
芄
蘭
能
不
我
甲
』
は
、
傳
に
『
甲
は
狎
な
り
』

た
だ

と
云
ひ
、
韓
詩
は
卽
ち
狎
字
に
作
る
。
釋
文
に
見
ゆ
。
毛
詩
鴛
鴦
の
『
摧
之
秣
之
』
は
、
傳
に
『
摧

は
莝
な
り
』
と
云
ひ
、
韓
詩
は
卽
ち
莝
に
作
る
の
類
、
是
れ
今
文
は
皆
訓
詁
を
以
て
經
に
代
る
な

り
」
⑩
と
云
ふ
。

禮
は
則
ち
周
禮
の
古
文
に
奇
字
多
し
⑪
。
鄭
康
成
云
ふ
所
の
「
故
書
」
は
是
れ
今
文
、
卽
ち
康
成

據
る
所
の
本
な
り
⑫
。
王
氏
困
學
紀
聞
に
は
則
ち
「
周
禮
は
、
劉
向
未
だ
校
せ
ざ
る
の
前
を
古
文

と
爲
し
、
校
す
る
後
を
今
文
と
爲
す
」
⑬
と
云
ふ
。
儀
禮
は
、
古
文
は
卽
ち
淹
中
の
古
經
⑭
、
今

文
は
卽
ち
高
堂
生
傳
ふ
る
所
な
り
⑮
。
賈
公
彦
は
、「
漢
書
に
、
魯
人
高
堂
生
、
漢
の
博
士
と
爲
り
、

儀
禮
十
七
篇
を
傳
ふ
。
是
れ
今
文
な
り
。
武
帝
の
末
に
至
り
て
、
魯
の
恭
王
、
孔
子
の
宅
を
壞
し

て
、
亡
べ
る
儀
禮
五
十
六
篇
を
得
た
り
。
其
の
字
は
皆
篆
書
を
以
て
す
。
是
れ
を
古
文
と
爲
す
な

り
」
⑯
と
云
ふ
。
蓋
し
卽
ち
云
ふ
所
の
淹
中
の
古
經
な
り
。
禮
記
の
古
文
は
、
卽
ち
康
成
六
藝
論

に
「
記
百
三
十
一
篇
」
⑰
と
云
ひ
、
河
閒
獻
王
得
る
所
の
者
な
り
。
今
文
は
卽
ち
小
戴
傳
ふ
る
所

な
り
。
陸
氏
序
錄
に
「
鄭
玄
は
本
小
戴
禮
を
治
め
、
後
に
古
經
を
以
て
之
を
校
し
、
其
の
、
義
に

于
て
長
ず
る
者
順
な
る
者
を
取
り
、
鄭
氏
學
と
爲
す
」
⑱
と
云
ふ
、
是
れ
な
り
。

春
秋
は
則
ち
左
氏
傳
ふ
る
所
を
以
て
古
文
と
爲
し
、
公
穀
傳
ふ
る
所
を
今
文
と
爲
す
。
許
君
の
五

經
異
義
は
左
氏
に
于
て
は
古
春
秋
左
氏
説
と
稱
し
、
公
・
穀
に
于
て
は
則
ち
今
春
秋
公
羊
説
、
今

春
秋
穀
梁
説
と
稱
す
る
な
り
⑲
。

孝
經
の
古
文
に
は
、
卽
ち
別
に
閨
門
一
章
有
り
⑳
。
馬
融
・
鄭
康
成
、
之
が
注
を
爲
る
者
は
、
唐

已
に
傳
は
ら
ず
㉑
。
今
文
は
卽
ち
今
本
五
經
異
義
稱
す
る
所
の
今
孝
經
説
な
る
者
な
り
㉒
。

論
語
は
孔
安
國
・
馬
融
傳
ふ
る
所
の
兩
子
張
に
分
く
る
者
を
以
て
古
文
と
爲
し
、
齊
・
魯
の
兩
家

を
今
文
と
爲
す
㉓
。

孟
子
も
亦
獻
王
得
る
所
を
以
て
古
文
と
爲
し
㉔
、
趙
岐
注
す
る
所
の
者
を
以
て
今
文
と
爲
す
。
或

い
は
「
趙
氏
、
孟
子
に
注
す
る
に
、
未
だ
古
文
傳
ふ
る
所
の
本
を
見
ず
、
其
の
中
に
俗
字
多
し
」

㉕
と
云
へ
ば
、
則
ち
今
文
た
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。

爾
雅
は
後
人
の
羼
亂
。
釋
詁
篇
は
當
に
古
文
有
る
べ
し
㉖
。
漢
書
十
三
王
傳
に
、「
孔
壁
得
る
所
は

孟
子
・
老
子
の
屬
」
㉗
と
稱
す
れ
ば
、
則
ち
爾
雅
未
だ
必
ず
し
も
其
の
内
に
在
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、

特
に
增
益
す
る
者
多
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
文
辨
ず
る
に
足
ら
ざ
る
者
有
る
の
み
。

【
註
】

①

鄭
樵
『
通
志
』
巻
六
十
三
、
藝
文
一
「
古
文
尚
書
十
三
卷
。
漢
臨
淮
太
守
孔
安
國
傳
。
古
文
尚
書

九
卷
。
鄭
元
注
」「
按
、
易
詩
書
春
秋
皆
有
古
文
。
自
漢
以
來
盡
易
以
今
文
。
惟
孔
安
國
得
屋
壁

之
書
、
依
古
文
而
隸
之
。
安
國
授
都
尉
朝
、
朝
受
膠
東
庸
生
、
謂
之
尚
書
古
文
之
學
」。

②

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
古
文
尚
書
者
、
孔
惠
之
所
藏
也
。
魯
恭
王
壞
孔
子
舊
宅
、
於

壁
中
得
之
。
并
禮
論
語
孝
經
。
皆
科
斗
文
字
」。

③

『
漢
書
』
巻
五
十
三
、
景
十
三
王
傳
「
河
間
獻
王
德
以
孝
景
前
二
年
立
、
修
學
好
古
、
實
事

求
是
。
從
民
得
善
書
、
必
爲
好
寫
與
之
、
留
其
真
、
加
金
帛
賜
以
招
之
。
繇
是
四
方
道
術
之
人
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不
遠
千
里
、
或
有
先
祖
舊
書
、
多
奉
以
奏
獻
王
者
、
故
得
書
多
、
與
漢
朝
等
。
是
時
、
淮
南
王

安
亦
好
書
、
所
招
致
率
多
浮
辯
。
獻
王
所
得
書
皆
古
文
先
秦
舊
書
、
周
官
、
尚
書
、
禮
、
禮
記
、

孟
子
、
老
子
之
屬
、
皆
經
傳
説
記
、
七
十
子
之
徒
所
論
。
其
學
舉
六
藝
、
立
毛
氏
詩
、
左
氏
春

秋
博
士
。
修
禮
樂
、
被
服
儒
術
、
造
次
必
於
儒
者
。
山
東
諸
儒
多
從
而
遊
」。

④

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
費
直
字
長
翁
、
東
萊
人
也
。
治
易
爲
郞
、
至
單
父
令
。
長

於
卦
筮
、
亡
章
句
、
徒
以
彖
系
辭
十
篇
文
言
解
説
上
下
經
。
琅
邪
王
璜
平
中
能
傳
之
。
璜
又
傳

古
文
尚
書
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
費
直
傳
易
授
琅
邪
王
璜
、
爲
費
氏
學
。
本
以
古
字
號
古
文
易
。
無
章

句
、
徒
以
彖
象
繫
辭
文
言
解
説
上
下
經
」。

⑤

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
王
孫
授
施
讎
、
孟
喜
、
梁
丘
賀
。
繇
是
易
有
施
孟
梁
丘
之

學
」。

⑥

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
劉
向
以
中
古
文
易
經
校
施
孟
梁
丘
經
、
或
脱
去
無
咎
、
悔
亡
、

惟
費
氏
經
與
古
文
同
」。

⑦

『
史
記
』
卷
百
二
十
一
、
儒
林
列
傳
「
伏
生
者
、
濟
南
人
也
。
故
爲
秦
博
士
。
孝
文
帝
時
、

欲
求
能
治
尚
書
者
、
天
下
無
有
、
乃
聞
伏
生
能
治
、
欲
召
之
。
是
時
伏
生
年
九
十
餘
、
老
、
不

能
行
、
於
是
乃
詔
太
常
使
掌
故
晁
錯
往
受
之
。
秦
時
焚
書
、
伏
生
壁
藏
之
。
其
後
兵
大
起
、
流

亡
。
漢
定
、
伏
生
求
其
書
、
亡
數
十
篇
、
獨
得
二
十
九
篇
、
即
以
教
于
齊
魯
之
閒
。
學
者
由
是

頗
能
言
尚
書
、
諸
山
東
大
師
無
不
渉
尚
書
以
教
矣
」。

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
伏
生
、
濟
南
人
也
。
故
爲
秦
博
士
。
孝
文
時
、
求
能
治
尚

書
者
、
天
下
亡
有
、
聞
伏
生
治
之
、
欲
召
。
時
伏
生
年
九
十
餘
、
老
不
能
行
、
於
是
乃
詔
太
常
、

使
掌
故
朝
錯
往
受
之
。
秦
時
禁
書
、
伏
生
壁
藏
之
。
其
後
大
兵
起
、
流
亡
。
漢
定
、
伏
生
求
其

書
、
亡
數
十
篇
、
獨
得
二
十
九
篇
、
卽
以
教
於
齊
魯
之
閒
。
齊
學
者
由
此
頗
能
言
尚
書
、
山
東

大
師
亡
不
渉
尚
書
以
教
」。

⑧

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
孔
氏
有
古
文
尚
書
、
孔
安
國
以
今
文
字
讀
之
、
因
以
起
其

家
逸
書
、
得
十
餘
篇
、
蓋
尚
書
茲
多
於
是
矣
。
遭
巫
蠱
、
未
立
於
學
官
」。

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
武
帝
末
、
魯
共
王
壞
孔
子
宅
、
欲
以
廣
其
宮
、
而
得
古
文
尚

書
及
禮
記
、
論
語
、
孝
經
凡
數
十
篇
、
皆
古
字
也
。
共
王
往
入
其
宅
、
聞
鼓
琴
瑟
鍾
磬
之
音
、

於
是
懼
、
乃
止
不
壞
。
孔
安
國
者
、
孔
子
後
也
、
悉
得
其
書
、
以
考
二
十
九
篇
、
得
多
十
六
篇
。

安
國
獻
之
。
遭
巫
蠱
事
、
未
列
于
學
官
」。

孔
安
國
『
尚
書
序
』「
漢
室
龍
興
、
開
設
學
校
、
旁
求
儒
雅
、
以
闡
大
猷
。
濟
南
伏
生
、
年
九

十
、
失
其
本
經
、
口
以
傳
授
、
裁
二
十
餘
篇
、
以
其
上
古
之
書
、
謂
之
尚
書
。
百
篇
之
義
、
世

莫
得
聞
。
至
魯
共
王
、
好
治
宮
室
、
壞
孔
子
舊
宅
、
以
廣
其
居
、
于
壁
中
得
先
人
所
藏
古
文
虞

夏
商
周
之
書
及
傳
、
論
語
、
孝
經
、
皆
科
斗
文
字
。
王
又
升
孔
子
堂
、
聞
金
石
絲
竹
之
音
、
乃

不
壞
宅
。
悉
以
書
還
孔
氏
。
科
斗
書
廢
已
久
、
時
人
無
能
知
者
、
以
所
聞
伏
生
之
書
、
考
論
文

義
、
定
其
可
知
者
、
爲
隸
古
定
、
更
以
竹
簡
寫
之
、
增
多
伏
生
二
十
五
篇
。
伏
生
又
以
舜
典
合

于
堯
典
、
益
稷
合
于
皐
陶
謨
、
盤
庚
三
篇
合
爲
一
、
康
王
之
誥
合
于
顧
命
、
復
出
此
篇
並
序
、

凡
五
十
九
篇
、
爲
四
十
六
卷
。
其
餘
錯
亂
磨
滅
、
弗
可
復
知
。
悉
上
送
官
、
藏
之
書
府
、
以
待

能
者
」。

⑨

『
漢
書
』
卷
五
十
三
、
景
十
三
王
傳
「
恭
王
初
治
宮
室
、
壞
孔
子
舊
宅
以
廣
其
宮
、
聞
鐘
磬

琴
瑟
之
聲
、
遂
不
敢
復
壞
、
於
其
壁
中
得
古
文
經
傳
」。

『
漢
書
』
卷
五
十
三
、
景
十
三
王
傳
「
河
閒
獻
王
所
得
書
皆
古
文
先
秦
舊
書
、
周
官
、
尚
書
、

禮
、
禮
記
、
孟
子
、
老
子
之
屬
」。

⑩

臧
琳
『
經
義
雜
記
』「
詩
古
文
今
文
」「
毛
詩
爲
古
文
、
齊
魯
韓
爲
今
文
。
古
文
多
假
借
。
故

故
訓
傳
者
、
以
正
字
釋
之
。
若
今
文
則
經
直
作
正
字
。
今
拈
示
數
則
於
此
、
俟
嗜
學
者
推
闡
之
。

毛
詩
芄
蘭
、
能
不
我
甲
、
傳
甲
狎
也
、
韓
詩
作
能
不
我
狎
。
釋
文
。
小
旻
是
用
不
集
、
傳
集
就
也
。

韓
詩
作
是
用
不
就
。
韓
詩
外
傳
卷
六
。
毛
詩
鴛
鴦
、
摧
之
秣
之
、
傳
摧
莝
也
、
韓
詩
作
莝
秣
之
。
毛

詩
大
明
俔
天
之
妹
、
傳
俔
磬
也
。
韓
詩
作
磬
天
之
妹
。
釋
文
正
義
。
毛
詩
邱
中
有
麻
、
將
其
來
施
。

傳
施
施
難
進
之
意
。
韓
詩
作
將
其
來
施
施
。
顔
氏
家
訓
。
是
今
文
皆
以
詁
訓
代
經
也
」。

⑪

鄭
玄
『
六
藝
論
』（『
經
典
釋
文
』
序
錄
引
）「
古
文
禮
五
十
六
篇
、
記
百
三
十
一
篇
、
周
禮
六

篇
。
其
十
七
篇
與
高
堂
生
所
傳
同
、
而
字
多
異
」。

⑫

『
周
禮
』
鄭
玄
注
に
「
故
書
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
た
と
え
ば
『
周
禮
』
卷
二
天
官
大
宰

「
以
九
貢
致
邦
國
之
用
。
一
曰
祀
貢
、
二
曰
嬪
貢
」
の
鄭
注
に
「
嬪
故
書
作
賓
」
と
あ
る
。

32



坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）

⑬

王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
卷
四
、
周
禮
「
周
禮
、
劉
向
未
校
之
前
有
古
文
、
校
後
爲
今
文
。
古

今
不
同
。
鄭
據
今
文
注
。
故
云
故
書
」。

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
至
成
帝
時
、
以
書
頗
散
亡
、
使
謁
者
陳
農
求
遺
書
於
天
下
。

詔
光
祿
大
夫
劉
向
校
經
傳
諸
子
詩
賦
、
歩
兵
校
尉
任
宏
校
兵
書
、
太
史
令
尹
咸
校
數
術
、
侍
醫

李
柱
國
校
方
技
。
毎
一
書
已
、
向
輒
條
其
篇
目
、
撮
其
指
意
、
錄
自
奏
之
」。

⑭

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
禮
古
經
者
、
出
於
魯
淹
中
及
孔
氏
、
與
十
七
篇
文
相
似
、
多

三
十
九
篇
」。

⑮

『
漢
書
』
卷
三
十
、
藝
文
志
「
漢
興
、
魯
高
堂
生
傳
士
禮
十
七
篇
。
訖
孝
宣
世
、
后
倉
最
明
。

戴
德
、
戴
聖
、
慶
普
皆
其
弟
子
、
三
家
立
於
學
官
」。

『
漢
書
』
卷
八
十
八
、
儒
林
傳
「
漢
興
、
魯
高
堂
生
傳
士
禮
十
七
篇
、
而
魯
徐
生
善
爲
頌
」。

⑯

賈
公
彦
『
儀
禮
疏
』
卷
一
「
漢
書
云
、
魯
人
高
堂
生
爲
漢
博
士
、
傳
儀
禮
十
七
篇
。
是
今
文

也
。
至
武
帝
之
末
、
魯
恭
王
壞
孔
子
宅
、
得
古
儀
禮
五
十
六
篇
。
其
字
皆
以
篆
書
。
是
爲
古
文

也
」。

⑰

注
⑪
参
照
。

⑱

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
周
禮
「
玄
本
治
小
戴
禮
、
後
以
古
經
校
之
、
取
其
於
義
長
者

順
者
、
故
爲
鄭
氏
。
玄
又
注
小
戴
所
傳
禮
記
四
十
九
篇
、
通
爲
三
禮
焉
」。

⑲

た
と
え
ば
許
愼
『
五
經
異
義
』
に
「
古
春
秋
左
氏
説
、
古
者
先
王
同
祭
於
祖
考
、
月
薦
於
高

曾
」（『
太
平
御
覽
』
引
）、「
今
春
秋
公
羊
説
、
祭
有
主
孝
子
之
主
繫
心
、
夏
后
氏
以
松
、
殷
人

以
栢
、
周
人
以
栗
」（『
禮
記
』
祭
統
疏
引
）、「
又
公
羊
穀
梁
説
也
、
卿
大
夫
世
則
權
并
一
姓
、

妨
塞
賢
路
、
專
政
犯
君
、
故
經
譏
尹
氏
齊
崔
氏
也
」（『
詩
經
』
大
雅
文
王
疏
引
）
と
あ
る
。

⑳

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
又
有
古
文
孝
經
、
與
古
文
尚
書
同
出
、
而
長
孫
有
閨
門
一

章
、
其
餘
經
文
、
大
較
相
似
、
篇
簡
缺
解
、
又
有
衍
出
三
章
、
幷
前
合
爲
二
十
二
章
、
孔
安
國

爲
之
傳
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
又
有
古
文
出
于
孔
氏
壁
中
、
別
有
閨
門
一
章
。
自
餘
分
析
十
八
章
、

揔
爲
二
十
二
章
。
孔
安
國
作
傳
」。

㉑

『
隋
書
』
巻
三
十
二
、
經
籍
志
「
孝
經
一
卷
。
鄭
氏
注
。
梁
有
馬
融
、
鄭
衆
注
孝
經
二
卷
。
亡
」。「
鄭

衆
、
馬
融
、
並
爲
之
注
。
又
有
鄭
氏
注
。
相
傳
或
云
鄭
玄
。
其
立
義
與
玄
所
注
餘
書
不
同
。
故

疑
之
」。

㉒

た
と
え
ば
『
五
經
異
義
』
に
「
今
孝
經
説
曰
、
社
者
土
地
之
主
、
土
地
廣
博
、
不
可
徧
敬
、

封
王
土
以
爲
社
。
古
左
氏
説
、
共
工
爲
后
土
、
后
土
爲
社
」
と
あ
る
。

㉓

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
論
語
古
二
十
一
篇
。
出
孔
子
壁
中
、
兩
子
張
。
齊
二
十
二
篇
。
多
問

王
、
知
道
。
魯
二
十
篇
、
傳
十
九
篇
」。

㉔

注
⑨
参
照
。

㉕

未
詳
。

㉖

『
顔
氏
家
訓
』
巻
六
書
證
第
十
七
「
爾
雅
、
周
公
所
作
、
而
云
張
仲
孝
友
、
由
後
人
所
羼
、

非
本
文
也
」。

㉗

注
⑨
参
照
。

【
通
釈
】

諸
経
古
文
今
文
第
五

古
文
・
今
文
と
は
な
に
か
。
漢
で
は
科
斗
文
・
篆
文
が
古
文
で
あ
り
、
隸
書
が
今
文
で
あ
る
。
唐

で
は
漢
の
隸
書
が
古
文
で
あ
り
、
そ
の
時
の
楷
書
が
今
文
で
あ
る
。
思
う
に
（
書
体
は
）
唐
か
ら

一
変
し
、
古
文
は
わ
ず
か
に
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
鄭
樵
は
「『
易
』『
詩
』『
書
』『
春
秋
』

に
は
す
べ
て
古
文
が
あ
る
」
と
い
い
、
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
、「
魯
の
恭
王
が
、
孔
子
の
宅

を
壊
し
て
、
古
文
の
『
尚
書
』『
禮
記
』『
論
語
』『
孝
經
』
を
得
た
」
と
い
い
、『
漢
書
』
十
三
王

傳
に
、「
獻
王
が
得
た
の
は
す
べ
て
古
文
の
先
秦
の
旧
書
、『
周
官
』『
尚
書
』『
禮
』『
禮
記
』『
孟

子
』『
老
子
』
の
属
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
も
そ
も
漢
の
時
に
古
文
を
得
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
り
、

諸
儒
が
伝
え
た
今
文
は
そ
れ
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

『
易
』
は
費
氏
だ
け
が
古
文
を
習
い
、
費
直
、
字
長
翁
、
東
萊
の
人
、
單
父
の
令
と
な
る
。
施
・
孟
・
梁
邱
の

諸
家
は
い
づ
れ
も
今
文
で
あ
る
。
成
帝
の
時
に
、
劉
向
が
宮
中
に
所
蔵
す
る
古
文
『
易
經
』
で
諸

家
を
校
勘
し
た
と
こ
ろ
、「
无
咎
」「
悔
亡
」
を
脱
去
し
て
お
り
、
た
だ
費
氏
の
経
だ
け
が
古
文
と

同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
費
氏
は
古
文
を
治
め
、
諸
家
は
い
づ
れ
も
今
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
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わ
し
て
い
る
。

『
尚
書
』
は
伏
生
が
習
っ
た
も
の
が
今
文
で
あ
り
、
孔
安
國
が
習
っ
た
も
の
が
古
文
で
あ
る
。
文

帝
の
時
に
、
伏
生
が
掌
故
の
晁
錯
に
授
け
た
二
十
九
篇
は
今
文
で
あ
る
。
孔
安
國
が
孔
子
の
宅
の

壁
の
中
か
ら
出
た
も
の
を
手
に
入
れ
、
隸
書
で
書
き
写
し
、
二
十
五
篇
多
い
も
の
は
古
文
で
あ
る
。

『
詩
』
に
壁
中
の
科
斗
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
古
文
で
あ
る
。
し
か
し
壁
中
書
が

出
現
す
る
前
に
、
漢
で
誦
習
し
て
い
た
も
の
は
す
べ
て
今
文
で
あ
る
。
武
進
の
臧
氏
琳
は
、「『
毛

詩
』
は
古
文
で
あ
り
、『
魯
詩
』『
齊
詩
』『
韓
詩
』
は
今
文
で
あ
る
。
古
文
に
は
仮
借
が
多
い
。
だ

か
ら
毛
公
が
『
詁
訓
傳
』
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
正
字
を
用
い
て
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
今
文
は

経
文
を
直
接
正
字
で
書
き
換
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
毛
詩
』
の
『
芄
蘭
能
不
我
甲
』
は
、
毛
傳

に
は
『
甲
は
狎
な
り
』
と
い
う
が
、『
韓
詩
』
は
狎
字
に
作
り
、『
經
典
釋
文
』
に
見
え
る
。『
毛
詩
』
鴛

鴦
の
『
摧
之
秣
之
』
は
、
毛
傳
に
は
『
摧
は
莝
な
り
』
と
い
う
が
、『
韓
詩
』
は
莝
に
作
る
類
の
よ

う
に
、
今
文
は
い
づ
れ
も
訓
詁
の
字
を
直
接
経
に
代
替
し
て
い
る
」
と
い
う
。

『
禮
』
は
、『
周
禮
』
の
古
文
に
は
奇
字
が
多
い
。
鄭
康
成
〔
鄭
玄
〕
が
い
う
「
故
書
」
と
は
今
文

の
こ
と
で
あ
り
、
康
成
が
依
拠
し
た
本
で
あ
る
。
王
氏
『
困
學
紀
聞
』
に
は
、「『
周
禮
』
は
劉
向

が
校
勘
す
る
前
の
も
の
が
古
文
で
あ
り
、
校
勘
し
た
後
の
も
の
が
今
文
で
あ
る
」
と
い
う
。『
儀
禮
』

は
、
古
文
は
淹
中
で
発
見
さ
れ
た
古
経
で
あ
り
、
今
文
は
高
堂
生
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
賈
公

彦
は
、「『
漢
書
』
に
、『
魯
人
高
堂
生
が
漢
の
博
士
と
な
り
、『
儀
禮
』
十
七
篇
を
伝
え
た
』
と
あ

り
、
こ
れ
が
今
文
で
あ
る
。
武
帝
の
末
に
な
り
、
魯
の
恭
王
が
孔
子
の
宅
を
壊
し
て
、
亡
ん
で
い

た
『
儀
禮
』
五
十
六
篇
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
字
は
す
べ
て
篆
書
で
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
古

文
で
あ
る
」
と
い
う
。
お
そ
ら
く
淹
中
の
古
経
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
禮
記
』
の
古
文
は
、
鄭
康
成

の
『
六
藝
論
』
に
い
う
「
記
百
三
十
一
篇
」
で
あ
っ
て
、
河
閒
獻
王
が
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
文
は
小
戴
〔
戴
聖
〕
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
陸
氏
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
「
鄭
玄
は
も
と
も

と
『
小
戴
禮
』
を
治
め
、
後
に
古
経
で
そ
れ
を
校
勘
し
、
意
味
が
優
れ
て
い
る
も
の
、
順
当
な
も

の
を
採
用
し
て
、
鄭
氏
学
と
し
た
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
春
秋
』
は
『
左
氏
』
が
伝
え
た
も
の
が
古
文
で
あ
り
、『
公
羊
』『
穀
梁
』
が
伝
え
た
も
の
が
今

文
で
あ
る
。
許
君
〔
許
愼
〕
の
『
五
經
異
義
』
は
『
左
氏
』
に
対
し
て
は
「
古
春
秋
左
氏
説
」
と

い
い
、『
公
羊
』『
穀
梁
』
に
対
し
て
は
「
今
春
秋
公
羊
説
」「
今
春
秋
穀
梁
説
」
と
い
う
。

『
孝
經
』
の
古
文
に
は
閨
門
一
章
が
あ
る
が
、
馬
融
・
鄭
康
成
が
作
っ
た
注
は
、
唐
で
は
す
で
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
今
文
は
今
本
『
五
經
異
義
』
が
「
今
孝
經
説
」
と
い
う
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
論
語
』
は
孔
安
國
・
馬
融
が
伝
え
る
、
ふ
た
つ
の
子
張
に
分
け
て
い
る
も
の
が
古
文
で
あ
り
、

齊
・
魯
の
両
家
が
今
文
で
あ
る
。

『
孟
子
』
も
獻
王
が
得
た
も
の
が
古
文
で
あ
り
、
趙
岐
が
注
し
た
も
の
が
今
文
で
あ
る
。
あ
る
人

が
「
趙
氏
は
『
孟
子
』
に
注
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
だ
古
文
を
見
て
い
な
い
。
伝
え
た
本
に
は
俗

字
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
今
文
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

『
爾
雅
』
は
後
人
の
も
の
が
入
り
混
じ
り
乱
れ
て
い
る
。
釋
詁
篇
に
は
古
文
が
あ
る
に
ち
が
い
な

い
。『
漢
書
』
景
十
三
王
傳
に
、「
孔
壁
得
る
所
は
『
孟
子
』『
老
子
』
の
屬
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、『
爾
雅
』
が
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
増
益

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
文
に
は
辨
別
す
る
価
値
の
な
い
も
の
が
あ
る
。

注
家
有
得
有
失
第
六

經
非
注
不
明
。
故
治
經
必
須
研
求
古
注
。
云
注
家
者
、
舉
凡
釋
經
之
書
、
若
傳
若
箋
、
若
解
若
疏
、

而
賅
言
之
也
。
然
注
家
之
得
失
不
知
、
則
胸
中
之
去
取
無
據
、
平
日
無
所
致
力
、
臨
時
無
所
折
衷
。

茲
就
古
注
之
見
存
者
、
稍
分
優
劣
以
定
趨
向
。

周
易
注
疏
本
王
韓
二
注
、
空
言
説
理
、
失
漢
家
法
。
孔
疏
依
注
敷
衍
、
毫
無
足
據
。
外
如
馬
鄭
逸

注
及
唐
李
氏
鼎
祚
集
解
中
之
所
採
者
、
皆
有
師
傳
。
王
肅
説
經
、
好
與
鄭
難
、
皆
不
免
于
支
離
。

惟
言
易
、
則
本
諸
父
朗
、
多
同
鄭
説
。
其
不
同
者
、
亦
與
馬
融
相
合
、
則
非
難
鄭
可
知
。
康
成
言

易
、
皆
有
本
。
言
爻
辰
則
究
嫌
穿
鑿
。
虞
翻
五
世
傳
孟
氏
易
、
長
於
通
變
。
其
納
甲
則
大
爲
無
理
、

且
好
議
鄭
學
、
是
其
短
也
。
自
唐
而
下
、
多
近
王
輔
嗣
一
派
、
言
漢
學
者
、
不
取
居
多
。

尚
書
孔
安
國
傳
、
眞
僞
雜
亂
、
辨
僞
篇
所
舉
二
十
五
篇
之
傳
、
則
枚
氏
作
也
。
治
尚
書
者
、
固
所

不
取
。
孔
氏
正
義
不
知
其
僞
、
從
而
附
之
、
其
失
孰
甚
。
就
其
所
引
、
則
較
易
疏
爲
富
。
此
外
、

伏
生
大
傳
、
馬
鄭
王
之
佚
注
、
皆
如
散
珠
可
寶
。
司
馬
遷
從
安
國
問
故
、
而
史
記
多
古
文
家
説
、
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賈
逵
范
甯
杜
預
諸
人
、
亦
得
書
傳
。
其
他
注
之
渉
于
書
者
、
皆
足
援
據
。
所
行
蔡
傳
、
則
取
宋
人

之
説
爲
多
。

詩
惟
毛
公
獨
得
古
義
、
三
家
異
同
、
足
資
考
訂
。
鄭
玄
箋
詩
、
實
以
宗
毛
爲
主
、
卽
下
己
意
、
亦

有
識
別
。
人
以
鄭
好
易
毛
議
之
、
則
孔
疏
莫
辭
其
咎
何
也
。
鄭
君
申
毛
之
處
、
疏
有
未
達
、
卽
以

鄭
爲
異
、
則
疏
之
咎
也
。
王
肅
述
毛
、
意
在
難
鄭
、
往
往
大
背
毛
意
。
毛
傳
所
引
仲
梁
子
孟
仲
子

高
子
之
類
、
則
引
師
説
解
經
、
並
非
別
出
異
義
。
荀
子
説
詩
、
本
得
詩
傳
、
其
義
較
精
三
家
。
孫

毓
陸
璣
、
得
失
相
參
、
元
朗
釋
文
音
義
盡
善
。
其
最
古
者
、
爾
雅
所
釋
、
左
氏
所
引
、
論
語
孟
子

之
所
述
。
至
唐
以
後
、
惟
王
應
麟
詩
地
理
考
爲
可
。
朱
子
之
廢
詩
序
、
則
其
誤
有
不
待
言
。

三
禮
惟
康
成
爲
折
衷
。
故
禮
學
先
儒
卽
稱
鄭
學
。
譏
其
改
字
、
議
其
引
緯
、
皆
不
知
者
之
談
。
公

彦
二
疏
不
及
禮
記
正
義
之
詳
核
、
儀
禮
疏
則
亦
不
在
孔
下
。
杜
子
春
鄭
司
農
鄭
大
夫
盧
植
射
慈
馬

融
諸
儒
之
散
見
於
注
疏
者
、
雖
存
異
義
、
亦
多
有
合
於
鄭
。
王
肅
之
説
、
則
本
以
難
鄭
。
郊
祀
朝

廟
諸
議
、
皆
爲
後
世
之
制
。
自
唐
而
下
、
惟
衞
湜
禮
記
集
説
爲
長
。
祥
道
禮
書
、
陳
澔
集
説
、
其

原
本
漢
儒
者
則
得
、
其
依
據
宋
人
者
則
失
。
蓋
禮
不
能
以
宋
儒
之
臆
度
而
得
也
。

春
秋
公
羊
、
何
邵
公
深
得
大
義
、（
塙
）〔
碻
〕
①
守
師
説
。
以
爲
謬
誕
者
非
是
。
徐
疏
則
微
嫌
冗

沓
。
穀
梁
范
注
亦
愼
且
密
。（
揚
）〔
楊
〕
②
疏
則
與
徐
不
相
高
下
。
左
氏
杜
注
、
名
爲
集
解
、
實

則
多
棄
古
説
。
賈
逵
服
虔
之
注
、
閒
存
正
義
、
則
孔
氏
之
功
多
也
。
至
其
囘
護
杜
注
、
疏
例
當
然
、

不
可
以
此
爲
責
。
杜
預
釋
例
則
頗
有
功
左
氏
。
而
自
唐
而
下
、
其
掊
撃
三
傳
、
妄
立
己
意
者
、
皆

可
以
得
罪
春
秋
論
。
春
秋
之
義
、
固
具
于
公
穀
、
春
秋
之
事
、
固
具
于
左
氏
。
而
束
三
傳
于
高
閣

可
乎
哉
。

孝
經
、
玄
宗
注
遵
用
今
文
、
而
古
文
後
乃
漸
微
。
是
其
罪
也
。
邢
疏
無
足
長
短
。
所
遺
鄭
小
同
注
、

古
義
存
焉
。
司
馬
光
之
指
解
、
朱
子
之
刊
誤
、
竊
不
取
也
。

論
語
何
注
、
本
集
安
國
包
咸
馬
鄭
王
諸
家
之
成
、
閒
參
己
意
、
而
古
義
猶
備
。
邢
氏
之
疏
則
尚
不

如
皇
侃
之
善
。
退
之
筆
解
、
僞
託
無
疑
。
祥
道
全
解
、
駁
襍
奚
似
。

孟
子
趙
注
、
可
稱
完
善
。
孫
奭
之
疏
則
陋
甚
也
。

爾
雅
郭
注
、
去
古
未
遠
、
其
所
不
知
、
善
在
能
闕
。
疏
亦
就
範
、
閒
采
樊
李
諸
家
、
尤
爲
有
得
。

鄭
樵
之
注
、
無
足
算
也
。

外
此
、
總
釋
羣
經
、
班
氏
之
白
虎
通
義
、
楊
子
之
方
言
、
許
氏
之
説
文
解
字
、
五
經
異
義
、
鄭
志
、

陸
氏
之
釋
文
、
古
義
咸
在
、
精
核
靡
遺
。
若
乃
智
者
百
密
、
不
無
一
疏
、
愚
者
千
慮
、
必
有
一
得
、

諸
家
之
善
、
未
必
無
疵
。
其
不
純
者
、
容
有
得
當
、
則
在
善
學
者
之
詳
審
焉
。

【
校
記
】

①

「
塙
」

勘
語
に
従
っ
て
「
碻
」
に
改
め
る
。

②

「
揚
」

誤
字
と
み
な
し
て
「
楊
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

注
家
に
得
有
り
失
有
り
第
六

經
は
注
に
非
ざ
れ
ば
明
ら
か
な
ら
ず
。
故
に
經
を
治
む
る
に
は
必
ず
須
く
古
注
を
研
求
す
べ
し
。

注
家
と
云
ふ
者
は
、
凡
そ
經
を
釋
す
る
の
書
、
傳
の
若
き
箋
の
若
き
、
解
の
若
き
疏
の
若
き
を
舉

げ
て
、
之
を
賅
言
す
る
な
り
。
然
れ
ど
も
注
家
の
得
失
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
胸
中
の
去
取
據
る
無

く
、
平
日
力
を
致
す
所
無
く
、
時
に
臨
ん
で
折
衷
す
る
所
無
し
。
茲
に
古
注
の
見
存
す
る
者
に
就

こ
こ

い
て
、
稍
や
優
劣
を
分
ち
て
以
て
趨
向
を
定
む
。

周
易
注
疏
は
王
・
韓
の
二
注
に
本
づ
き
、
言
を
空
し
く
し
て
理
を
説
き
、
漢
家
の
法
を
失
ふ
。
孔

疏
は
注
に
依
り
て
敷
衍
し
、
毫
か
も
據
る
に
足
る
無
し
。
外
、
馬
・
鄭
の
逸
注
、
及
び
唐
の
李

い
さ
さ

氏
鼎
祚
の
集
解
中
の
採
る
所
の
者
の
如
き
は
、
皆
師
傳
有
り
。
王
肅
、
經
を
説
く
に
、
好
ん
で
鄭

と
難
ず
る
も
、
皆
支
離
を
免
が
れ
ず
。
惟
だ
易
を
言
ふ
は
、
則
ち
諸
を
父
の
朗
に
本
づ
き
、
多
く

こ
れ

鄭
説
に
同
じ
。
其
の
同
じ
か
ら
ざ
る
者
も
亦
馬
融
と
相
合
す
れ
ば
、
則
ち
鄭
を
難
ず
る
に
非
ざ
る

こ
と
知
る
可
し
。
康
成
、
易
を
言
ふ
に
、
皆
本
づ
く
有
り
。
爻
辰
①
を
言
ふ
は
則
ち
究
め
て
穿
鑿

を
嫌
ふ
。
虞
翻
は
五
世
、
孟
氏
易
を
傳
へ
、
通
變
に
長
ず
。
其
の
納
甲
②
は
則
ち
大
い
に
理
無
し

と
爲
し
、
且
つ
好
ん
で
鄭
學
を
議
す
る
は
、
是
れ
其
の
短
な
り
。
唐
よ
り
而
下
は
、
多
く
王
輔
嗣

の
一
派
に
近
く
、
漢
學
を
言
ふ
者
は
、
取
ら
ざ
る
こ
と
多
き
に
居
る
。

尚
書
の
孔
安
國
傳
は
眞
僞
雜
亂
し
、
辨
僞
篇
舉
ぐ
る
所
の
二
十
五
篇
の
傳
は
、
則
ち
枚
氏
の
作
な

り
。
尚
書
を
治
む
る
者
は
、
固
よ
り
取
ら
ざ
る
所
な
り
。
孔
氏
の
正
義
は
其
の
僞
を
知
ら
ず
し
て
、
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從
ひ
て
之
に
附
す
、
其
の
失
孰
れ
か
甚
だ
し
。
其
の
引
く
所
に
就
け
ば
、
則
ち
易
疏
に
較
べ
て
富

と
爲
す
。
此
の
外
、
伏
生
の
大
傳
、
馬
・
鄭
・
王
の
佚
注
は
、
皆
散
珠
寶
と
可
き
が
如
し
。
司
馬

遷
は
安
國
に
從
ひ
て
故
を
問
ひ
、
史
記
に
は
古
文
家
の
説
多
く
③
、
賈
逵
・
范
甯
・
杜
預
の
諸
人

も
亦
書
の
傳
を
得
た
り
。
其
の
他
の
注
の
、
書
に
渉
る
者
は
皆
援
據
す
る
に
足
る
。
行
は
る
る
所

の
蔡
傳
は
、
則
ち
宋
人
の
説
を
取
る
こ
と
多
き
と
爲
す
。

詩
は
惟
だ
毛
公
の
み
獨
り
古
義
を
得
、
三
家
の
異
同
は
考
訂
に
資
す
る
に
足
る
。
鄭
玄
、
詩
に
箋

す
る
に
、
實
に
毛
を
宗
と
す
る
を
以
て
主
と
爲
し
、
卽
ち
己
が
意
を
下
し
、
亦
識
別
有
り
。
人
、

鄭
好
ん
で
毛
を
易
ふ
る
を
以
て
之
を
議
す
れ
ば
、
則
ち
孔
疏
、
其
の
咎
を
辭
す
る
莫
き
は
何
ぞ
や
。

鄭
君
、
毛
を
申
ぶ
る
の
處
、
疏
、
未
だ
達
せ
ざ
る
有
り
、
卽
ち
鄭
を
以
て
異
と
爲
す
は
、
則
ち
疏

の
咎
な
り
。
王
肅
、
毛
を
述
ぶ
る
に
、
意
は
鄭
を
難
ず
る
に
在
り
、
往
往
に
し
て
大
い
に
毛
の
意

に
背
く
。
毛
傳
引
く
所
の
仲
梁
子
・
孟
仲
子
・
高
子
の
類
は
、
則
ち
師
説
を
引
き
て
經
を
解
し
、

並
び
に
別
に
異
義
を
出
だ
す
に
非
ず
。
荀
子
、
詩
を
説
く
は
、
本
、
詩
の
傳
を
得
、
其
の
義
較
や

三
家
よ
り
精
な
り
。
孫
毓
・
陸
璣
は
得
失
相
參
じ
、
元
朗
の
釋
文
音
義
は
善
を
盡
す
。
其
の
最
も

古
き
者
は
、
爾
雅
の
釋
す
る
所
、
左
氏
の
引
く
所
、
論
語
・
孟
子
の
述
ぶ
る
所
な
り
。
唐
以
後
に

至
り
て
は
、
惟
だ
王
應
麟
の
詩
地
理
考
の
み
可
と
爲
す
。
朱
子
の
、
詩
序
を
廢
す
る
は
、
則
ち
其

の
誤
り
、
言
ふ
を
待
た
ざ
る
有
り
。

三
禮
は
惟
だ
康
成
の
み
折
衷
を
爲
す
。
故
に
禮
學
の
先
儒
は
卽
ち
鄭
學
と
稱
す
。
其
の
、
字
を
改

む
る
を
譏
り
、
其
の
、
緯
を
引
く
を
議
す
る
は
、
皆
知
ら
ざ
る
者
の
談
な
り
。
公
彦
の
二
疏
は
禮

記
正
義
の
詳
核
に
及
ば
ず
、
儀
禮
疏
は
則
ち
亦
孔
の
下
に
在
ら
ず
。
杜
子
春
・
鄭
司
農
・
鄭
大
夫

・
盧
植
・
射
慈
・
馬
融
諸
儒
の
、
注
疏
に
散
見
せ
る
者
は
、
異
義
を
存
す
と
雖
も
、
亦
多
く
鄭
に

合
す
る
有
り
。
王
肅
の
説
は
、
則
ち
本
以
て
鄭
を
難
ず
。
郊
祀
朝
廟
の
諸
議
は
皆
後
世
の
制
と
爲

す
。
唐
よ
り
而
下
、
惟
だ
衞
湜
の
禮
記
集
説
を
長
と
爲
す
。
祥
道
の
禮
書
、
陳
澔
の
集
説
、
其
の
、

漢
儒
に
原
本
せ
る
者
は
則
ち
得
、其
の
、宋
人
に
依
據
せ
る
者
は
則
ち
失
ふ
。蓋
し
禮
は
宋
儒
の
臆
度

お
く
た
く

を
以
て
得
る
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。

春
秋
公
羊
は
、
何
邵
公
深
く
大
義
を
得
、
師
説
を
碻
守
す
。
以
て
謬
誕
と
爲
す
者
は
是
に
非
ず
。

徐
疏
は
則
ち
微
か
に
冗

沓
を
嫌
ふ
。
穀
梁
范
注
も
亦
愼
且
つ
密
な
り
。
楊
疏
は
則
ち
徐
と
相
高

か
す

じ
よ
う
た
ふ

下
せ
ず
。
左
氏
杜
注
は
名
づ
け
て
集
解
と
爲
す
も
、
實
は
則
ち
古
説
を
棄
つ
る
こ
と
多
し
。
賈
逵

・
服
虔
の
注
は
、
閒
ま
正
義
を
存
す
れ
ば
、
則
ち
孔
氏
の
功
多
し
。
其
の
、
杜
注
を
囘
護
す
る
に

至
り
て
は
、
疏
例
當
に
然
る
べ
し
、
此
れ
を
以
て
責
と
爲
す
可
か
ら
ず
。
杜
預
の
釋
例
は
則
ち
頗

る
左
氏
に
功
有
り
。
而
し
て
唐
よ
り
而
下
、
其
の
、
三
傳
を
掊
撃
し
、
妄
り
に
己
が
意
を
立
つ
る

者
は
、
皆
春
秋
を
罪
す
る
を
得
る
を
以
て
論
ず
可
し
。
春
秋
の
義
は
固
よ
り
公
・
穀
に
具
は
り
、

春
秋
の
事
は
固
よ
り
左
氏
に
具
は
る
。
而
し
て
三
傳
を
高
閣
に
束
ぬ
る
は
可
な
ら
ん
や
。

孝
經
は
、
玄
宗
注
、
今
文
を
遵
用
し
て
、
古
文
は
後
に
乃
ち
漸
く
微
な
り
。
是
れ
其
の
罪
な
り
。

邢
疏
は
長
短
す
る
に
足
る
無
し
。
遺
る
所
の
鄭
小
同
注
は
、
古
義
存
せ
り
。
司
馬
光
の
指
解
、
朱

の
こ

子
の
刊
誤
は
、
竊
か
に
取
ら
ざ
る
な
り
。

論
語
何
注
は
、
本
安
國
・
包
咸
・
馬
・
鄭
・
王
の
諸
家
の
成
を
集
め
て
、
閒
ま
己
が
意
を
參
へ
て
、

も
と

古
義
猶
ほ
備
は
れ
り
。
邢
氏
の
疏
は
則
ち
尚
ほ
皇
侃
の
善
に
如
か
ず
。
退
之
の
筆
解
は
僞
託
な
る

こ
と
疑
ひ
無
し
。
祥
道
の
全
解
は
駁
襍
奚
似
た
り
。

孟
子
趙
注
は
完
善
と
稱
す
可
し
。
孫
奭
の
疏
は
則
ち
陋
甚
だ
し
。

爾
雅
郭
注
は
古
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
、
其
の
知
ら
ざ
る
所
は
、
善
く
能
く
闕
く
に
在
り
。

疏
も
亦
範
と
就
り
、
閒
ま
樊
・
李
の
諸
家
を
采
る
は
、
尤
も
得
る
有
り
と
爲
す
。
鄭
樵
の
注
は
算

な

か
ぞ

ふ
る
に
足
る
無
き
な
り
。

此
れ
よ
り
外
、
羣
經
を
總
釋
す
る
は
、
班
氏
の
白
虎
通
義
、
楊
子
の
方
言
、
許
氏
の
説
文
解
字
、

五
經
異
義
、
鄭
志
、
陸
氏
の
釋
文
は
、
古
義
咸
な
在
り
、
精
核
遺
す
靡
し
。
乃
ち
智
者
百
密
な
る

み

の
こ

な

も
、
一
疏
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
、
愚
者
千
慮
し
て
、
必
ず
一
得
有
る
④
が
若
く
、
諸
家
の
善
も
、
未

だ
必
ず
し
も
疵
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
其
の
純
な
ら
ざ
る
者
、
容
に
當
を
得
る
有
る
べ
き
は
、
則
ち

ま
さ

善
く
學
ぶ
者
の
詳
審
に
在
り
。

【
註
】

①

「
爻
」
は
卦
の
六
爻
、「
辰
」
は
十
二
辰
。
鄭
玄
は
六
爻
と
十
二
辰
を
配
合
し
て
『
易
』
を
説

明
し
た
。

②

漢
易
で
十
干
を
八
卦
に
分
け
て
納
れ
た
も
の
。
乾
は
甲
壬
、
坤
は
乙
癸
、
震
は
庚
、
巽
は
辛
、
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坎
は
戊
、
離
は
己
、
艮
は
丙
、
兌
は
丁
に
そ
れ
ぞ
れ
納
れ
る
。

③

『
漢
書
』
巻
八
十
八
、
儒
林
傳
「
安
國
爲
諫
大
夫
、
授
都
尉
朝
。
而
司
馬
遷
亦
從
安
國
問
故
。

遷
書
載
堯
典
、
禹
貢
、
洪
範
、
微
子
、
金
縢
諸
篇
、
多
古
文
説
」。

④

『
史
記
』
巻
九
十
二
、
淮
陰
侯
列
傳
「
廣
武
君
曰
、
臣
聞
、
智
者
千
慮
、
必
有
一
失
、
愚
者

千
慮
、
必
有
一
得
」。

【
通
釈
】

注
家
に
得
有
り
失
有
り
第
六

経
は
注
が
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
経
を
治
め
る
に
は
か
な
ら
ず
古
注
を
研
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
注
家
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
を
解
釈
す
る
書
、
た
と
え
ば
傳
・
箋
・
解
・
疏

を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
を
概
括
し
て
い
う
。
し
か
し
注
家
の
得
失
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
胸
中
の
判

断
去
取
に
根
拠
が
な
く
、
平
日
ど
こ
に
力
を
い
た
せ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
時
に
臨
ん
で
ど
の

よ
う
に
折
衷
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
古
注
の
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
す

こ
し
く
優
劣
を
分
け
て
そ
の
方
向
性
を
定
め
る
。

『
周
易
注
疏
』
は
王
弼
・
韓
康
伯
の
ふ
た
つ
の
注
に
依
拠
し
、
口
先
だ
け
で
道
理
を
説
明
し
て
お

り
、
漢
家
の
法
則
を
失
っ
て
い
る
。
孔
穎
達
の
疏
は
注
に
も
と
づ
い
て
敷
衍
す
る
だ
け
で
、
ま
っ

た
く
根
拠
と
す
る
価
値
は
な
い
。
こ
れ
以
外
、
馬
融
・
鄭
玄
の
逸
注
、
お
よ
び
唐
の
李
氏
鼎
祚
の

『
集
解
』
が
採
用
す
る
も
の
は
、
い
づ
れ
も
師
伝
を
有
す
る
。
王
肅
が
経
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、

し
ば
し
ば
鄭
玄
と
論
難
す
る
の
は
、
い
づ
れ
も
支
離
滅
裂
を
免
が
れ
な
い
。
た
だ
『
易
』
を
述
べ

る
場
合
は
、
父
の
王
朗
に
も
と
づ
き
、
鄭
玄
の
説
に
同
じ
も
の
が
多
い
。
同
じ
で
な
い
も
の
も
馬

融
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鄭
玄
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
鄭
康

成
が
『
易
』
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
い
づ
れ
も
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
爻
辰
を
言
う
と
き

は
結
局
穿
鑿
で
あ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
虞
翻
は
五
世
に
わ
た
っ
て
『
孟
氏
易
』
を
伝
え
、
通
変
に

長
じ
て
い
る
。
そ
の
納
甲
に
は
ま
っ
た
く
道
理
が
な
く
、
な
お
か
つ
好
ん
で
鄭
玄
の
学
を
議
論
す

る
の
が
そ
の
短
所
で
あ
る
。
唐
以
下
は
、
王
輔
嗣
〔
王
弼
〕
の
一
派
に
近
い
も
の
が
多
く
、
漢
学

を
議
論
す
る
も
の
は
、
採
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
。

『
尚
書
』
の
孔
安
國
傳
は
真
と
偽
が
入
り
混
じ
り
、
本
書
羣
經
辨
僞
篇
第
四
で
挙
げ
た
二
十
五
篇

の
伝
は
、
枚
氏
〔
枚
賾
〕
の
作
で
あ
る
。『
尚
書
』
を
治
め
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
採
用
し
な
い
。
孔

氏
〔
孔
穎
達
〕
の
『
尚
書
正
義
』
は
そ
れ
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
採
用
し
て
付
和
雷
同

し
た
、
こ
れ
よ
り
は
な
は
だ
し
い
誤
り
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
引
用
は
『
易
疏
』
に
く
ら
べ

て
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
、
伏
生
の
『
尚
書
大
傳
』、
馬
融
・
鄭
玄
・
王
肅
の
佚
注
は
、
い
づ
れ

も
宝
と
す
べ
き
散
珠
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
孔
安
國
か
ら
訓
詁
を
学
ん
だ
の
で
、『
史

記
』
に
は
古
文
家
の
説
が
多
く
、
賈
逵
・
范
甯
・
杜
預
の
諸
人
も
『
書
』
の
伝
統
を
習
得
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
注
で
『
書
』
に
関
係
す
る
も
の
は
す
べ
て
依
拠
す
る
価
値
が
あ
る
。
通
行
し
て
い

る
蔡
沈
の
『
尚
書
集
傳
』
は
宋
人
の
説
を
採
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

『
詩
』
は
毛
公
だ
け
が
古
義
を
得
て
お
り
、（
韓
・
魯
・
齊
の
）
三
家
の
異
同
は
考
訂
に
役
立
つ
。

鄭
玄
が
『
詩
』
に
箋
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
際
に
は
主
と
し
て
毛
亨
を
宗
と
し
て
、
す
ぐ
に
自
分

の
意
見
を
下
し
て
お
り
、
や
は
り
区
別
が
あ
る
。
鄭
玄
が
し
ば
し
ば
毛
亨
の
解
釈
を
か
え
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
人
々
が
議
論
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
孔
穎
達
の
疏
が
そ
の
咎
を
責
め
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
鄭
君
が
毛
亨
を
申
述
す
る
と
こ
ろ
を
疏
が
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
鄭
玄
を
誤
り

だ
と
す
る
の
が
疏
の
咎
で
あ
る
。
王
肅
が
毛
亨
を
申
述
す
る
の
は
、
鄭
玄
を
非
難
す
る
意
図
が
あ

っ
た
が
、
往
々
に
し
て
毛
亨
の
意
図
に
ま
っ
た
く
そ
む
い
て
い
る
。
毛
傳
が
引
用
す
る
仲
梁
子
・

孟
仲
子
・
高
子
の
類
は
、
師
説
を
引
用
し
て
経
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
別
に
異
義
を
提

出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
荀
子
が
『
詩
』
を
説
く
の
は
、
も
と
も
と
『
詩
』
の
伝
統
を
得
て

お
り
、
そ
の
義
は
三
家
に
比
較
し
て
よ
り
精
密
で
あ
る
。
孫
毓
・
陸
璣
は
、
得
失
が
い
り
ま
じ
り
、

元
朗
〔
陸
德
明
〕
の
『
經
典
釋
文
』
音
義
は
最
善
を
尽
し
て
い
る
。〔『
詩
』
の
解
釈
の
〕
も
っ
と

も
古
い
も
の
は
、『
爾
雅
』
が
解
釈
す
る
も
の
、『
左
氏
』
が
引
用
す
る
も
の
、『
論
語
』『
孟
子
』

が
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
以
後
で
は
、
王
應
麟
の
『
詩
地
理
考
』
し
か
す
ぐ
れ
た
も
の
が
な
い
。

朱
子
が
『
詩
』
の
序
を
廃
す
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
誤
り
で
あ
る
。

『
三
禮
』
は
鄭
康
成
だ
け
が
三
つ
を
折
衷
し
て
い
る
。
だ
か
ら
禮
学
の
先
儒
は
鄭
学
で
あ
る
と
称

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
が
字
を
改
め
た
の
を
譏
り
、
緯
を
引
用
す
る
の
を
非
難
す
る
の
は
、
い
づ

れ
も
理
解
し
て
い
な
い
も
の
の
談
で
あ
る
。
賈
公
彦
の
ふ
た
つ
の
疏
は
『
禮
記
正
義
』
の
詳
細
さ

37



独立行政法人国立高等専門学校機構香川高等専門学校研究紀要 8(2017)

に
は
お
よ
ば
な
い
が
、『
儀
禮
疏
』
は
孔
穎
達
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
注
疏
に
散
見
す
る
杜
子
春

・
鄭
司
農
・
鄭
大
夫
・
盧
植
・
射
慈
・
馬
融
の
諸
儒
に
は
異
義
が
存
在
す
る
が
、
や
は
り
鄭
玄
に

一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
王
肅
の
説
は
も
と
も
と
鄭
玄
を
非
難
し
て
い
る
。
郊
祀
朝
廟
の
諸
議
は

い
づ
れ
も
後
世
の
制
度
で
あ
る
。
唐
よ
り
以
下
で
は
、
衞
湜
の
『
禮
記
集
説
』
だ
け
が
す
ぐ
れ
て

い
る
。
陳
祥
道
の
『
禮
書
』、
陳
澔
の
『
禮
記
集
説
』
は
、
漢
儒
に
も
と
づ
く
部
分
は
正
し
く
、
宋

人
に
依
據
す
る
部
分
は
あ
や
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
禮
は
宋
儒
の
臆
測
で
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
春
秋
公
羊
傳
』
は
何
邵
公
〔
何
休
〕
が
深
く
大
義
を
理
解
し
、
師
説
を
順
守
し
て
お
り
、
こ
れ

を
誤
り
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
徐
彦
の
疏
は
わ
ず
か
に
冗
長
の
き
ら
い
が
あ
る
。『
穀
梁
傳
』

の
范
寧
注
も
慎
重
か
つ
精
密
で
あ
る
。
楊
士
勛
の
疏
は
徐
彦
と
優
劣
は
な
い
。『
左
氏
』
杜
預
注
は

名
づ
け
て
『
集
解
』
と
い
う
が
、
実
は
古
説
を
棄
て
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
賈
逵
・
服
虔
の
注
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
正
し
い
義
を
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、（
そ
れ
を
引
用
す
る
）
孔
氏
〔
孔
穎

達
〕
の
功
績
は
大
き
い
。
杜
注
を
擁
護
す
る
の
は
疏
の
体
例
と
し
て
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

で
疏
を
非
難
し
て
は
な
ら
な
い
。
杜
預
の
『
釋
例
』
は
『
左
氏
』
に
対
し
て
と
て
も
功
績
が
あ
る
。

し
か
し
唐
よ
り
以
下
、
三
傳
を
攻
撃
し
、
勝
手
に
自
分
の
意
見
を
標
榜
す
る
も
の
は
、
い
づ
れ
も

『
春
秋
』
に
対
す
る
罪
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
議
論
し
て
よ
い
。『
春
秋
』
の
義
は
も
ち
ろ
ん
『
公

羊
傳
』『
穀
梁
傳
』
に
具
わ
り
、『
春
秋
』
の
事
は
も
ち
ろ
ん
『
左
氏
傳
』
に
具
わ
る
。『
三
傳
』
を

高
閣
に
放
置
す
る
の
は
よ
く
な
い
。

『
孝
經
』
は
玄
宗
注
が
今
文
を
遵
用
し
た
の
で
、
古
文
は
次
第
に
衰
微
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
罪
で

あ
る
。
邢
昺
の
疏
は
優
劣
を
議
論
す
る
価
値
は
な
い
。
伝
わ
っ
て
い
る
鄭
小
同
注
に
は
古
義
が
残

存
し
て
い
る
。
司
馬
光
の
『
孝
經
指
解
』、
朱
子
の
『
孝
經
刊
誤
』
は
、
個
人
的
に
は
私
は
採
用
し

な
い
。

『
論
語
』
何
晏
注
は
、
孔
安
國
・
包
咸
・
馬
融
・
鄭
玄
・
王
弼
の
諸
家
の
成
果
を
集
め
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
自
己
の
意
見
を
ま
じ
え
て
お
り
、
古
義
が
な
お
具
備
し
て
い
る
。
邢
氏
の
疏
は
や
は
り
皇

侃
の
完
善
さ
に
は
お
よ
ば
な
い
。
退
之
〔
韓
愈
〕
の
『
論
語
筆
解
』
は
間
違
い
な
く
僞
託
で
あ
る
。

陳
祥
道
の
『
論
語
全
解
』
は
雑
駁
も
は
な
は
だ
し
い
。

『
孟
子
』
の
趙
岐
注
は
完
善
と
い
っ
て
も
よ
い
。
孫
奭
の
疏
は
と
て
も
卑
陋
で
あ
る
。

『
爾
雅
』
の
郭
璞
注
は
古
を
ま
だ
大
き
く
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

と
は
っ
き
り
い
う
。
疏
も
規
範
と
な
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
樊
光
・
李
巡
の
諸
家
を
採
用
し
て
い
る

の
は
、
と
り
わ
け
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
鄭
樵
の
注
は
数
に
い
れ
る
価
値
は
な
い
。

こ
れ
以
外
に
、
群
経
を
総
合
的
に
解
釈
す
る
も
の
が
あ
る
。
班
氏
〔
班
固
〕
の
『
白
虎
通
義
』、
楊

子
〔
楊
雄
〕
の
『
方
言
』、
許
氏
〔
許
愼
〕
の
『
説
文
解
字
』、『
五
經
異
義
』、（
鄭
玄
の
）『
鄭
志
』、

陸
氏
〔
陸
德
明
〕
の
『
經
典
釋
文
』
は
、
い
づ
れ
も
古
義
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
こ
ら
ず

精
密
で
あ
る
。
智
者
が
百
回
綿
密
に
考
え
た
と
し
て
も
粗
略
な
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い

え
ず
、
愚
者
で
あ
っ
て
も
千
度
熟
考
す
る
と
、
な
に
か
ひ
と
つ
で
も
得
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、

諸
家
の
長
所
に
も
か
な
ら
ず
し
も
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
不
純
な
も
の
の
な
か
か
ら
、
適

当
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
善
く
学
ぶ
者
が
ど
れ
だ
け
詳
細
に
理
解
で
き
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

古
書
疑
例
第
七

讀
書
求
信
也
。
而
求
信
必
自
求
疑
始
。
古
書
之
疑
不
可
不
明
、
卽
古
書
之
例
不
可
不
審
。
今
爲
約

舉
可
疑
之
例
如
左
。

古
書
有
倒
句
例
、
有
倒
序
例
、
有
錯
綜
成
文
例
、
有
參
互
見
義
例
、
有
上
下
文
異
字
同
義
例
、
有

上
下
文
同
字
異
義
例
、
有
兩
事
連
類
並
稱
例
、
有
兩
（
事
）〔
義
〕
①
傳
疑
並
存
例
、
有
兩
語
似
平

實
側
例
、
有
兩
句
似
異
實
同
例
、
有
以
重
言
釋
一
言
例
、
有
以
一
字
作
兩
讀
例
、
有
語
急
例
、
有

語
緩
例
、
有
倒
文
就
韻
例
、
有
變
文
協
韻
例
、
有
蒙
上
文
而
省
例
、
有
探
下
文
而
省
例
、
有
因
彼

見
此
例
②
、
有
因
此
見
彼
例
、
有
一
人
之
辭
自
加
曰
字
例
、
有
兩
人
之
辭
反
省
曰
字
例
、
有
文
具

于
前
而
略
于
後
例
、
有
文
沒
于
前
而
見
于
後
例
。

古
文
行
文
不
嫌
疏
略
、
不
可
以
疏
略
而
疑
。
古
人
行
文
不
避
重
複
、
不
可
以
重
複
而
疑
。
古
書
傳

述
毎
有
異
同
、
不
可
以
其
異
同
而
疑
。
古
人
引
書
毎
有
增
損
、
不
可
以
其
增
損
而
疑
。
古
人
稱
謂

與
今
人
不
同
、
不
可
據
今
以
疑
古
。
古
書
稱
名
常
有
寄
寓
、
不
可
以
假
而
疑
眞
。
古
有
以
雙
聲
疊
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韻
〔
字
〕
③
代
本
字
、
不
可
以
其
代
而
妄
改
。
古
有
以
讀
若
字
代
本
字
、
不
可
以
其
代
而
疑
岐
。

古
有
以
大
名
冠
小
名
、
又
有
以
大
名
代
小
名
、
復
有
以
小
名
代
大
名
、
不
可
以
執
一
論
也
。
古
有

以
美
惡
而
同
詞
、
又
有
以
高
下
而
相
形
、
復
有
以
反
言
而
見
意
、
不
可
以
偏
見
拘
也
。

若
乃
有
以
敍
論
並
行
者
、
皆
以
爲
敍
則
失
矣
。
有
以
實
字
活
用
者
、
皆
以
爲
實
則
失
矣
。
有
以
語

詞
疊
用
者
、
誤
易
焉
則
失
矣
。
有
以
語
詞
複
用
者
、
誤
改
焉
則
失
矣
。
有
于
句
中
用
虛
字
者
、
倒

易
之
則
失
矣
。
有
于
上
下
文
變
換
虛
字
者
、
妄
疑
爲
誤
則
失
矣
。
有
反
言
而
省
乎
、
增
之
則
失
。

有
助
語
而
用
不
字
、
删
之
則
失
。
古
書
邪
也
通
用
、
雖
唯
通
用
、
分
之
則
失
。
古
書
發
端
之
詞
不

同
、
連
及
之
詞
不
同
、
泥
之
則
失
。

又
有
衍
之
一
例
。
有
因
兩
字
義
同
而
衍
、
有
因
兩
字
形
（
同
）〔
似
〕
④
而
衍
、
有
渉
上
下
文
而
衍
、

有
渉
注
文
而
衍
、
有
衍
卽
有
誤
、
有
因
誤
衍
而
誤
删
者
、
有
因
誤
衍
而
誤
倒
者
、
有
因
誤
衍
而
誤

改
者
、
有
因
誤
衍
而
誤
讀
者
。
此
因
衍
而
誤
者
也
。

又
有
一
字
而
誤
爲
兩
字
者
、
有
兩
字
而
誤
爲
一
字
者
、
有
重
文
作
二
畫
而
致
誤
者
、
有
重
文
不
省

而
致
誤
者
、
有
因
注
文
而
誤
者
、
有
因
闕
（
文
）〔
字
〕
⑤
作
空
圍
而
〔
致
〕
⑥
誤
者
、
有
本
無
闕

文
而
誤
加
空
圍
者
、
有
上
下
兩
句
而
（
倒
誤
）〔
誤
倒
〕
⑦
者
、
有
上
下
兩
（
字
）〔
句
〕
⑧
而
互

誤
者
、
有
兩
字
平
列
而
誤
易
者
、
有
兩
句
相
因
而
誤
倒
者
、
有
字
以
兩
句
相
連
而
誤
疊
者
、
有
（
文
）

〔
字
〕
⑨
以
兩
句
相
連
而
誤
脱
者
、
有
因
誤
奪
而
誤
補
者
、
有
因
誤
字
而
誤
改
者
、
有
因
誤
補
而

誤
删
者
、
有
因
誤
删
而
誤
增
者
、
有
不
識
古
字
而
誤
改
者
、
有
不
達
古
（
義
）〔
語
〕
⑩
而
誤
解
者
、

有
兩
字
一
義
而
（
兩
）〔
誤
〕
⑪
解
者
、
有
兩
字
對
文
而
誤
解
者
、
有
兩
字
平
列
而
誤
倒
者
、
有
兩

文
疑
複
而
誤
删
者
、
有
据
他
書
誤
改
者
、
有
据
他
書
誤
解
者
、
有
分
章
錯
誤
者
、
有
分
篇
錯
誤
者
。

以
上
各
條
、
王
伯
申
嘗
爲
我
略
言
之
。
其
經
義
述
聞
通
説
中
、
閒
亦
説
及
。
余
因
推
廣
其
説
、
以

示
有
志
于
經
者
。

【
校
記
】

①

「
事
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
義
」
に
改
め
る
。

②

対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
『
古
書
疑
義
舉
例
』
は
「
舉
此
見
彼
例
」
に
作
る
の
で
、
誤
字
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

③

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
字
」
字
を
補
う
。

④

「
同
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
似
」
に
改
め
る
。

⑤

「
文
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
字
」
に
改
め
る
。

⑥

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
致
」
字
を
補
う
。

⑦

「
倒
誤
」

勘
語
に
従
い
、「
誤
倒
」
に
改
め
る
が
、
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
『
古
書
疑
義
舉

例
』
は
「
上
下
兩
句
易
置
例
」
に
作
る
。

⑧

「
字
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
句
」
に
改
め
る
。

⑨

「
文
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
字
」
に
改
め
る
。

⑩

「
義
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
語
」
に
改
め
る
。

⑪

「
兩
」

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
従
い
、「
誤
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

古
書
疑
例
第
七
①

書
を
讀
む
は
信
を
求
む
れ
ば
な
り
。
而
る
に
信
を
求
む
る
は
必
ず
疑
を
求
む
る
よ
り
始
む
。
古
書

の
疑
は
明
ら
か
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
卽
ち
古
書
の
例
は
審
ら
か
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
今
爲
に

た
め

疑
ふ
可
き
の
例
を
約
舉
す
る
こ
と
左
の
如
し
。

古
書
に
は
句
を
倒
に
す
る
の
例
有
り
、
序
を
倒
に
す
る
の
例
有
り
、
錯
綜
し
て
文
を
成
す
の
例
有

り
、
參
互
し
て
義
を
見
は
す
の
例
有
り
、
上
下
文
異
字
同
義
の
例
有
り
、
上
下
文
同
字
異
義
の
例

有
り
、
兩
事
連
類
し
て
並
稱
す
る
の
例
有
り
、
兩
義
傳
疑
し
て
並
存
す
る
の
例
有
り
、
兩
語
平
に

似
て
實
は
側
な
る
例
有
り
、
兩
句
異
に
似
て
實
は
同
じ
例
有
り
、
重
言
を
以
て
一
言
を
釋
す
る
の

例
有
り
、
一
字
を
以
て
兩
讀
に
作
る
の
例
有
り
、
語
急
な
る
例
有
り
、
語
緩
な
る
例
有
り
、
文
を

倒
に
し
て
韻
に
就
く
例
有
り
、
文
を
變
じ
て
韻
に
協
ふ
例
有
り
、
上
文
を
蒙
む
り
て
省
く
の
例
有

か
な

か
う

り
、
下
文
を
探
り
て
省
く
の
例
有
り
、
彼
に
因
り
て
此
れ
を
見
す
の
例
有
り
、
此
れ
に
因
り
て
彼

を
見
す
の
例
有
り
、
一
人
の
辭
に
自
ら
曰
字
を
加
ふ
る
例
有
り
、
兩
人
の
辭
に
反
て
曰
字
を
省
く

例
有
り
、
文
、
前
に
具
は
り
て
後
に
略
す
る
例
有
り
、
文
、
前
に
沒
く
し
て
後
に
見
は
る
る
例
有

あ
ら

り
。
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古
文
の
行
文
は
疏
略
を
嫌
は
ず
、
疏
略
を
以
て
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
古
人
の
行
文
は
重
複
を
避
け
ず
、

重
複
を
以
て
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
古
書
の
傳
述
に
は
毎
に
異
同
有
り
、
其
の
異
同
を
以
て
疑
ふ
可
か

つ
ね

ら
ず
。
古
人
の
引
書
に
は
毎
に
增
損
有
り
、
其
の
增
損
を
以
て
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
古
人
の
稱
謂
は

今
人
と
同
じ
か
ら
ず
、
今
に
據
り
て
以
て
古
を
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
古
書
の
稱
名
に
は
常
に
寄
寓
有

り
、
假
を
以
て
眞
を
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
古
は
雙
聲
疊
韻
の
字
を
以
て
本
字
に
代
ふ
る
有
り
、
其
の

代
ふ
る
を
以
て
妄
り
に
改
む
る
可
か
ら
ず
。
古
は
讀
若
の
字
を
以
て
本
字
に
代
ふ
る
有
り
、
其
の

代
ふ
る
を
以
て
疑
岐
す
可
か
ら
ず
。
古
は
大
名
を
以
て
小
名
に
冠
す
る
有
り
、
又
大
名
を
以
て
小

名
に
代
ふ
る
有
り
、
復
た
小
名
を
以
て
大
名
に
代
ふ
る
有
り
、
一
を
執
る
を
以
て
論
ず
可
か
ら
ず
。

古
は
美
惡
を
以
て
詞
を
同
じ
く
す
る
有
り
、
又
高
下
を
以
て
相
形
は
す
有
り
、
復
た
反
言
を
以
て

あ
ら

意
を
見
は
す
有
り
、
偏
見
を
以
て
拘
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

と
ら

若
ば
乃
ち
敍
論
を
以
て
並
び
行
は
る
る
者
有
り
、
皆
以
て
敍
と
爲
さ
ば
則
ち
失
す
。
實
字
を
以

た
と
え

て
活
用
す
る
者
有
り
、
皆
以
て
實
と
爲
さ
ば
則
ち
失
す
。
語
詞
を
以
て
疊
用
す
る
者
有
り
、
誤
り
易か

ふ
れ
ば
則
ち
失
す
。
語
詞
を
以
て
複
用
す
る
者
有
り
、
誤
り
改
む
れ
ば
則
ち
失
す
。
句
中
に
于
て

虛
字
を
用
ふ
る
者
有
り
、
倒
に
之
を
易
ふ
れ
ば
則
ち
失
す
。
上
下
文
に
于
て
虛
字
を
變
換
す
る
者

有
り
、
妄
り
に
疑
ひ
て
誤
り
と
爲
さ
ば
則
ち
失
す
。
反
言
に
し
て
乎
を
省
く
有
り
、
之
を
增
さ
ば

則
ち
失
す
。
助
語
に
し
て
不
字
を
用
ふ
る
有
り
、
之
を
删
す
れ
ば
則
ち
失
す
。
古
書
は
邪
也
通
用

し
、
雖
唯
通
用
す
、
之
を
分
て
ば
則
ち
失
す
。
古
書
は
發
端
の
詞
同
じ
か
ら
ず
、
連
及
の
詞
同
じ

か
ら
ず
、
之
に
泥
め
ば
則
ち
失
す
。

な
づ

又
衍
の
一
例
あ
り
。
兩
字
義
同
じ
き
に
因
り
て
衍
す
る
有
り
、
兩
字
形
似
た
る
に
因
り
て
衍
す
る

有
り
、
上
下
文
に
渉
り
て
衍
す
る
有
り
、
注
文
に
渉
り
て
衍
す
る
有
り
、
衍
し
て
卽
ち
誤
り
有
る

有
り
、
誤
り
衍
す
る
に
因
り
て
誤
り
删
す
る
者
有
り
、
誤
り
衍
す
る
に
因
り
て
誤
り
倒
に
す
る
者

有
り
、
誤
り
衍
す
る
に
因
り
て
誤
り
改
む
る
者
有
り
、
誤
り
衍
す
る
に
因
り
て
誤
り
讀
む
者
有
り
。

此
れ
衍
に
因
り
て
誤
る
者
な
り
。

又
一
字
に
し
て
誤
り
て
兩
字
と
爲
す
者
有
り
、
兩
字
に
し
て
誤
り
て
一
字
と
爲
す
者
有
り
、
重
文
、

二
畫
に
作
り
て
誤
り
を
致
す
者
有
り
、
重
文
省
か
ず
し
て
誤
り
を
致
す
者
有
り
、
注
文
に
因
り
て

誤
る
者
有
り
、
闕
字
を
空
圍
に
作
る
に
因
り
て
誤
る
者
有
り
、
本
、
闕
文
無
く
し
て
誤
り
て
空
圍

を
加
ふ
る
者
有
り
、
上
下
兩
句
に
し
て
誤
り
倒
に
す
る
者
有
り
、
上
下
兩
句
に
し
て
互
い
に
誤
る

者
有
り
、
兩
字
平
列
し
て
誤
り
易
ふ
る
者
有
り
、
兩
句
相
因
り
て
誤
り
倒
に
す
る
者
有
り
、
字
、

兩
句
相
連
な
る
を
以
て
誤
り
疊
す
る
者
有
り
、
字
、
兩
句
相
連
な
る
を
以
て
誤
り
脱
す
る
者
有
り
、

誤
り
奪
す
る
に
因
り
て
誤
り
補
ふ
者
有
り
、
誤
字
に
因
り
て
誤
り
改
む
る
者
有
り
、
誤
り
補
ふ
に

因
り
て
誤
り
删
す
る
者
有
り
、
誤
り
删
す
る
に
因
り
て
誤
り
增
す
者
有
り
、
古
字
を
識
ら
ず
し
て

誤
り
改
む
る
者
有
り
、
古
語
に
達
せ
ず
し
て
誤
り
解
す
る
者
有
り
、
兩
字
一
義
に
し
て
誤
り
解
す

る
者
有
り
、
兩
字
對
文
に
し
て
誤
り
解
す
る
者
有
り
、
兩
字
平
列
し
て
誤
り
倒
に
す
る
者
有
り
、

兩
文
疑
複
し
て
誤
り
删
す
る
者
有
り
、
他
書
に
据
り
て
誤
り
改
む
る
者
有
り
、
他
書
に
据
り
て
誤

り
解
す
る
者
有
り
、
分
章
錯
誤
す
る
者
有
り
、
分
篇
錯
誤
す
る
者
有
り
。

以
上
の
各
條
、
王
伯
申
嘗
て
我
の
爲
に
之
を
略
言
す
。
其
の
經
義
述
聞
通
説
中
に
閒
ま
亦
説
き
及

た
め

ぶ
。
余
因
り
て
其
の
説
を
推
廣
し
て
、
以
て
經
に
志
有
る
者
に
示
す
。

【
註
】

①

こ
の
篇
は
ほ
ぼ
兪
樾
『
古
書
疑
義
舉
例
』
の
分
類
を
襲
用
し
、
少
し
く
書
き
換
え
て
い
る
。

以
下
、『
古
書
疑
義
舉
例
』
を
も
と
に
対
応
す
る
項
目
を
対
比
し
て
み
る
と
、
順
序
は
そ
の
ま
ま

で
は
な
い
が
、
採
用
し
て
い
な
い
項
目
（
＊
印
を
附
す
）
も
い
く
つ
か
あ
り
、『
舉
例
』
に
挙
げ

て
い
な
い
例
も
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
の
異
な
る
部
分
に
傍
線
を
引
い
て
み
る
。

『
古
書
疑
義
舉
例
』『
經
解
入
門
』
対
照
表

『
古
書
疑
義
舉
例
』

『
經
解
入
門
』

一

上
下
文
異
字
同
義
例

有
上
下
文
異
字
同
義
例

二

上
下
文
同
字
異
義
例

有
上
下
文
同
字
異
義
例

三

倒
句
例

有
倒
句
例

四

倒
序
例

有
倒
序
例

五

錯
綜
成
文
例

有
錯
綜
成
文
例

六

參
互
見
義
例

有
參
互
見
義
例

七

兩
事
連
類
而
並
稱
例

有
兩
事
連
類
並
稱
例
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八

兩
義
傳
疑
而
並
存
例

有
兩
事
傳
疑
並
存
例

九

兩
語
似
平
而
實
側
例

有
兩
語
似
平
實
側
例

十

兩
句
似
異
而
實
同
例

有
兩
句
似
異
實
同
例

十
一

以
重
言
釋
一
言
例

有
以
重
言
釋
一
言
例

十
二

以
一
字
作
兩
讀
例

有
以
一
字
作
兩
讀
例

十
三

倒
文
協
韻
例

有
倒
文
就
韻
例

十
四

變
文
協
韻
例

有
變
文
協
韻
例

十
五

古
文
行
文
不
嫌
疏
略
例

古
文
行
文
不
嫌
疏
略
、
不
可
以
疏
略
而
疑

十
六

古
人
行
文
不
避
繁
複
例

古
人
行
文
不
避
重
複
、
不
可
以
重
複
而
疑

十
七

語
急
例

有
語
急
例

十
八

語
緩
例

有
語
緩
例

十
九

一
人
之
辭
而
加
曰
字
例

有
一
人
之
辭
自
加
曰
字
例

二
十

兩
人
之
辭
而
省
曰
字
例

有
兩
人
之
辭
反
省
曰
字
例

二
十
一

文
具
於
前
而
略
於
後
例

有
文
具
于
前
而
略
于
後
例

二
十
二

文
沒
於
前
而
見
於
後
例

有
文
沒
于
前
而
見
于
後
例

二
十
三

蒙
上
文
而
省
例

有
蒙
上
文
而
省
例

二
十
四

探
下
文
而
省
例

有
探
下
文
而
省
例

二
十
五

舉
此
見
彼
例

有
因
彼
見
此
例

二
十
六

因
此
及
彼
例

有
因
此
見
彼
例

二
十
七

古
書
傳
述
亦
有
異
同
例

古
書
傳
述
毎
有
異
同
、
不
可
以
其
異
同
而
疑

二
十
八

古
人
引
書
毎
有
增
減
例

古
人
引
書
毎
有
增
損
、
不
可
以
其
增
損
而
疑

二
十
九

稱
謂
例

古
人
稱
謂
與
今
人
不
同
、
不
可
據
今
以
疑
古

三
十

寓
名
例

古
書
稱
名
常
有
寄
寓
、
不
可
以
假
而
疑
眞

三
十
一

以
大
名
冠
小
名
例

古
有
以
大
名
冠
小
名
、

三
十
二

以
大
名
代
小
名
例

又
有
以
大
名
代
小
名
、

不
可
以
執
一
論
也

三
十
三

以
小
名
代
大
名
例

復
有
以
小
名
代
大
名
、

三
十
四

以
雙
聲
疊
韻
字
代
本
字
例

古
有
以
雙
聲
疊
韻

代
本
字
、
不
可
以
其
代
而
妄

改
三
十
五

以
讀
若
字
代
本
字
例

古
有
以
讀
若
字
代
本
字
、
不
可
以
其
代
而
疑
岐

三
十
六

美
惡
同
辭
例

古
有
以
美
惡
而
同
詞

三
十
七

高
下
相
形
例

又
有
以
高
下
而
相
形

三
十
八

敍
論
並
行
例

有
以
敍
論
並
行
者
、
皆
以
爲
敍
則
失
矣

三
十
九

實
字
活
用
例

有
以
實
字
活
用
者
、
皆
以
爲
實
則
失
矣

四
十

語
詞
疊
用
例

有
以
語
詞
疊
用
者
、
誤
易
焉
則
失
矣

四
十
一

語
詞
複
用
例

有
以
語
詞
複
用
者
、
誤
改
焉
則
失
矣

四
十
二

句
中
用
虛
字
例

有
于
句
中
用
虛
字
者
、
倒
易
之
則
失
矣

四
十
三

上
下
文
變
換
虛
字
例

有
于
上
下
文
變
換
虛
字
者
、
妄
疑
爲
誤
則
失
矣

四
十
四

反
言
省
乎
字
例

有
反
言
而
省
乎
、
增
之
則
失

四
十
五

助
語
用
不
字
例

有
助
語
而
用
不
字
、
删
之
則
失

四
十
六

也
邪
通
用
例

古
書
邪
也
通
用
、

四
十
七

雖
唯
通
用
例

雖
唯
通
用
、
分
之
則
失

＊
四
十
八

句
尾
用
故
字
例

＊
四
十
九

句
首
用
焉
字
例

五
十

古
書
發
端
之
詞
例

古
書
發
端
之
詞
不
同
、

五
十
一

古
書
連
及
之
詞
例

連
及
之
詞
不
同
、
泥
之
則
失

五
十
二

兩
字
義
同
而
衍
例

有
因
兩
字
義
同
而
衍

五
十
三

兩
字
形
似
而
衍
例

有
因
兩
字
形
同
而
衍

五
十
四

渉
上
下
文
而
衍
例

有
渉
上
下
文
而
衍

五
十
五

渉
注
文
而
衍
例

有
渉
注
文
而
衍

五
十
六

渉
注
文
而
誤
例

有
因
注
文
而
誤
者

＊
五
十
七

以
注
説
改
正
文
例

＊
五
十
八

以
旁
記
字
入
正
文
例
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五
十
九

因
誤
衍
而
誤
删
例

有
因
誤
衍
而
誤
删
者

六
十

因
誤
衍
而
誤
倒
例

有
因
誤
衍
而
誤
倒
者

六
十
一

因
誤
奪
而
誤
補
例

有
因
誤
奪
而
誤
補
者

六
十
二

因
誤
字
而
誤
改
例

有
因
誤
字
而
誤
改
者

六
十
三

一
字
誤
爲
二
字
例

有
一
字
而
誤
爲
兩
字
者

六
十
四

二
字
誤
爲
一
字
例

有
兩
字
而
誤
爲
一
字
者

六
十
五

重
文
作
二
畫
而
致
誤
例

有
重
文
作
二
畫
而
致
誤
者

六
十
六

重
文
不
省
而
致
誤
例

有
重
文
不
省
而
致
誤
者

六
十
七

因
闕
字
作
空
圍
而
致
誤
例

有
因
闕
文
作
空
圍
而

誤
者

六
十
八

本
無
闕
文
而
誤
加
空
圍
例

有
本
無
闕
文
而
誤
加
空
圍
者

六
十
九

上
下
兩
句
而
互
誤
例

有
上
下
兩
字
而
互
誤
者

七
十

上
下
兩
句
易
置
例

有
上
下
兩
句
而
倒
誤
者

七
十
一

字
以
兩
句
相
連
而
誤
疊
例

有
字
以
兩
句
相
連
而
誤
疊
者

七
十
二

字
以
兩
句
相
連
而
誤
脱
例

有
文
以
兩
字
相
連
而
誤
脱
者

＊
七
十
三

字
句
錯
亂
例

＊
七
十
四

簡
策
錯
亂
例

七
十
五

不
識
古
字
而
誤
改
例

有
不
識
古
字
而
誤
改
者

七
十
六

不
達
古
語
而
誤
解
例

有
不
達
古
義
而
誤
解
者

七
十
七

兩
字
一
義
而
誤
解
例

有
兩
字
一
義
而
兩
解
者

七
十
八

兩
字
對
文
而
誤
解
例

有
兩
字
對
文
而
誤
解
者

＊
七
十
九

文
隨
義
變
而
加
偏
旁
例

＊
八
十

字
因
上
下
相
渉
而
加
偏
旁
例

八
十
一

兩
字
平
列
而
誤
倒
例

有
兩
字
平
列
而
誤
倒
者

八
十
二

兩
文
疑
複
而
誤
删
例

有
兩
文
疑
複
而
誤
删
者

八
十
三

據
他
書
而
誤
改
例

有
据
他
書
誤
改
者

八
十
四

據
他
書
而
誤
解
例

有
据
他
書
誤
解
者

八
十
五

分
章
錯
誤
例

有
分
章
錯
誤
者

八
十
六

分
篇
錯
誤
例

有
分
篇
錯
誤
者

＊
八
十
七

誤
讀
夫
字
例

＊
八
十
八

誤
增
不
字
例

『
古
書
疑
義
舉
例
』
に
見
あ
た
ら
な
い
項
目

復
有
以
反
言
而
見
意
、
不
可
以
偏
見
拘
也
。

有
衍
卽
有
誤

有
因
誤
衍
而
誤
改
者
、
有
因
誤
衍
而
誤
讀
者

有
兩
字
平
列
而
誤
易
者
、
有
兩
句
相
因
而
誤
倒
者

有
因
誤
補
而
誤
删
者
、
有
因
誤
删
而
誤
增
者

【
通
釈
】

古
書
疑
例
第
七

書
を
読
む
の
は
信
（
本
当
の
こ
と
）
を
求
め
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
信
を
求
め
る
に
は
疑
（
疑

わ
し
い
こ
と
）
を
求
め
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
書
の
疑
問
は
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
古
書
の
例
は
審
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
今

疑
問
の
あ
る
例
を
要
約
列
挙
す
る
。

古
書
に
は
句
の
順
序
を
さ
か
さ
ま
に
す
る
例
が
あ
り
、
叙
述
の
順
序
を
さ
か
さ
ま
に
す
る
例
が
あ

り
、
辞
を
錯
綜
し
て
文
を
構
成
す
る
例
が
あ
り
、
辞
を
参
照
し
て
意
味
を
あ
ら
わ
す
例
が
あ
り
、

上
下
の
文
で
字
は
異
な
る
が
意
味
が
同
じ
例
が
あ
り
、
上
下
の
文
で
字
は
同
じ
だ
が
意
味
が
異
な

る
例
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
事
が
つ
ら
な
っ
て
並
称
す
る
例
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
意
味
が
並
存
す
る

例
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
語
が
平
列
の
よ
う
で
あ
る
が
実
は
か
た
よ
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
ふ
た
つ

の
句
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
実
は
同
じ
で
あ
る
例
が
あ
り
、
重
言
で
一
言
を
解
釈
す
る
例
が
あ

り
、
一
字
を
両
読
に
作
る
例
が
あ
り
、
語
を
ち
ぢ
め
る
例
が
あ
り
、
語
を
ひ
き
の
ば
す
例
が
あ
り
、

文
を
さ
か
さ
ま
に
し
て
韻
を
ふ
む
例
が
あ
り
、
文
を
変
え
て
韻
を
ふ
む
例
が
あ
り
、
上
文
を
う
け
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て
省
略
す
る
例
が
あ
り
、
下
文
を
探
っ
て
省
略
す
る
例
が
あ
り
、
彼
に
よ
っ
て
此
れ
を
あ
ら
わ
す

例
が
あ
り
、
此
れ
に
よ
っ
て
彼
を
あ
ら
わ
す
例
が
あ
り
、
一
人
の
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
み
ず
か
ら

曰
字
を
加
え
る
例
が
あ
り
、
ふ
た
り
の
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
曰
字
を
省
略
す
る
例
が
あ
り
、
文
が

前
に
具
わ
っ
て
い
て
後
を
省
略
す
る
例
が
あ
り
、
文
が
前
に
な
く
後
に
見
え
る
例
が
あ
る
。

古
文
の
文
章
は
疏
略
を
い
と
わ
ず
、
疏
略
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
人
の

文
章
は
重
複
を
避
け
ず
、
重
複
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
書
の
伝
え
方

に
は
つ
ね
に
異
同
が
あ
り
、
異
同
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
人
の
引
書
に

は
つ
ね
に
増
損
が
あ
り
、
増
損
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
人
の
称
謂
は
今

人
と
同
じ
で
は
な
く
、
今
の
称
謂
に
よ
っ
て
古
の
称
謂
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
書
の
称
名
に

は
つ
ね
に
仮
託
が
あ
り
、
仮
の
名
を
本
当
の
名
と
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
は
双
声
畳
韻
の
字
を

本
字
に
代
替
す
る
こ
と
が
あ
り
、
代
替
し
た
字
に
よ
っ
て
勝
手
に
改
め
て
は
な
ら
な
い
。
古
は
「
讀

若
」
の
字
を
本
字
に
代
替
す
る
こ
と
が
あ
り
、
代
替
し
た
字
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
は
大
名

を
小
名
の
上
に
置
く
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
名
を
小
名
に
代
替
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
小
名

を
大
名
に
代
替
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ひ
と
つ
に
と
ら
わ
れ
て
議
論
し
て
は
な
ら
な
い
。
古
は
よ
い

こ
と
と
悪
い
こ
と
を
同
じ
こ
と
ば
で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
高
い
も
の
と
低
い
も
の
を

比
較
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
反
語
で
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
あ
り
、
偏
見
に
と
ら
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

叙
事
の
文
と
議
論
の
文
を
同
時
に
使
用
す
る
も
の
が
あ
り
、
す
べ
て
叙
事
の
文
と
み
な
せ
ば
あ
や

ま
っ
て
し
ま
う
。
実
字
〔
名
詞
〕
を
活
用
す
る
も
の
が
あ
り
、
す
べ
て
実
字
と
み
な
す
と
あ
や
ま

っ
て
し
ま
う
。
同
じ
語
詞
を
重
ね
て
用
い
る
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
改
め
れ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま

う
。
同
じ
意
味
の
語
詞
を
複
数
用
い
る
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
改
め
れ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。

句
の
中
に
虛
字
を
用
い
る
も
の
が
あ
り
、
い
れ
か
え
て
し
ま
え
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
上
下
の

文
で
虛
字
を
変
え
る
も
の
が
あ
り
、
勝
手
に
間
違
い
だ
と
考
え
れ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
反
語

で
あ
り
な
が
ら
「
乎
」
字
を
省
略
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
増
せ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
助

語
と
し
て
「
不
」
字
を
用
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
删
除
す
れ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
古
書

で
は
「
邪
」
と
「
也
」
は
通
用
し
、「
雖
」
と
「
唯
」
は
通
用
す
る
、
そ
れ
を
区
別
し
て
理
解
す
れ

ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
古
書
で
は
発
端
の
詞
が
異
な
り
、
連
及
の
詞
が
異
な
る
、
こ
れ
に
と
ら

わ
れ
れ
ば
あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
衍
字
の
例
が
あ
る
。
両
字
の
意
味
が
同
じ
こ
と
に
よ
っ
て
衍
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
字
が

形
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
衍
し
た
も
の
が
あ
り
、
上
下
の
文
に
渉
っ
て
衍
し
た
も
の
が
あ
り
、

注
文
に
渉
っ
て
衍
し
た
も
の
が
あ
り
、
衍
し
て
す
ぐ
に
誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
衍
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
削
除
し
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
衍
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
転
倒
し
た

も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
衍
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
衍
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
読
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
以
上
は
衍
に
よ
っ
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
字
が
誤
っ
て
両
字
と
な
っ
た
も
の
が
あ
り
、
両
字
が
誤
っ
て
一
字
と
な
っ
た
も
の
が
あ

り
、
重
文
を
二
画
に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
重
文
な
の
に
省
略
さ
れ
ず
に
誤

っ
た
も
の
が
あ
り
、
注
文
に
よ
っ
て
誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
闕
字
を
空
圍
に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て

誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
も
と
も
と
闕
文
が
な
い
の
に
誤
っ
て
空
圍
を
加
え
た
も
の
が
あ
り
、
上
下

の
両
句
を
誤
っ
て
転
倒
し
た
も
の
が
あ
り
、
上
下
の
両
句
が
た
が
い
に
誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
両

字
が
平
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
り
、
両
句
が
関
連
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

誤
っ
て
転
倒
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
句
が
相
連
な
る
こ
と
か
ら
字
が
誤
っ
て
重
畳
し
た
も
の
が
あ

り
、
両
句
が
相
連
な
る
こ
と
か
ら
字
が
誤
っ
て
脱
し
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
脱
し
た
こ
と
に
よ

り
誤
っ
て
補
っ
た
も
の
が
あ
り
、
誤
字
に
よ
っ
て
誤
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
補
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
削
除
し
た
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
削
除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
増
し

た
も
の
が
あ
り
、
古
字
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
り
、
古
義
を
理
解

し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
て
解
釈
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
字
が
同
じ
意
味
で
あ
る
の
に
誤
っ
て

解
釈
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
字
が
対
文
で
あ
る
の
に
誤
っ
て
解
釈
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
字
が
平

列
し
て
い
る
の
に
誤
っ
て
転
倒
し
た
も
の
が
あ
り
、
両
文
が
重
複
し
て
い
る
と
疑
っ
て
誤
っ
て
削

除
し
た
も
の
が
あ
り
、
他
書
を
根
拠
に
し
て
誤
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
り
、
他
書
を
根
拠
に
誤
っ

て
解
釈
し
た
も
の
が
あ
り
、
章
の
分
け
方
が
誤
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
篇
の
分
け
方
が
誤
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
各
條
に
つ
い
て
、
王
伯
申
〔
王
引
之
〕
が
か
つ
て
私
の
た
め
に
お
お
ま
か
に
説
明
し
て
く
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れ
た
。
彼
が
著
わ
す
『
經
義
述
聞
』
通
説
中
に
し
ば
し
ば
言
及
す
る
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
そ
の
説

を
推
し
広
め
て
、
経
学
に
志
す
も
の
に
示
す
。

羣
經
佚
文
第
八
①

凡
累
代
典
制
、
積
久
必
多
散
佚
、
經
何
獨
不
然
。
况
祖
龍
一
炬
、
爲
古
今
經
籍
之
一
大
厄
。
賴
漢

儒
出
而
講
明
之
、
經
乃
不
墜
。
其
所
已
佚
、
散
存
各
書
、
或
爲
前
人
所
引
、
或
爲
後
人
所
述
、
一

句
一
字
、
皆
可
借
訂
本
經
、
辨
別
同
異
。
誠
習
經
者
、
所
宜
博
考
而
旁
搜
也
。
茲
爲
約
舉
其
端
。

易
有
逸
象
。
後
漢
荀
爽
所
得
、
共
三
十
有
二
。
如
坎
爲
狐
之
類
。
又
前
人
或
以
鹽
鐵
論
初
登
于
天
、

後
入
于
地
、
陸
賈
新
語
天
出
善
道
、
聖
人
得
之
之
類
、
爲
易
逸
文
、
疑
當
出
于
易
緯
也
。
易
緯
九

篇
、
康
成
作
注
。
後
乃
散
逸
、
在
漢
皆
行
。
故
各
書
所
引
、
或
出
其
中
。
又
有
尚
書
詩
春
秋
孝
經

論
語
諸
緯
書
、
皆
逸
。
或
謂
緯
書
乃
哀
平
時
人
僞
託
、
非
也
。

尚
書
則
有
逸
篇
逸
句
。
其
逸
篇
之
見
于
序
者
、
可
不
論
。
他
書
所
引
、
如
左
傳
有
伯
禽
之
命
唐
誥
、

大
傳
有
揜
誥
之
篇
。
又
有
逸
周
書
七
十
一
篇
、
今
尚
可
考
。
其
逸
句
、
如
民
可
近
也
、
而
不
可
上

也
、
見
國
語
、
恃
德
者
昌
、
恃
力
者
亡
、
見
史
記
之
類
、
皆
是
。

詩
亦
有
逸
篇
逸
句
。
其
逸
篇
、
如
貍
首
見
于
三
禮
、
采
齊
見
于
周
官
之
類
。
逸
句
、
如
論
語
素
以

爲
絢
、
唐
棣
之
華
、
及
孟
子
畜
君
何
尤
之
類
、
皆
是
。

周
禮
本
佚
冬
官
、
儀
禮
逸
三
十
九
篇
。
陸
氏
序
錄
云
、
古
經
五
十
六
篇
、
后
蒼
傳
十
七
篇
、
所
餘

三
十
九
篇
、
遂
爲
逸
禮
。

禮
記
亦
有
逸
篇
。
困
學
紀
聞
云
、
春
秋
正
義
引
辨
名
記
、
白
虎
通
引
禮
別
名
記
。
辨
別
音
義
倶
同
。

蓋
卽
禮
記
逸
篇
。

孝
經
古
文
之
閨
門
篇
、
論
語
之
問
王
知
道
二
篇
、
其
逸
固
久
。
而
説
文
（
王
）〔
玉
〕
②
部
璠
瑮
二

字
下
所
引
逸
論
語
、
殆
其
逸
句
、
漢
時
已
僅
存
矣
。

孟
子
有
孟
子
曰
、
諸
侯
有
王
之
語
、
見
大
行
人
諸
侯
之
王
事
注
、
今
本
無
之
。
姜
仁
英
以
爲
逸
篇
。

爾
雅
本
後
人
增
續
。
其
逸
亦
無
可
考
。

總
之
、
各
經
之
逸
而
散
見
者
、
固
當
採
輯
。
然
亦
不
可
舉
其
逸
而
坿
會
之
、
如
以
易
緯
爲
易
文
之

誤
也
。

【
校
記
】

①

「
羣
經
佚
文
第
八
」

書
前
目
録
は
「
古
經
佚
文
第
八
」
に
作
る
。

②

「
王
」

『
説
文
解
字
』
に
従
っ
て
、「
玉
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

羣
經
佚
文
第
八

凡
そ
累
代
の
典
制
、
積
久
す
れ
ば
必
ず
散
佚
多
し
、
經
何
ぞ
獨
り
然
ら
ざ
ら
ん
。
况
ん
や
祖
龍
の

一
炬
①
、
古
今
の
經
籍
の
一
大
厄
と
爲
す
を
や
。
漢
儒
出
で
て
之
を
講
明
す
る
に
賴
り
て
、
經
は

よ

乃
ち
墜
ち
ず
。
其
の
已
に
佚
す
る
所
、
各
書
に
散
存
し
、
或
い
は
前
人
の
引
く
所
と
爲
り
、
或
い

お

は
後
人
の
述
ぶ
る
所
と
爲
り
、
一
句
一
字
、
皆
借
り
て
本
經
を
訂
し
、
同
異
を
辨
別
す
可
し
。
誠

た
だ

に
經
を
習
ふ
者
、
宜
し
く
博
考
し
て
旁
搜
す
べ
き
所
な
り
。
茲
に
爲
に
其
の
端
を
約
舉
す
。

こ
こ

た
め

易
に
逸
象
有
り
。
後
漢
の
荀
爽
得
る
所
、
共
せ
て
三
十
有
二
。
如
へ
ば
「
坎
爲
狐
」
の
類
②
。
又

あ
わ

た
と

前
人
或
い
は
鹽
鐵
論
の
「
初
登
于
天
、
後
入
于
地
」、
陸
賈
新
語
の
「
天
出
善
道
、
聖
人
得
之
」
の

類
を
以
て
易
の
逸
文
と
爲
し
、
當
に
易
緯
に
出
づ
べ
し
と
疑
ふ
③
。
易
緯
九
篇
、
康
成
、
注
を
作

る
。
後
に
乃
ち
散
逸
す
る
も
、
漢
に
在
り
て
は
皆
行
は
る
。
故
に
各
書
引
く
所
、
或
い
は
其
の
中

に
出
づ
る
な
ら
ん
④
。
又
尚
書
・
詩
・
春
秋
・
孝
經
・
論
語
の
諸
も
ろ
の
緯
書
有
る
も
、
皆
逸
す

⑤
。
或
ひ
と
、
緯
書
は
乃
ち
哀
平
の
時
の
人
の
僞
託
と
謂
ふ
は
非
な
り
⑥
。

尚
書
に
は
則
ち
逸
篇
・
逸
句
有
り
。
其
の
逸
篇
の
、
序
に
見
ゆ
る
者
は
、
論
ぜ
ざ
る
可
し
。
他
書

に
引
く
所
、
如
へ
ば
左
傳
に
伯
禽
之
命
・
唐
誥
有
り
⑦
、
大
傳
に
揜
誥
の
篇
有
り
⑧
。
又
逸
周
書

七
十
一
篇
有
り
、
今
尚
ほ
考
ふ
可
し
⑨
。
其
の
逸
句
、
如
へ
ば
「
民
可
近
也
、
而
不
可
上
也
」
は

國
語
に
見
へ
⑩
、「
恃
德
者
昌
、
恃
力
者
亡
」
は
史
記
に
見
ゆ
る
⑪
の
類
、
皆
是
れ
な
り
。

詩
に
も
亦
逸
篇
・
逸
句
有
り
。
其
の
逸
篇
、
如
へ
ば
貍
首
は
三
禮
に
見
へ
⑫
、
采
齊
は
周
官
に
見

ゆ
る
⑬
の
類
。
逸
句
、
如
へ
ば
論
語
の
「
素
以
爲
絢
」
⑭
、「
唐
棣
之
華
」
⑮
、
及
び
孟
子
の
「
畜

君
何
尤
」
⑯
の
類
、
皆
是
れ
な
り
。
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周
禮
は
本
冬
官
を
佚
し
⑰
、
儀
禮
は
三
十
九
篇
を
逸
す
。
陸
氏
序
錄
に
「
古
經
五
十
六
篇
、
后
蒼
、

十
七
篇
を
傳
ふ
。
餘
す
所
の
三
十
九
篇
、
遂
に
逸
禮
と
爲
す
」
⑱
と
云
ふ
。

禮
記
に
も
亦
逸
篇
有
り
。
困
學
紀
聞
に
「
春
秋
正
義
に
辨
名
記
を
引
き
、
白
虎
通
に
禮
別
名
記
を

引
く
」
⑲
と
云
ふ
。
辨
別
、
音
義
倶
に
同
じ
。
蓋
し
卽
ち
禮
記
の
逸
篇
な
ら
ん
。

孝
經
古
文
の
閨
門
篇
⑳
、
論
語
の
問
王
・
知
道
の
二
篇
㉑
、
其
の
逸
す
る
こ
と
固
よ
り
久
し
。
而

し
て
説
文
玉
部
の
璠
瑮
の
二
字
の
下
に
引
く
所
の
逸
論
語
㉒
は
、
殆
ん
ど
其
の
逸
句
に
し
て
、
漢

の
時
已
に
僅
か
に
存
す
る
な
ら
ん
。

孟
子
に
「
孟
子
曰
、
諸
侯
有
王
」
の
語
有
り
、
大
行
人
の
「
諸
侯
之
王
事
」
の
注
に
見
ゆ
る
も
、

今
本
之
れ
無
し
㉓
。
姜
仁
英
以
て
逸
篇
と
爲
す
㉔
。

爾
雅
は
本
後
人
の
增
續
。
其
の
逸
も
亦
考
す
可
き
無
し
。

之
を
總
ぶ
る
に
、
各
經
の
逸
に
し
て
散
見
す
る
者
は
、
固
よ
り
當
に
採
輯
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
亦

す

其
の
逸
を
舉
げ
て
之
を
坿
會
す
可
か
ら
ず
、
易
緯
を
以
て
易
の
文
と
爲
す
の
誤
り
の
如
き
な
り
。

【
註
】

①

「
祖
龍
」
は
秦
の
始
皇
帝
の
異
称
。「
祖
」
は
始
と
い
う
意
味
、「
龍
」
は
人
君
の
象
で
あ
る
。

『
史
記
』
巻
五
、
秦
始
皇
本
紀
「
三
十
六
年
、
秋
、
使
者
從
關
東
夜
過
華
陰
平
舒
道
、
有
人
持

璧
遮
使
者
曰
、
爲
君
遺
滈
池
君
。
因
言
曰
、
明
年
祖
龍
死
」。
集
解
「
蘇
林
曰
、
祖
、
始
也
。
龍
、

人
君
象
、
謂
始
皇
也
。
服
虔
曰
、
龍
、
人
之
先
象
也
。
言
王
亦
人
之
先
也
。
應
劭
曰
、
祖
、
人

之
先
。
龍
、
君
之
象
」。

「
炬
」
は
た
い
ま
つ
。
こ
こ
で
は
始
皇
帝
の
焚
書
を
指
す
。

②

『
經
典
釋
文
』
周
易
音
義
、
説
卦
第
九
「
爲
羊

荀
爽
九
家
集
解
本
、
乾
後
更
有
四
、
爲
龍

爲
直
爲
衣
爲
言
。
巛
後
有
八
、
爲
牝
爲
迷
爲
方
爲
嚢
爲
裳
爲
黄
爲
帛
爲
漿
。
震
後
有
三
、
爲
王

爲
鵠
爲
鼓
。
巽
後
有
二
、
爲
楊
爲
鸛
。
坎
後
有
八
、
爲
宮
爲
律
爲
可
爲
棟
爲
叢
爲
棘
爲
狐
爲
蒺

蔾
爲
桎
梏
。
離
後
有
一
、
爲
牝
牛
。
艮
後
有
三
、
鼻
爲
虎
爲
狐
。
兌
後
有
二
、
爲
常
爲
輔
頰
」。

③

『
鹽
鐵
論
』
は
遵
道
第
二
十
三
に
「
易
曰
、
小
人
處
盛
位
、
雖
高
必
崩
。
不
盈
其
道
、

不
恆
其
德
、
而
能
以
善
終
身
、
未
之
有
也
。
是
以
初
登
于
天
、
後
入
于
地
」
と
あ
り
、

陸
賈
『
新
語
』
は
明
誡
第
十
一
に
「
易
曰
、
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
則
之
。
天
出
善

道
、
聖
人
得
之
」
と
あ
る
。

『
鹽
鐵
論
』
の
引
文
に
つ
い
て
、『
困
學
紀
聞
』
巻
一
、
易
に
「
鹽
鐵
論
、
文
學
引
易

曰
、
小
人
處
盛
位
、
雖
高
必
崩
。
不
盈
其
道
、
不
恆
其
德
、
而
能
以
善
終
身
、
未
之
有

也
。
是
以
初
登
于
天
、
後
入
于
地
」、
説
文
引
易
曰
、
地
可
觀
者
、
莫
可
觀
於
木
。
今
易

無
之
。
疑
易
傳
及
易
緯
」
と
い
う
。

④

『
隋
書
』
巻
三
十
二
、
經
籍
志
に
「
易
緯
八
卷
。
鄭
玄
注
。
梁
有
九
卷
」
と
あ
り
、
梁
の
時
に
九

巻
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤

『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
上
、
方
術
列
傳
、
李
賢
注
に
、
七
緯
に
つ
い
て
「
易
緯
、
稽
覽
圖
、

乾
鑿
度
、
坤
靈
圖
、
通
卦
驗
、
是
類
謀
、
辨
終
備
也
。
書
緯
、
琁
機
鈐
、
考
靈
耀
、
刑
德
放
、

帝
命
驗
、
運
期
授
也
。
詩
緯
、
推
度
災
、
記
歷
樞
、
含
神
務
也
。
禮
緯
、
含
文
嘉
、
稽
命
徴
、

斗
威
儀
也
。
樂
緯
、
動
聲
儀
、
稽
耀
嘉
、
斗
圖
徴
也
。
孝
經
緯
、
援
神
契
、
鉤
命
決
也
。
春
秋

緯
、
演
孔
圖
、
元
命
包
、
文
耀
鉤
、
運
斗
樞
、
感
精
符
、
合
誠
圖
、
考
異
郵
、
保
乾
圖
、
漢
含

孳
、
佑
助
期
、
握
誠
圖
、
濳
潭
巴
、
説
題
辭
也
」
と
い
う
。『
論
語
』
に
つ
い
て
は
『
舊
唐
書
』

經
籍
志
巻
上
に
「
論
語
緯
十
卷
宋
均
注
」
が
あ
る
。

⑥

劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
正
緯
第
四
「
通
儒
討
覈
謂
、
僞
起
哀
平
。
東
序
秘
寶
、
朱
紫
亂
矣
。
至

於
光
武
之
世
、
篤
信
斯
術
。
風
化
所
靡
、
學
者
比
肩
」。

陳
振
孫
『
書
錄
解
題
』「
讖
緯
之
説
、
起
於
哀
平
王
莽
之
際
、
以
此
濟
其
簒
逆
、
公
孫
述
效
之
。

而
光
武
紹
復
舊
物
、
乃
亦
以
赤
伏
符
自
累
、
篤
好
而
推
崇
之
、
甘
與
莽
逆
同
志
、
於
是
佞
臣
陋

士
、
從
風
而
靡
」。

⑦

『
左
傳
』
定
公
四
年
「
分
之
土
田
陪
敦
、
祝
宗
卜
史
、
備
物
典
策
、
官
司
彝
器
、
因
商
奄
之

民
、
命
以
伯
禽
、
而
封
於
少
皞
之
虛
」。「
分
唐
叔
以
大
路
、
密
須
之
鼓
、
闕
鞏
、
沽
洗
、
懷
姓

九
宗
、
職
官
五
正
。
命
以
唐
誥
、
而
封
於
夏
虛
、
啓
以
夏
政
、
疆
以
戎
索
」。

⑧

『
困
學
紀
聞
』
巻
二
、
書
「
書
大
傳
。
虞
傳
有
九
共
篇
。
引
書
曰
、
予
辯
下
士
、
使
民
無
傲
。

殷
傳
有
帝
告
篇
。
引
書
曰
、
施
章
乃
服
、
明
上
下
。
豈
伏
生
亦
見
古
文
逸
篇
邪
。
大
傳
之
序
、

有
嘉
禾
揜
誥
。
今
本
闕
焉
。
隋
志
有
逸
篇
二
卷
、
出
齊
梁
之
閒
、
似
孔
壁
中
書
殘
缺
者
。
唐
有
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三
卷
。
徐
邈
注
、
鄭
漁
仲
謂
書
逸
篇
、
仲
尼
之
時
已
無
矣
。
恐
未
然
」。

⑨

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
周
書
七
十
一
篇
。
周
史
記
」。
顔
師
古
注
「
劉
向
云
、
周
時
誥

誓
號
令
也
。
蓋
孔
子
所
論
百
篇
之
餘
也
。
今
之
存
者
四
十
五
篇
矣
」。

⑩

『
國
語
』
卷
二
、
周
語
中
「
書
曰
、
民
可
近
也
、
而
不
可
上
也
」。

⑪

『
史
記
』
卷
六
十
八
、
商
君
列
傳
第
八
「
書
曰
、
恃
德
者
昌
、
恃
力
者
亡
」。

⑫

『
儀
禮
』
巻
十
八
、
大
射
「
上
射
揖
司
射
退
反
位
。
樂
正
命
大
師
曰
、
奏
貍
首
、
間
若
一
。

大
師
不
興
、
許
諾
。
樂
正
反
位
奏
貍
首
以
射
。
三
耦
卒
射
。
賓
待
于
物
如
初
」。
鄭
玄
注
「
貍
首
、

逸
詩
曾
孫
也
。
貍
之
言
不
來
也
。
其
詩
有
射
諸
侯
首
不
朝
之
言
、
因
以
名
篇
。
後
世
失
之
、
謂

之
曾
孫
」。

『
周
禮
』
巻
二
十
三
、
樂
師
「
凡
射
、
王
以
騶
虞
爲
節
、
諸
侯
以
貍
首
爲
節
、
大
夫
以
采
蘋

爲
節
、
士
以
采
蘩
爲
節
」。

巻
二
十
四
、
鐘
師
「
凡
射
、
王
、
奏
騶
虞
、
諸
侯
、
奏
貍
首
、
卿
大
夫
、
奏
采
蘋
、

士
、
奏
采
蘩
。
掌
鼙
、
鼓
縵
樂
」。

『
禮
記
』
巻
五
十
八
、
投
壺
第
四
十
「
命
弦
者
曰
、
請
奏
貍
首
、
間
若
一
。
大
師
曰
、
諾
」。

鄭
玄
注
「
貍
首
、
詩
篇
名
也
。
今
逸
。
射
義
云
詩
曰
、
曾
孫
侯
氏
、
是
也
」。

巻
六
十
二
、
射
義
第
四
六
「
其
節
、
天
子
以
騶
虞
爲
節
、
諸
侯
以
貍
首
爲
節
、
卿

大
夫
以
采
蘋
爲
節
、
士
以
采
繁
爲
節
。
騶
虞
者
、
樂
官
備
也
、
貍
首
者
、
樂
會
時
也
、
采
蘋
者
、

樂
循
法
也
、
采
繁
者
、
樂
不
失
職
也
」。
鄭
玄
注
「
騶
虞
、
采
蘋
、
采
繁
、
毛
詩
篇
名
。
貍
首
逸
。

下
云
曾
孫
侯
氏
、
是
也
」。

⑬

『
周
禮
』
春
官
、
樂
師
「
行
以
肆
夏
、
趨
以
采
齊
」。
鄭
注
「
鄭
司
農
云
、
肆
夏
、
采
齊
皆
樂

名
。
或
曰
、
皆
逸
詩
」。

⑭

『
論
語
』
八
佾
「
子
夏
問
曰
、
巧
笑
倩
兮
、
美
目
盼
兮
、
素
以
爲
絢
兮
、
何
謂
也
。
子
曰
、

繪
事
後
素
。
曰
、
禮
後
乎
。
子
曰
、
起
予
者
商
也
。
始
可
與
言
詩
已
矣
」。

⑮

『
論
語
』
子
罕
「
子
曰
、
可
與
共
學
。
未
可
與
適
道
。
可
與
適
道
、
未
可
與
立
、
可
與
立
。

未
可
與
權
。
唐
棣
之
華
、
偏
其
反
而
。
豈
不
爾
思
、
室
是
遠
而
。
子
曰
、
未
之
思
也
。
夫
何
遠

之
有
」。

⑯

『
孟
子
』
梁
惠
王
下
「
其
詩
曰
、
畜
君
何
尤
」。

⑰

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
周
官
經
六
篇
。
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
」。
顔
師
古
注
「
即
今
之

周
官
禮
也
、
亡
其
冬
官
、
以
考
工
記
充
之
」。

⑱

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
其
古
禮
經
五
十
六
篇
、
蒼
傳
十
七
篇
、
所
餘
三
十
九
篇
、
付

書
館
名
爲
逸
禮
」。

⑲

『
困
學
紀
聞
』
巻
五
「
春
秋
正
義
引
辨
名
記
云
、
倍
人
曰
茂
、
十
人
曰
選
、
倍
選
曰
儁
、
千

人
曰
賢
、
倍
英
曰
桀
、
倍
桀
曰
聖
。
禮
記
正
義
引
之
、
以
爲
蔡
氏
。
白
虎
通
引
禮
別
名
記
曰
、

五
人
曰
茂
、
十
人
曰
選
、
百
人
曰
俊
、
千
人
曰
英
、
倍
英
曰
賢
、
萬
人
曰
聖
。
蓋
禮
記
逸
篇
也
」。

⑳

『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
「
又
有
古
文
孝
經
、
與
古
文
尚
書
同
出
、
而
長
孫
有
閨
門
一

章
、
其
餘
經
文
、
大
較
相
似
、
篇
簡
缺
解
、
又
有
衍
出
三
章
、
幷
前
合
爲
二
十
二
章
、
孔
安
國

爲
之
傳
」。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
又
有
古
文
出
于
孔
氏
壁
中
、
別
有
閨
門
一
章
。
自
餘
分
析
十
八
章
、

揔
爲
二
十
二
章
。
孔
安
國
作
傳
」。

㉑

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
論
語
古
二
十
一
篇
。
出
孔
子
壁
中
、
兩
子
張
。
齊
二
十
二
篇
。
多
問

王
、
知
道
。
魯
二
十
篇
、
傳
十
九
篇
」。

㉒

『
説
文
』
玉
部
「
璠
、
璵
璠
、
魯
之
寶
玉
。
从
玉
番
聲
。
孔
子
曰
、
美
哉
璵
璠
、
遠
而
望
之

奐
若
也
。
近
而
視
之
瑟
若
也
。
一
則
理
勝
、
二
則
孚
勝
」。

『
説
文
』
玉
部
「
瑮
、
玉
英
華
、
羅
列
秩
秩
。
从
玉

聲
。
逸
論
語
曰
、
玉
粲
之
璱
兮
、
其

猛
也
」。

㉓

『
周
禮
』
大
行
人
「
凡
諸
侯
之
王
事
、
辨
其
位
、
正
其
等
、
協
其
禮
、
賓
而
見
之
」。
鄭
注
「
孟

子
曰
、
諸
侯
有
王
」。

㉔

姜
仁
英
は
未
詳
。

【
通
釈
】

群
経
佚
文
第
八

そ
も
そ
も
歴
代
の
典
制
は
、
時
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
散
佚
が
多
く
な
る
も
の
で
あ
り
、
経
だ
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け
が
ど
う
し
て
例
外
が
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
秦
の
始
皇
帝
の
焚
書
が
古
今
の
経
籍
に
対
す
る
一

大
災
厄
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
漢
儒
が
あ
ら
わ
れ
て
そ
れ
を
講
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

経
は
亡
び
な
か
っ
た
。
す
で
に
散
佚
し
た
も
の
が
、
各
書
に
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
た
り
、
前
人
に

引
用
さ
れ
た
り
、
後
人
が
申
述
し
て
い
た
り
し
て
お
り
、
一
句
一
字
す
べ
て
が
も
と
の
経
を
校
訂

し
、
同
異
を
辨
別
す
る
の
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
誠
に
経
を
習
う
も
の
が
ひ
ろ
く
考
察
し
、

さ
ま
ざ
ま
に
捜
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
一
端
を
要
約
列
挙
す
る
。

『
易
』
に
は
逸
象
が
あ
る
。
後
漢
の
荀
爽
が
得
た
も
の
は
、
あ
わ
せ
て
三
十
二
。
た
と
え
ば
「
坎

爲
狐
」
の
類
。
さ
ら
に
『
鹽
鐵
論
』
の
「
初
登
于
天
、
後
入
于
地
」、
陸
賈
『
新
語
』
の
「
天
出
善

道
、
聖
人
得
之
」
の
類
は
『
易
』
の
逸
文
で
あ
り
、『
易
緯
』
か
ら
出
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
と
疑

う
人
が
い
る
。『
易
緯
』
九
篇
は
鄭
康
成
〔
鄭
玄
〕
が
注
を
作
り
、
後
に
散
逸
し
た
が
、
漢
で
は
い

づ
れ
も
通
行
し
て
い
た
。
だ
か
ら
各
書
が
引
用
す
る
も
の
は
、
そ
の
中
か
ら
出
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
『
尚
書
』『
詩
』『
春
秋
』『
孝
經
』『
論
語
』
の
も
ろ
も
ろ
の
緯
書
が
あ
る
が
、
す

べ
て
散
逸
し
た
。「
緯
書
は
哀
帝
・
平
帝
の
時
の
人
の
偽
託
で
あ
る
」
と
い
う
人
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
あ
や
ま
り
で
あ
る
。

『
尚
書
』
に
は
逸
篇
・
逸
句
が
あ
る
。『
尚
書
』
の
序
に
見
え
る
逸
篇
は
、
議
論
し
な
く
て
も
よ
い
。

他
書
が
引
用
す
る
も
の
、
た
と
え
ば
『
左
傳
』
に
伯
禽
之
命
・
唐
誥
が
あ
り
、『
尚
書
大
傳
』
に
揜

誥
の
篇
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
逸
周
書
』
七
十
一
篇
が
あ
り
、
現
在
で
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
逸
句
、
た
と
え
ば
「
民
可
近
也
、
而
不
可
上
也
」
が
『
國
語
』
に
見
え
、「
恃
德
者
昌
、
恃
力

者
亡
」
が
『
史
記
』
に
見
え
る
類
は
い
づ
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。

『
詩
』
に
も
逸
篇
や
逸
句
が
あ
る
。
そ
の
逸
篇
、
た
と
え
ば
貍
首
が
『
三
禮
』
に
見
え
、
采
齊
が

『
周
官
』
に
見
え
る
の
類
。
逸
句
、
た
と
え
ば
『
論
語
』
の
「
素
以
爲
絢
」「
唐
棣
之
華
」、
お
よ

び
『
孟
子
』
の
「
畜
君
何
尤
」
の
類
が
い
づ
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。

『
周
禮
』
は
も
と
も
と
冬
官
が
散
佚
し
、『
儀
禮
』
は
三
十
九
篇
を
逸
す
る
。
陸
氏
『
經
典
釋
文
』

序
錄
に
「
古
経
五
十
六
篇
、
后
蒼
が
十
七
篇
を
伝
え
た
。
残
り
の
三
十
九
篇
は
結
局
逸
禮
で
あ
る
」

と
い
う
。

『
禮
記
』
に
も
逸
篇
が
あ
る
。『
困
學
紀
聞
』
に
「『
春
秋
正
義
』
に
『
辨
名
記
』
を
引
き
、『
白
虎

通
』
に
『
禮
別
名
記
』
を
引
く
。
辨
と
別
は
音
義
が
い
づ
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
は
『
禮

記
』
の
逸
篇
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

『
孝
經
』
古
文
の
閨
門
篇
、『
論
語
』
の
問
王
・
知
道
の
二
篇
は
、
か
な
り
以
前
に
散
逸
し
た
。
し

か
し
『
説
文
』
玉
部
の
璠
瑮
の
二
字
の
下
に
引
用
す
る
『
逸
論
語
』
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
逸
句
で

あ
っ
て
、
漢
の
時
に
す
で
に
こ
れ
だ
け
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
孟
子
』
に
「
孟
子
曰
、
諸
侯
有
王
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
大
行
人
の
「
諸
侯
之
王
事
」
の
注
に

見
え
る
が
、
今
本
に
は
な
い
。
姜
仁
英
は
逸
篇
で
あ
る
と
す
る
。

『
爾
雅
』
は
も
と
も
と
後
人
が
継
続
し
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
逸
文
は
考
察
の
し
よ
う

が
な
い
。

要
す
る
に
、
散
逸
し
て
（
各
書
に
）
散
見
す
る
各
経
は
、
も
ち
ろ
ん
採
輯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
と
い
っ
て
そ
の
散
逸
し
た
も
の
を
列
挙
し
て
牽
強
付
会
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
『
易
緯
』

を
『
易
』
の
文
と
誤
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

經
解
入
門
卷
二

歷
代
經
學
興
廢
第
九

先
王
經
國
之
制
、
井
田
與
學
校
相
維
、
里
有
序
、
鄕
有
庠
、
八
歳
入
小
學
、
學
六
甲
五
方
書
計
之

事
、
始
知
室
家
長
幼
之
節
。
十
五
入
大
學
、
學
先
聖
禮
樂
、
而
知
朝
廷
君
臣
之
禮
。
此
三
代
學
術

之
隆
也
。

秦
幷
天
下
、
燔
詩
書
、
殺
術
士
、
經
學
廢
矣
。
然
士
隱
山
澤
巖
壁
之
閒
者
、
抱
遺
經
、
傳
口
説
、

不
絶
于
世
。
漢
興
乃
出
。
言
易
淄
川
田
生
。
言
書
濟
南
伏
生
。
言
詩
于
魯
則
申
培
公
、
于
齊
則
轅

固
生
、
于
燕
則
韓
太
傅
。
言
禮
魯
高
堂
生
。
言
春
秋
于
齊
則
胡
母
生
、
于
趙
則
董
仲
舒
。
自
茲
以

後
、
專
門
之
學
興
、
教
授
之
儒
起
、
六
經
五
典
、
各
信
師
承
、
嗣
守
章
句
、
期
乎
勿
失
。
西
都
儒

士
、
開
横
舍
延
學
徒
、
誦
先
王
之
書
、
被
儒
者
之
服
、
彬
彬
然
有
洙
泗
之
風
、
斯
經
學
之
隆
也
。

爰
及
東
京
、
碩
學
大
儒
、
賈
逵
服
虔
外
、
咸
推
高
密
鄭
君
。
生
炎
漢
之
季
、
守
孔
子
之
學
、
訓
義
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優
洽
、
博
綜
羣
經
、
故
老
以
爲
前
修
、
後
生
未
之
敢
異
。
王
肅
自
謂
辨
理
依
經
、
逞
其
私
説
、
僞

作
家
語
、
妄
撰
聖
證
、
以
外
戚
之
（
專
）〔
尊
〕
①
盛
行
晉
代
。
王
弼
宗
老
莊
、
而
注
周
易
、
杜
預

廢
賈
服
、
而
釋
春
秋
、
梅
氏
上
僞
書
、
費
氏
爲
義
疏
。
于
是
宋
齊
以
降
、
師
承
陵
替
、
江
左
儒
門
、

參
差
互
出
矣
。

然
河
洛
尚
知
服
古
不
改
舊
章
。
左
傳
則
服
子
愼
服
虔
字
、
尚
書
則
鄭
康
成
、
詩
則
並
主
于
毛
、
禮
則

同
遵
于
鄭
。
若
輔
嗣
王
弼
字
之
易
、
惟
河
南
靑
齊
閒
、
有
講
習
之
者
、
而
王
肅
易
亦
閒
行
焉
。
元
凱

杜
預
字
之
左
氏
、
但
行
齊
地
。
僞
孔
傳
惟
劉
光
伯
、
劉
士
元
信
爲
古
文
、
皆
不
爲
當
世
所
尚
。
隋
書

云
、
南
人
約
簡
、
得
其
英
華
、
北
學
深
蕪
、
窮
其
枝
葉
、
豈
知
言
者
哉
。

唐
太
宗
創
業
干
戈
之
中
、
不
廢
詩
書
之
業
。
卽
位
後
、
讎
正
五
經
、
頒
行
天
下
、
命
儒
臣
爲
義
疏
。

惜
乎
孔
冲
遠
朱
子
奢
之
徒
、
妄
出
己
意
、
去
取
失
當
。
易
用
輔
嗣
而
廢
康
成
、
書
去
馬
鄭
而
信
僞

孔
、
穀
梁
退
麋
氏
而
進
范
甯
、
論
語
則
專
主
平
叔
何
晏
字
、
棄
尊
彝
而
寶
康
瓠
、
舍
珠
玉
而
收
瓦
礫
、

不
亦
傎
哉
。

宋
初
承
唐
之
弊
、
而
邪
説
詭
言
、
亂
經
非
聖
、
殆
有
甚
焉
。
如
歐
陽
修
之
詩
、
孫
明
復
之
春
秋
、

王
安
石
之
新
義
是
已
。
至
於
濂
洛
關
閩
之
學
、
不
究
禮
樂
之
源
、
獨
標
性
命
之
旨
、
義
疏
諸
書
、

束
置
高
閣
、
而
經
學
一
廢
。
元
明
之
際
、
以
制
義
取
士
、
古
學
益
絶
。
而
有
明
三
百
年
、
四
方
俊

秀
、
困
于
帖
括
、
以
講
章
爲
經
學
、
以
類
書
爲
博
聞
。
經
義
之
晦
、
直
同
長
夜
。

惟
我
世
祖
章
皇
帝
治
昭
千
古
、
順
治
十
三
年
、
勅
大
學
士
傅
以
漸
、
撰
易
經
通
注
、
以
永
樂
大
全

繁
冗
蕪
陋
、
刊
其
舛
譌
、
補
其
闕
漏
、
勒
爲
是
書
、
頒
之
學
（
宮
）〔
官
〕
②
。

聖
祖
仁
皇
帝
、
萬
幾
之
暇
、
棲
神
墳
典
、
闡
五
音
六
律
之
微
、
稽
八
綫
九
章
之
術
。
康
煕
十
九
年
、

勅
大
學
士
庫
勒
納
等
、
編
日
講
四
書
解
義
、
日
講
書
經
解
義
。
二
十
二
年
、
勅
編
日
講
易
經
解
義
、

三
十
八
年
、
勅
撰
春
秋
傳
説
彙
纂
、
五
十
四
年
、
勅
撰
周
易
折
中
、
六
十
年
、
勅
撰
書
經
傳
説
彙

纂
、
詩
經
傳
説
彙
纂
。
凡
御
纂
羣
經
、
皆
兼
漢
宋
之
説
、
參
考
異
同
、
務
求
至
當
、
紹
千
載
之
薪

傳
、
爲
萬
世
不
刊
之
鉅
典
焉
。
世
宗
憲
皇
帝
、
卽
位
後
、
卽
刊
行
聖
祖
欽
定
詩
經
傳
説
彙
纂
、
書

經
傳
説
彙
纂
、
皆
御
製
序
文
、
弁
于
卷
首
。
又
編
定
聖
祖
日
講
春
秋
解
義
。
雍
正
五
年
、
御
纂
孝

經
集
注
、
折
衷
羣
言
、
勒
爲
大
訓
。

至
高
宗
純
皇
帝
、
乾
隆
元
年
、
詔
排
纂
聖
祖
日
講
禮
記
解
義
、
十
三
年
、
欽
定
周
官
義
疏
、
儀
禮

義
疏
、
二
十
（
五
）
③
年
、
勅
撰
周
易
述
義
、
詩
經
折
中
、
三
十
年
、
勅
撰
春
秋
直
解
。
于
易
則

不
渉
虚
渺
之
説
與
術
數
之
學
、
觀
象
則
取
互
體
以
發
明
古
義
。
於
詩
則
依
據
毛
鄭
、
于
禮
則
以
康

成
爲
宗
、
于
春
秋
則
探
三
傳
之
精
華
、
斥
安
國
之
迂
謬
。
經
學
之
外
、
考
石
鼓
、
辨
大
昌
、
用
修

之
非
。
刊
石
經
、
湔
開
成
廣
政
之
陋
。
又
刻
御
製
説
〔
經
〕
④
文
于
太
學
。
皆
治
經
之
津
梁
、
論

古
之
樞
要
、
所
謂
懸
諸
日
月
、
煥
若
丹
靑
者
也
。
蓋
惟
列
聖
相
承
、
崇
尚
實
學
、
故
古
義
聿
明
、

而
談
經
之
儒
輩
出
、
凡
數
千
年
之
沈
晦
者
、
至
今
日
而
煥
然
若
新
。
自
漢
而
後
、
蓋
于
斯
爲
極
盛

歟
。

【
校
記
】

①

「
專
」

『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
に
従
い
、「
尊
」
に
改
め
る
。

②

「
宮
」

『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
に
従
い
、「
官
」
に
改
め
る
。

③

「
五
」

『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
に
従
い
、
衍
字
と
み
な
し
て
削
除
す
る
。

④

『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
に
従
い
、「
經
」
字
を
補
う
。

【
書
き
下
し
】

歷
代
經
學
興
廢
第
九
①

先
王
經
國
の
制
、
井
田
と
學
校
と
相
維
し
、
里
に
序
有
り
、
鄕
に
庠
有
り
。
八
歳
に
し
て
小
學

し
ゃ
う

に
入
り
、
六
甲
・
五
方
・
書
計
の
事
を
學
び
、
始
め
て
室
家
長
幼
の
節
を
知
る
。
十
五
に
し
て
大

學
に
入
り
、
先
聖
の
禮
樂
を
學
び
、
朝
廷
君
臣
の
禮
を
知
る
。
此
れ
三
代
學
術
の
隆
ん
な
り
。

秦
、
天
下
を
幷
せ
、
詩
書
を
燔
き
、
術
士
を
殺
し
、
經
學
廢
す
。
然
れ
ど
も
士
、
山
澤
巖
壁
の
閒

や

に
隱
る
る
者
、
遺
經
を
抱
き
、
口
説
を
傳
へ
、
世
に
絶
へ
ず
。
漢
興
り
て
乃
ち
出
づ
。
易
を
言
ふ

か
く

は
、
淄
川
の
田
生
。
書
を
言
ふ
は
濟
南
の
伏
生
。
詩
を
言
ふ
は
、
魯
に
于
て
は
則
ち
申
培
公
、
齊

に
于
て
は
則
ち
轅
固
生
、
燕
に
于
て
は
則
ち
韓
太
傅
。
禮
を
言
ふ
は
、
魯
の
高
堂
生
。
春
秋
を
言

ふ
は
、
齊
に
于
て
は
則
ち
胡
母
生
、
趙
に
于
て
は
則
ち
董
仲
舒
。
茲
れ
よ
り
以
後
、
專
門
の
學
興

り
、
教
授
の
儒
起
り
、
六
經
五
典
、
各
お
の
師
承
を
信
じ
、
章
句
を
嗣
守
し
、
失
す
る
こ
と
勿
き

を
期
す
。西
都
の
儒
士
、横
舍
を
開
き
學
徒
を
延
き
、先
王
の
書
を
誦
し
、儒
者
の
服
を
被
り
、
彬
彬
然

ま
ね

ひ
ん
ぴ
ん
ぜ
ん
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と
し
て
洙
泗
の
風
有
り
、
斯
れ
經
學
の
隆
ん
な
り
。
爰
に
東
京
に
及
び
て
、
碩
學
大
儒
、
賈
逵
・

こ
こ

服
虔
の
外
、
咸
な
高
密
の
鄭
君
を
推
す
。
炎
漢
の
季
に
生
れ
、
孔
子
の
學
を
守
り
、
訓
義
優
洽
、

み

羣
經
を
博
綜
し
、
故
老
以
て
前
修
と
爲
し
、
後
生
未
だ
敢
て
異
と
せ
ず
。

王
肅
は
自
ら
理
を
辨
ず
る
は
經
に
依
る
と
謂
ふ
も
、
其
の
私
説
を
逞
し
く
し
て
、
家
語
を
僞
作

た
く
ま

し
、
妄
り
に
聖
證
を
撰
し
、
外
戚
の
尊
を
以
て
し
て
晉
代
に
盛
行
す
。
王
弼
は
老
・
莊
を
宗
と
し

て
、
周
易
に
注
し
、
杜
預
は
賈
・
服
を
廢
し
て
、
春
秋
を
釋
し
、
梅
氏
は
僞
書
を

上

り
、
費
氏

た
て
ま
つ

は
義
疏
を
爲
る
。
是
に
于
て
宋
齊
以
降
、
師
承
陵
替
し
、
江
左
の
儒
門
、
參
差
と
し
て
互
い
に
出

し
ん
し

づ
。

然
れ
ど
も
河
洛
は
尚
ほ
古
に
服
す
る
を
知
り
、
舊
章
を
改
め
ず
。
左
傳
は
則
ち
服
子
愼
服
虔
の
字
、

尚
書
は
則
ち
鄭
康
成
、
詩
は
則
ち
並
び
に
毛
を
主
と
し
、
禮
は
則
ち
同
じ
く
鄭
に
遵
ふ
。
輔
嗣
王

し
た
が

弼
の
字
の
易
の
若
き
は
、
惟
だ
河
南
靑
齊
の
閒
に
の
み
、
之
を
講
習
す
る
者
有
り
て
、
王
肅
の
易
も

亦
閒
ま
行
は
る
。
元
凱
杜
預
の
字
の
左
氏
は
、
但
だ
齊
の
地
に
行
は
る
る
の
み
。
僞
孔
傳
は
惟
だ
劉

光
伯
、
劉
士
元
の
み
信
じ
て
古
文
と
爲
す
も
、
皆
當
世
の
尚
ぶ
所
と
爲
ら
ず
。
隋
書
に
「
南
人
は

約
簡
に
し
て
其
の
英
華
を
得
、
北
學
は
深
蕪
に
し
て
、
其
の
枝
葉
を
窮
む
」
②
と
云
ふ
は
、
豈
に

言
を
知
る
者
な
ら
ん
や
。

唐
の
太
宗
、
干
戈
の
中
に
創
業
す
る
も
、
詩
書
の
業
を
廢
さ
ず
。
位
に
卽
く
の
後
、
五
經
を
讎
正

し
、
天
下
に
頒
行
し
、
儒
臣
に
命
じ
て
義
疏
を
爲
ら
し
む
。
惜
し
い
か
な
、
孔
冲
遠
、
朱
子
奢
の

徒
、
妄
り
に
己
が
意
を
出
し
、
去
取
、
當
を
失
す
。
易
は
輔
嗣
を
用
ひ
て
康
成
を
廢
し
、
書
は
馬

・
鄭
を
去
り
て
僞
孔
を
信
じ
、
穀
梁
は
麋
氏
を
退
け
て
范
甯
を
進
め
、
論
語
は
則
ち
專
ら
平
叔
何
晏

の
字
を
主
と
す
。
尊
彝
を
棄
て
て
康
瓠
を
寶
と
し
、
珠
玉
を
舍
て
て
瓦
躒
を
收
む
る
は
、
亦

傎
さ
か
さ
ま

な
ら
ず
や
。

宋
初
は
唐
の
弊
を
承
け
て
、
邪
説
詭
言
、
經
を
亂
し
聖
を
非
る
こ
と
、
殆
ん
ど
焉
よ
り
甚
し
き
有

そ
し

こ
れ

り
。
歐
陽
修
の
詩
、
孫
明
復
の
春
秋
、
王
安
石
の
新
義
の
如
き
是
れ
な
り
。
濂
洛
關
閩
の
學
に
至

り
て
は
、
禮
樂
の
源
を
究
め
ず
、
獨
り
性
命
の
旨
を
標
し
、
義
疏
の
諸
書
は
、
束
ね
て
高
閣
に
置

か
れ
て
、
經
學
一
廢
す
。

元
明
の
際
は
、
制
義
を
以
て
士
を
取
り
、
古
學
益
ま
す
絶
ゆ
。
而
し
て
有
明
三
百
年
、
四
方
の
俊

秀
は
、
帖
括
に
困
し
み
、
講
章
を
以
て
經
學
と
爲
し
、
類
書
を
以
て
博
聞
と
爲
す
。
經
義
の
晦
は
、

直
ち
に
長
夜
に
同
じ
。

惟
だ
我
が
世
祖
章
皇
帝
治
め
て
千
古
を
昭
ら
か
に
し
、
順
治
十
三
年
、
大
學
士
傅
以
漸
に
勅
し
て

易
經
通
注
を
撰
せ
し
む
。
永
樂
の
大
全
の
繁
冗
蕪
陋
な
る
を
以
て
、
其
の
舛
譌
を
刊
し
、
其
の
闕

漏
を
補
ひ
、
勒
し
て
是
の
書
を
爲
り
、
之
を
學
官
に
頒
つ
。

聖
祖
仁
皇
帝
、
萬
幾
の
暇
に
、
神
を
墳
典
に
棲
ま
は
せ
、
五
音
六
律
の
微
を
闡
き
、
八
綫
九
章
の

す

ひ
ら

術
を
稽
ふ
。
康
煕
十
九
年
、
大
學
士
庫
勒
納
等
に
勅
し
て
、
日
講
四
書
解
義
、
日
講
書
經
解
義

か
ん
が

を
編
せ
し
む
。
二
十
二
年
、
勅
し
て
日
講
易
經
解
義
を
編
せ
し
め
、
三
十
八
年
、
勅
し
て
春
秋
傳

説
彙
纂
を
撰
せ
し
め
、
五
十
四
年
、
勅
し
て
周
易
折
中
を
撰
せ
し
め
、
六
十
年
、
勅
し
て
書
經
傳

説
彙
纂
、
詩
經
傳
説
彙
纂
を
撰
せ
し
む
。
凡
そ
御
纂
の
羣
經
は
皆
漢
宋
の
説
を
兼
ね
、
異
同
を
參

考
し
、
務
め
て
至
當
を
求
め
、
千
載
の
薪
傳
を
紹
ぎ
、
萬
世
不
刊
の
鉅
典
と
爲
す
。

つ

世
宗
憲
皇
帝
、
位
に
卽
き
て
後
、
卽
ち
聖
祖
の
欽
定
詩
經
傳
説
彙
纂
、
書
經
傳
説
彙
纂
を
刊
行
し
、

皆
序
文
を
御
製
し
て
、
卷
首
に
弁
す
。
又
聖
祖
の
日
講
春
秋
解
義
を
編
定
す
。
雍
正
五
年
、
孝
經

集
注
を
御
纂
し
、
羣
言
を
折
衷
し
、
勒
し
て
大
訓
と
爲
す
。

高
宗
純
皇
帝
に
至
り
て
、
乾
隆
元
年
、
詔
し
て
聖
祖
の
日
講
禮
記
解
義
を
排
纂
し
、
十
三
年
、
周

官
義
疏
、
儀
禮
義
疏
を
欽
定
し
、
二
十
五
年
、
勅
し
て
周
易
述
義
、
詩
經
折
中
を
撰
せ
し
め
、
三

十
年
、
勅
し
て
春
秋
直
解
を
撰
せ
し
む
。
易
に
于
て
は
則
ち
虚
渺
の
説
と
術
數
の
學
と
に
渉
ら
ず
、

觀
象
に
は
則
ち
互
體
を
取
り
て
、
以
て
古
義
を
發
明
す
。
詩
に
於
て
は
則
ち
毛
鄭
に
依
據
し
、
禮

に
于
て
は
則
ち
康
成
を
以
て
宗
と
爲
し
、
春
秋
に
于
て
は
則
ち
三
傳
の
精
華
を
探
り
、
安
國
の
迂

謬
を
斥
く
。
經
學
の
外
、
石
鼓
を
考
し
、
大
昌
、
用
修
の
非
を
辨
ず
。
石
經
を
刊
し
、
開
成
・
廣

政
の
陋
を
湔
ふ
。
又
御
製
の
説
經
文
を
太
學
に
刻
す
。
皆
治
經
の
津
梁
、
論
古
の
樞
要
、
所
謂
諸

あ
ら

を
日
月
に
懸
け
、
煥
と
し
て
丹
靑
の
若
き
者
な
り
③
。
蓋
し
惟
だ
列
聖
相
承
け
、
實
學
を
崇
尚
す

る
が
故
に
、
古
義
聿
に
明
ら
か
に
し
て
、
談
經
の
儒
輩
出
で
、
凡
そ
數
千
年
の
沈
晦
せ
る
者
、
今

こ
こ

日
に
至
り
て
煥
然
と
し
て
新
の
若
し
。
漢
よ
り
而
後
、
蓋
し
斯
に
于
て
極
盛
と
爲
す
か
。

【
註
】
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①

本
篇
は
ほ
と
ん
ど
江
藩
『
漢
學
師
承
記
』
巻
一
序
言
か
ら
の
節
引
で
あ
る
。
末
尾
を
少
し
く

書
き
換
え
、
江
藩
の
自
伝
の
部
分
を
削
除
し
て
一
篇
と
し
て
い
る
。【
書
き
下
し
】【
通
釈
】
は

近
藤
光
男
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
・
七
）
を
参
考
と
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
謝
意
を
あ
ら
わ
す
。
よ
り
詳
し
く
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
傍
線
は
『
經
解
入
門
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
細
か
な
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
い
ち
い
ち
注
記
し
な
い
。

先
王
經
國
之
制
、
井
田
與
學
校
相
維
、
里
有
序
、
鄕
有
庠
。
八
歳
入
小
學
、
學
六
甲
五
方
書

計
之
事
、
始
知
室
家
長
幼
之
節
。
十
五
入
大
學
、
學
先
聖
禮
樂
、
而
知
朝
廷
君
臣
之
禮
。
所

以
耕
夫
餘
子
、
亦
得
秉
耒
横
經
、
漸
詩
書
之
化
、
被
教
養
之
澤
、
濟
濟
乎
、
洋
洋
乎
。
三
代

之
隆
軌
也
。

秦
幷
天
下
、
燔
詩
書
、
殺
術
士
、
聖
人
之
道
墜
矣
。
然
士
隱
山
澤
巖
壁
之
閒
者
、
抱
遺
經
、

傳
口
説
、
不
絶
於
世
。
漢
興
乃
出
。
言
易
淄
川
田
生
。
言
書
濟
南
伏
生
。
言
詩
於
魯
則
申
公

培
、
於
齊
則
轅
固
生
、
於
燕
則
韓
太
傅
。
言
禮
魯
高
堂
生
。
言
春
秋
於
齊
則
胡
母
生
、
於
趙

則
董
仲
舒
。
自
茲
以
後
、
專
門
之
學
興
、
命
氏
之
儒
起
、
六
經
五
典
、
各
信
師
承
、
嗣
守
章

句
、
期
乎
勿
失
。
西
都
儒
士
、
開
横
舍
延
學
徒
、
誦
先
王
之
書
、
被
儒
者
之
服
、
彬
彬
然
有

洙
泗
之
風
焉
。
爰
及
東
京
、
碩
學
大
師
、
賈
服
之
外
、
咸
推
高
密
鄭
君
。
生
炎
漢
之
季
、
守

孔
子
之
學
、
訓
義
優
洽
、
博
綜
羣
經
、
故
老
以
爲
前
修
、
後
生
未
之
敢
異
。

晉
王
肅
自
謂
辨
理
依
經
、
逞
其
私
説
、
僞
作
家
語
、
妄
撰
聖
證
。
以
外
戚
之
尊
、
盛
行
晉
代
。

王
弼
宗
老
莊
而
注
周
易
、
杜
預
廢
賈
服
而
釋
春
秋
。
梅
賾
氏
上
僞
書
、
費
甝
爲
義
疏
。
於
是

宋
齊
以
降
、
師
承
陵
替
、
江
左
儒
門
、
參
差
互
出
矣
。

然
河
洛
尚
知
服
古
、
不
改
舊
章
。
左
傳
則
服
子
愼
、
尚
書
周
易
則
鄭
康
成
、
詩
則
並
主
於
毛

公
、
禮
則
同
遵
於
鄭
氏
。
若
輔
嗣
之
易
、
惟
河
南
靑
齊
閒
、
有
講
習
之
者
、
而
王
肅
易
亦
閒

行
焉
。
元
凱
之
左
氏
、
但
行
齊
地
。
僞
孔
傳
惟
劉
光
伯
、
劉
士
元
、
信
爲
古
文
、
皆
不
爲
當

時
所
尚
。
隋
書
云
、
南
人
約
簡
、
得
其
英
華
、
北
學
深
蕪
、
窮
其
枝
葉
。
豈
知
言
者
哉
。

唐
太
宗
挺
生
於
干
戈
之
世
、
創
業
於
戎
馬
之
中
。
雖
左
右
櫜
鞬
、
櫛
沐
風
雨
、
然
鋭
情
經
術
、

延
攬
名
流
。

卽
位
後
、
讎
正
五
經
、
頒
示
天
下
、
命
諸
儒
、
粹
章
句
、
爲
義
疏
。
惜
乎
、
孔
冲
遠
朱
子
奢

之
徒
、
妄
出
己
意
、
去
取
失
當
。
易
用
輔
嗣
而
廢
康
成
、
書
去
馬
鄭
而
信
僞
孔
、
穀
梁
退
麋

氏
而
進
范
甯
、
論
語
則
專
主
平
叔
。
棄
尊
彝
而
寶
康
瓠
、
舍
珠
玉
而
收
瓦
礫
、
不
亦
傎
哉
。

宋
初
承
唐
之
獘
、
而
邪
説
詭
言
、
亂
經
非
聖
、
殆
有
甚
焉
。
如
歐
陽
修
之
詩
、
孫
明
復
之
春

秋
、
王
安
石
之
新
義
是
已
。
至
於
濂
洛
關
閩
之
學
、
不
究
禮
樂
之
源
、
獨
標
性
命
之
旨
、
義

疏
諸
書
、
束
置
高
閣
、

視
如
糟
粕
、
棄
等
弁
髦
。
蓋
率
履
則
有
餘
、
考
鏡
則
不
足
也
。

元
明
之
際
、
以
制
義
取
士
、
古
學
幾
絶
。
而
有
明
三
百
年
、
四
方
秀
艾
、
困
於
帖
括
、
以
講

章
爲
經
學
、
以
類
書
爲
博
聞
、
長
夜
悠
悠
、
視
天
夢
夢
。
可
悲
也
夫
。
在
當
時
豈
無
明
達
之

人
志
識
之
士
哉
。
然
皆
滯
於
所
習
、
以
求
富
貴
。
此
所
以
儒
罕
通
人
、
學
多
鄙
俗
也
。

我
世
祖
章
皇
帝
、
握
貞
符
、
膺
圖
籙
、
撥
亂
反
正
、
伐
罪
弔
民
、
武
德
定
四
海
、
文
治
垂
千

古
。
順
治
十
三
年
、
勅
大
學
士
傅
以
漸
、
撰
易
經
通
註
、
以
永
樂
大
全
繁
冗
蕪
陋
、
刊
其
舛

訛
、
補
其
闕
漏
、
勒
爲
是
書
、
頒
之
學
官
。

聖
祖
仁
皇
帝
嗣
位
、
削
平
遺
孽
、
親
征
西
番
、
戡
定
三
藩
、
永
淸
六
合
。
然
萬
幾
之
暇
、
棲

神
墳
典
、
悦
志
藝
文
、
闡
五
音
六
律
之
微
、
稽
八
綫
九
章
之
術
、
天
亶
睿
知
、
典
學
宏
深
、

伊
古
以
來
、
所
未
有
也
。

康
煕
十
九
年
、
勅
大
學
士
庫
勒
納
等
、
編
日
講
四
書
解
義
、
日
講
書
經
解
義
。
二
十
二
年
、

勅
大
學
士
牛
鈕
等
、
編
日
講
易
經
解
義
。
三
十
八
年
、
奉
勅
撰
春
秋
傳
説
彙
纂
、
五
十
四
年
、

又
勅
大
學
士
李
光
地
等
、
撰
周
易
折
中
、
六
十
年
、
又
勅
大
學
士
王
頊
齡
等
、
撰
書
經
傳
説

彙
纂
、
又
勅
戸
部
尚
書
王
鴻
緒
等
、
撰
詩
經
傳
説
彙
纂
。
凡
御
纂
羣
經
、
皆
兼
采
漢
宋
先
儒

之
説
、
參
考
異
同
、
務
求
至
當
、
遠
紹
千
載
之
薪
傳
、
爲
萬
世
不
刊
之
鉅
典
焉
。

世
宗
憲
皇
帝
、
際
昇
平
之
時
、
咸
寧
之
世
、
未
明
求
治
、
乙
夜
觀
書
、
雖
夙
通
三
乘
、
然
雅

重
七
經
。
卽
位
之
後
、
卽
刊
行
聖
祖
欽
定
詩
經
傳
説
彙
纂
、
書
經
傳
説
彙
纂
、
皆
御
製
序
文
、

弁
於
卷
首
。
又
編
定
聖
祖
日
講
春
秋
解
義
。
雍
正
五
年
、
御
纂
孝
經
集
註
、
折
衷
羣
言
、
勒

爲
大
訓
、
推
武
周
達
孝
之
源
、
究
天
地
明
察
之
理
、
故
能
心
契
孔
曾
、
權
衡
醇
駁
也
。

至
高
宗
純
皇
帝
、
御
極
六
十
年
、
久
道
化
成
、
不
疾
而
速
、
不
行
而
至
。
武
功
則
耆
定
十
全
、

文
德
則
旁
敷
四
海
、
富
旣
與
地
乎
侔
訾
、
貴
乃
與
天
乎
比
崇
。
盛
德
日
新
、
多
文
日
富
。
乾
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隆
元
年
、
詔
儒
臣
排
纂
聖
祖
日
講
禮
記
解
義
、
十
三
年
、
欽
定
周
官
義
疏
、
儀
禮
義
疏
、
禮

記
義
疏
。
二
十
年
、
大
學
士
傅
恆
等
、
奉
勅
撰
周
易
述
義
、
詩
義
折
中
、
三
十
年
、
大
學
士

傅
恆
等
、
奉
勅
撰
春
秋
直
解
。
於
易
則
不
渉
虚
渺
之
説
與
術
數
之
學
、
觀
象
則
取
互
體
、
以

發
明
古
義
。
於
詩
則
依
據
毛
鄭
、
溯
孔
門
授
受
之
淵
源
、
事
必
有
徴
、
義
必
有
本
、
臆
説
武

斷
、
概
不
取
焉
。
於
禮
則
以
康
成
爲
宗
、
探
孔
賈
之
精
微
、
綜
羣
儒
之
同
異
、
本
天
殽
地
、

經
國
坊
民
、
治
法
備
矣
。
於
春
秋
則
探
三
傳
之
精
華
、
斥
安
國
之
迂
謬
、
闡
尼
山
之
本
意
、

洵
爲
百
王
之
大
法
也
。
經
學
之
外
、
考
石
鼓
、
辨
大
昌
、
用
修
之
非
、
刊
石
經
、
湔
開
成
廣

政
之
陋
。
又
刻
御
製
説
經
文
於
太
學
。
皆
治
經
之
津
梁
、
論
古
之
樞
要
、
所
謂
懸
諸
日
月
、

煥
若
丹
靑
者
也
。
於
是
鼓
篋
之
士
、
負
笈
之
徒
、
皆
知
崇
尚
實
學
、
不
務
空
言
、
游
心
六
藝

之
囿
、
馳
騖
仁
義
之
塗
矣
。

我
皇
上
誕
敷
文
教
、
敦
尚
經
術
、
登
明
堂
、
坐
淸
廟
、
次
羣
臣
、
奏
得
失
。
天
下
之
衆
、
鄕

風
隨
流
、
芔
然
興
道
而
遷
義
、
家
懷
克
讓
之
風
、
人
誦
康
哉
之
詠
、
猗
歟
偉
歟
、
何
其
盛
也
、

蓋
惟
列
聖
相
承
、
文
明
於
變
、
尊
崇
漢
儒
、
不
廢
古
訓
、
所
以
四
海
九
州
、
强
學
待
問
者
、

咸
沐
菁
莪
之
雅
化
、
汲
古
義
之
精
微
、
縉
紳
碩
彦
、
靑
紫
盈
朝
、
縫
掖
巨
儒
、
絃
歌
在
野
、

擔
簦
追
師
、
不
遠
千
里
、
講
誦
之
聲
、
道
路
不
絶
。
可
謂
千
載
一
時
矣
。

（
以
下
略
）

②

『
隋
書
』
卷
七
十
五
、
儒
林
傳
「
大
抵
南
人
約
簡
、
得
其
英
華
、
北
學
深
蕪
、
窮
其
枝
葉
。

考
其
終
始
、
要
其
會
歸
、
其
立
身
成
名
、
殊
方
同
致
矣
」。

③

楊
雄
「
荅
劉
歆
書
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
八
十
五
）「
是
懸
日
月
、
不
刊
之
書
也
」。

楊
雄
『
法
言
』
君
子
篇
「
聖
人
之
言
、
炳
若
丹
靑
」。

【
通
釈
】

歷
代
経
学
興
廃
第
九

先
王
が
国
を
経
営
す
る
時
の
制
度
で
は
、
井
田
法
と
学
校
を
関
連
さ
せ
、
里
に
は
序
（
と
い
う
学

校
）
を
設
置
し
、
鄕
に
は
庠
（
と
い
う
学
校
）
を
設
置
し
、
八
歳
で
小
学
に
入
り
、
六
甲
・
五
方

・
書
計
の
事
を
学
び
、
は
じ
め
て
家
庭
に
お
け
る
長
幼
の
礼
節
を
知
っ
た
。
十
五
歳
で
大
学
に
入

り
、
先
聖
の
禮
樂
を
学
び
、
朝
廷
に
お
け
る
君
臣
の
禮
を
知
っ
た
。
こ
れ
が
（
夏
・
殷
・
周
）
三

代
の
学
術
の
隆
盛
で
あ
る
。

秦
が
天
下
を
統
一
す
る
と
、『
詩
』『
書
』
を
焼
き
払
い
、
経
術
の
士
を
殺
し
た
の
で
、
経
学
が
荒

廃
し
た
。
し
か
し
山
沢
や
巌
壁
の
間
に
隠
棲
し
て
い
た
士
が
、
遺
経
を
抱
き
、
口
説
を
伝
え
た
の

で
、
こ
の
世
か
ら
断
絶
す
る
こ
と
を
免
れ
た
。
漢
が
興
る
と
、
そ
れ
ら
が
こ
の
世
に
出
現
し
は
じ

め
た
。『
易
』
を
い
う
も
の
は
淄
川
の
田
生
。『
書
』
を
い
う
も
の
は
濟
南
の
伏
生
。『
詩
』
を
い
う

も
の
は
魯
で
は
申
培
公
、
齊
で
は
轅
固
生
、
燕
で
は
韓
太
傅
。『
禮
』
を
い
う
も
の
は
魯
の
高
堂
生
。

『
春
秋
』
を
い
う
も
の
は
齊
で
は
胡
母
生
、
趙
で
は
董
仲
舒
が
い
る
。
こ
れ
以
後
、
専
門
の
学
が

興
り
、
教
授
の
儒
者
が
起
り
、
六
経
五
典
は
そ
れ
ぞ
れ
師
か
ら
承
け
継
い
だ
も
の
を
信
奉
し
、
章

句
を
承
け
継
い
で
守
り
、
失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。
西
漢
の
儒
者
は
学
校
を
開
設
し
て
学
生
を
招

き
、
先
王
の
書
を
誦
読
し
、
儒
者
の
服
を
着
用
し
、
彬
彬
然
と
し
て
洙
泗
の
風
格
を
備
え
て
い
た
。

こ
れ
が
経
学
の
隆
盛
で
あ
る
。
東
漢
に
な
る
と
、
碩
學
大
儒
と
し
て
賈
逵
・
服
虔
以
外
で
は
、
高

密
の
鄭
君
〔
鄭
玄
〕
を
こ
ぞ
っ
て
推
薦
す
る
。（
鄭
玄
は
）
後
漢
の
末
に
生
れ
て
、
孔
子
の
学
を
守

り
、
訓
詁
解
釈
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
群
経
を
幅
広
く
綜
合
し
、
故
老
は
前
世
の
名
士
で
あ
る
と
し
、

後
生
の
学
者
た
ち
は
あ
え
て
（
鄭
玄
に
）
異
を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
王
肅
は
自
分
で
は
道

理
の
辨
別
は
経
書
に
も
と
づ
く
と
い
っ
て
お
き
い
な
が
ら
、
私
説
を
逞
し
く
し
て
、『
孔
子
家
語
』

を
偽
作
し
、
勝
手
に
『
聖
證
論
』
を
編
撰
し
た
が
、
外
戚
で
あ
る
こ
と
か
ら
尊
ば
れ
て
晉
代
に
盛

行
し
た
。
王
弼
は
老
莊
を
尊
び
、『
周
易
』
に
注
し
、
杜
預
は
賈
逵
・
服
虔
を
廃
し
て
『
春
秋
』
を

解
釈
し
、
梅
氏
〔
梅
賾
〕
は
偽
古
文
『
尚
書
』
を
た
て
ま
つ
り
、
費
氏
〔
費
甝
〕
は
『
尚
書
』
の

義
疏
を
作
っ
た
。
そ
こ
で
宋
・
齊
以
降
は
、
師
承
が
次
第
に
衰
退
し
、
江
左
の
儒
家
は
意
見
が
食

い
違
う
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
河
洛
は
依
然
と
し
て
古
学
に
し
た
が
い
、
古
い
し
き
た
り
を
改
め
な
か
っ
た
。『
左
傳
』
は

服
子
愼
服
虔
の
字
、『
尚
書
』
は
鄭
康
成
、『
詩
』
は
い
づ
れ
も
毛
傳
を
主
と
し
、『
禮
』
は
と
も
に
鄭

箋
に
し
た
が
っ
た
。
輔
嗣
王
弼
の
字
の
『
易
』
に
つ
い
て
は
、
た
だ
河
南
や
青
齊
の
あ
た
り
に
講
習

す
る
も
の
が
お
り
、
王
肅
の
『
易
』
も
ま
ま
通
行
し
て
い
た
。
元
凱
杜
預
の
字
の
『
左
氏
傳
』
は
、

齊
の
地
で
し
か
通
行
せ
ず
、
偽
孔
傳
は
劉
光
伯
〔
劉
炫
〕、
劉
士
元
〔
劉
焯
〕
し
か
古
文
で
あ
る
と
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信
じ
て
お
ら
ず
、
い
づ
れ
も
当
時
の
世
に
貴
ば
れ
な
か
っ
た
。『
隋
書
』
が
「
南
人
の
学
は
簡
約
で

あ
り
、
そ
の
英
華
を
得
、
北
人
の
学
は
乱
雑
で
あ
り
、
そ
の
枝
葉
を
き
わ
め
た
」
と
い
う
の
は
、

物
事
を
知
り
尽
し
て
い
る
人
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

唐
の
太
宗
は
、
干
戈
の
中
か
ら
唐
を
創
業
し
た
が
、『
詩
』『
書
』
の
学
業
を
止
め
な
か
っ
た
。
即

位
の
後
、
五
経
を
讎
正
し
て
天
下
に
頒
行
し
、
儒
臣
に
命
じ
て
義
疏
を
作
ら
せ
た
。
残
念
な
こ
と

に
、
孔
冲
遠
〔
孔
穎
達
〕、
朱
子
奢
た
ち
が
、
勝
手
に
自
分
の
意
見
を
唱
え
た
の
で
、
取
捨
が
妥
当

で
は
な
か
っ
た
。『
易
』
は
輔
嗣
〔
王
弼
〕
を
用
い
て
康
成
〔
鄭
玄
〕
を
廃
し
、『
書
』
は
馬
・
鄭

〔
馬
融
・
鄭
玄
〕
を
す
て
て
偽
孔
伝
を
信
じ
、『
穀
梁
傳
』
は
麋
氏
〔
麋
信
〕
を
退
け
て
范
甯
を
進

め
、『
論
語
』
は
平
叔
何
晏
の
字
の
み
を
主
と
し
た
。
こ
れ
は
尊
い
彝
器
を
捨
て
去
り
、
壊
れ
た
甖か

め

を
宝
物
と
み
な
し
、
珠
玉
を
捨
て
去
り
、
瓦
躒
を
あ
つ
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
本
末

顛
倒
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宋
の
初
め
は
唐
の
弊
害
を
う
け
て
、
邪
説
詭
言
が
横
行
し
、
経
を
乱
し
聖
人
を
非
難
す
る
こ
と
が

さ
ら
に
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
歐
陽
修
の
『
詩
本
義
』、
孫
明
復
〔
孫
復
〕
の
『
春
秋
尊
王
發
微
』、

王
安
石
の
『
周
官
新
義
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
濂
洛
關
閩
の
学
と
な
る
と
、
禮
樂
の
源
流
を
き

わ
め
ず
、
た
だ
性
命
の
旨
を
標
榜
す
る
だ
け
で
、
義
疏
の
諸
書
は
た
ば
ね
て
高
閣
に
放
置
さ
れ
、

経
学
は
ま
っ
た
く
荒
廃
し
た
。

元
か
ら
明
の
際
に
は
、
制
義
〔
八
股
文
〕
に
よ
っ
て
士
を
採
用
し
た
の
で
、
古
い
学
問
が
ま
す
ま

す
絶
滅
し
た
。
さ
ら
に
明
の
三
百
年
間
、
四
方
の
俊
秀
は
帖
括
に
困
し
め
ら
れ
、
講
章
が
経
学
で

あ
る
と
勘
違
い
し
、
類
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
博
聞
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
。
経
義
の
衰
退
は
長

い
夜
と
同
じ
ぐ
ら
い
真
っ
暗
で
あ
っ
た
。

た
だ
我
が
世
祖
章
皇
帝
〔
順
治
帝
〕
が
統
治
す
る
と
、
千
年
の
経
術
を
明
ら
か
に
し
、
順
治
十
三

年
に
大
学
士
の
傅
以
漸
に
勅
し
て
『
易
經
通
注
』
を
撰
述
さ
せ
、『
永
樂
大
全
』
が
繁
雑
冗
長
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
誤
り
を
刊
正
し
、
そ
の
欠
け
た
と
こ
ろ
を
補
い
、
こ
の
書
を
刊
刻
し
、
学
官

に
頒
布
し
た
。

聖
祖
仁
皇
帝
〔
康
煕
帝
〕
は
、
政
務
の
あ
い
ま
に
心
を
典
籍
に
寄
せ
、
五
音
六
律
の
微
を
明
ら
か

に
し
、
八
綫
九
章
の
術
を
考
察
し
た
。
康
煕
十
九
年
に
大
学
士
の
庫
勒
納
ら
に
勅
し
て
『
日
講
四

書
解
義
』『
日
講
書
經
解
義
』
を
編
纂
さ
せ
た
。
二
十
二
年
に
勅
し
て
『
日
講
易
經
解
義
』
を
編
纂

さ
せ
、
三
十
八
年
に
勅
し
て
『
春
秋
傳
説
彙
纂
』
を
撰
述
さ
せ
、
五
十
四
年
に
勅
し
て
『
周
易
折

中
』
を
撰
述
さ
せ
、
六
十
年
に
勅
し
て
『
書
經
傳
説
彙
纂
』『
詩
經
傳
説
彙
纂
』
を
編
撰
さ
せ
た
。

あ
ら
ゆ
る
御
纂
の
群
経
は
い
づ
れ
も
漢
宋
の
説
を
兼
ね
て
採
用
し
、
異
同
を
参
考
し
、
で
き
る
だ

け
適
切
な
も
の
を
求
め
、
千
年
間
の
師
伝
を
う
け
つ
ぎ
、
万
世
不
刊
の
大
典
と
な
っ
た
。

世
宗
憲
皇
帝
〔
雍
正
帝
〕
は
、
即
位
し
た
後
、
す
ぐ
に
聖
祖
の
『
欽
定
詩
經
傳
説
彙
纂
』『
書
經
傳

説
彙
纂
』
を
刊
行
し
、
い
づ
れ
に
も
序
文
を
御
製
し
て
巻
首
に
置
い
た
。
さ
ら
に
聖
祖
の
『
日
講

春
秋
解
義
』
を
編
定
し
、
雍
正
五
年
に
『
孝
經
集
注
』
を
御
纂
し
、
群
言
を
折
衷
し
、
刊
勒
し
て

大
訓
と
し
た
。

高
宗
純
皇
帝
〔
乾
隆
帝
〕
は
、
乾
隆
元
年
に
詔
し
て
『
聖
祖
日
講
禮
記
解
義
』
を
編
纂
さ
せ
、
十

三
年
に
『
周
官
義
疏
』『
儀
禮
義
疏
』
を
欽
定
し
、
二
十
年
に
勅
し
て
『
周
易
述
義
』『
詩
經
折
中
』

を
編
撰
さ
せ
、
三
十
年
に
勅
し
て
『
春
秋
直
解
』
を
撰
述
さ
せ
た
。『
易
』
に
つ
い
て
は
虚
渺
の
説

と
術
数
の
学
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
観
象
は
互
体
を
採
用
し
て
古
義
を
明
ら
か
に
し
た
。『
詩
』
に
つ

い
て
は
毛
傳
・
鄭
箋
を
根
拠
と
し
、『
禮
』
に
つ
い
て
は
康
成
〔
鄭
玄
〕
を
宗
と
し
、『
春
秋
』
に

つ
い
て
は
『
三
傳
』
の
精
華
を
探
り
、
孔
安
國
の
迂
遠
誤
謬
を
し
り
ぞ
け
た
。
経
学
以
外
に
、
石

鼓
文
を
考
証
し
、
程
大
昌
、
楊
用
修
〔
楊
愼
〕
の
あ
や
ま
り
を
弁
別
し
た
。
石
経
を
刊
刻
し
、
開

成
石
経
・
廣
政
石
経
の
粗
陋
を
洗
い
流
し
た
。
さ
ら
に
御
製
の
『
説
經
文
』
を
太
学
に
刻
し
た
。

い
づ
れ
も
経
を
治
め
る
た
め
の
手
引
き
、
古
を
論
じ
る
た
め
の
枢
要
で
あ
り
、
所
謂
「
日
や
月
に

吊
り
下
げ
、
丹
青
の
ご
と
く
光
り
輝
い
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
（
清
代
は
）
歴
代
の
聖

人
が
代
々
受
け
継
ぎ
、
実
学
を
尊
ん
だ
の
で
、
古
い
意
味
が
つ
い
に
明
ら
か
と
な
り
、
経
を
談
論

す
る
儒
者
が
輩
出
し
、
数
千
年
間
沈
滞
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
今
日
に
な
っ
て
ま
っ
た
く

新
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
漢
以
後
で
は
、
お
そ
ら
く
現
在
が
極
盛
の
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歷
代
石
經
源
流
第
十

以
經
書
石
、
名
爲
石
經
。
而
累
代
石
經
、
其
文
或
科
斗
、
或
大
篆
、
或
隸
、
或
楷
。
其
經
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或
五
、
或
七
、
或
十
三
、
各
有
異
同
、
皆
足
以
資
校
訂
、
治
經
者
不
可
不
講
。

馮
氏
登
府
著
石
經
考
異
、
曰
漢
、
曰
魏
、
曰
唐
、
曰
蜀
、
曰
南
北
宋
、
曰
國
朝
、
凡
有
七

刻
。
漢
卽
熹
平
石
經
、
易
尚
書
魯
詩
儀
禮
公
羊
論
語
、
凡
六
經
。
蔡
中
郞
、
以
八
分
書
丹
。

魏
卽
三
字
石
經
、
尚
書
春
秋
。
寫
以
篆
〔
隸
〕
①
科
斗
三
體
之
字
。
唐
卽
開
成
、
刻
易
書

詩
三
禮
三
傳
論
語
爾
雅
諸
經
。
蜀
刻
經
凡
十
三
。
北
宋
卽
嘉
祐
中
所
刻
九
經
、
有
篆
有
眞
。

南
宋
卽
紹
興
所
刻
、
書
以
小
楷
。
各
經
皆
非
足
本
。
國
朝
乾
隆
五
十
八
年
、
詔
刻
十
三
經

于
太
學
。
嘉
慶
八
年
、
復
命
磨
改
盡
善
。
此
就
其
文
之
可
考
者
言
也
。
而
困
學
紀
聞
已
云
、

石
經
有
七
。
漢
熹
平
則
蔡
邕
、
魏
正
始
則
邯
鄲
淳
、
晉
裴
頠
、
唐
開
成
中
、
唐
玄
度
、
後

蜀
孫
逢
吉
等
、
本
朝
嘉
祐
中
楊
南
仲
等
、
中
興
高
廟
御
書
。
然
楡
墩
集
云
、
孝
平
元
始
元

年
、
王
莽
命
甄
豐
、
摹
古
文
易
詩
書
左
傳
于
石
。
此
石
經
初
刻
也
。
章
帝
命
杜
操
、
増
摹

公
羊
論
語
古
文
、
而
釋
以
章
草
。
此
石
經
再
刻
也
。
靈
帝
光
和
六
年
、
命
胡
母
敬
崔
瓊
張

昶
師
宜
官
、
以
古
文
八
分
刻
易
書
魯
詩
儀
禮
左
傳
於
太
學
講
堂
。
此
石
經
三
刻
也
。
熹
平

四
年
、
諸
儒
以
左
傳
立
于
劉
〔
歆
〕
②
、
當
廢
。
公
羊
興
于
孝
武
、
周
禮
爾
雅
傳
于
周
公
、

魯
詩
論
語
出
于
孔
子
、
當
與
易
書
並
刻
。
又
詔
蔡
邕
楊
賜
堂
谿
典
馬
日
磾
等
、
純
以
八
分

書
之
。
此
石
經
四
刻
也
。
魏
虞
喜
惜
古
文
不
傳
、
言
于
邵
陵
厲
公
、
自
摹
古
文
于
石
、
陳

留
邯
鄲
淳
以
小
篆
釋
之
、
鍾
會
注
以
小
楷
、
刻
于
鴻
都
學
宮
。
此
五
刻
也
。
晉
惠
帝
永
煕
、

武
庫
火
。
梁
武
帝
得
漢
搨
本
三
種
、
詔
蕭
子
雲
等
、
以
小
楷
刻
之
金
陵
。
易
用
費
直
、
書

用
姚
方
興
、
詩
用
毛
、
禮
用
小
戴
、
春
秋
用
三
傳
。
此
六
刻
也
。
北
魏
太
武
神
龜
元
年
、

從
崔
光
之
請
、
以
漢
魏
石
經
在
洛
鄴
者
、
遭
王
彌
劉
曜
之
亂
、
命
元
暉
于
烈
韓
毅
等
補
之
。

此
七
刻
也
。
周
大
象
之
沈
、
齊
高
（
澄
）〔
緯
〕
③
之
砲
、
又
殘
闕
矣
。
隋
大
業
中
、
取
其

遺
書
于
秘
書
省
。
貞
觀
六
年
、
魏
徴
請
發
而
傳
之
、
詔
歐
陽
詢
補
以
八
分
。
此
八
刻
也
。

時
孔
穎
達
爲
疏
義
、
請
以
王
弼
易
、
孔
安
國
書
、
毛
詩
三
禮
三
傳
論
語
爾
雅
孟
子
孝
經
、

頒
行
天
下
、
爲
十
三
經
。
開
元
四
年
、
張
説
請
補
古
易
魯
詩
。
詔
禮
部
郞
中
殷
仲
容
、
摹

古
文
於
石
。
此
九
刻
也
。
天
寶
九
年
、
從
李
林
甫
請
、
詔
侍
書
徐
浩
等
、
以
小
楷
刻
九
經

於
長
安
。
此
十
刻
也
。
蜀
孟
昶
命
李
仁
罕
毋
昭
裔
、
楷
書
刻
易
詩
書
三
禮
三
傳
論
語
孟
子

十
一
經
。
此
十
一
刻
也
。
南
唐
昇
元
以
楷
書
刻
十
一
經
、
増
孝
經
爾
雅
。
此
十
二
刻
也
。

宋
淳
化
六
年
、
翻
刻
蜀
十
一
經
於
汴
。
此
十
三
刻
也
。
高
宗
御
書
五
經
於
臨
安
府
學
、
才

人
呉
氏
續
之
。
此
十
四
刻
也
。
洪
适
摹
鴻
都
遺
字
于
利
州
。
此
十
五
刻
也
。
范
成
大
摹
于

少
城
。
十
六
刻
也
。
天
章
閣
待
制
胡
元
質
復
摹
于
成
都
學
宮
、
並
三
禮
刻
之
。
十
七
刻
也
。

明
宣
德
六
年
、
靖
江
王
又
摹
于
本
府
。
十
八
刻
也
。
天
順
元
年
、
秦
府
又
摹
刻
、
而
古
易

魯
詩
復
完
。
此
十
九
刻
也
。
方
中
履
云
、
十
九
刻
之
叙
最
明
。
獨
不
及
鄭
覃
之
刻
何
耶
。

按
新
唐
書
鄭
覃
傳
、
覃
以
經
籍
刓
謬
、
博
士
陋
淺
不
能
正
。
建
言
、
願
與
鉅
學
鴻
生
共
力

讐
刊
、
準
漢
故
事
、
鏤
石
太
學
、
示
萬
世
法
。
詔
可
。
乃
表
周
墀
崔
球
張
次
宗
孔
溫
業
等
、

是
正
文
字
、
刻
于
石
。
此
唐
文
宗
開
成
二
年
事
、
又
在
天
寶
石
刻
之
後
者
。
然
則
石
經
之

刻
、
自
漢
迄
明
、
凡
二
十
刻
矣
。
合
之
我
朝
、
共
二
十
一
刻
云
。

【
校
記
】

①

勘
語
に
従
い
、「
隸
」
字
を
補
う
。

②

勘
語
に
従
い
、「
歆
」
字
を
補
う
。

③

「
澄
」

勘
語
に
従
い
、「
緯
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

歷
代
石
經
源
流
第
十

經
を
以
て
石
に
書
す
、
名
づ
け
て
石
經
と
爲
す
。
而
し
て
累
代
の
石
經
、
其
の
文
或
い
は

科
斗
、
或
い
は
大
篆
、
或
い
は
隸
、
或
い
は
楷
。
其
の
經
或
い
は
五
、
或
い
は
七
、
或
い

は
十
三
、
各
お
の
異
同
有
る
も
、
皆
以
て
校
訂
に
資
す
る
に
足
り
、
經
を
治
む
る
者
講
ぜ

ざ
る
可
か
ら
ず
。

馮
氏
登
府
、
石
經
考
異
を
著
は
し
、「
曰
く
漢
、
曰
く
魏
、
曰
く
唐
、
曰
く
蜀
、
曰
く
南
北

宋
、
曰
く
國
朝
、
凡
そ
七
刻
有
り
。
漢
は
卽
ち
熹
平
石
經
、
易
・
尚
書
・
魯
詩
・
儀
禮
・

公
羊
・
論
語
、
凡
そ
六
經
。
蔡
中
郞
、
八
分
を
以
て
書
丹
す
。
魏
は
卽
ち
三
字
石
經
、
尚

書
・
春
秋
、
寫
す
に
篆
・
隸
・
科
斗
の
三
體
の
字
を
以
て
す
。
唐
は
卽
ち
開
成
、
易
・
書

・
詩
・
三
禮
・
三
傳
・
論
語
・
爾
雅
の
諸
經
を
刻
す
。
蜀
の
刻
經
は
凡
そ
十
三
。
北
宋
は
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卽
ち
嘉
祐
中
刻
す
る
所
の
九
經
、
篆
有
り
眞
有
り
。
南
宋
は
卽
ち
紹
興
の
刻
す
る
所
、
書

す
る
に
小
楷
を
以
て
す
。
各
經
皆
足
本
に
非
ず
。
國
朝
乾
隆
五
十
八
年
、
詔
し
て
十
三
經

を
太
學
に
刻
す
。
嘉
慶
八
年
、
復
た
磨
改
を
命
じ
て
善
を
盡
す
」
①
と
い
ふ
。
此
れ
其
の

文
の
考
す
可
き
者
に
就
い
て
言
ふ
な
り
。
而
し
て
困
學
紀
聞
に
已
に
、「
石
經
に
七
有
り
。

漢
の
熹
平
は
則
ち
蔡
邕
、
魏
の
正
始
は
則
ち
邯
鄲
淳
、
晉
は
裴
頠
、
唐
の
開
成
中
は
唐
玄

度
、
後
蜀
は
孫
逢
吉
等
、
本
朝
嘉
祐
中
は
楊
南
仲
等
、
中
興
は
高
廟
の
御
書
」
②
と
云
ふ
。

然
れ
ど
も
楡
墩
集
に
、「
孝
平
の
元
始
元
年
、
王
莽
、
甄
豐
に
命
じ
て
、
古
文
易
・
詩
・
書

・
左
傳
を
石
に
摹
せ
し
む
。
此
れ
石
經
の
初
刻
な
り
。
章
帝
、
杜
操
に
命
じ
て
、
公
羊
・

論
語
・
古
文
を
増
し
摹
せ
し
め
、
釋
す
る
に
章
草
を
以
て
す
。
此
れ
石
經
の
再
刻
な
り
。

靈
帝
の
光
和
六
年
、
胡
母
敬
・
崔
瓊
・
張
昶
・
師
宜
官
に
命
じ
て
、
古
文
八
分
を
以
て
易

・
書
・
魯
詩
・
儀
禮
・
左
傳
を
太
學
講
堂
に
刻
せ
し
む
。
此
れ
石
經
の
三
刻
な
り
。
熹
平

四
年
、
諸
儒
以
へ
ら
く
、
左
傳
は
劉
歆
に
立
つ
、
當
に
廢
す
べ
し
。
公
羊
は
孝
武
に
興
り
、

お
も

周
禮
・
爾
雅
は
周
公
よ
り
傳
は
り
、
魯
詩
・
論
語
は
孔
子
よ
り
出
づ
。
當
に
易
・
書
と
並

び
に
刻
す
べ
し
と
。
又
蔡
邕
・
楊
賜
・
堂
谿
典
・
馬
日
磾
等
に
詔
し
て
、

純

ら
八
分
を
以

も
つ
ぱ

て
之
を
書
せ
し
む
。
此
れ
石
經
の
四
刻
な
り
。
魏
の
虞
喜
、
古
文
の
傳
は
ら
ざ
る
を
惜
し

み
、
邵
陵
の
厲
公
に
言
ひ
、
自
ら
古
文
を
石
に
摹
し
、
陳
留
の
邯
鄲
淳
、
小
篆
を
以
て
之

を
釋
し
、
鍾
會
注
す
る
に
小
楷
を
以
て
し
、
鴻
都
の
學
宮
に
刻
す
。
此
れ
五
刻
な
り
。
晉

の
惠
帝
の
永
煕
、
武
庫
に
火
あ
り
。
梁
の
武
帝
、
漢
の
搨
本
三
種
を
得
て
、
蕭
子
雲
等
に

詔
し
て
、
小
楷
を
以
て
之
を
金
陵
に
刻
せ
し
む
。
易
は
費
直
を
用
ひ
、
書
は
姚
方
興
を
用

ひ
、
詩
は
毛
を
用
ひ
、
禮
は
小
戴
を
用
ひ
、
春
秋
は
三
傳
を
用
ふ
。
此
れ
六
刻
な
り
。
北

魏
の
太
武
神
龜
元
年
、
崔
光
の
請
い
に
從
ひ
て
、
漢
魏
石
經
の
洛
鄴
に
在
る
者
、
王
彌
劉

曜
の
亂
に
遭
ふ
を
以
て
、
元
暉
・
于
烈
・
韓
毅
等
に
命
じ
て
之
を
補
は
し
む
。
此
れ
七
刻

な
り
。
周
の
大
象
の
沈
、
齊
の
高
緯
の
砲
、
又
殘
闕
す
。
隋
の
大
業
中
、
其
の
遺
書
を
秘

書
省
に
取
る
。
貞
觀
六
年
、
魏
徴
、
發
し
て
之
を
傳
へ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
歐
陽
詢
に
詔
し

て
、
補
ふ
に
八
分
を
以
て
せ
し
む
。
此
れ
八
刻
な
り
。
時
に
孔
穎
達
、
疏
義
を
爲
り
、
王

弼
の
易
、
孔
安
國
の
書
、
毛
詩
・
三
禮
・
三
傳
・
論
語
・
爾
雅
・
孟
子
・
孝
經
を
以
て
天

下
に
頒
行
し
、
十
三
經
と
爲
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
開
元
四
年
、
張
説
、
古
易
・
魯
詩
を
補

は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
禮
部
郞
中
の
殷
仲
容
に
詔
し
て
、
古
文
を
石
に
摹
せ
し
む
。
此
れ
九

刻
な
り
。
天
寶
九
年
、
李
林
甫
の
請
い
に
從
ひ
て
、
侍
書
徐
浩
等
に
詔
し
て
、
小
楷
を
以

て
九
經
を
長
安
に
刻
す
。
此
れ
十
刻
な
り
。
蜀
の
孟
昶
、
李
仁
罕
・
毋
昭
裔
に
命
じ
て
、

楷
書
も
て
易
・
詩
・
書
・
三
禮
・
三
傳
・
論
語
・
孟
子
の
十
一
經
を
刻
せ
し
む
。
此
れ
十

一
刻
な
り
。
南
唐
の
昇
元
、
楷
書
を
以
て
十
一
經
を
刻
し
、
孝
經
・
爾
雅
を
増
す
。
此
れ

十
二
刻
な
り
。
宋
の
淳
化
六
年
、
蜀
の
十
一
經
を
汴
に
翻
刻
す
。
此
れ
十
三
刻
な
り
。
高

宗
、
五
經
を
臨
安
府
學
に
御
書
し
、
才
人
呉
氏
之
に
續
く
。
此
れ
十
四
刻
な
り
。
洪
适
、

鴻
都
の
遺
字
を
利
州
に
摹
す
。
此
れ
十
五
刻
な
り
。
范
成
大
、
少
城
に
摹
す
。
十
六
刻
な

り
。
天
章
閣
待
制
胡
元
質
、
復
た
成
都
の
學
宮
に
摹
し
、
並
び
に
三
禮
之
を
刻
す
。
十
七

刻
な
り
。
明
の
宣
德
六
年
、
靖
江
王
又
本
府
に
摹
す
。
十
八
刻
な
り
。
天
順
元
年
、
秦
府

又
摹
刻
し
て
、
古
易
・
魯
詩
復
た
完
し
。
此
れ
十
九
刻
な
り
」
と
云
ふ
。
方
中
履
、「
十
九

刻
の
叙
は
最
も
明
ら
か
な
り
。
獨
り
鄭
覃
の
刻
に
及
ば
ざ
る
は
何
ぞ
や
」
④
と
云
う
（
？
）
。

按
ず
る
に
新
唐
書
鄭
覃
傳
に
、「
覃
、
經
籍
を
以
て
謬
を
刓
る
も
、
博
士
陋
淺
に
し
て
正
す

け
ず

能
は
ず
。
建
言
し
て
『
鉅
學
鴻
生
と
力
を
共
せ
て
讐
刊
し
、
漢
の
故
事
に

準

ひ
、
石
を
太

し
た
が

學
に
鏤
し
、
萬
世
に
法
を
示
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
』
と
。
詔
し
て
可
な
り
。
乃
ち
周
墀
・
崔

球
・
張
次
宗
・
孔
溫
業
等
に
表
し
て
、
文
字
を
是
正
し
て
石
に
刻
せ
し
む
」
⑤
と
い
ふ
。

此
れ
唐
の
文
宗
の
開
成
二
年
の
事
に
し
て
、
又
天
寶
石
刻
の
後
に
在
る
者
な
り
。
然
ら
ば

則
ち
石
經
の
刻
は
、
漢
よ
り
明
に
迄
ぶ
ま
で
、
凡
そ
二
十
刻
な
り
。
之
に
我
が
朝
を
合
し

て
、
共
せ
て
二
十
一
刻
な
り
と
云
ふ
。

【
註
】

①

こ
の
一
文
は
馮
登
府
『
石
經
考
異
』「
國
朝
石
經
攷
異
」「
漢
石
經
攷
異
」「
魏
石
經
攷

異
」「
唐
石
經
考
異
」「
蜀
石
經
攷
異
」「
北
宋
石
經
攷
異
」
の
本
文
お
よ
び
序
を
要
約
し

た
も
の
で
あ
る
。

②

『
困
學
紀
聞
』
卷
八
、
經
説
「
石
經
有
七
。
漢
熹
平
則
蔡
邕
、
魏
正
始
則
邯
鄲
淳
、
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晉
裴
頠
、
唐
開
成
中
、
唐
玄
度
、
後
蜀
孫
逢
吉
等
、
本
朝
嘉
祐
中
楊
南
仲
等
、
中
興
高

廟
御
書
」。

③

『
楡
墩
集
』
は
未
詳
。
周
春
健
は
「
清
徐
世
溥
撰
」
と
い
う
が
、
徐
世
溥
に
は
『
楡

溪
集
』
は
あ
る
が
、『
楡
墩
集
』
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

④

方
中
履
に
は
『
古
今
釋
義
』『
汗
靑
閣
文
集
』
な
ど
の
著
が
あ
る
が
、
未
見
の
た
め
な

に
か
ら
の
引
用
か
は
未
詳
。
ま
た
ど
こ
ま
で
が
そ
の
引
用
か
不
詳
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ

で
は
「
獨
不
及
鄭
覃
之
刻
何
耶
」
ま
で
と
見
て
お
く
。
要
確
認
。

⑤

『
新
唐
書
』
卷
一
百
六
十
五
、
鄭
覃
傳
「
始
、
覃
以
經
藉
刓
繆
、
博
士
陋
淺
不
能
正
。

建
言
、
願
與
鉅
學
鴻
生
共
力
讎
刊
、
準
漢
舊
事
、
鏤
石
太
學
、
示
萬
世
法
。
詔
可
。
覃

乃
表
周
墀
崔
球
張
次
宗
孔
溫
業
等
、
是
正
文
字
、
刻
于
石
」。

【
通
釈
】

歴
代
石
経
源
流
第
十

経
を
石
に
書
し
た
も
の
を
、
名
づ
け
て
石
経
と
い
う
。
し
か
し
歴
代
の
石
経
の
文
は
、
科

斗
文
で
あ
っ
た
り
、
大
篆
で
あ
っ
た
り
、
隸
書
で
あ
っ
た
り
、
楷
書
で
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
の
経
は
五
で
あ
っ
た
り
、
七
で
あ
っ
た
り
、
十
三
で
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
同

が
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
校
訂
に
利
用
で
き
、
経
を
治
め
る
も
の
は
講
求
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

馮
氏
登
府
は
『
石
經
考
異
』
を
著
わ
し
、「
（
石
経
は
）
ひ
と
つ
漢
、
ひ
と
つ
魏
、
ひ
と
つ

唐
、
ひ
と
つ
蜀
、
ひ
と
つ
南
北
宋
、
ひ
と
つ
清
朝
、
あ
わ
せ
て
七
刻
あ
る
。
漢
は
熹
平
石

経
、『
易
』『
尚
書
』『
魯
詩
』『
儀
禮
』『
公
羊
』『
論
語
』、
あ
わ
せ
て
六
経
、
蔡
中
郞
〔
蔡

邕
〕
が
八
分
で
書
丹
し
た
。
魏
は
三
字
石
経
、『
尚
書
』『
春
秋
』、
篆
書
・
隸
書
・
科
斗
書

の
三
体
の
字
で
書
写
し
た
。
唐
は
開
成
石
経
、『
易
』『
書
』『
詩
』『
三
禮
』『
三
傳
』『
論

語
』『
爾
雅
』
の
諸
経
を
刻
し
た
。
蜀
の
刻
経
は
あ
わ
せ
て
十
三
。
北
宋
は
嘉
祐
中
に
刻
し

た
九
経
で
あ
り
、
篆
書
が
あ
り
楷
書
が
あ
る
。
南
宋
は
紹
興
の
刻
し
た
も
の
、
小
楷
で
書

し
た
。
各
経
い
づ
れ
も
完
全
な
本
で
は
な
い
。
清
朝
の
乾
隆
五
十
八
年
に
詔
し
て
十
三
経

を
太
学
に
刻
し
た
。
嘉
慶
八
年
に
ふ
た
た
び
研
磨
改
訂
を
命
じ
て
最
善
を
つ
く
し
た
」
と

い
う
。
こ
れ
は
現
在
考
え
う
る
文
を
も
と
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
困
學
紀
聞
』

に
す
で
に
「
石
経
は
七
つ
あ
る
。
漢
の
熹
平
は
蔡
邕
の
書
、
魏
の
正
始
は
邯
鄲
淳
の
書
、

晉
は
裴
頠
の
書
、
唐
の
開
成
中
は
唐
玄
度
の
書
、
後
蜀
は
孫
逢
吉
ら
の
書
、
本
朝
嘉
祐
中

は
楊
南
仲
ら
の
書
、
中
興
は
高
廟
の
御
書
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
『
楡
墩
集
』
に
、「
孝

平
帝
の
元
始
元
年
〔
一
〕、
王
莽
が
甄
豐
に
命
じ
て
、
古
文
の
『
易
』『
詩
』『
書
』『
左
傳
』

を
石
に
摹
刻
さ
せ
た
。
こ
れ
が
石
経
の
最
初
の
刻
で
あ
る
。
章
帝
は
杜
操
に
命
じ
て
、『
公

羊
』『
論
語
古
文
』
を
増
し
て
摹
刻
さ
せ
、
章
草
を
用
い
て
解
釈
し
た
。
こ
れ
が
石
経
の
二

番
目
の
刻
で
あ
る
。
靈
帝
の
光
和
六
年
〔
一
八
三
〕、
胡
母
敬
・
崔
瓊
・
張
昶
・
師
宜
官
に

命
じ
て
、
古
文
と
八
分
を
用
い
て
『
易
』『
書
』
『
魯
詩
』『
儀
禮
』『
左
傳
』
を
太
学
講
堂

に
刻
さ
せ
た
。
こ
れ
が
石
経
の
三
番
目
の
刻
で
あ
る
。
熹
平
四
年
〔
一
七
五
〕
、
諸
儒
が
「
『
左

傳
』
は
劉
歆
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。『
公
羊
』
は
孝

武
帝
に
興
り
、『
周
禮
』『
爾
雅
』
は
周
公
か
ら
伝
わ
り
、『
魯
詩
』『
論
語
』
は
孔
子
か
ら

出
て
い
る
の
で
、『
易
』
『
書
』
と
並
ん
で
刻
す
べ
き
で
あ
る
」
と
上
奏
し
た
。
さ
ら
に
蔡

邕
・
楊
賜
・
堂
谿
典
・
馬
日
磾
ら
に
詔
し
て
、
八
分
を
用
い
て
書
か
せ
た
。
こ
れ
が
石
経

の
四
番
目
の
刻
で
あ
る
。
魏
の
虞
喜
は
古
文
が
伝
わ
ら
な
い
の
を
残
念
に
思
い
、
邵
陵
の

厲
公
に
進
言
し
て
、
み
づ
か
ら
古
文
を
石
に
摹
刻
し
、
陳
留
の
邯
鄲
淳
が
小
篆
を
用
い
て

こ
れ
を
解
釈
し
、
鍾
會
が
小
楷
を
用
い
て
注
を
施
し
、
鴻
都
の
学
宮
に
刻
し
た
。
こ
れ
が

五
番
目
の
刻
で
あ
る
。
晉
の
惠
帝
の
永
煕
の
時
に
武
器
庫
で
火
災
が
あ
っ
た
。
梁
の
武
帝

は
、
漢
の
三
種
類
の
搨
本
を
手
に
入
れ
、
蕭
子
雲
ら
に
詔
し
て
、
小
楷
を
用
い
て
金
陵
に

刻
さ
せ
た
。『
易
』
は
費
直
を
用
い
、『
書
』
は
姚
方
興
を
用
い
、『
詩
』
は
毛
亨
を
用
い
、

『
禮
』
は
小
戴
を
用
い
、『
春
秋
』
は
『
三
傳
』
を
用
い
た
。
こ
れ
が
六
番
目
の
刻
で
あ
る
。

北
魏
の
太
武
神
龜
元
年
〔
五
一
八
〕、
崔
光
の
請
願
に
従
い
、
洛
鄴
に
あ
っ
た
漢
魏
石
経
が

王
彌
・
劉
曜
の
乱
に
遭
遇
し
た
こ
と
か
ら
、
元
暉
・
于
烈
・
韓
毅
ら
に
命
じ
て
補
刻
さ
せ

た
。
こ
れ
が
七
番
目
の
刻
で
あ
る
。
周
の
大
象
の
沈
、
齊
の
高
緯
の
砲
に
よ
っ
て
さ
ら
に

殘
闕
し
た
。
隋
の
大
業
中
に
そ
れ
ら
の
遺
書
を
秘
書
省
で
発
見
し
た
。
貞
觀
六
年
〔
六
三

55



独立行政法人国立高等専門学校機構香川高等専門学校研究紀要 8(2017)

二
〕、
魏
徴
は
公
開
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
請
願
し
、
歐
陽
詢
に
詔
し
て
、
八
分
を
用

い
て
補
刻
さ
せ
た
。
こ
れ
が
八
番
目
の
刻
で
あ
る
。
時
に
孔
穎
達
が
疏
義
を
作
り
、
王
弼

の
『
易
』、
孔
安
國
の
『
書
』、『
毛
詩
』『
三
禮
』『
三
傳
』『
論
語
』『
爾
雅
』『
孟
子
』『
孝

經
』
を
天
下
に
頒
行
し
て
、
十
三
経
と
す
る
こ
と
を
請
願
し
た
。
開
元
四
年
〔
七
一
六
〕、

張
説
が
『
古
易
』『
魯
詩
』
を
補
い
た
い
と
請
願
し
た
。
禮
部
郞
中
の
殷
仲
容
に
詔
し
て
、

古
文
を
石
に
摹
刻
さ
せ
た
。
こ
れ
が
九
番
目
の
刻
で
あ
る
。
天
寶
九
年
〔
七
五
〇
〕、
李
林

甫
の
請
願
に
従
い
、
侍
書
徐
浩
ら
に
詔
し
て
、
小
楷
を
用
い
て
九
経
を
長
安
に
刻
し
た
。

こ
れ
が
十
番
目
の
刻
で
あ
る
。
蜀
の
孟
昶
は
李
仁
罕
・
毋
昭
裔
に
命
じ
て
、
楷
書
を
用
い

て
『
易
』『
詩
』『
書
』『
三
禮
』『
三
傳
』『
論
語
』『
孟
子
』
の
十
一
経
を
刻
さ
せ
た
。
こ

れ
が
十
一
番
目
の
刻
で
あ
る
。
南
唐
の
昇
元
が
楷
書
を
用
い
て
十
一
経
を
刻
し
、『
孝
經
』

『
爾
雅
』
を
増
し
た
。
こ
れ
が
十
二
番
目
の
刻
で
あ
る
。
宋
の
淳
化
六
年
〔
九
九
五
〕、
蜀

の
十
一
経
を
汴
で
翻
刻
し
た
。
こ
れ
が
十
三
番
目
の
刻
で
あ
る
。
高
宗
が
五
経
を
臨
安
府

学
に
御
書
し
、
才
人
〔
女
官
〕
呉
氏
が
こ
れ
に
続
け
た
。
こ
れ
が
十
四
番
目
の
刻
で
あ
る
。

洪
适
が
鴻
都
の
遺
字
を
利
州
に
摹
刻
し
た
。
こ
れ
が
十
五
番
目
の
刻
で
あ
る
。
范
成
大
が

少
城
で
摹
刻
し
た
。
十
六
番
目
の
刻
で
あ
る
。
天
章
閣
待
制
胡
元
質
が
ふ
た
た
び
成
都
の

学
宮
に
摹
刻
し
、
あ
わ
せ
て
『
三
禮
』
を
刻
し
た
。
十
七
番
目
の
刻
で
あ
る
。
明
の
宣
德

六
年
〔
一
四
三
一
〕、
靖
江
王
が
さ
ら
に
本
府
で
摹
刻
し
た
。
十
八
番
目
の
刻
で
あ
る
。
天

順
元
年
〔
一
四
五
七
〕、
秦
府
が
さ
ら
に
摹
刻
し
て
、『
古
易
』『
魯
詩
』
が
ふ
た
た
び
完
備

し
た
。
こ
れ
が
十
九
番
目
の
刻
で
あ
る
」
と
い
う
。
方
中
履
は
「
十
九
刻
の
順
序
は
も
っ

と
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
鄭
覃
の
刻
に
言
及
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
。

按
ず
る
に
『
新
唐
書
』
鄭
覃
傳
に
、「
鄭
覃
が
経
籍
を
用
い
て
誤
謬
を
削
り
と
っ
た
が
、
博

士
た
ち
は
浅
陋
で
あ
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
建
言
し
て
『
学
識
の
優
れ

た
人
と
力
を
あ
わ
せ
て
讐
刊
し
、
漢
の
故
事
に
し
た
が
い
、
石
を
太
学
に
鏤
刻
し
、
万
世

に
法
を
示
し
た
い
』
と
願
い
で
た
。
詔
し
て
許
可
さ
れ
た
。
そ
こ
で
周
墀
・
崔
球
・
張
次

宗
・
孔
溫
業
ら
に
表
し
て
、
文
字
を
是
正
し
て
石
に
刻
さ
せ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
は
唐
の

文
宗
の
開
成
二
年
〔
八
三
七
〕
の
事
で
あ
っ
て
、
天
寶
の
石
刻
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
石
経
の
刻
は
、
漢
か
ら
明
ま
で
あ
わ
せ
て
二
十
刻
で
あ
る
。
こ
れ
に
清
朝
の
石

経
を
あ
わ
せ
て
二
十
一
刻
で
あ
る
。

歷
代
書
籍
制
度
第
十
一

朱
氏
竹
（
坨
）〔
垞
〕
①
云
、
善
讀
書
者
、
匪
直
晰
文
義
而
已
、
其
于
簡
策
之
尺
寸
必
詳
焉
。
誠
以

書
籍
制
度
、
代
有
不
同
、
不
知
其
制
、
無
以
考
簡
册
之
長
短
、
文
字
之
得
失
。
三
代
之
際
、
皆
用

方
策
。
鄭
康
成
中
庸
注
云
、
方
版
、
策
簡
也
、
是
也
。
策
簡
、
竹
爲
之
也
。
方
、
木
爲
之
也
。
其

長
短
之
度
、
鄭
論
語
序
云
、
易
書
詩
禮
樂
春
秋
、
策
皆
尺
二
寸
、
孝
經
謙
半
之
、
論
語
八
寸
策
者
、

三
分
居
一
、
又
謙
焉
。
服
虔
傳
春
秋
、
稱
古
文
篆
書
一
簡
八
字
、
而
説
書
者
謂
毎
行
十
三
字
。
簡

二
十
二
字
、
脱
亦
二
十
二
字
。
據
此
則
簡
有
長
短
、
字
亦
有
多
寡
者
也
。

而
自
漢
而
下
則
不
然
。
漢
因
周
制
、
仍
用
簡
册
、
而
帛
亦
並
用
。
戴
氏
宏
云
、
公
羊
傳
至
景
帝
時
、

公
羊
壽
乃
共
弟
子
胡
母
子
都
、
箸
于
竹
帛
。
又
書
籍
考
云
、
靈
帝
西
遷
、
縑
帛
散
爲
帷
囊
、
皆
可

見
漢
時
竹
帛
並
用
也
。
至
蔡
倫
造
紙
、
而
書
籍
始
用
紙
。
然
其
初
帛
與
紙
亦
並
用
。
後
則
專
用
紙

而
不
用
帛
。
當
漢
唐
時
、
尚
無
印
板
。
故
其
書
皆
以
紙
素
傳
寫
。
抱
朴
子
所
寫
、
反
覆
有
字
。
金

樓
子
謂
、
細
書
史
莊
老
離
騷
等
六
百
三
十
四
卷
、
南
齊
沈
驎
士
、
年
過
八
十
、
手
寫
細
書
、
後
周

裴
漢
、
借
異
書
、
躬
自
錄
本
。
蓋
其
時
書
籍
難
得
、
而
其
制
度
不
作
册
而
爲
卷
軸
。
胡
應
麟
云
、

卷
必
重
裝
、
一
紙
表
裏
、
常
兼
數
番
。
毎
讀
一
卷
、
或
毎
檢
一
事
、
細
閲
展
舒
、
甚
爲
煩
數
、
唐

經
籍
志
云
、
藏
書
四
庫
、
經
庫
書
綠
牙
軸
、
朱
帶
、
白
牙
籤
、
子
庫
書
雕
紫
檀
軸
、
紫
帶
、
碧
牙

籤
。
其
餘
皆
大
略
如
此
。
至
唐
末
、
益
州
始
有
板
本
術
數
字
學
小
書
。
後
唐
長
興
三
年
、
始
依
石

經
文
字
刻
九
經
、
印
板
流
布
天
下
。
命
馬
縞
田
敏
等
詳
勘
。
宋
史
謂
始
于
周
顯
德
、
非
是
。
宋
慶

歷
中
、
有
布
衣
畢
昇
又
爲
活
板
。
其
法
用
漆
泥
刻
字
、
薄
如
錢
、
印
極
神
速
。
鏤
板
之
地
、
蜀
最

善
、
呉
次
之
、
越
次
之
、
閩
又
次
之
。
其
木
初
以
梓
、
後
以
梨
、
或
以
棗
。
唐
以
後
之
制
度
、
大

率
如
此
。

【
校
記
】
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坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）

①

「
坨
」

誤
字
と
み
な
し
て
「
垞
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

歷
代
書
籍
制
度
第
十
一
①

朱
氏
竹
垞
、「
善
く
書
を
讀
む
者
は
、
直
だ
文
義
に
晰
ら
か
な
る
の
み
に
匪
ず
、
其
の
、
簡
策
の

た

あ
き

あ
ら

尺
寸
に
于
て
必
ず
詳
ら
か
な
り
」
②
と
云
ふ
。
誠
に
書
籍
制
度
、
代
代
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
を
以

て
、
其
の
制
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
簡
册
の
長
短
、
文
字
の
得
失
を
考
す
る
無
し
。
三
代
の
際
は
、

皆
方
策
を
用
ふ
。
鄭
康
成
の
中
庸
注
に
「
方
は
版
、
策
は
簡
な
り
」
③
と
云
ふ
、
是
れ
な
り
。
策

簡
は
竹
、
之
を
爲
す
な
り
。
方
は
木
、
之
を
爲
す
な
り
。
其
の
長
短
の
度
は
、
鄭
の
論
語
序
に
「
易

・
書
・
詩
・
禮
・
樂
・
春
秋
は
、
策
皆
尺
二
寸
、
孝
經
謙
じ
て
之
を
半
ば
に
し
、
論
語
八
寸
策
な

る
者
は
、
三
分
し
て
一
に
居
る
、
又
謙
な
り
」
④
と
云
ふ
。
服
虔
、
春
秋
を
傳
へ
て
、「
古
文
篆
書

は
一
簡
八
字
」
⑤
と
稱
す
る
も
、
書
を
説
く
者
は
「
毎
行
十
三
字
」
⑥
、「
簡
二
十
二
字
な
ら
ば
、

脱
も
亦
二
十
二
字
」
⑦
と
謂
ふ
。
此
に
據
れ
ば
則
ち
簡
に
長
短
有
り
、
字
も
亦
多
寡
有
る
者
な
り
。

而
る
に
漢
よ
り
而
下
は
則
ち
然
ら
ず
。
漢
は
周
の
制
に
因
り
、
仍
ほ
簡
册
を
用
ひ
て
、
帛
も
亦
並

用
す
。
戴
氏
宏
、「
公
羊
傳
は
景
帝
の
時
に
至
り
て
、
公
羊
壽
乃
ち
弟
子
の
胡
母
子
都
と
共
に
、
竹

帛
に
箸
す
」
⑧
と
云
ひ
、
又
書
籍
考
に
、「
靈
帝
西
に
遷
り
、
縑
帛
散
じ
て
帷
囊
と
爲
る
」
⑨
と
云

ふ
は
、
皆
漢
の
時
、
竹
帛
並
用
な
る
を
見
る
可
き
な
り
。
蔡
倫
、
紙
を
造
る
⑩
に
至
り
て
、
書
籍

始
め
て
紙
を
用
ふ
。
然
れ
ど
も
其
の
初
め
、
帛
と
紙
と
亦
並
用
す
。
後
に
則
ち
專
ら
紙
を
用
ひ
て

帛
を
用
ひ
ず
。
漢
・
唐
の
時
に
當
り
て
、
尚
ほ
印
板
無
し
。
故
に
其
の
書
は
皆
紙
素
を
以
て
傳
寫

す
。
抱
朴
子
は
寫
す
所
を
反
覆
し
て
字
有
り
⑪
、
金
樓
子
、「
細
か
く
史
・
莊
・
老
・
離
騷
等
六
百

三
十
四
卷
を
書
す
」
⑫
と
謂
ひ
、
南
齊
の
沈
驎
士
、
年
八
十
を
過
ぎ
、
手
寫
細
書
し
⑬
、
後
周
の

裴
漢
、
異
書
を
借
り
て
躬
自
ら
本
を
錄
す
⑭
。
蓋
し
其
の
時
書
籍
得
難
く
し
て
、
其
の
制
度
は
册

み

に
作
ら
ず
し
て
卷
軸
と
爲
す
。
胡
應
麟
、「
卷
は
必
ず
重
裝
し
、
一
紙
の
表
裏
、
常
に
數
番
を
兼
ぬ
。

一
卷
を
讀
む
毎
に
、
或
い
は
一
事
を
檢
す
る
毎
に
、
細
閲
展
舒
す
る
は
、
甚
だ
煩
數
と
爲
す
」
⑮

ご
と

と
云
ひ
、
唐
經
籍
志
に
、「
書
を
四
庫
に
藏
し
、
經
庫
の
書
は
綠
牙
軸
、
朱
帶
、
白
牙
籤
、
子
庫
の

書
は
雕
紫
檀
軸
、
紫
帶
、
碧
牙
籤
」
⑯
と
云
ふ
。
其
の
餘
は
皆
大
略
此
の
如
し
。
唐
末
に
至
り
て
、

益
州
に
始
め
て
板
本
の
術
數
字
學
小
書
有
り
⑰
。
後
唐
の
長
興
三
年
、
始
め
て
石
經
文
字
に
依
り

て
九
經
を
刻
し
、
印
板
、
天
下
に
流
布
す
。
馬
縞
・
田
敏
等
に
命
じ
て
詳
勘
せ
し
む
⑱
。
宋
史
に
、

「
周
の
顯
德
に
始
ま
る
」
⑲
と
謂
ふ
は
、
是
に
非
ず
。
宋
の
慶
歷
中
に
、
布
衣
畢
昇
又
活
板
を
爲

る
有
り
。
其
の
法
は
漆
泥
を
用
ひ
て
字
を
刻
し
、
薄
き
こ
と
錢
の
如
し
、
印
極
め
て
神
速
な
り
⑳
。

鏤
板
の
地
は
、
蜀
最
も
善
く
、
呉
之
に
次
ぎ
、
越
之
に
次
ぎ
、
閩
又
之
に
次
ぐ
。
其
の
木
は
初
め

梓
を
以
て
し
、
後
に
梨
を
以
て
し
、
或
い
は
棗
を
以
て
す
。
唐
以
後
の
制
度
は
大
率
此
の
如
し
。

お
お
む
ね

【
註
】

①

後
半
の
「
漢
因
周
制
、
仍
用
簡
册
」
以
下
は
、
ほ
ぼ
全
文
が
金
鶚
「
漢
唐
以
來
書
籍
制
度
攷
」

（『
詁
經
精
舍
文
集
』
巻
十
一
所
収
）
の
節
引
で
あ
る
。
そ
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
傍
線
部
が

『
經
解
入
門
』
に
引
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
特
に
注
記
し
な
い
。

三
代
之
書
、
皆
用
方
策
。
漢
唐
以
來
、
制
度
代
異
。
漢
初
因
周
制
、
仍
用
簡
册
、
而
帛
與
竹

同
用
。
戴
氏
宏
云
、
公
羊
傳
至
漢
景
帝
時
、
公
羊
壽
乃
其
弟
子
胡
毋
子
都
、
著
於
竹
帛
。
此

竹
帛
並
用
之
證
。
漢
書
藝
文
志
、
歐
陽
、
大
小
夏
侯
三
家
經
文
、
酒
誥
脱
簡
一
、
召
誥
脱
簡

二
。
可
知
其
書
于
竹
也
。
然
古
書
有
篇
無
卷
、
而
藝
文
志
所
載
、
如
尚
書
古
文
經
四
十
六
卷
、

經
二
十
九
卷
、
可
知
其
書
有
用
帛
者
矣
。
篇
字
从
竹
。
故
竹
書
曰
篇
。
帛
可
卷
舒
。
故
帛
書

曰
卷
。
通
言
之
則
竹
書
亦
曰
卷
。
帛
書
亦
曰
篇
也
。
古
詩
云
、
中
有
尺
素
書
。
風
俗
通
云
、

劉
向
校
書
、
皆
先
書
竹
、
改
易
删
定
、
可
繕
寫
者
以
上
素
。
書
籍
攷
云
、
靈
帝
西
遷
、
縑
帛

散
爲
帷
囊
、
皆
可
見
漢
書
之
用
帛
也
。
至
蔡
倫
造
紙
、
而
書
籍
始
用
紙
。
然
帛
與
紙
猶
並
用

也
。
厥
後
不
用
帛
而
用
紙
矣
。
漢
唐
之
時
、
未
有
印
板
。
其
書
皆
以
紙
素
傳
寫
。
抱
朴
子
所

寫
、
反
覆
有
字
。
金
樓
子
謂
、
細
書
經
史
莊
老
離
騷
等
六
百
三
十
四
卷
、
在
巾
箱
中
。
桓
譚

新
論
謂
、
梁
子
初
楊
子
林
所
寫
萬
卷
至
于
白
首
。
南
齊
沈
驎
士
、
年
過
八
十
、
手
寫
細
書
、

萬
數
十
篋
。
梁
袁
峻
自
寫
書
課
日
五
十
紙
。
後
周
裴
漢
借
異
書
、
躬
自
錄
本
。
葢
書
之
難
得

也
、
其
書
籍
制
度
、
不
作
册
而
爲
卷
軸
。
胡
應
麟
云
、
卷
必
重
裝
、
一
紙
表
裏
、
常
兼
數
番
。

毎
讀
一
卷
、
或
毎
檢
一
事
、
細
閲
展
舒
、
甚
爲
煩
數
。
收
集
整
比
、
彌
費
辛
勤
。
羅
璧
云
、

古
人
書
不
解
綫
縫
、
只
疊
紙
成
卷
。
後
以
幅
紙
概
黏
之
。
猶
今
佛
老
經
然
。
其
後
稍
作
册
子
。
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今
考
唐
書
經
籍
志
云
、
藏
書
分
爲
四
庫
、
經
庫
書
綠
牙
軸
、
朱
帶
、
白
牙
籤
。
史
庫
書
靑
牙

軸
、
縹
帶
、
綠
牙
籤
。
子
庫
書
雕
紫
檀
軸
、
紫
帶
、
碧
牙
籤
。
集
庫
書
綠
牙
軸
、
朱
帶
、
白

牙
籤
。
其
制
度
大
畧
如
此
。
至
唐
末
、
益
州
始
有
板
本
、
多
術
數
字
學
小
書
。
後
唐
長
興
三

年
、
始
依
石
經
文
字
刻
九
經
印
板
、
流
布
天
下
。
命
馬
縞
田
敏
等
詳
勘
。
宋
史
藝
文
志
謂
始

于
周
顯
德
、
非
也
。
宋
端
拱
元
年
、
司
業
孔
維
等
奉
勅
校
勘
孔
穎
達
五
經
正
義
、
詔
國
子
監

鏤
板
行
之
。
淳
化
中
、
復
以
史
記
前
後
漢
書
付
有
司
摹
印
。
自
是
書
籍
刊
鏤
者
益
多
。
慶
歷

中
、
有
布
衣
畢
昇
又
爲
活
板
。
其
法
用
漆
泥
刻
字
、
薄
如
錢
、
毎
字
爲
一
印
、
火
燒
令
堅
、

印
數
十
百
千
本
、
極
爲
神
速
。
鏤
板
之
地
、
蜀
最
善
、
呉
次
之
、
越
次
之
、
閩
又
次
之
。
刻

板
之
木
、
初
以
梓
、
後
以
梨
、
或
以
棗
。
此
唐
以
後
書
籍
之
制
度
也
。
閒
嘗
考
之
古
之
書
籍
、

皆
寫
本
最
爲
不
便
。
漢
熹
平
始
有
石
經
。
唐
開
成
宋
嘉
祐
亦
皆
有
之
。
後
晉
天
福
又
有
銅
板

九
經
、
皆
可
紙
墨
摹
印
、
無
用
筆
寫
。
然
其
制
頗
難
傳
、
亦
未
廣
、
至
板
本
盛
行
、
摹
印
極

便
、
聖
經
賢
傳
乃
得
家
傳
、
而
人
誦
固
亦
有
功
名
教
矣
。
然
寫
本
不
易
傳
錄
者
、
精
于
讎
對
。

故
往
有
善
本
、
自
板
本
出
、
譌
謬
日
甚
。
後
學
者
無
他
本
可
以
勘
驗
、
其
弊
亦
不
少
也
。

②

朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
卷
三
十
五
「
江
村
銷
夏
錄
序
」「
善
讀
書
者
、
匪
直
晰
文
義
而
已
、
其

于
簡
策
之
尺
寸
必
詳
焉
。
鄭
康
成
曰
、
易
詩
書
禮
樂
春
秋
、
策
皆
尺
二
寸
、
孝
經
謙
半
之
、
論

語
八
寸
策
者
、
三
分
居
一
、
又
謙
焉
。
服
虔
傳
春
秋
、
稱
古
文
篆
書
一
簡
八
字
、
而
説
書
者
謂

毎
行
十
三
字
」。

③

『
禮
記
』
中
庸
「
哀
公
問
政
。
子
曰
、
文
武
之
政
、
布
在
方
策
」。
鄭
玄
注
「
方
板
也
、
策
簡

也
」。『

儀
禮
』
聘
禮
「
百
名
以
上
、
書
於
策
、
不
及
百
名
、
書
於
方
」。
鄭
玄
注
「
策
簡
也
、
方
板

也
」。

④

鄭
玄
『
論
語
序
』（『
儀
禮
』
聘
禮
疏
引
）「
易
詩
書
禮
樂
春
秋
、
策
皆
尺
二
寸
、
孝
經
謙
半
之
、

論
語
八
寸
策
者
、
三
分
居
一
、
又
謙
焉
」。

校
勘
記
に
「
按
ず
る
に
、
春
秋
序
疏
に
云
ふ
、
鄭
玄
注
論
語
序
に
、
鉤
命
決
に
、
春
秋
は
二
尺
四

寸
も
て
之
を
書
し
、
孝
經
は
一
尺
二
寸
も
て
之
を
書
す
と
云
ふ
を
以
て
の
故
に
、
六
經
の
策
は

皆
長
さ
二
尺
四
寸
と
稱
す
。
然
ら
ば
則
ち
此
に
尺
二
寸
と
云
ふ
は
、
乃
ち
傳
寫
の
誤
り
に
し
て
、

當
に
二
尺
四
寸
に
作
る
べ
し
」
と
い
う
。

⑤

服
虔
注
左
氏
（
『
儀
禮
』
聘
禮
疏
引
）「
古
文
篆
書
一
簡
八
分
字
」。

校
勘
記
に
「
要
義
同
じ
。
毛
本
は
分
字
無
し
」
と
い
う
。

⑥

未
詳
。
た
だ
鄭
玄
が
『
尚
書
』
に
注
し
て
「
尚
書
三
十
字
一
簡
之
文
」
（
『
儀
禮
』
聘

禮
疏
引
）
と
い
う
。

⑦

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
武
帝
末
、
魯
共
王
壞
孔
子
宅
、
欲
以
廣
其
宮
、
而
得
古
文
尚

書
及
禮
記
、
論
語
、
孝
經
凡
數
十
篇
、
皆
古
字
也
。
共
王
往
入
其
宅
、
聞
鼓
琴
瑟
鍾
磬
之
音
、

於
是
懼
、
乃
止
不
壞
。
孔
安
國
者
、
孔
子
後
也
、
悉
得
其
書
、
以
考
二
十
九
篇
、
得
多
十
六
篇
。

安
國
獻
之
。
遭
巫
蠱
事
、
未
列
于
學
官
。
劉
向
以
中
古
文
校
歐
陽
、
大
小
夏
侯
三
家
經
文
、
酒

誥
脱
簡
一
、
召
誥
脱
簡
二
。
率
簡
二
十
五
字
者
、
脱
亦
二
十
五
字
、
簡
二
十
二
字
者
、
脱
亦
二

十
二
字
、
文
字
異
者
七
百
有
餘
、
脱
字
數
十
」。

⑧
戴
宏
序
（『
春
秋
公
羊
傳
』
何
休
序
「
傳
春
秋
者
非
一
」
疏
引
）「
子
夏
傳
與
公
羊
高
、
高
傳
與

其
子
平
、
平
傳
與
其
子
地
、
地
傳
與
其
子
敢
、
敢
傳
與
其
子
壽
。
至
景
帝
時
、
壽
乃
共
弟
子
齊

人
胡
母
子
都
、
著
於
竹
帛
」。

⑨

『
書
籍
考
』
は
未
詳
。
た
だ
『
隋
書
』
卷
三
十
二
、
經
籍
志
一
に
は
「
董
卓
之
亂
、
獻
帝
西

遷
、
圖
書
縑
帛
、
軍
人
皆
取
爲
帷
囊
。
所
收
而
西
、
猶
七
十
餘
載
。
兩
京
大
亂
、
掃
地
皆
盡
」

と
あ
る
。

⑩

『
後
漢
書
』
巻
七
十
八
、
宦
者
列
傳
「
自
古
書
契
多
編
以
竹
簡
、
其
用
縑
帛
者
謂
之
爲
紙
。

縑
貴
而
簡
重
、
並
不
便
於
人
。
倫
乃
造
意
、
用
樹
膚
、
麻
頭
及
敝
布
、
魚
網
以
爲
紙
。
元
興
元

年
奏
上
之
、
帝
善
其
能
、
自
是
莫
不
從
用
焉
、
故
天
下
咸
稱
蔡
侯
紙
」。

⑪

『
抱
朴
子
』
外
篇
自
敘
「
日
伐
薪
賣
之
、
以
給
紙
筆
、
就
營
田
園
處
、
以
柴
火
寫
書
坐
。
此

之
故
、
不
得
早
渉
蓺
文
、
常
乏
紙
、
毎
所
寫
反
覆
、
有
字
人
尠
能
讀
也
。
年
十
六
、
始
讀
孝
經

論
語
詩
易
」。

⑫

『
金
樓
子
』
卷
二
、
聚
書
「
又
聚
得
細
書
周
易
尚
書
周
官
儀
禮
禮
記
毛
詩
春
秋
各
一
部
。
又

使
孔
昂
寫
得
前
漢
後
漢
史
記
三
國
志
晉
陽
秋
莊
子
老
子
肘
後
方
離
騷
等
合
六
百
三
十
四
卷
。
悉

在
一
巾
箱
中
。
書
極
精
細
」。

58



坂本具償 他：傳江藩『經解入門』譯註稿（一）

⑬

『
南
齊
書
』
卷
五
十
四
、
沈
驎
士
傳
「
驎
士
負
薪
汲
水
、
并
日
而
食
、
守
操
終
老
、
篤
學
不

倦
、
遭
火
燒
書
數
千
卷
、
驎
士
年
過
八
十
、
耳
目
猶
聰
明
、
以
火
故
抄
寫
、
燈
下
細
書
、
復
成

二
三
千
卷
、
滿
數
十
篋
」。

⑭

『
周
書
』
卷
三
十
四
「（
裴
漢
）
借
人
異
書
、
必
躬
自
錄
本
、
至
于
疹
疾
年
、
亦
未
嘗
釋
卷
」。

⑮

胡
應
麟
『
少
室
山
房
筆
叢
』
卷
四
「
經
籍
會
通
四
」「
然
自
漢
至
唐
、
猶
用
卷
軸
。
卷
必
重
裝
、

一
紙
表
裏
、
常
兼
數
番
。
且
毎
讀
一
卷
、
或
毎
檢
一
事
、
細
閲
展
舒
、
甚
爲
煩
數
」。

⑯

『
舊
唐
書
』
卷
四
十
七
經
籍
志
下
「
凡
四
部
庫
書
、
兩
京
各
一
本
、
共
一
十
二
萬
五
千
九
百

六
十
卷
、
皆
以
益
州
麻
紙
寫
。
其
集
賢
院
御
書
、
經
庫
皆
鈿
牙
軸
、
黄
縹
帶
、
紅
牙
籤
。
史
書

庫
鈿
靑
牙
軸
、
縹
帶
、
綠
牙
籤
。
子
庫
皆
雕
紫
檀
軸
、
紫
帶
、
碧
牙
籤
。
集
庫
皆
綠
牙
軸
、
朱

帶
、
白
牙
籤
、
以
分
別
之
」。

こ
れ
に
よ
る
と
「
漢
唐
以
來
書
籍
制
度
攷
」
は
經
庫
と
集
庫
を
取
り
違
え
て
お
り
、
本
文
も

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

⑰

『
困
學
紀
聞
』
巻
八
、
經
説
「
古
未
有
板
本
。
好
學
者
、
患
無
書
。
桓
譚
新
論
、
謂
梁
子
初
、

楊
子
林
、
所
寫
萬
卷
、
至
於
白
首
。
南
齊
沈
驎
士
、
年
過
八
十
、
手
寫
細
書
、
滿
數
十
篋
。
梁

袁
峻
、
自
寫
書
課
、
日
五
十
紙
。
抱
朴
子
、
所
寫
、
反
覆
有
字
。
金
樓
子
、
謂
經
史
莊
老
離
騷

等
、
六
百
三
十
四
卷
。
在
巾
箱
中
。
後
魏
裴
漢
借
異
書
、
躬
自
錄
本
。
其
勤
與
編
蒲
緝
柳
一
也
。

國
史
藝
文
志
、
至
唐
末
、
益
州
始
有
墨
板
、
多
術
數
字
學
小
書
。
後
唐
詔
儒
臣
田
敏
、
校
九
經

鏤
本
于
國
子
監
。
國
初
廣
諸
義
疏
音
釋
、
令
孔
維
、
邢
昺
讎
定
頒
布
」。

⑱

『
舊
五
代
史
』
巻
四
十
三
、
明
宗
紀
第
九
「（
長
興
三
年
）
辛
未
、
中
書
奏
、
請
依
石
經
文
字

刻
九
經
印
板
。
從
之
。

『
五
代
會
要
』「
長
興
三
年
二
月
、
中
書
門
下
奏
、
請
依
石
經
文
字
刻
九
經
印
板
、
敕
令
國
子

監
集
博
士
儒
徒
、
將
西
京
石
經
本
、
各
以
所
業
本
經
、
廣
爲
抄
寫
、
仔
細
看
讀
、
然
後
僱
召
能

雕
字
匠
人
、
各
部
隨
帙
刻
印
板
、
廣
頒
天
下
。
如
諸
色
人
要
寫
經
書
、
並
請
依
所
印
刻
本
、
不

得
更
使
雜
本
交
錯
」。

⑲

『
宋
史
』
巻
二
百
二
、
藝
文
志
一
「
周
顯
德
中
、
始
有
經
籍
刻
板
、
學
者
筆
札
之
勞
、
獲
覩

古
人
全
書
」。

⑳

沈
括
『
夢
溪
筆
談
』
卷
十
八
、
技
藝
「
板
印
書
籍
、
唐
人
尚
未
盛
爲
之
。
自
馮
瀛
王
始
印
五

經
。
已
後
典
籍
、
皆
爲
板
本
。
慶
歷
中
、
有
布
衣
畢
昇
、
又
爲
活
板
。
其
法
用
膠
泥
刻
字
、
薄

如
錢
脣
。
…
…
若
止
印
三
二
本
、
未
爲
簡
易
、
若
印
數
十
百
千
本
、
則
極
爲
神
速
」。

【
通
釈
】

歴
代
書
籍
制
度
第
十
一

朱
氏
竹
垞
〔
朱
彝
尊
〕
は
、「
善
く
書
を
読
む
も
の
は
、
文
義
に
明
ら
か
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
簡

策
の
尺
寸
に
つ
い
て
も
詳
細
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
ほ
ん
と
う
に
書
籍
制

度
は
代
々
異
な
る
の
で
、
そ
の
制
度
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
簡
册
の
長
短
、
文
字
の
得
失
を
考
察
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
代
の
際
に
は
、
い
づ
れ
も
方
策
〔
木
簡
・
竹
簡
〕
を
用
い
る
。
鄭
康
成

〔
鄭
玄
〕
の
『
中
庸
注
』
に
「
方
は
版
、
策
は
簡
な
り
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
策
簡
は
竹

で
で
き
て
お
り
、
方
は
木
で
で
き
て
い
る
。
そ
の
長
短
の
制
度
は
、
鄭
玄
『
論
語
』
序
に
「『
易
』

『
書
』『
詩
』『
禮
』『
樂
』『
春
秋
』
の
策
は
い
づ
れ
も
一
尺
二
寸
〔
二
尺
四
寸
〕、『
孝
經
』
は
謙

遜
し
て
半
分
に
し
、『
論
語
』
が
八
寸
の
策
で
あ
る
の
は
、
三
分
の
一
に
し
て
お
り
、
や
は
り
謙
遜

し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
服
虔
は
『
春
秋
』
に
注
し
て
、「
古
文
篆
書
は
一
簡
に
八
字
書
す
」

と
称
す
る
が
、『
書
』
を
説
く
者
は
毎
行
十
三
字
で
あ
り
、
簡
が
二
十
二
字
で
あ
れ
ば
、
脱
文
も
二

十
二
字
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
簡
に
長
短
が
あ
り
、
字
に
も
多
寡
が
あ
る
。

し
か
し
漢
以
後
は
そ
う
で
は
な
い
。
漢
は
周
の
制
を
踏
襲
し
、
や
は
り
簡
册
を
用
い
る
が
、
帛
も

並
用
し
た
。
戴
氏
宏
は
、「『
公
羊
傳
』
は
景
帝
の
時
に
な
っ
て
、
公
羊
壽
が
弟
子
の
胡
母
子
都
と

一
緒
に
、
竹
帛
に
書
き
著
わ
し
た
」
と
い
い
、
さ
ら
に
『
書
籍
考
』
に
、「
靈
帝
が
西
方
に
都
を
遷

す
と
、
縑
帛
〔
か
と
り
ぎ
ぬ
〕
が
散
乱
し
て
帷
囊
〔
と
ば
り
や
ふ
く
ろ
〕
と
な
っ
た
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
い
づ
れ
も
漢
の
時
に
竹
帛
が
並
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蔡
倫
が
紙
を
造
る
と
、

書
籍
に
紙
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
初
め
は
帛
と
紙
は
や
は
り
並
用
さ
れ
た
。
後
に
は
紙

だ
け
が
用
い
ら
れ
て
帛
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
漢
・
唐
の
時
に
は
、
ま
だ
印
刷
は
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
書
は
い
づ
れ
も
紙
や
白
絹
を
用
い
て
伝
写
し
た
。
抱
朴
子
は
書
き
写
し
た
も
の
を
繰
り
返

し
て
読
ん
で
文
字
を
覚
え
、『
金
樓
子
』
に
は
、「
細
か
く
『
史
記
』『
莊
子
』『
老
子
』
離
騷
な
ど
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六
百
三
十
四
巻
を
書
き
写
し
た
」
と
い
い
、
南
齊
の
沈
驎
士
は
年
八
十
を
過
ぎ
て
、
手
づ
か
ら
細

か
い
字
で
書
き
写
し
、
後
周
の
裴
漢
は
珍
し
い
書
を
借
り
て
み
ず
か
ら
本
を
書
き
写
し
た
。
思
う

に
そ
の
時
書
籍
は
手
に
入
り
に
く
く
、
そ
の
体
裁
は
冊
子
で
は
な
く
巻
軸
で
あ
っ
た
。
胡
應
麟
は

「
巻
軸
は
か
な
ら
ず
装
訂
し
、
一
枚
の
紙
の
表
裏
が
つ
ね
に
数
種
類
の
書
物
を
兼
ね
る
。
一
巻
を

読
む
ご
と
に
、
あ
る
い
は
一
事
を
検
索
す
る
た
び
に
閲
覧
開
巻
す
る
の
は
は
な
は
だ
繁
雑
で
あ
る
」

と
い
い
、『
唐
書
』
經
籍
志
に
、「
書
を
四
庫
に
所
蔵
し
、
経
の
書
庫
の
書
は
緑
牙
の
軸
、
朱
の
帶
、

白
牙
の
籤
、
子
の
書
庫
の
書
は
雕
紫
檀
の
軸
、
紫
の
帶
、
碧
牙
の
籤
」
と
い
い
、
そ
れ
以
外
は
い

づ
れ
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
唐
末
に
な
っ
て
、
益
州
に
始
め
て
板
本
の
術
数
字
学
小
書
が

あ
っ
た
。
後
唐
の
長
興
三
年
〔
九
三
二
〕
に
は
じ
め
て
石
経
の
文
字
に
よ
っ
て
九
経
を
板
刻
し
、

印
刷
が
天
下
に
流
布
し
た
。
馬
縞
・
田
敏
ら
に
命
じ
て
詳
細
に
校
勘
さ
せ
た
。『
宋
史
』〔
藝
文
志
〕

に
「（
板
本
は
）
周
顯
德
に
始
ま
る
」
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
宋
の
慶
歷
中
に
、
布
衣
の
畢
昇

が
活
板
を
作
っ
た
。
そ
の
方
法
は
漆
泥
を
用
い
て
文
字
を
刻
し
、
銭
の
よ
う
に
薄
く
、
印
刷
は
き

わ
め
て
神
速
で
あ
っ
た
。
彫
板
の
地
は
、
蜀
が
も
っ
と
も
優
れ
て
お
り
、
呉
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
越

が
そ
れ
に
次
ぎ
、
閩
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
そ
の
版
木
は
は
じ
め
は
梓
〔
あ
ず
さ
〕
を
用
い
、
後
に
梨

を
用
い
た
り
、
棗
〔
な
つ
め
〕
を
用
い
た
り
し
た
。
唐
以
後
の
制
度
は
お
お
む
ね
こ
れ
と
同
じ
で

あ
る
。

兩
漢
傳
經
諸
儒
第
十
二

秦
人
一
炬
、
羣
籍
蕩
然
。
而
今
日
猶
得
讀
三
代
之
書
者
、
兩
漢
經
師
之
力
也
。
爰
列
羣
經
、
次
兩

漢
之
傳
經
者
。

易
自
商
瞿
五
傳
而
至
田
何
。
漢
興
、
何
以
齊
田
徙
杜
陵
、
號
杜
田
生
、
授
東
武
王
同
字
子
中
及
洛
陽

周
王
孫
、
梁
人
丁
寛
字
子
襄
、
又
從
周
王
孫
受
古
義
。
齊
服
生
、
皆
著
易
傳
。
漢
初
言
易
者
、
本
之
田
生
。

王
同
授
淄
川
楊
何
、
孟
但
、
王
父
偃
、
卽
墨
成
、
周
霸
、
衡
胡
。
丁
寛
授
同
郡
碭
田
王
孫
。
楊
何

授
司
馬
談
、
京
房
。
田
王
孫
授
施
讐
及
孟
喜
、
梁
邱
賀
。
由
是
有
施
孟
梁
邱
之
學
。
張
禹
、
魯
伯

授
施
氏
易
。
蓋
寛
饒
翟
牧
白
光
受
孟
氏
易
、
梁
臨
受
梁
邱
及
施
氏
、
彭
宣
戴
崇
受
張
禹
、
毛
莫
如

邴
丹
受
魯
伯
、
王
駿
五
鹿
充
宗
受
梁
臨
、
戴
賓
受
戴
崇
、
鄧
彭
祖
士
孫
張
衡
咸
馮
商
受
充
宗
、
劉

昆
受
戴
賓
、
劉
軼
受
劉
昆
。
後
漢
、
范
升
傳
梁
邱
易
及
孟
氏
易
、
升
又
傳
楊
政
。
張
興
傳
梁
邱
易
、

興
又
傳
張
魴
、
洼
丹
鮭
陽
鴻
任
安
、
皆
傳
孟
氏
易
。
虞
光
虞
成
虞
鳳
虞
翻
、
自
言
五
世
傳
孟
氏
易
。

袁
良
袁
安
袁
京
袁
敞
袁
彭
袁
湯
袁
閎
亦
五
世
、
傳
孟
氏
易
。
東
都
京
房
字
君
明
受
易
焦
延
壽
、
延
壽

言
嘗
從
孟
喜
問
易
。
房
以
延
壽
易
、
卽
孟
氏
學
、
翟
牧
白
生
曰
非
是
。
房
授
段
嘉
儒
林
傳
作
殷
嘉
及

姚
平
乘
弘
。
由
是
多
京
氏
學
、
孫
期
魏
滿
並
傳
之
。
費
直
授
瑯
邪
王
璜
。
成
帝
時
、
劉
向
考
易
説
、

以
爲
諸
家
皆
祖
田
何
楊
叔
元
丁
將
軍
、
大
義
略
同
、
唯
京
氏
爲
異
。
後
漢
書
云
、
京
兆
陳
元
、
扶

風
馬
融
、
河
南
鄭
衆
、
北
海
鄭
玄
、
潁
川
荀
爽
、
並
傳
費
氏
易
。
沛
人
高
相
治
易
、
與
費
直
同
時
、

自
言
出
丁
將
軍
、
傳
至
相
。
相
授
子
康
及
蘭
陵
毋
將
永
。
此
易
學
之
傳
也
。
其
易
治
、
而
不
詳
所

出
者
（
不
詳
所
出
者
）
①
不
載
。
下
倣
此
。

漢
興
、
傳
今
文
尚
書
者
、
始
于
濟
南
伏
勝
、
傳
古
文
尚
書
者
、
始
於
孔
安
國
。
伏
生
授
濟
南
張
生
、

千
乘
歐
陽
生
、
生
授
同
郡
兒
寛
、
寛
又
從
孔
安
國
受
業
、
以
授
歐
陽
生
之
子
、
歐
陽
氏
世
傳
其
業
、

至
曾
孫
高
、
作
尚
書
章
句
、
爲
歐
陽
氏
學
。
高
孫
地
餘
、
以
書
授
元
帝
、
傳
至
歐
陽
歙
、
歙
以
上

八
世
皆
爲
博
士
。
濟
南
林
尊
（
愛
）〔
受
〕
②
尚
書
於
歐
陽
高
、
以
授
平
當
及
陳
翁
生
、
翁
生
授
殷

（
祟
）〔
崇
〕
③
及
龔
勝
、
當
授
朱
普
及
鮑
宣
。

後
漢
、
濟
陰
曹
曾
受
業
於
歐
陽
歙
、
傳
其
子
祉
、
又
傳
陳
留
陳
弇
樂
安
牟
長
、
並
傳
歐
陽
尚
書
。

沛
國
桓
榮
、
受
尚
書
於
朱
普
、
以
授
漢
明
帝
、
遂
世
相
傳
、
東
京
最
盛
。
張
生
授
夏
侯
都
尉
、
都

尉
傳
族
子
始
昌
、
始
昌
傳
族
子
勝
。
勝
從
始
昌
受
尚
書
及
洪
範
五
行
傳
、
説
災
異
。
又
事
同
郡
簡

卿
。
卿
者
兒
寛
門
人
。
又
從
歐
陽
氏
問
。
爲
學
精
熟
、
所
問
非
一
師
。
受
詔
撰
尚
書
説
、
號
爲
大

夏
侯
氏
學
。
傳
齊
人
周
堪
及
魯
國
孔
霸
、
霸
傳
子
光
、
堪
授
魯
國
牟
卿
及
長
安
許
商
、
商
授
沛
人

唐
林
及
平
陸
呉
章
、
重
泉
王
吉
、
齊
炔
欽
。

後
漢
、
北
海
牟
融
亦
傳
大
夏
侯
尚
書
。
夏
侯
建
師
事
夏
侯
勝
及
歐
陽
高
、
左
右
採
獲
、
又
從
五
經

諸
儒
、
問
與
尚
書
相
出
入
者
、
牽
引
以
次
章
句
、
爲
小
夏
侯
氏
學
、
傳
平
陵
張
山
拊
、
山
拊
授
同

縣
李
尋
及
鄭
寛
中
、
山
陽
張
無
故
、
信
都
秦
恭
、
陳
留
假
倉
。
寛
中
授
東
郡
趙
玄
、
無
故
授
沛
人

唐
尊
、
恭
授
魯
馮
賓
。

後
漢
、
東
海
王
良
亦
傳
小
夏
侯
尚
書
。
安
國
獻
尚
書
傳
、
遭
巫
蠱
事
、
未
列
於
學
官
。
藏
之
私
家
、
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以
授
都
尉
朝
、
司
馬
遷
亦
從
安
國
問
故
。（
故
）
④
遷
書
多
古
文
説
。
都
尉
朝
授
膠
東
庸
生
、
庸
生

授
淸
河
胡
常
、
常
授
虢
徐
敖
、
敖
授
瑯
邪
王
璜
及
平
陵
塗
惲
、
惲
授
河
南
乘
欽
。
王
莽
時
、
諸
學

皆
立
、
惲
璜
等
貴
顯
。
范
曄
後
漢
書
云
、
中
興
、
扶
風
杜
林
、
傳
古
文
尚
書
、
賈
逵
爲
之
作
訓
、

馬
融
作
傳
、
鄭
玄
注
解
。
由
是
古
文
尚
書
遂
顯
於
世
。
按
、
今
馬
鄭
所
注
、
並
伏
生
所
誦
、
非
古

文
也
。
孔
氏
之
本
絶
。
是
以
馬
鄭
皆
謂
之
逸
書
。
王
肅
亦
注
今
文
、
而
解
大
與
古
文
相
類
。
或
肅

私
見
孔
傳
而
秘
之
。
亦
未
可
知
也
。

漢
興
、
傳
詩
者
四
家
。
魯
詩
始
於
魯
人
申
培
公
、
齊
詩
始
於
齊
人
轅
固
生
、
韓
詩
始
於
燕
人
韓
嬰
、

毛
詩
始
於
大
小
毛
公
。
魯
人
申
公
受
詩
於
浮
邱
伯
、
以
詩
經
爲
訓
故
以
教
、
無
傳
、
疑
者
則
闕
不

傳
。
號
曰
魯
詩
。
弟
子
爲
博
士
者
十
餘
人
、
郞
中
令
王
臧
、
御
史
大
夫
趙
綰
、
臨
淮
太
守
孔
安
國
、

膠
西
内
史
周
霸
、
城
陽
内
史
夏
寛
、
東
海
太
守
魯
賜
、
長
沙
内
史
繆
生
、
膠
西
中
尉
徐
偃
、
膠
東

内
史
闕
門
慶
忌
、
皆
申
公
弟
子
。
申
公
本
以
詩
春
秋
授
瑕
邱
江
公
、
盡
能
傳
之
、
徒
衆
最
盛
。
魯

許
生
、
免
中
徐
公
、
皆
守
學
教
授
。
丞
相
韋
賢
受
詩
於
江
公
及
許
生
、
傳
子
玄
成
。
又
王
式
受
詩

於
免
中
徐
公
及
許
生
、
以
授
張
生
長
安
及
唐
長
賓
、
褚
小
孫
。
張
生
兄
子
游
卿
以
詩
授
元
帝
、
傳

王
扶
、
扶
授
許
晏
。
又
（
薜
）〔
薛
〕
⑤
廣
德
受
詩
於
王
式
、
授
龔
舍
。
齊
人
轅
固
生
作
詩
傳
、
號

齊
詩
、
傳
夏
侯
始
昌
。
始
昌
授
后
蒼
、
蒼
授
翼
奉
及
蕭
望
之
匡
衡
、
衡
授
師
丹
及
伏
理
滿
昌
、
昌

授
張
邯
及
皮
容
。
皆
至
大
官
、
徒
衆
尤
盛
。

後
漢
、
陳
元
方
亦
傳
齊
詩
、
燕
人
韓
嬰
推
詩
意
作
内
外
傳
數
萬
言
、
號
曰
韓
詩
、
淮
南
賁
生
受
之
。

武
帝
時
、
嬰
與
董
仲
舒
論
於
上
前
、
仲
舒
不
能
難
。
其
孫
商
爲
博
士
、
孝
宣
時
涿
韓
生
其
後
也
。（
何
）

〔
河
〕
⑥
内
趙
子
事
燕
韓
生
、
授
同
郡
蔡
誼
、
誼
授
同
郡
食
子
公
及
瑯
邪
王
吉
、
子
公
授
太
山
栗

豐
、
吉
授
淄
川
長
孫
順
、
豐
授
山
陽
張
就
、
順
授
東
海
髪
福
。
並
至
大
官
。
藝
文
志
云
、
齊
韓
詩

或
取
春
秋
、
采
雜
説
、
咸
非
其
本
義
、
魯
最
爲
近
之
。

毛
詩
者
出
自
毛
公
、
河
閒
獻
王
好
之
。
徐
整
云
、
子
夏
授
高
行
子
、
高
行
子
授
薛
倉
子
、
薛
倉
子

授
帛
妙
子
、
帛
妙
子
授
河
閒
人
大
毛
公
、
毛
公
爲
詩
故
訓
傳
於
家
、
以
授
趙
人
小
毛
公
。
小
毛
公

爲
河
閒
獻
王
博
士
、
以
不
在
漢
朝
、
故
不
列
於
學
。
一
云
、
子
夏
傳
曾
申
、
申
傳
魏
人
李
克
、
克

傳
魯
人
孟
仲
子
、
孟
仲
子
傳
根
牟
子
、
根
牟
子
傳
趙
人
孫
卿
子
、
孫
卿
子
傳
魯
人
大
毛
公
。
漢
書

儒
林
傳
云
、
毛
公
趙
人
。
治
詩
、
爲
河
閒
獻
王
博
士
、
授
同
國
貫
長
卿
。
長
卿
授
解
延
年
、
延
年

授
虢
徐
敖
、
敖
授
九
江
陳
俠
。
或
云
陳
俠
傳
謝
曼
卿
。
元
始
五
年
、
公
車
徴
説
詩
。
後
漢
鄭
衆
賈

逵
傳
毛
詩
、
馬
融
作
毛
詩
注
、
鄭
玄
作
毛
詩
箋
、
申
明
毛
義
、
難
三
家
。
於
是
三
家
遂
廢
。

漢
興
、
傳
禮
者
、
始
於
高
堂
生
、
傳
士
禮
十
七
篇
、
卽
今
之
儀
禮
。
而
魯
徐
生
善
爲
容
、
孝
文
時
、

爲
禮
官
大
夫
。
景
帝
時
、
河
閒
獻
王
得
古
禮
獻
之
。
瑕
邱
蕭
奮
以
禮
至
淮
陽
太
守
、
授
東
海
孟
卿
、

卿
授
同
郡
后
蒼
及
魯
閭
邱
卿
。
其
古
禮
〔
經
〕
⑦
五
十
六
篇
、
蒼
傳
十
七
篇
、
説
數
萬
言
、
號
后

蒼
曲
臺
記
。
蒼
授
沛
聞
人
通
漢
及
梁
戴
德
、
戴
聖
、
沛
慶
普
。
由
是
禮
有
大
小
戴
慶
氏
之
學
。
普

授
魯
夏
侯
敬
、
又
傳
族
子
咸
、
大
戴
授
瑯
邪
徐
良
、
小
戴
授
梁
人
橋
仁
及
楊
榮
。
王
莽
時
、
劉
歆

爲
國
師
、
始
建
立
周
官
經
、
以
爲
周
禮
。
河
南
緱
氏
杜
子
春
受
業
於
歆
、
鄭
興
父
子
等
多
往
師
之
。

賈
徽
賈
逵
馬
融
鄭
玄
盧
植
、
皆
傳
禮
云
。

漢
興
、
傳
公
羊
春
秋
者
、
始
於
齊
人
胡
母
生
、
趙
人
董
仲
舒
。
蘭
陵
褚
大
、
東
平
嬴
公
、
廣
川
段

仲
溫
、
呂
步
舒
、
皆
仲
舒
弟
子
。
嬴
公
守
學
、
不
失
師
法
、
授
東
海
孟
卿
及
魯
眭
弘
、
弘
授
嚴
彭

祖
及
顔
安
樂
。
由
是
公
羊
有
嚴
顔
之
學
。
弘
弟
子
百
餘
人
、
常
曰
春
秋
之
意
在
二
子
矣
。
彭
祖
受

瑯
邪
王
中
、
中
授
同
郡
公
孫
文
及
東
門
雲
。
安
樂
授
淮
陽
泠
豐
及
淄
川
任
翁
、
豐
授
大
司
徒
馬
宮

及
琅
邪
左
咸
。
始
貢
禹
事
嬴
公
、
而
成
於
眭
孟
、
以
授
潁
川
堂
谿
惠
、
惠
授
泰
山
冥
都
。
又
疎
廣

事
孟
卿
、
以
授
琅
邪
筦
路
。
筦
路
及
冥
都
又
事
顔
安
樂
、
路
授
大
司
農
孫
寶
。
瑕
邱
江
公
受
穀
梁

春
秋
及
詩
於
魯
申
公
、
武
帝
時
爲
博
士
、
使
與
董
仲
舒
論
。
江
公
吶
於
口
、
而
丞
相
公
孫
弘
本
爲

公
羊
學
、
比
輯
其
義
、
卒
用
董
生
。
於
是
上
因
尊
公
羊
家
、
詔
太
子
受
。
衞
太
子
復
私
問
穀
梁
、

而
善
之
。
其
後
浸
微
、
唯
魯
榮
廣
（
浩
）〔
皓
〕
⑧
星
公
二
人
受
焉
、
廣
能
盡
傳
其
詩
春
秋
、
蔡
千

秋
、
梁
周
慶
、
丁
姓
、
皆
從
廣
受
。
千
秋
又
事
（
浩
）〔
皓
〕
⑧
星
公
、
爲
學
最
篤
。
宣
帝
卽
位
、

聞
衞
太
子
好
穀
梁
、
乃
詔
千
秋
、
與
公
羊
家
並
説
、
上
善
穀
梁
説
。
後
又
選
郞
十
人
、
從
千
秋
受
。

會
千
秋
病
死
、
徴
江
公
孫
爲
博
士
、
詔
劉
向
受
穀
梁
、
欲
令
助
之
。
江
博
士
復
死
、
乃
徴
周
慶
丁

姓
待
詔
、
使
卒
授
十
人
。
十
餘
歳
、
皆
明
習
。
乃
召
五
經
名
儒
太
子
太
傅
蕭
望
之
等
、
大
議
殿
中
、

平
公
羊
穀
梁
同
異
。
望
之
等
多
從
穀
梁
、
由
是
大
盛
、
慶
姓
皆
爲
博
士
、
姓
授
楚
申
章
昌
曼
君
。

初
尹
更
始
事
蔡
千
秋
、
又
受
左
氏
傳
、
取
其
變
理
合
者
、
以
爲
章
句
、
傳
子
咸
及
翟
方
進
房
鳳
。

始
江
博
士
授
胡
常
、
常
授
梁
蕭
秉
、
王
莽
時
、
爲
講
學
大
夫
。

左
氏
傳
本
左
邱
明
作
、
以
授
曾
申
、
申
傳
衞
人
呉
起
、
起
傳
其
子
期
、
期
傳
楚
人
鐸
椒
、
椒
傳
趙
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人
虞
卿
、
卿
傳
同
郡
荀
卿
、
名
況
、
況
傳
武
威
張
蒼
、
蒼
傳
洛
陽
賈
誼
、
誼
傳
至
其
孫
嘉
、
嘉
傳

趙
人
貫
公
、
貫
公
傳
其
少
子
長
卿
、
長
卿
傳
京
兆
尹
張
敞
及
侍
御
史
張
禹
。
禹
數
爲
御
史
大
夫
蕭

望
之
言
左
氏
。
望
之
善
之
、
薦
禹
徴
待
詔
、
未
及
問
、
會
病
死
。
禹
傳
尹
更
始
、
更
始
傳
其
子
咸

及
翟
方
進
胡
常
、
常
授
黎
陽
賈
護
、
護
授
蒼
梧
陳
欽
。
漢
書
儒
林
傳
云
、
漢
興
、
北
平
侯
張
蒼
及

梁
太
傅
賈
誼
、
京
兆
尹
張
敞
、（
大
）〔
太
〕
⑨
中
大
夫
劉
公
子
、
皆
修
春
秋
左
氏
傳
。
始
劉
歆
從

尹
咸
及
翟
方
進
受
左
氏
。
由
是
言
左
氏
者
、
本
之
賈
護
劉
歆
。
歆
授
扶
風
賈
徽
、
徽
傳
子
逵
。
逵

受
詔
、
列
公
羊
穀
梁
不
如
左
氏
四
十
事
奏
之
、
名
曰
左
氏
長
義
。
章
帝
善
之
、
逵
又
作
左
氏
訓
詁
。

司
空
南
閤
祭
酒
陳
元
作
左
氏
同
異
、
大
司
農
鄭
衆
作
左
氏
條
例
章
句
、
南
郡
太
守
馬
融
爲
三
家
同

異
之
説
。
京
兆
尹
延
篤
受
左
氏
於
賈
逵
之
孫
伯
升
、
因
而
注
之
。
汝
南
彭
汪
記
先
師
奇
説
及
舊
注
。

太
中
大
夫
許
淑
、
九
江
太
守
服
虔
、
侍
中
孔
嘉
、
魏
司
徒
王
朗
、
荊
州
刺
史
王
基
、
大
司
農
董
遇
、

徴
士
燉
煌
周
生
烈
、
並
注
解
左
氏
傳
。
梓
潼
李
仲
欽
著
左
氏
指
歸
、
陳
郡
潁
容
作
春
秋
條
例
。
又

何
休
作
左
氏
膏
肓
、
公
羊
墨
守
、
穀
梁
癈
疾
、
鄭
康
成
作
鍼
膏
肓
、
發
墨
守
、
起
（
癈
）〔
廢
〕
⑩

疾
。
自
是
左
氏
大
興
。

漢
興
、
顔
芝
子
貞
、
傳
孝
經
。
是
爲
今
文
。
長
孫
氏
、
博
士
江
翁
、
少
府
后
蒼
、
諫
大
夫
翼
奉
、

安
昌
侯
張
禹
傳
之
。
各
自
名
家
。
凡
十
八
章
。
又
有
古
文
、
出
於
孔
氏
壁
中
、
孔
安
國
作
傳
。
劉

向
校
書
、
定
爲
十
八
。
後
漢
馬
融
亦
作
古
文
孝
經
傳
、
而
世
不
傳
。
世
所
行
鄭
注
、
相
承
以
爲
鄭

玄
、
按
鄭
志
及
中
經
簿
無
。
唯
中
朝
穆
帝
集
講
孝
經
云
、
以
鄭
玄
爲
主
。
檢
孝
經
注
、
與
康
成
注

五
經
不
同
、
未
詳
是
非
。
竊
按
、
孝
經
注
蓋
出
鄭
〔
小
〕
⑪
同
。

漢
興
、
傳
論
語
者
有
三
家
。
魯
論
語
者
、
魯
人
所
傳
、
卽
今
所
行
篇
次
、
是
也
。
常
山
都
尉
龔
奮
、

長
信
少
府
夏
侯
勝
、
丞
相
韋
賢
及
子
玄
成
、
魯
扶
卿
、
太
子
少
傅
夏
侯
建
、
前
將
軍
蕭
望
之
、
並

傳
之
、
各
自
名
家
。
齊
論
語
者
、
齊
人
所
傳
。
昌
邑
中
尉
王
吉
、
少
府
宋
畸
、
琅
邪
王
卿
、
御
史

大
夫
貢
禹
、
尚
書
令
五
鹿
充
宗
、
膠
東
庸
生
、
並
傳
之
。
唯
王
陽
名
家
。
古
論
語
者
、
出
自
孔
氏

壁
中
。
孔
安
國
爲
傳
、
後
漢
馬
融
亦
注
之
。
安
昌
侯
張
禹
受
魯
論
於
夏
侯
建
、
又
從
庸
生
王
吉
受

齊
論
、
擇
善
而
從
、
號
曰
張
侯
論
。
最
後
而
行
於
漢
世
。
禹
以
論
授
成
帝
、
後
漢
包
咸
周
氏
並
爲

章
句
、
王
肅
亦
有
注
。

【
校
記
】

①

「
不
詳
所
出
者
」

上
文
と
重
出
し
て
お
り
削
除
す
る
。

②

「
愛
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
受
」
に
改
め
る
。

③

「
祟
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
崇
」
に
改
め
る
。

④

「
故
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、
衍
字
と
み
な
し
て
削
除
す
る
。

⑤

「
薜
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
薛
」
に
改
め
る
。

⑥

「
何
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
河
」
に
改
め
る
。

⑦

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
經
」
字
を
補
う
。

⑧

「
浩
」

『
漢
書
』
巻
八
十
八
儒
林
傳
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
皓
」
に
改
め
る
。

た
だ
「
浩
」
に
作
る
版
本
も
あ
る
。

⑨

「
大
」

『
漢
書
』
儒
林
傳
に
従
い
、「
太
」
に
改
め
る
。

⑩

「
癈
」

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
従
い
、「
廢
」
に
改
め
る
。

⑪

勘
語
に
従
い
、「
小
」
字
を
補
う
。

【
書
き
下
し
】

兩
漢
傳
經
の
諸
儒
第
十
二
①

秦
人
一
炬
し
、
羣
籍
蕩
然
た
り
。
而
る
に
今
日
猶
ほ
三
代
の
書
を
讀
む
を
得
た
る
者
は
、
兩
漢
經

師
の
力
な
り
。
爰
に
羣
經
を
列
し
、
兩
漢
の
、
經
を
傳
ふ
る
者
を
次
す
。

易
は
商
瞿
よ
り
五
傳
し
て
田
何
に
至
る
。
漢
興
り
て
、
何
、
齊
田
を
以
て
杜
陵
に
徙
り
、
杜
田
生

と
號
し
、
東
武
の
王
同
字
は
子
中
及
び
洛
陽
の
周
王
孫
、
梁
人
丁
寛
字
は
子
襄
、
又
周
王
孫
に
從
ひ
て
古
義
を

受
く
、
齊
の
服
生
に
授
け
、
皆
易
傳
を
著
は
す
。
漢
初
、
易
を
言
ふ
者
は
、
之
を
田
生
に
本
づ
く
。

王
同
は
淄
川
の
楊
何
、
孟
但
、
王
父
偃
、
卽
墨
成
、
周
霸
、
衡
胡
に
授
く
。
丁
寛
は
同
郡
の
碭
田

王
孫
に
授
く
。
楊
何
は
司
馬
談
、
京
房
に
授
く
。
田
王
孫
は
讐
及
び
孟
喜
、
梁
邱
賀
に
授
く
。
是

に
由
り
て
施
孟
梁
邱
の
學
有
り
。
張
禹
、
魯
伯
は
施
氏
易
を
授
く
。
蓋
し
寛
饒
、
翟
牧
、
白
光
は

孟
氏
易
を
受
け
、
梁
臨
は
梁
邱
及
び
施
氏
を
受
け
、
彭
宣
、
戴
崇
は
張
禹
に
受
け
、
毛
莫
如
、
邴

丹
は
魯
伯
に
受
け
、
王
駿
、
五
鹿
充
宗
は
梁
臨
に
受
け
、
戴
賓
は
戴
崇
に
受
け
、
鄧
彭
、
祖
士
孫
、
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張
衡
、
咸
馮
商
は
充
宗
に
受
け
、
劉
昆
は
戴
賓
に
受
け
、
劉
軼
は
劉
昆
に
受
く
。
後
漢
は
、
范
升

は
梁
邱
易
及
び
孟
氏
易
を
傳
へ
、
升
又
楊
政
に
傳
ふ
。
張
興
は
梁
邱
易
を
傳
へ
、
興
又
張
魴
に
傳

へ
、
洼
丹
、
鮭
陽
、
鴻
任
安
、
皆
孟
氏
易
を
傳
ふ
。
虞
光
、
虞
成
、
虞
鳳
、
虞
翻
は
自
ら
五
世
孟

氏
易
を
傳
ふ
と
言
ふ
。
袁
良
、
袁
安
、
袁
京
、
袁
敞
、
袁
彭
、
袁
湯
、
袁
閎
も
亦
五
世
孟
氏
易
を

傳
ふ
。
東
都
の
京
房
字
君
明
は
易
を
焦
延
壽
に
受
け
、
延
壽
は
嘗
て
孟
喜
に
從
ひ
て
易
を
問
ふ
と
言

ふ
。
房
は
、
延
壽
易
は
卽
ち
孟
氏
學
と
以
ふ
も
、
翟
牧
、
白
生
は
是
に
非
ず
と
曰
ふ
。
房
は
段
嘉

お
も

儒
林
傳
は
殷
嘉
に
作
る
。
及
び
姚
平
乘
弘
に
授
く
。
是
に
由
り
て
京
氏
學
多
く
、
孫
期
、
魏
滿
並
び
に

之
を
傳
ふ
。
費
直
は
瑯
邪
の
王
璜
に
授
く
。
成
帝
の
時
、
劉
向
、
易
説
を
考
し
て
、
以
て
諸
家
は

皆
田
何
・
楊
叔
元
・
丁
將
軍
を
祖
と
し
、
大
義
略
ぼ
同
じ
、
唯
だ
京
氏
の
み
異
な
る
と
爲
す
。
後

漢
書
に
、「
京
兆
の
陳
元
、
扶
風
の
馬
融
、
河
南
の
鄭
衆
、
北
海
の
鄭
玄
、
潁
川
の
荀
爽
、
並
び
に

費
氏
易
を
傳
ふ
」
②
と
い
ふ
。
沛
人
の
高
相
は
易
を
治
め
、
費
直
と
時
を
同
じ
く
し
、
自
ら
丁
將

軍
に
出
で
、
傳
へ
て
相
に
至
る
と
言
ふ
。
相
は
子
の
康
及
び
蘭
陵
の
毋
將
永
に
授
く
③
。
此
れ
易

學
の
傳
な
り
。
其
の
易
を
治
む
る
も
、
出
づ
る
所
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
者
は
載
せ
ず
。
下
、
此
れ

に
倣
へ
。

漢
興
り
、
今
文
尚
書
を
傳
ふ
る
者
は
、
濟
南
の
伏
勝
に
始
ま
り
、
古
文
尚
書
を
傳
ふ
る
者
は
、
孔

安
國
に
始
ま
る
。
伏
生
は
濟
南
の
張
生
、
千
乘
の
歐
陽
生
に
授
け
、
生
は
同
郡
の
兒
寛
に
授
け
、

寛
は
又
孔
安
國
に
從
ひ
て
業
を
受
け
、
以
て
歐
陽
生
の
子
に
授
け
、
歐
陽
氏
世
よ
其
の
業
を
傳
へ
、

曾
孫
の
高
に
至
り
て
、
尚
書
章
句
を
作
り
、
歐
陽
氏
の
學
を
爲
す
。
高
の
孫
地
餘
は
書
を
以
て
元

帝
に
授
け
、
傳
へ
て
歐
陽
歙
に
至
り
、
歙
以
上
の
八
世
皆
博
士
と
爲
る
。
濟
南
の
林
尊
は
尚
書
を

歐
陽
高
に
受
け
、
以
て
平
當
及
び
陳
翁
生
に
授
け
、
翁
生
は
殷
崇
及
び
龔
勝
に
授
け
、
當
は
朱
普

及
び
鮑
宣
に
授
く
。

後
漢
、
濟
陰
の
曹
曾
は
業
を
歐
陽
歙
に
受
け
、
其
の
子
の
祉
に
傳
へ
、
又
陳
留
の
陳
弇
、
樂
安
、

牟
長
は
並
び
に
歐
陽
尚
書
を
傳
ふ
。
沛
國
の
桓
榮
は
尚
書
を
朱
普
に
受
け
て
、
以
て
漢
の
明
帝
に

授
け
、
遂
に
世
よ
相
傳
へ
て
、
東
京
最
も
盛
ん
な
り
。
張
生
は
夏
侯
都
尉
に
授
け
、
都
尉
は
族
子

の
始
昌
に
傳
へ
、
始
昌
は
族
子
の
勝
に
傳
ふ
。
勝
は
始
昌
に
從
ひ
て
尚
書
及
び
洪
範
五
行
傳
を
受

け
、
災
異
を
説
く
。
又
同
郡
の
簡
卿
に
事
ふ
。
卿
は
兒
寛
の
門
人
な
り
。
又
歐
陽
氏
に
從
ひ
て
問

ふ
。
學
を
爲
す
こ
と
精
熟
、
問
ふ
所
は
一
師
に
非
ず
。
詔
を
受
け
て
尚
書
説
を
撰
し
、
號
し
て
大

夏
侯
氏
學
と
爲
す
。
齊
人
周
堪
及
び
魯
國
の
孔
霸
に
傳
へ
、
霸
は
子
の
光
に
傳
へ
、
堪
は
魯
國
の

牟
卿
及
び
長
安
の
許
商
に
授
け
、
商
は
沛
人
唐
林
及
び
平
陸
の
呉
章
、
重
泉
の
王
吉
、
齊
の
炔
欽

に
授
く
。

後
漢
、
北
海
の
牟
融
も
亦
大
夏
侯
尚
書
を
傳
ふ
。
夏
侯
建
は
夏
侯
勝
及
び
歐
陽
高
に
師
事
し
、
左

右
採
獲
し
、
又
五
經
諸
儒
に
從
ひ
て
、
尚
書
と
相
出
入
す
る
者
を
問
ひ
、
牽
引
し
て
以
て
章
句
を

次
し
、
小
夏
侯
氏
學
を
爲
す
。
平
陵
の
張
山
拊
に
傳
へ
、
山
拊
は
同
縣
の
李
尋
及
び
鄭
寛
中
、
山

陽
の
張
無
故
、
信
都
の
秦
恭
、
陳
留
の
假
倉
に
授
く
。
寛
中
は
東
郡
の
趙
玄
に
授
け
、
無
故
は
沛

人
唐
尊
に
授
け
、
恭
は
魯
の
馮
賓
に
授
く
。

後
漢
、
東
海
の
王
良
も
亦
小
夏
侯
尚
書
を
傳
ふ
。
安
國
、
尚
書
傳
を
獻
ず
る
も
、
巫
蠱
の
事
に
遭

ひ
、
未
だ
學
官
に
列
せ
ら
れ
ず
。
之
を
私
家
に
藏
し
て
、
以
て
都
尉
朝
に
授
け
、
司
馬
遷
も
亦
安

國
に
從
ひ
て
故
を
問
ふ
。
遷
の
書
に
は
古
文
説
多
し
。
都
尉
朝
は
膠
東
の
庸
生
に
授
け
、
庸
生
は

淸
河
の
胡
常
に
授
け
、
常
は
虢
徐
敖
に
授
け
、
敖
は
瑯
邪
の
王
璜
及
び
平
陵
の
塗
惲
に
授
け
、
惲

は
河
南
の
乘
欽
に
授
く
。
王
莽
の
時
、
諸
學
皆
立
ち
、
惲
璜
等
は
貴
顯
な
り
。
范
曄
の
後
漢
書
に
、

「
中
興
、
扶
風
の
杜
林
、
古
文
尚
書
を
傳
へ
、
賈
逵
、
之
が
爲
に
訓
を
作
り
、
馬
融
、
傳
を
作
り
、

鄭
玄
、
注
解
す
。
是
に
由
り
て
古
文
尚
書
遂
に
世
に
顯
は
る
」
④
と
云
ふ
。
按
ず
る
に
、
今
馬
・

鄭
注
す
る
所
、
並
び
に
伏
生
の
誦
す
る
所
は
、
古
文
に
非
ざ
る
な
り
。
孔
氏
の
本
絶
ゆ
。
是
を
以

て
馬
・
鄭
皆
之
を
逸
書
と
謂
ふ
。
王
肅
も
亦
今
文
に
注
す
る
も
、
解
、
大
い
に
古
文
と
相
類
す
。

或
い
は
肅
、
私
か
に
孔
傳
を
見
て
之
を
秘
す
る
か
。
亦
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
⑤

漢
興
り
て
、
詩
を
傳
ふ
る
者
四
家
。
魯
詩
は
魯
人
申
培
公
に
始
ま
り
、
齊
詩
は
齊
人
轅
固
生
に
始

ま
り
、
韓
詩
は
燕
人
韓
嬰
に
始
ま
り
、
毛
詩
は
大
小
毛
公
に
始
ま
る
。
魯
人
申
公
は
詩
を
浮
邱
伯

に
受
け
、
詩
經
を
以
て
訓
故
を
爲
り
て
以
て
教
ふ
る
も
、
傳
無
く
、
疑
ふ
者
は
則
ち
闕
き
て
傳
へ

ず
。
號
し
て
魯
詩
と
曰
ふ
。
弟
子
の
、
博
士
と
爲
る
者
十
餘
人
、
郞
中
令
王
臧
、
御
史
大
夫
趙
綰
、

臨
淮
太
守
孔
安
國
、
膠
西
内
史
周
霸
、
城
陽
内
史
夏
寛
、
東
海
太
守
魯
賜
、
長
沙
内
史
繆
生
、
膠

西
中
尉
徐
偃
、
膠
東
内
史
闕
門
慶
忌
は
、
皆
申
公
の
弟
子
な
り
。
申
公
は
本
、
詩
・
春
秋
を
以
て

瑕
邱
の
江
公
に
授
け
、
盡
く
能
く
之
を
傳
へ
、
徒
衆
最
も
盛
ん
な
り
。
魯
の
許
生
、
免
中
の
徐
公
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は
、
皆
學
を
守
り
て
教
授
す
。
丞
相
の
韋
賢
は
詩
を
江
公
及
び
許
生
に
受
け
、
子
の
玄
成
に
傳
ふ
。

又
王
式
は
詩
を
免
中
の
徐
公
及
び
許
生
に
受
け
、
以
て
張
生
長
安
及
び
唐
長
賓
、
褚
小
孫
に
授
く
。

張
生
の
兄
の
子
游
卿
は
詩
を
以
て
元
帝
に
授
け
、
王
扶
に
傳
へ
、
扶
は
許
晏
に
授
く
。
又
薛
廣
德

は
詩
を
王
式
に
受
け
、
龔
舍
に
授
く
。
齊
人
轅
固
生
は
詩
傳
を
作
り
、
齊
詩
と
號
し
、
夏
侯
始
昌

に
傳
ふ
。
始
昌
は
后
蒼
に
授
け
、
蒼
は
翼
奉
及
び
蕭
望
之
、
匡
衡
に
授
け
、
衡
は
師
丹
及
び
伏
理

滿
昌
に
授
け
、
昌
は
張
邯
及
び
皮
容
に
授
く
。
皆
大
官
に
至
り
、
徒
衆
尤
も
盛
ん
な
り
。

後
漢
、
陳
元
方
も
亦
齊
詩
を
傳
へ
、
燕
人
韓
嬰
は
詩
の
意
を
推
し
て
内
外
傳
數
萬
言
を
作
り
、
號

し
て
韓
詩
と
曰
ひ
、
淮
南
の
賁
生
、
之
を
受
く
。
武
帝
の
時
、
嬰
、
董
仲
舒
と
上
の
前
に
論
じ
、

仲
舒
難
ず
る
能
は
ず
。
其
の
孫
商
、
博
士
と
爲
り
、
孝
宣
の
時
の
涿
韓
生
は
其
の
後
な
り
。
河
内

の
趙
子
、
燕
の
韓
生
に
事
へ
、
同
郡
の
蔡
誼
に
授
け
、
誼
は
同
郡
の
食
子
公
及
び
瑯
邪
の
王
吉
に

授
け
、
子
公
は
太
山
の
栗
豐
に
授
け
、
吉
は
淄
川
の
長
孫
順
に
授
け
、
豐
は
山
陽
の
張
就
に
授
け
、

順
は
東
海
の
髪
福
に
授
く
。
並
び
に
大
官
に
至
る
。
藝
文
志
に
、「
齊
韓
詩
は
或
い
は
春
秋
を
取
り
、

雜
説
を
采
り
、
咸
な
其
の
本
義
に
非
ず
、
魯
、
最
も
之
に
近
し
と
爲
す
」
⑥
と
云
ふ
。

毛
詩
は
毛
公
よ
り
出
で
、
河
閒
獻
王
、
之
を
好
む
。
徐
整
、「
子
夏
は
高
行
之
に
授
け
、
高
行
之
は

薛
倉
子
に
授
け
、
薛
倉
子
は
帛
妙
子
に
授
け
、
帛
妙
子
は
河
閒
の
人
大
毛
公
に
授
け
、
毛
公
は
詩

故
訓
傳
を
家
に
爲
り
、
以
て
趙
人
小
毛
公
に
授
く
。
小
毛
公
は
河
閒
獻
王
の
博
士
と
爲
る
も
、
漢

朝
に
在
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
學
に
列
せ
ら
れ
ず
」
と
云
ふ
。
一
に
、「
子
夏
は
曾
申
に
傳
へ
、
申

は
魏
人
李
克
に
傳
へ
、
克
は
魯
人
孟
仲
子
に
傳
へ
、
孟
仲
子
は
根
牟
子
に
傳
へ
、
根
牟
子
は
趙
人

孫
卿
子
に
傳
へ
、
孫
卿
子
は
魯
人
大
毛
公
に
傳
ふ
」
と
云
ひ
、
漢
書
儒
林
傳
に
、「
毛
公
は
趙
人
。

詩
を
治
め
、
河
閒
獻
王
の
博
士
と
爲
り
、
同
國
の
貫
長
卿
に
授
く
。
長
卿
は
解
延
年
に
授
け
、
延

年
は
虢
徐
敖
に
授
け
、
敖
は
九
江
の
陳
俠
に
授
く
」
⑦
と
云
ふ
。
或
る
ひ
と
、「
陳
俠
は
謝
曼
卿
に

傳
ふ
」
と
云
ふ
。
元
始
五
年
、
公
車
徴
せ
ら
れ
て
詩
を
説
く
。
後
漢
の
鄭
衆
・
賈
逵
は
毛
詩
を
傳

へ
、
馬
融
は
毛
詩
注
を
作
り
、
鄭
玄
は
毛
詩
箋
を
作
り
、
毛
義
を
申
明
し
、
三
家
を
難
ず
。
是
に

於
て
三
家
遂
に
廢
す
。
⑧

漢
興
り
、
禮
を
傳
ふ
る
者
は
、
高
堂
生
に
始
ま
り
、
士
禮
十
七
篇
を
傳
ふ
、
卽
ち
今
の
儀
禮
な
り
。

而
し
て
魯
の
徐
生
は
善
く
容
を
爲
し
、
孝
文
の
時
、
禮
官
大
夫
と
爲
る
。
景
帝
の
時
、
河
閒
獻
王
、

古
禮
を
得
て
之
を
獻
ず
。
瑕
邱
蕭
奮
は
禮
を
以
て
淮
陽
太
守
に
至
り
、
東
海
の
孟
卿
に
授
け
、
卿

は
同
郡
の
后
蒼
及
び
魯
の
閭
邱
卿
に
授
く
。
其
の
古
禮
經
は
五
十
六
篇
、
蒼
は
十
七
篇
を
傳
へ
、

説
く
こ
と
數
萬
言
、
后
蒼
曲
臺
記
と
號
す
。
蒼
は
沛
の
聞
人
通
漢
及
び
梁
の
戴
德
、
戴
聖
、
沛
の

慶
普
に
授
く
。
是
に
由
り
て
禮
に
大
小
戴
慶
氏
の
學
有
り
。
普
は
魯
の
夏
侯
敬
に
授
け
、
又
族
子

の
咸
に
傳
へ
、
大
戴
は
瑯
邪
の
徐
良
に
授
け
、
小
戴
は
梁
人
橋
仁
及
び
楊
榮
に
授
く
。
王
莽
の
時
、

劉
歆
、
國
師
と
爲
り
、
始
め
て
周
官
經
を
建
立
し
て
以
て
周
禮
と
爲
す
。
河
南
の
緱
氏
杜
子
春
は

業
を
歆
に
受
け
、
鄭
興
父
子
等
多
く
往
き
て
之
を
師
と
す
。
賈
徽
、
賈
逵
、
馬
融
、
鄭
玄
、
盧
植

は
、
皆
禮
を
傳
ふ
と
云
ふ
。
⑨

漢
興
り
、
公
羊
春
秋
を
傳
ふ
る
者
は
、
齊
人
胡
母
生
、
趙
人
董
仲
舒
に
始
ま
る
。
蘭
陵
の
褚
大
、

東
平
の
嬴
公
、
廣
川
の
段
仲
溫
、
呂
步
舒
は
皆
仲
舒
の
弟
子
な
り
。
嬴
公
、
學
を
守
り
、
師
法
を

失
せ
ず
し
て
、
東
海
の
孟
卿
及
び
魯
眭
弘
に
授
け
、
弘
は
嚴
彭
祖
及
び
顔
安
樂
に
授
く
。
是
に
由

り
て
公
羊
に
嚴
顔
の
學
有
り
。
弘
の
弟
子
百
餘
人
、
常
に
「
春
秋
の
意
は
二
子
に
在
り
」
と
曰
ふ
。

彭
祖
は
瑯
邪
の
王
中
に
受
け
、
中
、
同
郡
の
公
孫
文
及
び
東
門
雲
に
授
く
。
安
樂
は
淮
陽
の
泠
豐

及
び
淄
川
の
任
翁
に
授
け
、
豐
は
大
司
徒
の
馬
宮
及
び
琅
邪
の
左
咸
に
授
く
。
始
め
、
貢
禹
、
嬴

公
に
事
へ
て
、
眭
孟
に
成
り
、
以
て
潁
川
の
堂
谿
惠
に
授
け
、
惠
は
泰
山
の
冥
都
に
授
く
。
又
疎

廣
は
孟
卿
に
事
へ
て
、
以
て
琅
邪
の
筦
路
に
授
く
。
筦
路
及
び
冥
都
は
又
顔
安
樂
に
事
へ
、
路
は

大
司
農
の
孫
寶
に
授
く
。
瑕
邱
江
公
は
穀
梁
春
秋
及
び
詩
を
魯
の
申
公
に
受
け
、
武
帝
の
時
に
博

士
と
爲
り
、
董
仲
舒
と
論
ぜ
し
む
。
江
公
は
口
に
吶
に
し
て
、
丞
相
公
孫
弘
本
、
公
羊
學
を
爲
め
、

其
の
義
を
比
輯
し
、
卒
に
董
生
を
用
ふ
。
是
に
於
て
上
因
り
て
公
羊
家
を
尊
び
て
、
太
子
に
詔
し

て
受
け
し
む
。
衞
太
子
復
た
私
か
に
穀
梁
を
問
ひ
て
、
之
を
善
し
と
す
。
其
の
後
浸
や
く
微
な
り
。

唯
だ
魯
の
榮
廣
、
皓
星
公
の
二
人
の
み
焉
を
受
く
。
廣
は
能
く
盡
く
其
の
詩
春
秋
を
傳
へ
、
蔡
千

秋
、
梁
周
慶
、
丁
姓
は
皆
廣
に
從
ひ
て
受
く
。
千
秋
は
又
皓
星
公
に
事
へ
て
、
學
を
爲
す
こ
と
最

も
篤
し
。
宣
帝
卽
位
し
、
衞
太
子
の
、
穀
梁
を
好
む
を
聞
き
、
乃
ち
千
秋
に
詔
し
て
、
公
羊
家
と

並
説
せ
し
め
、
上
、
穀
梁
説
を
善
し
と
す
。
後
又
郞
十
人
を
選
び
、
千
秋
に
從
ひ
て
受
け
し
む
。

千
秋
の
病
死
に
會
ひ
て
、
江
公
の
孫
を
徴
し
て
博
士
と
爲
し
、
劉
向
に
詔
し
て
穀
梁
を
受
け
し
め
、

之
を
助
け
し
め
ん
と
欲
す
。
江
博
士
復
た
死
し
、
乃
ち
周
慶
丁
姓
を
徴
し
て
待
詔
せ
し
め
、
卒
に
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十
人
に
授
け
し
む
。
十
餘
歳
に
し
て
、
皆
明
習
す
。
乃
ち
五
經
の
名
儒
太
子
太
傅
蕭
望
之
等
を
召

し
て
、
大
い
に
殿
中
に
議
し
、
公
羊
穀
梁
の
同
異
を
平
せ
し
む
。
望
之
等
多
く
穀
梁
に
從
ひ
、
是

に
由
り
て
大
い
に
盛
ん
な
り
、
慶
、
姓
皆
博
士
と
爲
り
、
姓
は
楚
の
申
章
昌
曼
君
に
授
く
。
初
め

尹
更
始
は
蔡
千
秋
に
事
へ
、
又
左
氏
傳
を
受
け
、
其
の
變
理
合
す
る
者
を
取
り
て
、
以
て
章
句
を

爲
り
、
子
の
咸
及
び
翟
方
進
房
鳳
に
傳
ふ
。
始
め
江
博
士
は
胡
常
に
授
け
、
常
は
梁
の
蕭
秉
に
授

け
、
王
莽
の
時
に
、
講
學
大
夫
と
爲
る
。

左
氏
傳
は
本
左
邱
明
の
作
に
し
て
、
以
て
曾
申
に
授
け
、
申
、
衞
人
呉
起
に
傳
へ
、
起
は
其
の
子

の
期
に
傳
へ
、
期
は
楚
人
鐸
椒
に
傳
へ
、
椒
は
趙
人
虞
卿
に
傳
へ
、
卿
は
同
郡
の
荀
卿
、
名
は
況

に
傳
へ
、
況
は
武
威
の
張
蒼
に
傳
へ
、
蒼
は
洛
陽
の
賈
誼
に
傳
へ
、
誼
は
傳
へ
て
其
の
孫
嘉
に
至

り
、
嘉
は
趙
人
貫
公
に
傳
へ
、
貫
公
は
其
の
少
子
の
長
卿
に
傳
へ
、
長
卿
は
京
兆
尹
の
張
敞
及
び

侍
御
史
の
張
禹
に
傳
ふ
。
禹
は
數
し
ば
御
史
大
夫
蕭
望
之
の
爲
に
左
氏
を
言
ふ
。
望
之
、
之
を
善

し
と
し
て
、
禹
を
薦
め
て
徴
し
て
詔
を
待
つ
も
、
未
だ
問
に
及
ば
ず
し
て
、
病
死
に
會
ふ
。
禹
は

尹
更
始
に
傳
へ
、
更
始
は
其
の
子
の
咸
及
び
翟
方
進
胡
常
に
傳
へ
、
常
は
黎
陽
の
賈
護
に
授
け
、

護
は
蒼
梧
の
陳
欽
に
授
く
。
漢
書
儒
林
傳
に
、「
漢
興
り
、
北
平
侯
張
蒼
及
び
梁
太
傅
賈
誼
、
京
兆

尹
張
敞
、
太
中
大
夫
劉
公
子
は
皆
春
秋
左
氏
傳
を
修
む
。
始
め
劉
歆
は
尹
咸
及
び
翟
方
進
に
從
ひ

て
左
氏
を
受
く
。
是
に
由
り
て
左
氏
を
言
ふ
者
、
之
を
賈
護
、
劉
歆
に
本
づ
く
」
⑩
と
云
ふ
。
歆

は
扶
風
の
賈
徽
に
授
け
、
徽
は
子
の
逵
に
傳
ふ
。
逵
、
詔
を
受
け
て
、
公
羊
穀
梁
の
、
左
氏
に
如

か
ざ
る
四
十
事
を
列
し
て
之
を
奏
し
、
名
づ
け
て
左
氏
長
義
と
曰
ふ
。
章
帝
、
之
を
善
し
と
し
、

逵
は
又
左
氏
訓
詁
を
作
る
。
司
空
南
閤
祭
酒
陳
元
は
左
氏
同
異
を
作
り
、
大
司
農
鄭
衆
は
左
氏
條

例
章
句
を
作
り
、
南
郡
太
守
馬
融
は
三
家
同
異
之
説
を
爲
る
。
京
兆
尹
延
篤
は
左
氏
を
賈
逵
の
孫

の
伯
升
に
受
け
、
因
り
て
之
に
注
す
。
汝
南
の
彭
汪
は
先
師
の
奇
説
及
び
舊
注
を
記
す
。
太
中
大

夫
許
淑
、
九
江
太
守
服
虔
、
侍
中
孔
嘉
、
魏
司
徒
王
朗
、
荊
州
刺
史
王
基
、
大
司
農
董
遇
、
徴
士

燉
煌
の
周
生
烈
は
並
び
に
左
氏
傳
を
注
解
す
。
梓
潼
の
李
仲
欽
は
左
氏
指
歸
を
著
は
し
、
陳
郡
の

潁
容
は
春
秋
條
例
を
作
る
。
又
何
休
は
左
氏
膏
肓
、
公
羊
墨
守
、
穀
梁
癈
疾
を
作
り
、
鄭
康
成
は

膏
肓
を
鍼
し
、
墨
守
を
發
し
、
廢
疾
を
起
す
。
是
れ
よ
り
左
氏
大
い
に
興
る
。
⑪

漢
興
り
て
、
顔
芝
の
子
貞
、
孝
經
を
傳
ふ
。
是
を
今
文
と
爲
す
。
長
孫
氏
、
博
士
江
翁
、

少
府
后
蒼
、
諫
大
夫
翼
奉
、
安
昌
侯
張
禹
、
之
を
傳
ふ
。
各
お
の
自
ら
家
に
名
づ
く
。
凡

そ
十
八
章
。
又
古
文
の
、
孔
氏
の
壁
中
よ
り
出
づ
る
有
り
。
孔
安
國
、
傳
を
作
る
。
劉
向
、

書
を
校
し
、
定
め
て
十
八
と
爲
す
。
後
漢
の
馬
融
も
亦
古
文
孝
經
傳
を
作
る
も
、
世
よ
傳

は
ら
ず
。
世
行
は
る
る
所
の
鄭
注
は
、
相
承
け
て
以
て
鄭
玄
と
爲
す
も
、。
鄭
志
及
び
中
經

簿
を
按
ず
る
に
無
し
。
唯
だ
中
朝
穆
帝
、
孝
經
を
集
講
し
て
、「
鄭
玄
を
以
て
主
と
爲
す
」

と
云
ふ
。
孝
經
注
を
檢
す
る
に
、
康
成
注
五
經
と
同
じ
か
ら
ず
、
未
だ
是
非
を
詳
ら
か
に

せ
ず
。
竊
か
に
按
ず
る
に
、
孝
經
注
は
蓋
し
鄭
小
同
に
出
づ
る
な
ら
ん
。
⑫

漢
興
り
て
、
論
語
を
傳
ふ
る
者
に
三
家
有
り
。
魯
論
語
は
魯
人
の
傳
ふ
る
所
、
卽
ち
今
行

は
る
る
所
の
篇
次
、
是
れ
な
り
。
常
山
都
尉
龔
奮
、
長
信
少
府
夏
侯
勝
、
丞
相
韋
賢
及
び

子
の
玄
成
、
魯
扶
卿
、
太
子
少
傅
夏
侯
建
、
前
將
軍
蕭
望
之
、
並
び
に
之
を
傳
ふ
、
各
お

の
自
ら
家
に
名
づ
く
。
齊
論
語
は
齊
人
の
傳
ふ
る
所
。
昌
邑
中
尉
王
吉
、
少
府
宋
畸
、
琅

邪
の
王
卿
、
御
史
大
夫
貢
禹
、
尚
書
令
五
鹿
充
宗
、
膠
東
の
庸
生
、
並
び
に
之
を
傳
ふ
。

唯
だ
王
陽
の
み
家
に
名
づ
く
。
古
論
語
は
孔
氏
の
壁
中
よ
り
出
づ
。
孔
安
國
、
傳
を
爲
り
、

後
漢
の
馬
融
も
亦
之
に
注
す
。
安
昌
侯
張
禹
は
魯
論
を
夏
侯
建
に
受
け
、
又
庸
生
、
王
吉

に
從
ひ
て
齊
論
を
受
け
、
善
を
擇
ん
で
從
ひ
、
號
し
て
張
侯
論
と
曰
ふ
。
最
も
後
れ
て
漢

世
に
行
は
る
。
禹
は
論
を
以
て
成
帝
に
授
け
、
後
漢
の
包
咸
、
周
氏
並
び
に
章
句
を
爲
り
、

王
肅
に
も
亦
注
有
り
。
⑬

【
註
】

①
本
篇
は
ほ
ぼ
唐
の
陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
序
錄
「
注
解
傳
述
人
」
か
ら
の
節
引
で
あ
る
。

②

『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
上
、
儒
林
傳
「
建
武
中
、
范
升
傳
孟
氏
易
、
以
授
楊
政
、
而
陳
元
、

鄭
衆
皆
傳
費
氏
易
、
其
後
馬
融
亦
爲
其
傳
。
融
授
鄭
玄
、
玄
作
易
注
、
荀
爽
又
作
易
傳
、
自
是

費
氏
興
、
而
京
氏
遂
衰
」。

③

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
易
「
自
魯
商
瞿
子
木
受
易
於
孔
子
、
以
授
魯
橋
庇
子
庸
。
子
庸
授
江

東
馯
、
臂
子
弓
。
子
弓
授
燕
周
醜
子
家
、
子
家
授
東
武
孫
虞
子
乘
、
子
乘
授
齊
田
何
子
莊
。
及

秦
燔
書
、
易
爲
卜
筮
之
書
、
獨
不
禁
。
故
傳
授
者
不
絶
。
漢
興
、
田
何
以
齊
田
徙
杜
陵
、
號
杜
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田
生
、
授
東
武
王
同
子
中
及
洛
陽
周
王
孫
、
梁
人
丁
寛
字
子
襄
、
事
田
何
。
復
從
周
王
孫
受
古
義
。
作
易

説
。
亡
。
齊
服
生
、
皆
著
易
傳
。
漢
初
言
易
者
、
本
之
田
生
。
同
授
淄
川
楊
何
、
寛
授
同
郡
碭
田

王
孫
。
王
孫
授
施
讎
及
孟
喜
、
梁
丘
賀
。
由
是
有
施
孟
梁
丘
之
學
焉
。
施
讎
傳
易
授
張
禹
及
琅

邪
魯
伯
。
禹
授
淮
陽
彭
宣
及
沛
戴
崇
。
伯
授
太
山
毛
莫
如
及
琅
邪
邴
丹
。
後
漢
、
劉
昆
受
施
氏

易
於
沛
人
戴
賓
。
其
子
軼
孟
喜
父
孟
卿
、
善
爲
禮
春
秋
。
孟
卿
以
禮
經
多
、
春
秋
煩
雜
、
乃
使

喜
從
田
王
孫
受
易
、
喜
爲
易
章
句
、
授
同
郡
白
光
及
沛
翟
牧
。
後
漢
、
洼
丹
、
觟
陽
鴻
、
任
安
、

皆
傳
孟
氏
易
。
梁
丘
賀
本
從
太
中
大
夫
京
房
受
易
。
後
更
事
田
王
孫
、
傳
子
臨
。
臨
傳
五
鹿
充

宗
及
琅
邪
王
駿
。
充
宗
授
平
陵
士
孫
張
及
沛
鄧
彭
祖
、
齊
衡
咸
。
後
漢
、
范
升
傳
梁
丘
易
以
授

京
兆
楊
政
。
又
潁
川
張
興
傳
梁
丘
易
。
弟
子
著
錄
且
萬
人
。
子
魴
傳
其
業
。
京
房
受
易
梁
人
焦

延
壽
。
延
壽
云
、
嘗
從
孟
喜
問
易
。
曾
喜
死
、
房
以
延
壽
易
、
即
孟
氏
學
。
翟
牧
白
生
、
不
肯

曰
非
也
。
延
壽
嘗
曰
、
得
我
術
以
亡
身
者
京
生
也
。
房
爲
易
章
句
說
、
長
於
災
異
、
以
授
東
海

段
嘉
漢
書
儒
林
傳
作
殷
嘉
。
及
河
東
姚
平
河
南
乗
弘
。
皆
爲
郎
博
士
。
由
是
前
漢
多
京
氏
學
。
後
漢
、

戴
馮
、
孫
期
、
魏
滿
、
竝
傳
之
。
費
直
傳
易
、
授
琅
邪
王
璜
。
爲
費
氏
學
。
本
以
古
字
號
古
文

易
。
無
章
句
。
徒
以
彖
象
繫
辭
文
言
解
說
上
下
經
。
漢
成
帝
時
、
劉
向
典
校
書
考
易
說
、
以
爲

諸
易
家
說
皆
祖
田
何
。
楊
叔
元
、
丁
將
軍
、
大
義
畧
同
、
唯
京
氏
爲
異
。
向
又
以
中
古
文
易
經

校
施
孟
梁
丘
三
家
之
易
經
、
或
脫
去
無
咎
悔
亡
。
唯
費
氏
經
與
古
文
同
。
范
曄
後
漢
書
云
、
京

兆
陳
元
、
扶
風
馬
融
、
河
南
鄭
衆
、
北
海
鄭
玄
、
潁
川
荀
爽
、
竝
傳
費
氏
易
。
沛
人
髙
相
治
易
、

與
費
直
同
時
。
其
易
亦
無
章
句
、
專
說
陰
陽
災
異
、
自
言
出
丁
將
軍
、
傳
至
相
、
相
授
子
康
及

蘭
陵
母
將
永
、
爲
髙
氏
學
」。

④

『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
上
、
儒
林
傳
「
中
興
、
北
海
牟
融
習
大
夏
侯
尚
書
、
東
海
王
良
習
小

夏
侯
尚
書
、
沛
國
桓
榮
習
毆
陽
尚
書
。
榮
世
習
相
傳
授
、
東
京
最
盛
。
扶
風
杜
林
傳
古
文
尚
書
、

林
同
郡
賈
逵
爲
之
作
訓
、
馬
融
作
傳
、
鄭
玄
注
解
。
由
是
古
文
尚
書
遂
顯
于
世
」。

⑤

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
書
「
漢
興
、
欲
立
尚
書
、
無
能
通
者
、
聞
濟
南
伏
生
傳
之
、
文
帝
欲

徴
、
時
年
已
九
十
餘
、
不
能
行
。
於
是
詔
太
常
掌
故
晁
錯
受
焉
。
伏
生
失
其
本
經
、
口
詔
二
十

九
篇
傳
授
。
以
其
上
古
之
書
、
謂
之
尚
書
。
伏
生
授
濟
南
張
生
、
千
乘
歐
陽
生
、
生
授
同
郡
兒

寛
、
寛
又
從
孔
安
國
受
業
、
以
授
歐
陽
生
之
子
、
歐
陽
氏
世
傳
業
、
至
曾
孫
高
、
作
尚
書
章
句
、

爲
歐
陽
氏
學
。
高
孫
地
餘
、
以
書
授
元
帝
、
傳
至
歐
陽
歙
、
歙
以
上
八
世
皆
爲
博
士
。
濟
南
林

尊
受
尚
書
於
歐
陽
高
、
以
授
平
當
及
陳
翁
生
、
翁
生
授
殷
崇
及
龔
勝
、
當
授
朱
普
及
鮑
宣
。

後
漢
、
濟
陰
曹
曾
受
業
於
歐
陽
歙
、
傳
其
子
祉
、
又
傳
陳
留
陳
弇
樂
安
牟
長
、
竝
傳
歐
陽
尚

書
。
沛
國
桓
榮
、
受
尚
書
於
朱
普
、
以
授
漢
明
帝
、
遂
世
相
傳
、
東
京
最
盛
。
張
生
授
夏
侯
都

尉
、
都
尉
傳
族
子
始
昌
、
始
昌
傳
族
子
勝
。
勝
從
始
昌
受
尚
書
及
洪
範
五
行
傳
、
説
災
異
。
又

事
同
郡
簡
卿
。
卿
者
兒
寛
門
人
。
又
從
歐
陽
氏
問
。
爲
學
精
熟
、
所
問
非
一
師
。
善
説
禮
服
、

受
詔
撰
尚
書
論
語
説
、
號
爲
大
夏
侯
氏
學
。
傳
齊
人
周
堪
及
魯
國
孔
霸
、
霸
傳
子
光
、
堪
授
魯

國
牟
卿
及
長
安
許
商
、
商
授
沛
唐
林
及
平
陸
呉
章
、
重
泉
王
吉
、
齊
炔
欽
。

後
漢
、
北
海
牟
融
亦
傳
大
夏
侯
尚
書
。
夏
侯
建
師
事
夏
侯
勝
及
歐
陽
高
、
左
右
采
獲
、
又
從

五
經
諸
儒
、
問
與
尚
書
相
出
入
者
、
牽
引
以
次
章
句
、
爲
小
夏
侯
氏
學
、
傳
平
陵
張
山
拊
、
山

拊
受
同
縣
李
尋
及
鄭
寛
中
、
山
陽
張
無
故
、
信
都
秦
恭
、
陳
留
假
倉
。
寛
中
授
東
郡
趙
玄
、
無

故
授
沛
唐
尊
、
恭
授
魯
馮
賓
。

後
漢
、
東
海
王
良
亦
傳
小
夏
侯
尚
書
。

安
國
又
受
詔
爲
古
文
尚
書
傳
、
値
武
帝
末
巫
蠱
事
、
經
籍
道
息
、
不
獲
奏
上
、
藏
之
私
家
、

以
授
都
尉
朝
、
司
馬
遷
亦
從
安
國
問
。
故
遷
書
多
古
文
説
。
劉
向
以
中
古
文
校
歐
陽
大
小
夏
侯

三
家
經
文
、
脱
誤
甚
衆
。
都
尉
朝
授
膠
東
庸
生
、
庸
生
授
淸
河
胡
常
、
常
授
虢
徐
敖
、
敖
授
琅

邪
王
璜
及
平
陵
塗
惲
、
惲
授
河
南
乘
欽
。
王
莽
時
、
諸
學
皆
立
、
惲
璜
等
貴
顯
。
范
曄
後
漢
書

云
、
中
興
、
扶
風
杜
林
傳
古
文
尚
書
、
賈
逵
爲
之
作
訓
、
馬
融
作
傳
、
鄭
玄
注
解
。
由
是
古
文

尚
書
遂
顯
于
世
。
案
、
今
馬
鄭
所
注
、
竝
伏
生
所
誦
、
非
古
文
也
。
孔
氏
之
本
絶
。
是
以
馬
鄭

杜
預
之
徒
、
皆
謂
之
逸
書
。
王
肅
亦
注
今
文
、
而
解
大
與
古
文
相
類
。
或
肅
私
見
孔
傳
而
秘
之

乎
」。

⑥

『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
「
漢
興
、
魯
申
公
爲
詩
訓
故
、
而
齊
轅
固
、
燕
韓
生
皆
爲
之
傳
。

或
取
春
秋
、
采
雜
説
、
咸
非
其
本
義
、
與
不
得
已
、
魯
最
爲
近
之
」。

⑦

『
漢
書
』
巻
八
十
八
、
儒
林
傳
「
毛
公
、
趙
人
也
。
治
詩
、
爲
河
閒
獻
王
博
士
、
授
同
國
貫

長
卿
。
長
卿
授
解
延
年
。
延
年
爲
阿
武
令
、
授
徐
敖
。
敖
授
九
江
陳
俠
、
爲
王
莽
講
學
大
夫
。

由
是
言
毛
詩
者
、
本
之
徐
敖
」。
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⑧

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
詩
「
漢
興
、
傳
者
有
四
家
。
魯
人
申
公
受
詩
於
浮
丘
伯
、
以
詩
經
爲

訓
故
以
教
、
無
傳
、
疑
者
則
闕
不
傳
、
號
曰
魯
詩
。
弟
子
爲
博
士
者
十
餘
人
、
郞
中
令
王
臧
、

御
史
大
夫
趙
綰
、
臨
淮
太
守
孔
安
國
、
膠
西
内
史
周
霸
、
城
陽
内
史
夏
寛
、
東
海
太
守
魯
賜
、

長
沙
内
史
繆
生
、
膠
西
中
尉
徐
偃
、
膠
東
内
史
闕
門
慶
忌
、
皆
申
公
弟
子
也
。
申
公
本
以
詩
春

秋
授
瑕
丘
江
公
、
盡
能
傳
之
、
徒
衆
最
盛
。
魯
許
生
、
免
中
徐
公
、
皆
守
學
教
授
。
丞
相
韋
賢

受
詩
於
江
公
及
許
生
、
傳
子
玄
成
。
又
王
式
受
詩
於
免
中
徐
公
及
許
生
、
以
授
張
生
長
安
及
唐

長
賓
、
褚
小
孫
。
張
生
兄
子
游
卿
以
詩
授
元
帝
、
傳
王
扶
、
扶
授
許
晏
。
又
薛
廣
德
受
詩
于
王

式
、
授
龔
舍
。
齊
人
轅
固
生
作
詩
傳
、
號
齊
詩
、
傳
夏
侯
始
昌
。
始
昌
授
后
蒼
、
蒼
授
翼
奉
及

蕭
望
之
、
匡
衡
、
衡
授
師
丹
及
伏
理
、
滿
昌
、
昌
授
張
邯
及
皮
容
。
皆
至
大
官
、
徒
衆
尤
盛
。

後
漢
、
陳
元
方
亦
傳
齊
詩
、
燕
人
韓
嬰
推
詩
之
意
、
作
内
外
傳
數
萬
言
、
號
曰
韓
詩
、
淮
南
賁

生
受
之
。
武
帝
時
、
嬰
與
董
仲
舒
論
於
上
前
、
仲
舒
不
能
難
。
其
孫
商
爲
博
士
、
孝
宣
時
涿
韓

生
其
後
也
。
河
内
趙
子
事
燕
韓
生
、
授
同
郡
蔡
誼
、
誼
授
同
郡
食
子
公
及
琅
邪
王
吉
、
子
公
授

太
山
栗
豐
、
吉
授
淄
川
長
孫
順
、
豐
授
山
陽
張
就
、
順
授
東
海
髪
福
。
竝
至
大
官
。
藝
文
志
云
、

齊
韓
詩
或
取
春
秋
、
采
雜
説
、
咸
非
其
本
義
、
魯
最
爲
近
之
。

毛
詩
者
出
自
毛
公
、
河
閒
獻
王
好
之
。
徐
整
云
、
子
夏
授
高
行
子
、
高
行
子
授
薛
倉
子
、
薛
倉

子
授
帛
妙
子
、
帛
妙
子
授
河
閒
人
大
毛
公
、
毛
公
爲
詩
故
訓
傳
於
家
、
以
授
趙
人
小
毛
公
。
小

毛
公
爲
河
閒
獻
王
博
士
、
以
不
在
漢
朝
、
故
不
列
於
學
。
一
云
、
子
夏
傳
曾
申
、
申
傳
魏
人
李

克
、
克
傳
魯
人
孟
仲
子
、
孟
仲
子
傳
根
牟
子
、
根
牟
子
傳
趙
人
孫
卿
子
、
孫
卿
子
傳
魯
人
大
毛

公
。
漢
書
儒
林
傳
云
、
毛
公
趙
人
。
治
詩
、
爲
河
閒
獻
王
博
士
、
授
同
國
貫
長
卿
。
長
卿
授
解

延
年
、
延
年
授
虢
徐
敖
、
敖
授
九
江
陳
俠
。
或
云
陳
俠
傳
謝
曼
卿
。
元
始
五
年
、
公
車
徴
説
詩
。

後
漢
、
鄭
衆
、
賈
逵
傳
毛
詩
、
馬
融
作
毛
詩
注
、
鄭
玄
作
毛
詩
箋
、
申
明
毛
義
、
難
三
家
。
於

是
三
家
遂
廢
矣
」。

⑨

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
禮
「
漢
興
、
有
魯
高
堂
生
、
傳
士
禮
十
七
篇
、
卽
今
之
儀
禮
也
。
而

魯
徐
生
善
爲
容
、
孝
文
時
、
爲
禮
官
大
夫
。
景
帝
時
、
河
閒
獻
王
好
古
得
古
禮
獻
之
。
或
曰
、

河
間
獻
王
開
獻
書
之
路
。
時
有
李
氏
上
周
官
五
篇
、
失
冬
官
一
篇
。
乃
購
千
金
、
不
得
取
。
考

工
記
以
補
之
。
瑕
丘
蕭
奮
以
禮
至
淮
陽
太
守
、
授
東
海
孟
卿
、
卿
授
同
郡
后
蒼
及
魯
閭
丘
卿
。

其
古
禮
經
五
十
六
篇
、
蒼
傳
十
七
篇
、
所
餘
三
十
九
篇
、
宣
付
書
館
名
爲
逸
禮
。
蒼
説
數
萬
言
、

號
后
蒼
曲
臺
記
。
孝
宣
之
世
、
蒼
為
最
明
。
蒼
授
沛
聞
人
通
漢
及
梁
戴
德
、
戴
聖
、
沛
慶
普
。

由
是
禮
有
大
小
戴
慶
氏
之
學
。
普
授
魯
夏
侯
敬
、
又
傳
族
子
咸
、
大
戴
授
琅
邪
徐
良
、
小
戴
授

梁
人
橋
仁
及
楊
榮
。
王
莽
時
、
劉
歆
爲
國
師
、
始
建
立
周
官
經
、
以
爲
周
禮
。
河
南
緱
氏
杜
子

春
受
業
於
歆
、
還
家
以
敎
門
徒
好
學
之
士
。
鄭
興
父
子
等
多
往
師
之
。
賈
景
伯
亦
作
周
禮
解
詁
」。

⑩

『
漢
書
』
巻
三
十
、
儒
林
傳
「
漢
興
、
北
平
侯
張
蒼
及
梁
太
傅
賈
誼
、
京
兆
尹
張
敞
、
太
中

大
夫
劉
公
子
、
皆
修
春
秋
左
氏
傳
。
…
…
而
劉
歆
從
尹
咸
及
翟
方
進
受
。
由
是
言
左
氏
者
、
本

之
賈
護
、
劉
歆
」。

⑪

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
春
秋
「
漢
興
、
齊
人
胡
母
生
、
趙
人
董
仲
舒
、
竝
治
公
羊
春
秋
。
蘭

陵
褚
大
、
東
平
嬴
公
、
廣
川
段
仲
溫
、
呂
步
舒
、
皆
仲
舒
弟
子
。
嬴
公
守
學
、
不
失
師
法
、
授

東
海
孟
卿
及
魯
眭
弘
、
弘
授
嚴
彭
祖
及
顔
安
樂
。
由
是
公
羊
有
嚴
顔
之
學
。
弘
弟
子
百
餘
人
、

常
曰
春
秋
之
意
在
二
子
矣
。
彭
祖
受
琅
邪
王
中
、
中
授
同
郡
公
孫
文
及
東
門
雲
。
安
樂
授
淮
陽

泠
豐
及
淄
川
任
翁
、
豐
授
大
司
徒
馬
宮
及
琅
邪
左
咸
。
始
貢
禹
事
嬴
公
、
而
成
於
眭
孟
、
以
授

潁
川
堂
谿
惠
、
惠
授
泰
山
冥
都
。
又
疎
廣
事
孟
卿
、
以
授
琅
邪
筦
路
。
筦
路
及
冥
都
又
事
顔
安

樂
、
路
授
大
司
農
孫
寶
。
瑕
丘
江
公
受
穀
梁
春
秋
及
詩
於
魯
申
公
、
武
帝
時
爲
博
士
、
使
與
董

仲
舒
論
。
江
公
吶
於
口
、
而
丞
相
公
孫
弘
本
爲
公
羊
學
、
比
輯
其
義
、
卒
用
董
生
。
於
是
上
因

尊
公
羊
家
、
詔
太
子
受
。
衞
太
子
復
私
問
穀
梁
而
善
之
。
其
後
浸
微
。
唯
魯
榮
廣
皓
星
公
二
人

受
焉
、
廣
盡
能
傳
其
詩
春
秋
。
蔡
千
秋
、
梁
周
慶
、
丁
姓
、
皆
從
廣
受
。
千
秋
又
事
皓
星
公
、

爲
學
最
篤
。
宣
帝
卽
位
、
聞
衞
太
子
好
穀
梁
、
乃
召
千
秋
、
與
公
羊
家
竝
説
、
上
善
穀
梁
説
。

後
又
選
郞
十
人
、
從
千
秋
受
。
會
千
秋
病
死
、
徴
江
公
孫
爲
博
士
、
詔
劉
向
受
穀
梁
、
欲
令
助

之
。
江
博
士
復
死
、
乃
徴
周
慶
丁
姓
待
詔
、
使
卒
授
十
人
。
十
餘
歳
、
皆
明
習
。
乃
召
五
經
名

儒
太
子
太
傅
蕭
望
之
等
、
大
議
殿
中
、
平
公
羊
穀
梁
同
異
。
望
之
等
多
從
穀
梁
、
由
是
大
盛
、

慶
姓
皆
爲
博
士
、
姓
授
楚
申
章
昌
曼
君
。
初
尹
更
始
事
蔡
千
秋
、
又
受
左
氏
傳
、
取
其
變
理
合

者
、
以
爲
章
句
、
傳
子
咸
及
翟
方
進
房
鳳
。
始
江
博
士
授
胡
常
、
常
授
梁
蕭
秉
、
王
莽
時
、
爲

講
學
大
夫
。

左
丘
明
作
傳
、
以
授
曾
申
、
申
傳
衞
人
呉
起
、
起
傳
其
子
期
、
期
傳
楚
人
鐸
椒
、
椒
傳
趙
人
虞
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卿
、
卿
傳
同
郡
荀
卿
、
名
況
、
況
傳
武
威
張
蒼
、
蒼
傳
洛
陽
賈
誼
、
誼
傳
至
其
孫
嘉
、
嘉
傳
趙

人
貫
公
、
貫
公
傳
其
少
子
長
卿
、
長
卿
傳
京
兆
尹
張
敞
及
侍
御
史
張
禹
。
禹
數
爲
御
史
大
夫
蕭

望
之
言
左
氏
。
望
之
善
之
、
薦
禹
徴
待
詔
。
未
及
問
、
會
病
死
。
禹
傳
尹
更
始
、
更
始
傳
其
子

咸
及
翟
方
進
、
胡
常
、
常
授
黎
陽
賈
護
、
護
授
蒼
梧
、
陳
欽
。
漢
書
儒
林
傳
云
、
漢
興
、
北
平

侯
張
蒼
及
梁
太
傅
賈
誼
、
京
兆
尹
張
敞
、
太
中
大
夫
劉
公
子
、
皆
修
春
秋
左
氏
傳
。
始
劉
歆
從

尹
咸
及
翟
方
進
受
左
氏
。
由
是
言
左
氏
者
、
本
之
賈
護
、
劉
歆
。
歆
授
扶
風
賈
徽
、
徽
傳
子
逵
。

逵
受
詔
、
列
公
羊
穀
梁
不
如
左
氏
四
十
事
奏
之
、
名
曰
左
氏
長
義
。
章
帝
善
之
、
逵
又
作
左
氏

訓
詁
。
司
空
南
閤
祭
酒
陳
元
作
左
氏
同
異
、
大
司
農
鄭
衆
作
左
氏
條
例
章
句
、
南
郡
太
守
馬
融

爲
三
家
同
異
之
説
。
京
兆
尹
延
篤
受
左
氏
於
賈
逵
之
孫
伯
升
、
因
而
注
之
。
汝
南
彭
汪
記
先
師

奇
説
及
舊
注
。
太
中
大
夫
許
淑
、
九
江
太
守
服
虔
、
侍
中
孔
嘉
、
魏
司
徒
王
朗
、
荊
州
刺
史
王

基
、
大
司
農
董
遇
、
徴
士
燉
煌
周
生
烈
、
竝
注
解
左
氏
傳
。
梓
潼
李
仲
欽
著
左
氏
指
歸
、
陳
郡

潁
容
作
春
秋
條
例
。
又
何
休
作
左
氏
膏
肓
、
公
羊
墨
守
、
穀
梁
癈
疾
、
鄭
康
成
作
鍼
膏
肓
、
發

墨
守
、
起
廢
疾
。
自
是
左
氏
大
興
」。

⑫

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
孝
經
「
孝
經
者
、
孔
子
爲
弟
子
曾
參
說
孝
道
。
因
明
天
子
庶
人
五
等

之
孝
、
事
親
之
法
。
亦
遭
焚
燼
。
河
閒
人
顔
芝
爲
秦
禁
、
藏
之
。
漢
氏
尊
學
、
芝
子
貞
出
之
。

是
爲
今
文
。
長
孫
氏
、
博
士
江
翁
、
少
府
后
蒼
、
諫
大
夫
翼
奉
、
安
昌
侯
張
禹
傳
之
。
各
自
名

家
。
凡
十
八
章
。
又
有
古
文
、
出
于
孔
氏
壁
中
、
别
有
閨
門
一
章
。
自
餘
分
析
十
八
章
、
惣
爲

二
十
二
章
。
孔
安
國
作
傳
。
劉
向
校
書
、
定
爲
十
八
。
後
漢
馬
融
亦
作
古
文
孝
經
傳
、
而
世
不

傳
。
世
所
行
鄭
注
、
相
承
以
爲
鄭
玄
。
案
鄭
志
及
中
經
簿
無
。
唯
中
朝
穆
帝
集
講
孝
經
云
、
以

鄭
玄
爲
主
。
檢
孝
經
注
、
與
康
成
注
五
經
不
同
、
未
詳
是
非
。
古
文
孝
經
、
世
旣
不
行
。
今
隨

俗
用
鄭
注
十
八
章
本
」。

⑬

『
經
典
釋
文
』
序
錄
、
論
語
「
漢
興
、
傳
者
則
有
三
家
。
魯
論
語
者
、
魯
人
所
傳
、
卽
今
所

行
篇
次
、
是
也
。
常
山
都
尉
龔
奮
、
長
信
少
府
夏
侯
勝
、
丞
相
韋
賢
及
子
玄
成
、
魯
扶
卿
、
太

子
少
傅
夏
侯
建
、
前
將
軍
蕭
望
之
、
竝
傳
之
、
各
自
名
家
。
齊
論
語
者
、
齊
人
所
傳
。
别
有
問

王
知
道
二
篇
、
凡
二
十
二
篇
。
其
二
十
篇
中
、
章
句
頗
多
於
魯
論
。
昌
邑
中
尉
王
吉
、
少
府
宋

畸
、
琅
邪
王
卿
、
御
史
大
夫
貢
禹
、
尚
書
令
五
鹿
充
宗
、
膠
東
庸
生
、
竝
傳
之
。
唯
王
陽
名
家
。

古
論
語
者
、
出
自
孔
氏
壁
中
。
凡
二
十
一
篇
有
兩
子
張
。
篇
次
不
與
齊
魯
論
同
。
孔
安
國
爲
傳
、

後
漢
馬
融
亦
注
之
。
安
昌
侯
張
禹
受
魯
論
于
夏
侯
建
、
又
從
庸
生
王
吉
受
齊
論
、
擇
善
而
從
、

號
曰
張
侯
論
。
最
後
而
行
於
漢
世
。
禹
以
論
授
成
帝
、
後
漢
包
咸
周
氏
竝
爲
章
句
、
列
于
學
官
」。

【
通
釈
】

両
漢
伝
経
諸
儒
第
十
二

秦
の
人
（
始
皇
帝
）
が
ひ
と
た
び
松
明
に
火
を
つ
け
れ
ば
、
群
籍
は
跡
形
も
な
く
滅
ん
だ
。
し
か

し
今
日
で
も
な
お
三
代
の
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
両
漢
の
経
師
の
力
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
群
経
を
列
挙
し
、
両
漢
の
、
経
を
伝
え
る
も
の
を
列
挙
す
る
。

『
易
』
は
商
瞿
よ
り
五
伝
し
て
田
何
に
至
る
。
漢
が
興
る
と
、
田
何
は
齊
の
田
氏
と
し
て
杜
陵
に

移
り
、
杜
田
生
と
号
し
た
。
東
武
の
王
同
字
は
子
中
お
よ
び
洛
陽
の
周
王
孫
、
梁
人
丁
寛
字
は
子
襄
、

さ
ら
に
周
王
孫
か
ら
古
義
を
受
け
た
。
齊
の
服
生
に
授
け
、
い
づ
れ
も
『
易
傳
』
を
著
わ
し
た
。
漢
の
初

め
、『
易
』
を
言
う
も
の
は
、
田
生
に
も
と
づ
く
。
王
同
は
淄
川
の
楊
何
、
孟
但
、
王
父
偃
、
卽
墨

成
、
周
霸
、
衡
胡
に
授
け
た
。
丁
寛
は
同
郡
の
碭
田
王
孫
に
授
け
た
。
楊
何
は
司
馬
談
、
京
房
に

授
け
た
。
田
王
孫
は
施
讐
お
よ
び
孟
喜
、
梁
邱
賀
に
授
け
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
施
・
孟
・
梁
邱

の
学
が
あ
る
の
で
あ
る
。
張
禹
、
魯
伯
は
『
施
氏
易
』
を
授
け
た
。
お
そ
ら
く
寛
饒
・
翟
牧
・
白

光
は
『
孟
氏
易
』
を
受
け
、
梁
臨
は
『
梁
邱
易
』
お
よ
び
『
施
氏
易
』
を
受
け
、
彭
宣
・
戴
崇
は

張
禹
に
受
け
、
毛
莫
如
・
邴
丹
は
魯
伯
に
受
け
、
王
駿
・
五
鹿
充
宗
は
梁
臨
に
受
け
、
戴
賓
は
戴

崇
に
受
け
、
鄧
彭
・
祖
士
孫
・
張
衡
・
咸
馮
商
、
充
宗
に
受
け
、
劉
昆
は
戴
賓
に
受
け
、
劉
軼
は

劉
昆
に
受
け
た
。
後
漢
で
は
、
范
升
は
『
梁
邱
易
』
お
よ
び
『
孟
氏
易
』
を
伝
え
、
升
は
さ
ら
に

楊
政
に
伝
え
た
。
張
興
は
『
梁
邱
易
』
を
伝
え
、
興
は
さ
ら
に
張
魴
に
伝
え
、
洼
丹
・
鮭
陽
・
鴻

任
安
は
い
づ
れ
も
『
孟
氏
易
』
を
伝
え
た
。
虞
光
・
虞
成
・
虞
鳳
・
虞
翻
は
み
ず
か
ら
五
世
に
わ

た
っ
て
『
孟
氏
易
』
を
伝
え
た
と
言
う
。
袁
良
・
袁
安
・
袁
京
・
袁
敞
・
袁
彭
・
袁
湯
・
袁
閎
も

五
世
に
わ
た
っ
て
『
孟
氏
易
』
を
伝
え
た
。
東
都
の
京
房
字
君
明
。
は
『
易
』
を
焦
延
壽
に
受
け
、

延
壽
は
か
つ
て
孟
喜
に
従
っ
て
『
易
』
を
問
う
た
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て
い
た
。
房
は
『
延
壽
易
』

が
す
な
わ
ち
孟
氏
学
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
翟
牧
・
白
生
は
そ
れ
は
正
し
く
な
い
と
い
っ
た
。
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房
は
段
嘉
儒
林
傳
は
殷
嘉
に
作
る
。
お
よ
び
姚
平
乘
弘
に
授
け
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
京
氏
学
が
多
く
、

孫
期
・
魏
滿
は
い
づ
れ
も
こ
れ
を
伝
え
た
。
費
直
は
瑯
邪
の
王
璜
に
授
け
た
。
成
帝
の
時
に
、
劉

向
が
易
説
を
考
察
し
て
、
諸
家
は
い
づ
れ
も
田
何
・
楊
叔
元
・
丁
將
軍
を
祖
と
し
て
お
り
、
大
義

は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
た
だ
京
氏
だ
け
が
異
な
る
と
し
た
。『
後
漢
書
』
に
、「
京
兆
の
陳
元
、
扶
風

の
馬
融
、
河
南
の
鄭
衆
、
北
海
の
鄭
玄
、
潁
川
の
荀
爽
は
い
づ
れ
も
『
費
氏
易
』
を
伝
え
た
」
と

い
う
。
沛
人
の
高
相
は
『
易
』
を
治
め
、
費
直
と
同
じ
時
代
の
人
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
丁
將
軍
か

ら
出
て
お
り
、
伝
え
て
相
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
相
は
子
の
康
お
よ
び
蘭
陵
の
毋
將
永

に
授
け
た
。
以
上
が
易
学
の
伝
承
で
あ
る
。『
易
』
を
治
め
た
が
、
出
処
が
詳
ら
か
で
は
な
い
も
の

は
掲
載
し
な
い
。
以
下
も
こ
れ
に
な
ら
い
な
さ
い
。

漢
が
興
る
と
、『
今
文
尚
書
』
を
伝
え
る
も
の
は
濟
南
の
伏
勝
に
始
ま
り
、『
古
文
尚
書
』
を
伝
え

る
も
の
は
孔
安
國
に
始
ま
る
。
伏
生
は
濟
南
の
張
生
、
千
乘
の
歐
陽
生
に
授
け
、
生
は
同
郡
の
兒

寛
に
授
け
、
寛
は
さ
ら
に
孔
安
國
か
ら
学
業
を
受
け
、
歐
陽
生
の
子
に
授
け
、
歐
陽
氏
は
代
々
そ

の
学
業
を
伝
え
、
曾
孫
の
高
に
な
っ
て
、『
尚
書
章
句
』
を
作
り
、
歐
陽
氏
の
学
を
形
成
し
た
。
高

の
孫
地
餘
は
『
書
』
を
元
帝
に
授
け
、
伝
え
て
歐
陽
歙
に
い
た
り
、
歙
以
上
の
八
世
は
み
な
博
士

と
な
っ
た
。
濟
南
の
林
尊
は
『
尚
書
』
を
歐
陽
高
に
受
け
、
平
當
お
よ
び
陳
翁
生
に
授
け
、
翁
生

は
殷
崇
お
よ
び
龔
勝
に
授
け
、
當
は
朱
普
お
よ
び
鮑
宣
に
授
け
た
。

後
漢
で
は
、
濟
陰
の
曹
曾
は
学
業
を
歐
陽
歙
に
受
け
、
そ
の
子
の
祉
に
伝
え
、
さ
ら
に
陳
留
の
陳

弇
・
樂
安
・
牟
長
は
い
づ
れ
も
『
歐
陽
尚
書
』
を
伝
え
た
。
沛
國
の
桓
榮
は
『
尚
書
』
を
朱
普
に

受
け
、
漢
の
明
帝
に
授
け
、
代
々
伝
え
て
、
東
京
で
も
っ
と
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
張
生
は
夏
侯
都

尉
に
授
け
、
都
尉
は
族
子
の
始
昌
に
伝
え
、
始
昌
は
族
子
の
勝
に
伝
え
た
。
勝
は
始
昌
に
従
っ
て

『
尚
書
』
お
よ
び
『
洪
範
五
行
傳
』
を
受
け
、
災
異
を
説
い
た
。
さ
ら
に
同
郡
の
簡
卿
に
師
事
し

た
。
卿
は
兒
寛
の
門
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
歐
陽
氏
に
従
っ
て
問
う
た
。
学
問
は
精
熟
で
あ
り
、
ひ

と
り
の
師
に
問
う
た
も
の
で
は
な
い
。
詔
を
受
け
て
『
尚
書
説
』
を
撰
し
、
大
夏
侯
氏
学
と
称
し

た
。
齊
人
周
堪
お
よ
び
魯
国
の
孔
霸
に
伝
え
、
霸
は
子
の
光
に
伝
え
、
堪
は
魯
国
の
牟
卿
お
よ
び

長
安
の
許
商
に
授
け
、
商
は
沛
人
唐
林
お
よ
び
平
陸
の
呉
章
、
重
泉
の
王
吉
、
齊
の
炔
欽
に
授
け

た
。

後
漢
で
は
、
北
海
の
牟
融
も
『
大
夏
侯
尚
書
』
を
伝
え
た
。
夏
侯
建
は
夏
侯
勝
お
よ
び
歐
陽
高
に

師
事
し
、
あ
れ
こ
れ
と
採
用
し
、
さ
ら
に
五
経
の
諸
儒
に
従
い
、『
尚
書
』
と
相
違
す
る
も
の
を
問

い
た
だ
し
、
引
用
し
て
章
句
を
編
次
し
、
小
夏
侯
氏
学
を
形
成
し
た
。
平
陵
の
張
山
拊
に
伝
え
、

山
拊
は
同
縣
の
李
尋
お
よ
び
鄭
寛
中
、
山
陽
の
張
無
故
、
信
都
の
秦
恭
、
陳
留
の
假
倉
に
授
け
た
。

寛
中
は
東
郡
の
趙
玄
に
授
け
、
無
故
は
沛
人
唐
尊
に
授
け
、
恭
は
魯
の
馮
賓
に
授
け
た
。

後
漢
で
は
、
東
海
の
王
良
も
『
小
夏
侯
尚
書
』
を
伝
え
た
。
孔
安
國
が
『
尚
書
傳
』
を
献
上
す
る

が
、
巫
蠱
の
事
件
に
遭
遇
し
、
学
官
に
列
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
私
家
に
所
蔵
し
て
、
都
尉

朝
に
授
け
、
司
馬
遷
も
安
國
に
従
っ
て
訓
詁
を
問
う
た
。
だ
か
ら
司
馬
遷
の
書
に
は
古
文
説
が
多

い
の
で
あ
る
。
都
尉
朝
は
膠
東
の
庸
生
に
授
け
、
庸
生
は
淸
河
の
胡
常
に
授
け
、
常
は
虢
徐
敖
に

授
け
、
敖
は
瑯
邪
の
王
璜
お
よ
び
平
陵
の
塗
惲
に
授
け
、
惲
は
河
南
の
乘
欽
に
授
け
た
。
王
莽
の

時
に
、
諸
学
が
す
べ
て
学
官
に
立
て
ら
れ
、
惲
璜
ら
は
高
位
に
の
ぼ
っ
た
。
范
曄
『
後
漢
書
』
に
、

「
中
興
す
る
と
、
扶
風
の
杜
林
は
『
古
文
尚
書
』
を
伝
え
、
賈
逵
が
こ
れ
の
た
め
に
訓
を
作
り
、

馬
融
が
伝
を
作
り
、
鄭
玄
が
注
解
し
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
『
古
文
尚
書
』
が
と
う
と
う
世
に
あ

ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
按
ず
る
に
、
今
馬
融
や
鄭
玄
が
注
を
施
し
た
も
の
、
伏
生
が
誦

読
し
た
も
の
は
、
古
文
で
は
な
い
。
孔
氏
の
本
は
断
絶
し
た
。
だ
か
ら
馬
融
・
鄭
玄
は
い
づ
れ
も

こ
れ
を
逸
書
と
い
っ
て
い
る
。
王
肅
も
今
文
に
注
を
施
し
た
が
、
解
釈
は
と
て
も
古
文
と
類
似
す

る
。
或
い
は
王
肅
は
ひ
そ
か
に
孔
傳
を
見
て
こ
れ
を
秘
匿
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
い
ま
で

は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

漢
が
興
る
と
、『
詩
』
を
伝
え
た
も
の
に
四
家
あ
る
。『
魯
詩
』
は
魯
人
の
申
培
公
に
始
ま
り
、『
齊

詩
』
は
齊
人
の
轅
固
生
に
始
ま
り
、『
韓
詩
』
は
燕
人
の
韓
嬰
に
始
ま
り
、『
毛
詩
』
は
大
小
毛
公

に
始
ま
る
。
魯
人
の
申
公
は
、『
詩
』
を
浮
邱
伯
に
受
け
、『
詩
經
』
の
た
め
に
訓
故
を
作
っ
て
教

え
た
だ
け
で
、
伝
は
な
く
、
疑
わ
し
い
も
の
は
省
い
て
伝
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
『
魯
詩
』
と
称

し
た
。
弟
子
の
う
ち
博
士
と
な
っ
た
も
の
は
十
人
あ
ま
り
あ
り
、
郞
中
令
王
臧
、
御
史
大
夫
趙
綰
、

臨
淮
太
守
孔
安
國
、
膠
西
内
史
周
霸
、
城
陽
内
史
夏
寛
、
東
海
太
守
魯
賜
、
長
沙
内
史
繆
生
、
膠

西
中
尉
徐
偃
、
膠
東
内
史
闕
門
慶
忌
は
い
づ
れ
も
申
公
の
弟
子
で
あ
る
。
申
公
は
も
と
も
と
『
詩
』

『
春
秋
』
を
瑕
邱
の
江
公
に
授
け
、
す
べ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
徒
衆
が
も
っ
と
も
盛
大
で
あ
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っ
た
。
魯
の
許
生
、
免
中
の
徐
公
は
い
づ
れ
も
学
を
守
っ
て
教
授
し
た
。
丞
相
の
韋
賢
は
『
詩
』

を
江
公
お
よ
び
許
生
に
受
け
、
子
の
玄
成
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
王
式
は
『
詩
』
を
免
中
の
徐
公
お

よ
び
許
生
に
受
け
、
張
生
長
安
お
よ
び
唐
長
賓
、
褚
小
孫
に
授
け
た
。
張
生
の
兄
の
子
の
游
卿
は

『
詩
』
を
元
帝
に
授
け
、
王
扶
に
伝
え
、
扶
は
許
晏
に
授
け
た
。
さ
ら
に
薛
廣
德
は
『
詩
』
を
王

式
に
受
け
、
龔
舍
に
授
け
た
。
齊
人
の
轅
固
生
は
『
詩
傳
』
を
作
り
、『
齊
詩
』
と
称
し
、
夏
侯
始

昌
に
伝
え
た
。
始
昌
は
后
蒼
に
授
け
、
蒼
は
翼
奉
お
よ
び
蕭
望
之
・
匡
衡
に
授
け
、
衡
は
師
丹
お

よ
び
伏
理
・
滿
昌
に
授
け
、
昌
は
張
邯
お
よ
び
皮
容
に
授
け
た
。
い
づ
れ
も
大
官
と
な
り
、
徒
衆

が
と
り
わ
け
盛
大
で
あ
っ
た
。

後
漢
で
は
、
陳
元
方
も
『
齊
詩
』
を
伝
え
、
燕
人
の
韓
嬰
は
『
詩
』
の
意
を
推
広
し
て
内
外
伝
数

万
言
を
作
り
、『
韓
詩
』
と
称
し
、
淮
南
の
賁
生
が
こ
れ
を
受
け
た
。
武
帝
の
時
、
嬰
は
董
仲
舒
と

上
の
前
で
議
論
し
、
仲
舒
は
論
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
孫
の
商
は
博
士
と
な
り
、

孝
宣
の
時
の
涿
韓
生
は
そ
の
後
裔
で
あ
る
。
河
内
の
趙
子
は
燕
の
韓
生
に
師
事
し
、
同
郡
の
蔡
誼

に
授
け
、
誼
は
同
郡
の
食
子
公
お
よ
び
瑯
邪
の
王
吉
に
授
け
、
子
公
は
太
山
の
栗
豐
に
授
け
、
吉

は
淄
川
の
長
孫
順
に
授
け
、
豐
は
、
山
陽
の
張
就
に
授
け
、
順
は
東
海
の
髪
福
に
授
け
た
。
い
づ

れ
も
大
官
と
な
っ
た
。
藝
文
志
に
、「『
齊
詩
』『
韓
詩
』
は
春
秋
を
取
っ
た
り
、
雑
説
を
取
っ
た
り

し
て
い
て
、
す
べ
て
そ
の
本
義
で
は
な
い
。（
も
し
や
む
を
え
ず
選
ぶ
と
し
た
ら
）『
魯
詩
』
が
も

っ
と
も
本
義
に
近
い
」
と
い
う
。

『
毛
詩
』
は
毛
公
か
ら
出
て
、
河
閒
獻
王
が
こ
れ
を
愛
好
し
た
。
徐
整
は
、「
子
夏
は
高
行
之
に
授

け
、
高
行
之
は
薛
倉
子
に
授
け
、
薛
倉
子
は
帛
妙
子
に
授
け
、
帛
妙
子
は
河
閒
の
人
大
毛
公
に
授

け
、
毛
公
は
『
詩
故
訓
傳
』
を
家
で
作
成
し
、
趙
人
の
小
毛
公
に
授
け
た
。
小
毛
公
は
河
閒
獻
王

の
博
士
と
な
っ
た
が
、
漢
朝
で
は
な
い
こ
と
か
ら
学
官
に
列
せ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
一
に
、

「
子
夏
は
曾
申
に
伝
え
、
申
は
魏
人
李
克
に
伝
え
、
克
は
魯
人
の
孟
仲
子
に
伝
え
、
孟
仲
子
は
根

牟
子
に
伝
え
、
根
牟
子
は
趙
人
の
孫
卿
子
に
伝
え
、
孫
卿
子
は
魯
人
の
大
毛
公
に
伝
え
た
」
と
い

う
。『
漢
書
』
儒
林
傳
に
、「
毛
公
は
趙
人
で
あ
る
。『
詩
』
を
治
め
て
、
河
閒
獻
王
の
博
士
と
な
り
、

同
国
の
貫
長
卿
に
授
け
た
。
長
卿
は
解
延
年
に
授
け
、
延
年
は
虢
徐
敖
に
授
け
、
敖
は
九
江
の
陳

俠
に
授
け
た
」
と
い
う
。
あ
る
ひ
と
は
、「
陳
俠
は
謝
曼
卿
に
伝
え
た
」
と
い
う
。
元
始
五
年
、
公

車
は
徴
せ
ら
れ
て
『
詩
』
を
説
い
た
。
後
漢
の
鄭
衆
・
賈
逵
は
『
毛
詩
』
を
伝
え
、
馬
融
は
『
毛

詩
注
』
を
作
り
、
鄭
玄
は
『
毛
詩
箋
』
を
作
り
、
毛
の
義
を
重
ね
て
明
ら
か
に
し
、
三
家
を
非
難

し
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
三
家
は
と
う
と
う
全
廃
し
た
。

漢
が
興
る
と
、『
禮
』
を
伝
え
る
も
の
は
、
高
堂
生
に
始
ま
り
、『
士
禮
』
十
七
篇
を
伝
え
た
、
す

な
わ
ち
今
の
『
儀
禮
』
で
あ
る
。
魯
の
徐
生
は
禮
容
を
よ
く
し
、
孝
文
帝
の
時
に
禮
官
大
夫
と
な

っ
た
。
景
帝
の
時
に
、
河
閒
獻
王
が
古
禮
を
手
に
入
れ
て
献
上
し
た
。
瑕
邱
の
蕭
奮
は
禮
を
よ
く

す
る
と
い
う
こ
と
で
淮
陽
太
守
と
な
り
、
東
海
の
孟
卿
に
授
け
、
卿
は
同
郡
の
后
蒼
お
よ
び
魯
の

閭
邱
卿
に
授
け
た
。
そ
の
古
禮
經
は
五
十
六
篇
、
蒼
が
十
七
篇
を
伝
え
、
数
万
字
を
用
い
て
解
説

し
、『
后
蒼
曲
臺
記
』
と
号
し
た
。
蒼
は
沛
の
聞
人
通
漢
お
よ
び
梁
の
戴
德
・
戴
聖
、
沛
の
慶
普
に

授
け
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
『
禮
』
に
大
小
戴
慶
氏
の
学
が
あ
る
の
で
あ
る
。
普
は
魯
の
夏
侯
敬

に
授
け
、
さ
ら
に
族
子
の
咸
に
伝
え
、
大
戴
は
瑯
邪
の
徐
良
に
授
け
、
小
戴
は
梁
人
の
橋
仁
お
よ

び
楊
榮
に
授
け
た
。
王
莽
の
時
に
、
劉
歆
が
国
師
と
な
り
、
始
め
て
『
周
官
經
』
を
建
て
て
『
周

禮
』
と
し
た
。
河
南
の
緱
氏
杜
子
春
は
学
業
を
歆
に
受
け
、
鄭
興
父
子
ら
は
こ
れ
に
師
事
す
る
も

の
が
多
い
。
賈
徽
・
賈
逵
・
馬
融
・
鄭
玄
・
盧
植
い
づ
れ
も
『
禮
』
を
伝
え
た
と
い
う
。

漢
が
興
る
と
、『
公
羊
春
秋
』
を
伝
え
た
も
の
は
、
齊
人
の
胡
母
生
、
趙
人
の
董
仲
舒
に
始
ま
る
。

蘭
陵
の
褚
大
、
東
平
の
嬴
公
、
廣
川
の
段
仲
溫
、
呂
步
舒
は
い
づ
れ
も
仲
舒
の
弟
子
で
あ
る
。
嬴

公
は
学
を
守
り
、
師
法
を
失
わ
ず
、
東
海
の
孟
卿
お
よ
び
魯
の
眭
弘
に
授
け
、
弘
は
嚴
彭
祖
お
よ

び
顔
安
樂
に
授
け
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
『
公
羊
』
に
嚴
・
顔
の
学
が
あ
る
の
で
あ
る
。
弘
の
弟

子
は
百
人
あ
ま
り
、
つ
ね
に
「
春
秋
の
意
は
二
子
に
あ
る
」
と
い
う
。
彭
祖
は
瑯
邪
の
王
中
に
受

け
、
中
は
同
郡
の
公
孫
文
お
よ
び
東
門
雲
に
授
け
た
。
安
樂
は
淮
陽
の
泠
豐
お
よ
び
淄
川
の
任
翁

に
授
け
、
豐
は
大
司
徒
の
馬
宮
お
よ
び
琅
邪
の
左
咸
に
授
け
た
。
始
め
、
貢
禹
は
嬴
公
に
師
事
し

て
、
眭
孟
に
成
就
し
、
潁
川
の
堂
谿
惠
に
授
け
、
惠
は
泰
山
の
冥
都
に
授
け
た
。
さ
ら
に
疎
廣
は

孟
卿
に
師
事
し
て
、
琅
邪
の
筦
路
に
授
け
た
。
筦
路
お
よ
び
冥
都
は
さ
ら
に
顔
安
樂
に
師
事
し
、

路
は
大
司
農
の
孫
寶
に
授
け
た
。
瑕
邱
の
江
公
は
『
穀
梁
春
秋
』
お
よ
び
『
詩
』
を
魯
の
申
公
に

受
け
、
武
帝
の
時
に
博
士
と
な
り
、
董
仲
舒
と
議
論
さ
せ
た
。
江
公
は
、
吶
弁
で
あ
り
、
丞
相
の

公
孫
弘
は
も
と
も
と
公
羊
学
を
治
め
て
お
り
、
ふ
た
り
の
義
を
比
較
し
、
結
局
董
生
を
用
い
た
。
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そ
こ
で
主
上
は
公
羊
家
を
尊
び
、
太
子
に
詔
し
て
受
け
さ
せ
た
。
衞
太
子
は
ま
た
ひ
そ
か
に
『
穀

梁
』
を
問
い
、
こ
れ
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
後
次
第
に
衰
微
し
、
た
だ
魯
の
榮
廣
・
皓

星
公
の
二
人
だ
け
が
こ
れ
を
受
け
た
。
廣
は
そ
の
『
詩
』『
春
秋
』
を
す
べ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

蔡
千
秋
、
梁
周
慶
、
丁
姓
は
い
づ
れ
も
廣
に
從
っ
て
受
け
た
。
千
秋
は
さ
ら
に
皓
星
公
に
師
事
し

て
、
学
問
は
も
っ
と
も
篤
か
っ
た
。
宣
帝
が
即
位
し
、
衞
太
子
が
『
穀
梁
』
を
好
む
こ
と
を
聞
き
、

千
秋
に
詔
し
て
、
公
羊
家
と
同
時
に
説
明
さ
せ
る
と
、
主
上
は
穀
梁
説
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
た
。

後
に
さ
ら
に
郞
十
人
を
選
び
、
千
秋
に
従
っ
て
学
を
受
け
さ
せ
た
。
千
秋
の
病
死
に
あ
い
、
江
公

の
孫
を
徴
し
て
博
士
と
し
、
劉
向
に
詔
し
て
『
穀
梁
』
を
受
け
さ
せ
、
助
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

江
博
士
が
ま
た
亡
く
な
っ
た
の
で
、
周
慶
丁
姓
を
徴
し
て
待
詔
さ
せ
、
郞
十
人
の
授
受
を
お
え
さ

せ
た
。
十
年
あ
ま
り
で
み
な
習
得
し
た
。
そ
こ
で
五
経
の
名
儒
、
太
子
太
傅
蕭
望
之
ら
を
召
し
て
、

大
い
に
殿
中
で
議
論
さ
せ
、『
公
羊
』『
穀
梁
』
の
同
異
を
評
論
さ
せ
た
。
望
之
ら
は
『
穀
梁
』
に

従
う
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
大
い
に
盛
ん
と
な
り
、
慶
・
姓
い
づ
れ
も
博
士
と
な
り
、
姓
は
楚

の
申
章
昌
曼
君
に
授
け
た
。
初
め
尹
更
始
は
蔡
千
秋
に
師
事
し
、
さ
ら
に
『
左
氏
傳
』
を
受
け
、

そ
の
変
理
の
合
す
る
者
を
取
っ
て
、
章
句
を
作
り
子
の
咸
お
よ
び
翟
方
進
・
房
鳳
に
伝
え
た
。
そ

れ
よ
り
さ
き
、
江
博
士
は
胡
常
に
授
け
、
常
は
梁
の
蕭
秉
に
授
け
、
王
莽
の
時
に
講
學
大
夫
と
な

っ
た
。

『
左
氏
傳
』
は
も
と
も
と
左
邱
明
の
作
で
あ
り
、
曾
申
に
授
け
、
申
は
衞
人
の
呉
起
に
伝
え
、
起

は
そ
の
子
の
期
に
伝
え
、
期
は
楚
人
の
鐸
椒
に
伝
え
、
椒
は
趙
人
の
虞
卿
に
伝
え
、
卿
は
同
郡
の

荀
卿
、
名
は
況
に
伝
え
、
況
は
武
威
の
張
蒼
に
伝
え
、
蒼
は
洛
陽
の
賈
誼
に
伝
え
、
誼
は
伝
え
て

そ
の
孫
嘉
に
い
た
り
、
嘉
は
趙
人
の
貫
公
に
伝
え
、
貫
公
は
そ
の
少
子
の
長
卿
に
伝
え
、
長
卿
は

京
兆
尹
の
張
敞
お
よ
び
侍
御
史
の
張
禹
に
伝
え
た
。
禹
は
し
ば
し
ば
御
史
大
夫
蕭
望
之
の
た
め
に

『
左
氏
』
を
説
い
た
。
望
之
は
こ
れ
を
善
し
と
し
て
、
禹
を
薦
め
て
徴
し
て
詔
を
待
っ
た
が
、
ま

だ
下
問
さ
れ
る
前
に
、
病
死
し
た
。
禹
は
尹
更
始
に
伝
え
、
更
始
は
そ
の
子
の
咸
お
よ
び
翟
方
進

・
胡
常
に
伝
え
、
常
は
黎
陽
の
賈
護
に
授
け
、
護
は
蒼
梧
の
陳
欽
に
授
け
た
。『
漢
書
』
儒
林
傳
に
、

「
漢
が
興
る
と
、
北
平
侯
張
蒼
お
よ
び
梁
太
傅
賈
誼
、
京
兆
尹
張
敞
太
中
大
夫
劉
公
子
い
づ
れ
も

『
春
秋
左
氏
傳
』
を
修
得
し
た
」
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
さ
き
に
、
劉
歆
は
尹
咸
お
よ
び
翟
方
進
に

従
っ
て
『
左
氏
』
を
受
け
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
『
左
氏
』
を
言
う
も
の
は
賈
護
・
劉
歆
に
も
と

づ
く
。
歆
は
扶
風
の
賈
徽
に
授
け
、
徽
は
子
の
逵
に
伝
え
た
。
逵
は
詔
を
受
け
て
、『
公
羊
』『
穀

梁
』
が
『
左
氏
』
に
お
よ
ば
な
い
四
十
事
を
列
挙
し
て
こ
れ
を
上
奏
し
、
名
づ
け
て
『
左
氏
長
義
』

と
い
っ
た
。
章
帝
は
こ
れ
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
、
逵
は
さ
ら
に
『
左
氏
訓
詁
』
を
作
っ
た
。
司

空
南
閤
祭
酒
陳
元
は
『
左
氏
同
異
』
を
作
り
、
大
司
農
鄭
衆
は
『
左
氏
條
例
章
句
』
を
作
り
、
南

郡
太
守
馬
融
は
『
三
家
同
異
之
説
』
を
作
っ
た
。
京
兆
尹
延
篤
は
『
左
氏
』
を
賈
逵
の
孫
の
伯
升

に
受
け
、
こ
れ
に
注
を
施
し
た
。
汝
南
の
彭
汪
は
先
師
の
奇
説
お
よ
び
舊
注
を
記
録
し
た
。
太
中

大
夫
許
淑
、
九
江
太
守
服
虔
、
侍
中
孔
嘉
、
魏
司
徒
王
朗
、
荊
州
刺
史
王
基
、
大
司
農
董
遇
、
徴

士
燉
煌
の
周
生
烈
は
い
づ
れ
も
『
左
氏
傳
』
を
注
解
し
た
。
梓
潼
の
李
仲
欽
は
『
左
氏
指
歸
』
を

著
わ
し
、
陳
郡
の
潁
容
は
『
春
秋
條
例
』
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
何
休
は
『
左
氏
膏
肓
』『
公
羊
墨
守
』

『
穀
梁
癈
疾
』
を
作
り
、
鄭
康
成
は
『
膏
肓
』
に
針
を
刺
し
、『
墨
守
』
の
偽
を
あ
ば
き
、『
廢
疾
』

の
目
を
さ
ま
さ
せ
た
。
こ
れ
か
ら
『
左
氏
』
が
大
い
に
盛
ん
と
な
っ
た
。

漢
が
興
る
と
、
顔
芝
の
子
貞
は
『
孝
經
』
を
伝
え
、
こ
れ
が
今
文
で
あ
る
。
長
孫
氏
、
博
士
江
翁
、

少
府
后
蒼
、
諫
大
夫
翼
奉
、
安
昌
侯
張
禹
が
こ
れ
を
伝
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
み
ず
か
ら
一
家
を
立
て

た
。
あ
わ
せ
て
十
八
章
。
さ
ら
に
孔
氏
の
壁
中
か
ら
出
た
古
文
が
あ
り
、
孔
安
國
が
傳
を
作
っ
た
。

劉
向
が
書
を
校
訂
し
、
十
八
と
定
め
た
。
後
漢
の
馬
融
も
『
古
文
孝
經
傳
』
を
作
っ
た
が
、
代
々

伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
世
間
で
通
行
す
る
鄭
注
は
、
鄭
玄
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
る
が
、『
鄭
志
』
お
よ

び
『
中
經
簿
』
を
調
べ
て
も
な
い
。
た
だ
中
朝
穆
帝
が
『
孝
經
』
を
集
講
す
る
に
あ
た
っ
て
「
鄭

玄
を
主
と
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。『
孝
經
注
』
を
調
べ
る
と
、
鄭
康
成
が
注
を
施
し
た
『
五
經
』

と
異
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
是
非
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ひ
そ
か
に
考
え
る
に
、『
孝
經
注
』
は
お
そ

ら
く
鄭
小
同
に
出
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

漢
が
興
る
と
、『
論
語
』
を
伝
え
た
も
の
に
三
家
が
あ
る
。『
魯
論
語
』
は
魯
人
が
伝
え
た
も
の
、

す
な
わ
ち
現
在
通
行
す
る
篇
次
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
常
山
都
尉
龔
奮
、
長
信
少
府
夏
侯
勝
、

丞
相
韋
賢
お
よ
び
子
の
玄
成
、
魯
扶
卿
、
太
子
少
傅
夏
侯
建
、
前
將
軍
蕭
望
之
が
い
づ
れ
も
こ
れ

を
伝
え
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ず
か
ら
一
家
を
立
て
た
。『
齊
論
語
』
は
齊
人
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
昌

邑
中
尉
王
吉
、
少
府
宋
畸
、
琅
邪
の
王
卿
、
御
史
大
夫
貢
禹
、
尚
書
令
五
鹿
充
宗
、
膠
東
の
庸
生
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は
い
づ
れ
も
こ
れ
を
伝
え
た
。
た
だ
王
陽
だ
け
が
一
家
を
立
て
た
。『
古
論
語
』
は
孔
氏
の
壁
中
か

ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
孔
安
國
が
伝
を
作
り
、
後
漢
の
馬
融
も
こ
れ
に
注
を
施
し
た
。
安
昌
侯
張

禹
は
『
魯
論
』
を
夏
侯
建
に
受
け
、
さ
ら
に
庸
生
・
王
吉
に
従
っ
て
『
齊
論
』
を
受
け
、
す
ぐ
れ

た
も
の
を
選
ん
で
従
い
、『
張
侯
論
』
と
称
し
た
。
も
っ
と
も
お
く
れ
て
漢
の
世
に
通
行
し
た
。
禹

は
『
論
語
』
を
成
帝
に
授
け
、
後
漢
の
包
咸
・
周
氏
は
い
づ
れ
も
『
章
句
』
を
作
り
、
王
肅
に
も

注
が
あ
る
。

兩
漢
通
經
諸
儒
第
十
三

畢
氏
秋
帆
作
傳
經
表
、
幷
作
通
經
表
。
自
通
一
經
以
上
、
至
十
數
經
者
、
皆
錄
焉
。
其
尊
漢
經
師
、

蓋
不
言
而
喩
矣
。
予
旣
遵
陸
氏
元
朗
、
錄
傳
經
諸
儒
、
以
明
家
法
、
因
又
錄
通
經
者
、
以
示
博
約
。

漢
承
秦
火
、
而
後
經
籍
盡
亡
、
治
一
經
爲
難
。
故
田
齊
之
易
、
伏
生
之
書
、
毛
公
之
詩
、
高
堂
生

之
禮
、
公
穀
之
春
秋
、
皆
止
一
經
。

而
通
二
經
者
、
則
有
魯
人
申
培
公
、
治
魯
詩
及
穀
梁
。
東
海
孟
卿
治
春
秋
禮
。
燕
人
韓
嬰
治
詩
易
。

司
馬
遷
治
易
古
文
尚
書
。
博
士
江
生
治
魯
詩
孝
經
。
夏
侯
建
治
尚
書
論
語
。
虢
人
徐
敖
治
古
文
尚

書
毛
詩
。
琅
琊
王
璜
治
易
古
文
尚
書
。
雒
陽
賈
嘉
治
尚
書
左
氏
。
魯
人
榮
廣
治
詩
穀
梁
。
臨
淄
主

父
偃
治
易
春
秋
。
丙
吉
治
詩
禮
。
貢
禹
治
公
羊
論
語
。
王
駿
治
易
論
語
。
翼
奉
治
詩
孝
經
。
汝
南

尹
更
始
治
左
氏
穀
梁
。
尹
咸
朱
雲
治
易
論
語
。
壽
春
梅
福
治
尚
書
穀
梁
。
高
陽
王
尊
治
書
論
語
。

五
鹿
充
宗
治
易
論
語
。
琅
琊
房
鳳
治
左
氏
穀
梁
。
翟
方
進
治
左
氏
穀
梁
。
劉
嘉
治
尚
書
春
秋
。
東

昬
劉
昆
治
施
氏
易
徐
氏
容
禮
。
宛
人
卓
茂
治
魯
詩
禮
。
無
錫
虞
俊
治
公
羊
左
氏
〔
姓
譜
〕
①
。
馮

豹
治
詩
春
秋
。
西
平
郅
惲
治
韓
詩
嚴
氏
春
秋
。
京
兆
第
五
元
〔
先
〕
②
治
京
氏
易
公
羊
。
成
武
孫

期
治
京
氏
易
古
文
尚
書
。
定
陶
張
馴
治
大
夏
侯
尚
書
左
氏
。
扶
風
李
育
治
左
氏
公
羊
。
魯
人
孔
子

建
治
古
文
尚
書
毛
詩
。
長
安
右
師
細
君
治
魯
詩
論
語
。
會
稽
包
咸
治
魯
詩
論
語
。
濟
南
徐
巡
治
古

文
尚
書
毛
詩
。
成
都
張
楷
治
古
文
尚
書
嚴
氏
春
秋
。
安
衆
宋
均
治
詩
禮
。
弘
農
楊
秉
治
京
氏
易
古

文
尚
書
。
潁
陰
劉
陶
治
中
文
尚
書
春
秋
。
新
野
鄧
宏
治
易
歐
陽
尚
書
。
鄧
甫
德
所
治
同
。
朝
那
皇

甫
規
治
易
詩
。
楊
賜
治
尚
書
左
氏
。
蒙
人
夏
恭
治
孟
氏
易
韓
詩
。
閬
中
譙
玄
治
易
春
秋
。
平
輿
廖

扶
治
歐
陽
尚
書
毛
詩
。
膠
東
公
沙
穆
治
韓
詩
公
羊
。
長
陵
樂
恢
治
齊
詩
春
秋
。
趙
牧
所
治
同
。
宜

春
陳
重
、
鄱
陽
雷
義
皆
治
魯
詩
嚴
氏
春
秋
。
郭
恩
治
周
易
春
秋
。
許
人
陳
紀
治
齊
詩
左
氏
。
冠
軍

賈
復
治
易
尚
書
。
宛
人
孔
喬
治
古
文
尚
書
左
氏
。
京
兆
韋
著
治
京
氏
易
韓
詩
。
酇
人
李
昺
治
京
氏

（
京
）〔
易
〕
③
魯
詩
。
南
陽
宗
資
治
孟
氏
易
歐
陽
尚
書
。
綿
竹
杜
眞
治
周
易
春
秋
。
茂
陵
耿
弇
治

詩
禮
。
祝
睦
治
韓
詩
公
羊
嚴
氏
春
秋
④
。
南
陽
韓
歆
治
費
易
左
氏
。
綿
竹
任
安
治
孟
氏
易
夏
侯
尚

書
。
李
孟
元
治
易
論
語
。
綿
竹
董
扶
治
易
歐
陽
尚
書
。
韓
宗
治
京
氏
易
歐
陽
尚
書
。
東
平
陽
田
君

治
京
氏
易
韓
詩
。
夏
承
治
尚
書
詩
。
魯
峻
治
魯
詩
顔
氏
春
秋
。
衞
宏
治
古
文
尚
書
毛
詩
。
魏
郡
許

淑
治
費
氏
易
左
氏
。
成
都
杜
瓊
治
尚
書
韓
詩
。
廣
信
士
燮
治
尚
書
左
氏
。
高
誘
治
禮
孝
經
。
弘
農

董
遇
治
費
氏
易
左
氏
。
燉
煌
周
生
烈
治
左
氏
古
論
語
。
高
密
鄭
小
同
治
小
戴
記
孝
經
。
河
南
徴
崇

治
易
左
氏
。
丹
陽
唐
固
治
公
羊
穀
梁
。
餘
姚
虞
翻
治
易
論
語
。
杜
陵
杜
寛
治
禮
記
左
氏
。
鍾
繇
治

易
左
氏
。
利
漕
郭
恩
治
易
春
秋
。
南
陽
何
晏
治
易
論
語
。
彭
城
張
昭
治
左
氏
論
語
。
山
陽
王
弼
治

易
論
語
。

其
通
三
經
者
、
則
有
郯
人
后
蒼
治
齊
詩
禮
孝
經
。
瑕
邱
江
公
治
魯
詩
穀
梁
論
語
。
魯
人
周
霸
治
易

尚
書
魯
詩
。
淸
河
胡
常
治
古
文
尚
書
左
氏
穀
梁
。
蘭
陵
蕭
望
之
治
齊
詩
禮
服
論
語
。
鄒
人
韋
玄
成

治
魯
詩
禮
論
語
。
扶
風
班
伯
治
齊
詩
尚
書
論
語
。
代
郡
范
升
治
梁
邱
易
論
語
孝
經
。
安
成
周
磐
治

古
文
尚
書
詩
左
氏
。
安
平
崔
駰
治
易
詩
春
秋
。
魯
人
孔
僖
治
古
文
尚
書
毛
詩
春
秋
。
茂
陵
馬
續
治

尚
書
詩
論
語
。
梓
潼
景
鸞
治
施
氏
易
齊
詩
禮
。
南
昌
唐
檀
治
京
氏
易
韓
詩
顔
氏
春
秋
。
崔
瑗
治
京

氏
易
詩
春
秋
。
濮
陽
闓
（
澤
）
⑤
治
韓
詩
左
氏
禮
記
。
宛
人
任
延
治
易
詩
春
秋
。
華
陰
劉
寛
治
京

氏
易
歐
陽
尚
書
韓
詩
外
傳
。
中
山
劉
祐
治
古
文
尚
書
嚴
氏
春
秋
小
戴
禮
。
南
昌
徐
穉
治
京
氏
易
歐

陽
尚
書
嚴
氏
春
秋
。
林
慮
杜
喬
治
京
氏
易
歐
陽
尚
書
韓
詩
。
陽
都
諸
葛
瑾
治
尚
書
毛
詩
左
氏
。
南

陽
樊
安
治
韓
詩
論
語
孝
經
。
武
榮
治
魯
詩
韋
君
章
句
孝
經
論
語
。
扶
樂
袁
準
治
易
（
書
）
⑥
詩
周

官
經
。
雲
陽
韋
昭
治
毛
詩
孝
經
魯
論
。
弘
農
辛
（
僐
）〔
繕
〕
⑦
治
易
詩
春
秋
。

其
治
四
經
者
、
則
有
魯
人
孔
安
國
治
詩
尚
書
古
文
孝
經
古
文
論
語
。
膠
東
庸
譚
治
古
文
尚
書
左
氏

穀
梁
論
語
。
東
平
夏
侯
勝
治
尚
書
禮
穀
梁
論
語
。
河
内
張
禹
治
易
論
語
孝
經
左
氏
⑧
。
河
南
鄭
興

治
漆
書
古
文
周
官
經
左
氏
公
羊
。
鄭
衆
治
費
氏
易
〔
毛
詩
〕
⑨
周
官
〔
經
〕
⑩
左
氏
。
延
篤
治
易

尚
書
左
氏
禮
。
賈
徽
治
古
文
尚
書
毛
詩
周
官
經
左
氏
。
盧
植
治
尚
書
三
禮
。
徐
淑
治
孟
氏
易
周
官
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經
公
羊
〔
傳
〕
⑪
禮
記
。
巴
郡
文
立
治
毛
詩
三
禮
。

其
治
五
經
者
、
則
有
董
仲
舒
、
劉
向
、
蘭
陵
褚
大
、
瑯
琊
王
吉
、
楚
人
龔
勝
、
龔
舍
、
魯
人
夏
侯

始
昌
、
平
陵
魯
丕
、
沛
國
桓
譚
、
堵
陽
尹
敏
、
平
陵
賈
逵
、
成
都
張
霸
、
東
郡
張
恭
祖
、
廣
戚
姜

肱
、
西
鄂
張
衡
、
外
黄
申
屠
蟠
、
召
陵
許
愼
、
河
閒
劉
淑
、
南
頓
蔡
玄
、
南
鄭
⑫
李
郃
、
魯
陽
樊

英
、
會
稽
韓
説
、
郿
人
井
丹
、
法
眞
、
京
兆
玉
況
、
華
容
胡
廣
、
蘄
縣
施
延
、
宛
人
朱
穆
、
郯
人

劉
虞
、
武
德
王
奐
、
南
鄭
李
固
、
西
平
李
咸
、
涪
人
尹
黙
、
廣
陵
張
（
弦
）〔
絃
〕
⑬
、
彭
城
嚴
畯
、

南
頓
程
秉
、
東
海
王
朗
、
樂
安
任
嘏
。

其
治
六
經
者
、
則
有
劉
歆
、
何
休
。

其
治
七
經
者
、
則
有
張
寛
、（
汝
）〔
潁
〕
⑭
陰
荀
爽
、
成
都
趙
典
、
梓
潼
楊
克
、
涪
人
李

、
南

陽
許
慈
。

其
治
八
經
者
、
則
有
樂
安
孫
炎
。

其
治
九
經
者
、
則
有
王
朗
子
肅
。

其
治
十
經
者
、
則
有
高
密
鄭
康
成
。

其
治
十
一
經
者
、
則
有
茂
陵
馬
融
。

又
帝
王
通
經
者
、
則
有
孝
武
帝
、
孝
昭
帝
、
孝
宣
帝
、
孝
元
帝
、
孝
成
帝
、
孝
哀
帝
、
光
武
帝
、

孝
明
帝
、
孝
章
帝
、
孝
和
帝
、
孝
安
帝
、
孝
順
帝
、
孝
桓
帝
、
孝
靈
帝
、
蜀
先
主
、
蜀
後
主
。

又
皇
后
通
經
、
則
有
孝
昭
上
官
后
、
孝
成
趙
后
、
班
倢
伃
、
明
德
馬
后
、
和
熹
鄧
后
、
順
烈
梁
后
。

又
諸
王
通
經
、
則
有
楚
元
王
交
、
夷
王
郢
客
、
梁
褱
王
揖
、
淮
南
王
安
、
河
閒
獻
王
德
、
燕
刺
王

旦
、
淮
陽
憲
王
欽
、
廣
川
王
去
、
齊
武
王
縯
、
千
乘
王
伉
、
東
海
王
彊
、
東
平
憲
王
蒼
、
沛
獻
王

輔
⑮
、
北
海
敬
王
睦
、
陳
敬
王
羨
、
濟
南
孝
王
香
、
瑯
邪
孝
王
京
。

又
列
女
通
經
、
則
有
伏
勝
女
、
曹
宮
、
文
季
姜
、
崔
發
貫
師
氏
、
崔
實
母
、
張
雨
、
班
昭
。

又
宦
官
通
經
、
則
有
趙
祐
。

【
校
記
】

①

畢
沅
『
通
經
表
』
に
従
い
、「
姓
譜
」
の
二
字
を
補
う
。

②

『
通
經
表
』
に
「
先
」
字
無
し
。『
後
漢
書
』
卷
三
十
五
張
曹
鄭
列
傳
第
二
十
五
に
従
い
、「
先
」

字
を
補
う
。

③

「
京
」

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
易
」
に
改
め
る
。

④

『
通
經
表
』
に
「
春
秋
」
の
二
字
無
し
。

⑤

「
澤
」

『
通
經
表
』
に
従
い
、
削
除
す
る
。

⑥

「
書
」

『
通
經
表
』
に
従
い
、
削
除
す
る
。

⑦

「
僐
」

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
繕
」
に
改
め
る
。

⑧

『
通
經
表
』
に
「
左
氏
」
の
二
字
無
し
。

⑨

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
毛
詩
」
の
二
字
を
補
う
。

⑩

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
經
」
字
を
補
う
。

⑪

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
傳
」
字
を
補
う
。

⑫

『
通
經
表
』
に
「
南
鄭
」
の
二
字
無
し
。

⑬

「
弦
」

『
通
經
表
』
に
従
い
、「
絃
」
に
改
め
る
。

⑭

「
汝
」

『
通
經
表
』
は
「
汝
」
だ
が
、『
後
漢
書
』
卷
六
十
二
荀
韓
鍾
陳
列
傳
第
五
十
二
に

従
い
、「
潁
」
に
改
め
る
。

⑮

『
通
經
表
』
は
「
東
平
獻
王
蒼
、
沛
憲
王
輔
」
に
作
る
。
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

【
書
き
下
し
】

兩
漢
通
經
諸
儒
第
十
三
①

畢
氏
秋
帆
、
傳
經
表
を
作
り
、
幷
び
に
通
經
表
を
作
る
。
一
經
に
通
ず
る
よ
り
以
上
、
十
數
經
に

至
る
者
、
皆
錄
す
。
其
の
漢
の
經
師
を
尊
ぶ
は
、
蓋
し
言
は
ず
し
て
喩
る
。
予
旣
に
陸
氏
元
朗
に

さ
と

遵
ひ
て
、
傳
經
の
諸
儒
を
錄
し
て
、
以
て
家
法
を
明
ら
か
に
し
、
因
り
て
又
經
に
通
ず
る
者
を
錄

し
て
、
以
て
博
約
を
示
す
。

漢
は
秦
火
を
承
け
、
而
る
後
に
經
籍
盡
く
亡
び
、
一
經
を
治
む
る
を
難
し
と
爲
す
。
故
に
田
齊
の

易
、
伏
生
の
書
、
毛
公
の
詩
、
高
堂
生
の
禮
、
公
穀
の
春
秋
は
、
皆
一
經
に
止
む
。

而
し
て
二
經
に
通
ず
る
者
は
、
則
ち
魯
人
申
培
公
有
り
、
魯
詩
及
び
穀
梁
を
治
む
。
東
海
の
孟
卿
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は
春
秋
・
禮
を
治
む
。
燕
人
韓
嬰
は
詩
・
易
を
治
む
。
司
馬
遷
は
易
・
古
文
尚
書
を
治
む
。
博
士

江
生
は
魯
詩
・
孝
經
を
治
む
。
夏
侯
建
は
尚
書
・
論
語
を
治
む
。
虢
人
徐
敖
は
古
文
尚
書
・
毛
詩

を
治
む
。
琅
琊
の
王
璜
は
易
・
古
文
尚
書
を
治
む
。
雒
陽
の
賈
嘉
は
尚
書
・
左
氏
を
治
む
。
魯
人

榮
廣
は
詩
・
穀
梁
を
治
む
。
臨
淄
の
主
父
偃
は
易
・
春
秋
を
治
む
。
丙
吉
は
詩
・
禮
を
治
む
。
貢

禹
は
公
羊
・
論
語
を
治
む
。
王
駿
は
易
・
論
語
を
治
む
。
翼
奉
は
詩
・
孝
經
を
治
む
。
汝
南
の
尹

更
始
は
左
氏
・
穀
梁
を
治
む
。
尹
咸
朱
雲
は
易
・
論
語
を
治
む
。
壽
春
の
梅
福
は
尚
書
・
穀
梁
を

治
む
。
高
陽
の
王
尊
は
書
・
論
語
を
治
む
。
五
鹿
充
宗
は
易
・
論
語
を
治
む
。
琅
琊
の
房
鳳
は
左

氏
・
穀
梁
を
治
む
。
翟
方
進
は
左
氏
・
穀
梁
を
治
む
。
劉
嘉
は
尚
書
・
春
秋
を
治
む
。
東
昬
の
劉

昆
は
施
氏
易
・
徐
氏
容
禮
を
治
む
。
宛
人
卓
茂
は
魯
詩
・
禮
を
治
む
。
無
錫
の
虞
俊
は
公
羊
・
左

氏
姓
譜
を
治
む
。
馮
豹
は
詩
・
春
秋
を
治
む
。
西
平
の
郅
惲
は
韓
詩
・
嚴
氏
春
秋
を
治
む
。
京
兆

の
第
五
元
先
は
京
氏
易
・
公
羊
を
治
む
。
成
武
の
孫
期
は
京
氏
易
古
文
尚
書
を
治
む
。
定
陶
の
張

馴
は
大
夏
侯
尚
書
・
左
氏
を
治
む
。
扶
風
の
李
育
は
左
氏
・
公
羊
を
治
む
。
魯
人
孔
子
建
は
古
文

尚
書
・
毛
詩
を
治
む
。
長
安
の
右
師
細
君
は
魯
詩
・
論
語
を
治
む
。
會
稽
の
包
咸
は
魯
詩
・
論
語

を
治
む
。
濟
南
の
徐
巡
は
古
文
尚
書
・
毛
詩
を
治
む
。
成
都
の
張
楷
は
古
文
尚
書
・
嚴
氏
春
秋
を

治
む
。
安
衆
の
宋
均
は
詩
・
禮
を
治
む
。
弘
農
の
楊
秉
は
京
氏
易
・
古
文
尚
書
を
治
む
。
潁
陰
の

劉
陶
は
中
文
尚
書
・
春
秋
を
治
む
。
新
野
の
鄧
宏
は
易
・
歐
陽
尚
書
を
治
む
。
鄧
甫
德
治
む
る
所

同
じ
。
朝
那
の
皇
甫
規
は
易
・
詩
を
治
む
。
楊
賜
は
尚
書
・
左
氏
を
治
む
。
蒙
人
夏
恭
は
孟
氏
易

・
韓
詩
を
治
む
。
閬
中
の
譙
玄
は
易
・
春
秋
を
治
む
。
平
輿
の
廖
扶
は
歐
陽
尚
書
・
毛
詩
を
治
む
。

膠
東
の
公
沙
穆
は
韓
詩
・
公
羊
を
治
む
。
長
陵
の
樂
恢
は
齊
詩
・
春
秋
を
治
む
。
趙
牧
治
む
る
所

同
じ
。
宜
春
の
陳
重
、
鄱
陽
の
雷
義
は
皆
魯
詩
・
嚴
氏
春
秋
を
治
む
。
郭
恩
は
周
易
・
春
秋
を
治

む
。
許
人
陳
紀
は
齊
詩
・
左
氏
を
治
む
。
冠
軍
の
賈
復
は
易
・
尚
書
を
治
む
。
宛
人
孔
喬
は
古
文

尚
書
・
左
氏
を
治
む
。
京
兆
の
韋
著
は
京
氏
易
・
韓
詩
を
治
む
。
酇
人
李
昺
は
京
氏
易
・
魯
詩
を

治
む
。
南
陽
の
宗
資
は
孟
氏
易
・
歐
陽
尚
書
を
治
む
。
綿
竹
の
杜
眞
は
周
易
・
春
秋
を
治
む
。
茂

陵
の
耿
弇
は
詩
・
禮
を
治
む
。
祝
睦
は
韓
詩
・
公
羊
嚴
氏
春
秋
を
治
む
。
南
陽
の
韓
歆
は
費
氏
易

・
左
氏
を
治
む
。
綿
竹
の
任
安
は
孟
氏
易
・
夏
侯
尚
書
を
治
む
。
李
孟
元
は
易
・
論
語
を
治
む
。

綿
竹
の
董
扶
は
易
・
歐
陽
尚
書
を
治
む
。
韓
宗
は
京
氏
易
・
歐
陽
尚
書
を
治
む
。
東
平
陽
の
田
君

は
京
氏
易
・
韓
詩
を
治
む
。
夏
承
は
尚
書
・
詩
を
治
む
。
魯
峻
は
魯
詩
・
顔
氏
春
秋
を
治
む
。
衞

宏
は
古
文
尚
書
・
毛
詩
を
治
む
。
魏
郡
の
許
淑
は
費
氏
易
・
左
氏
を
治
む
。
成
都
の
杜
瓊
は
尚
書

・
韓
詩
を
治
む
。
廣
信
の
士
燮
は
尚
書
・
左
氏
を
治
む
。
高
誘
は
禮
・
孝
經
を
治
む
。
弘
農
の
董

遇
は
費
氏
易
・
左
氏
を
治
む
。
燉
煌
の
周
生
烈
は
左
氏
・
古
論
語
を
治
む
。
高
密
の
鄭
小
同
は
小

戴
記
・
孝
經
を
治
む
。
河
南
の
徴
崇
は
易
・
左
氏
を
治
む
。
丹
陽
の
唐
固
は
公
羊
・
穀
梁
を
治
む
。

餘
姚
の
虞
翻
は
易
・
論
語
を
治
む
。
杜
陵
の
杜
寛
は
禮
記
・
左
氏
を
治
む
。
鍾
繇
は
易
・
左
氏
を

治
む
。
利
漕
の
郭
恩
は
易
・
春
秋
を
治
む
。
南
陽
の
何
晏
は
易
・
論
語
を
治
む
。
彭
城
の
張
昭
は

左
氏
・
論
語
を
治
む
。
山
陽
の
王
弼
は
易
・
論
語
を
治
む
。

其
の
、
三
經
に
通
ず
る
者
は
、
則
ち
郯
人
后
蒼
有
り
、
齊
詩
・
禮
・
孝
經
を
治
む
。
瑕
邱
江
公
は

魯
詩
穀
梁
・
論
語
を
治
む
。
魯
人
周
霸
は
易
・
尚
書
・
魯
詩
を
治
む
。
淸
河
の
胡
常
は
古
文
尚
書

・
左
氏
・
穀
梁
を
治
む
。
蘭
陵
の
蕭
望
之
は
齊
詩
・
禮
服
・
論
語
を
治
む
。
鄒
人
韋
玄
成
は
魯
詩

・
禮
・
論
語
を
治
む
。
扶
風
の
班
伯
は
齊
詩
・
尚
書
・
論
語
を
治
む
。
代
郡
の
范
升
は
梁
邱
易
・

論
語
・
孝
經
を
治
む
。
安
成
の
周
磐
は
古
文
尚
書
・
詩
・
左
氏
を
治
む
。
安
平
の
崔
駰
は
易
・
詩

・
春
秋
を
治
む
。
魯
人
孔
僖
は
古
文
尚
書
・
毛
詩
・
春
秋
を
治
む
。
茂
陵
の
馬
續
は
尚
書
・
詩
・

論
語
を
治
む
。
梓
潼
の
景
鸞
は
施
氏
易
・
齊
詩
・
禮
を
治
む
。
南
昌
の
唐
檀
は
京
氏
易
・
韓
詩
・

顔
氏
春
秋
を
治
む
。
崔
瑗
は
京
氏
易
・
詩
・
春
秋
を
治
む
。
濮
陽
闓
は
韓
詩
・
左
氏
・
禮
記
を
治

む
。
宛
人
任
延
は
易
・
詩
・
春
秋
を
治
む
。
華
陰
の
劉
寛
は
京
氏
易
・
歐
陽
尚
書
・
韓
詩
外
傳
を

治
む
。
中
山
の
劉
祐
は
古
文
尚
書
・
嚴
氏
春
秋
・
小
戴
禮
を
治
む
。
南
昌
の
徐
穉
は
京
氏
易
・
歐

陽
尚
書
・
嚴
氏
春
秋
を
治
む
。
林
慮
の
杜
喬
は
京
氏
易
・
歐
陽
尚
書
・
韓
詩
を
治
む
。
陽
都
の
諸

葛
瑾
は
尚
書
・
毛
詩
・
左
氏
を
治
む
。
南
陽
の
樊
安
は
韓
詩
・
論
語
・
孝
經
を
治
む
。
武
榮
は
魯

詩
韋
君
章
句
・
孝
經
・
論
語
を
治
む
。
扶
樂
の
袁
準
は
易
・
詩
・
周
官
經
を
治
む
。
雲
陽
の
韋
昭

は
毛
詩
・
孝
經
・
魯
論
語
を
治
む
。
弘
農
の
辛
繕
は
易
・
詩
・
春
秋
を
治
む
。

其
の
、
四
經
を
治
む
る
者
は
、
則
ち
魯
人
孔
安
國
有
り
、
詩
・
尚
書
・
古
文
孝
經
・
古
文
論
語
を

治
む
。
膠
東
の
庸
譚
は
古
文
尚
書
・
左
氏
・
穀
梁
・
論
語
を
治
む
。
東
平
の
夏
侯
勝
は
尚
書
・
禮

・
穀
梁
・
論
語
を
治
む
。
河
内
の
張
禹
は
易
・
論
語
・
孝
經
・
左
氏
を
治
む
。
河
南
の
鄭
興
は
漆

書
古
文
周
官
經
・
左
氏
・
公
羊
を
治
む
。
鄭
衆
は
費
氏
易
・
毛
詩
・
周
官
經
・
左
氏
を
治
む
。
延
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篤
は
易
・
尚
書
・
左
氏
・
禮
を
治
む
。
賈
徽
は
古
文
尚
書
・
毛
詩
・
周
官
經
・
左
氏
を
治
む
。
盧

植
は
尚
書
・
三
禮
を
治
む
。
徐
淑
は
孟
氏
易
・
周
官
經
・
公
羊
傳
・
禮
記
を
治
む
。
巴
郡
の
文
立

は
毛
詩
・
三
禮
を
治
む
。

其
の
、
五
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
董
仲
舒
、
劉
向
、
蘭
陵
の
褚
大
、
瑯
琊
の
王
吉
、
楚
人
龔

勝
、
龔
舍
、
魯
人
夏
侯
始
昌
、
平
陵
の
魯
丕
、
沛
國
の
桓
譚
、
堵
陽
の
尹
敏
、
平
陵
の
賈
逵
、
成

都
の
張
霸
、
東
郡
の
張
恭
祖
、
廣
戚
の
姜
肱
、
西
鄂
の
張
衡
、
外
黄
の
申
屠
蟠
、
召
陵
の
許
愼
、

河
閒
の
劉
淑
、
南
頓
の
蔡
玄
、
南
鄭
の
李
郃
、
魯
陽
の
樊
英
、
會
稽
の
韓
説
、
郿
人
井
丹
、
法
眞
、

京
兆
の
玉
況
、
華
容
の
胡
廣
、
蘄
縣
の
施
延
、
宛
人
朱
穆
、
郯
人
劉
虞
、
武
德
の
王
奐
、
南
鄭
の

李
固
、
西
平
の
李
咸
、
涪
人
尹
黙
、
廣
陵
の
張
絃
、
彭
城
の
嚴
畯
、
南
頓
の
程
秉
、
東
海
の
王
朗
、

樂
安
の
任
嘏
有
り
。

其
の
、
六
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
劉
歆
、
何
休
有
り
。

其
の
、
七
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
張
寛
、
潁
陰
の
荀
爽
、
成
都
の
趙
典
、
梓
潼
の
楊
克
、
涪

人
李

、
南
陽
の
許
慈
有
り
。

其
の
、
八
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
樂
安
の
孫
炎
有
り
。

其
の
、
九
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
王
朗
子
肅
有
り
。

其
の
、
十
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
高
密
の
鄭
康
成
有
り
。

其
の
、
十
一
經
を
治
む
る
者
に
は
、
則
ち
茂
陵
の
馬
融
有
り
。

又
、
帝
王
の
、
經
に
通
ず
る
者
に
は
、
則
ち
孝
武
帝
、
孝
昭
帝
、
孝
宣
帝
、
孝
元
帝
、
孝
成
帝
、

孝
哀
帝
、
光
武
帝
、
孝
明
帝
、
孝
章
帝
、
孝
和
帝
、
孝
安
帝
、
孝
順
帝
、
孝
桓
帝
、
孝
靈
帝
、
蜀

の
先
主
、
蜀
の
後
主
有
り
。

又
、
皇
后
の
、
經
に
通
ず
る
に
は
、
則
ち
孝
昭
上
官
后
、
孝
成
趙
后
、
班
倢
伃
、
明
德
馬
后
、
和

熹
鄧
后
、
順
烈
梁
后
有
り
。

又
、
諸
王
の
、
經
に
通
ず
る
に
は
、
則
ち
楚
元
王
交
、
夷
王
郢
客
、
梁
褱
王
揖
、
淮
南
王
安
、
河

閒
獻
王
德
、
燕
刺
王
旦
、
淮
陽
憲
王
欽
、
廣
川
王
去
、
齊
武
王
縯
、
千
乘
王
伉
、
東
海
王
彊
、
東

平
憲
王
蒼
、
沛
獻
王
輔
、
北
海
敬
王
睦
、
陳
敬
王
羨
、
濟
南
孝
王
香
、
瑯
邪
孝
王
京
有
り
。

又
、
列
女
の
、
經
に
通
ず
る
に
は
、
則
ち
伏
勝
の
女
、
曹
宮
、
文
季
姜
、
崔
發
貫
師
氏
、
崔
實
の

母
、
張
雨
、
班
昭
有
り
。

又
、
宦
官
の
、
經
に
通
ず
る
に
は
、
則
ち
趙
祐
有
り
。

【
註
】

①

本
篇
の
二
經
以
降
は
、
ほ
ぼ
畢
沅
『
通
經
表
』
か
ら
の
節
引
で
あ
る
。

【
通
釈
】

両
漢
通
経
諸
儒
第
十
三

畢
氏
秋
帆
〔
畢
沅
〕
が
『
傳
經
表
』
を
作
り
、
さ
ら
に
『
通
經
表
』
を
作
っ
た
。
一
経
に
通
じ
る

も
の
か
ら
、
十
数
経
に
通
じ
る
も
の
を
す
べ
て
記
録
す
る
。
漢
の
経
師
が
尊
ば
れ
る
理
由
は
、
お

そ
ら
く
言
わ
な
く
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
た
し
は
す
で
に
陸
氏
元
朗
〔
陸
德
明
〕
に
し
た
が
っ

て
、
伝
経
の
諸
儒
を
記
録
し
て
、
家
法
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
さ
ら
に
複
数
の
経

に
通
じ
る
も
の
を
記
録
し
て
、
博
約
を
示
す
。

漢
は
秦
の
焚
書
の
後
を
承
け
て
、
経
籍
が
こ
と
ご
と
く
亡
び
、
一
経
を
修
得
す
る
こ
と
す
ら
む
づ

か
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
田
齊
の
『
易
』、
伏
生
の
『
書
』、
毛
公
の
『
詩
』、
高
堂
生
の
『
禮
』、
公

羊
、
穀
梁
の
『
春
秋
』
は
、
す
べ
て
一
経
を
修
得
す
る
に
と
ど
ま
る
。

二
経
に
通
じ
る
も
の
に
は
以
下
の
人
た
ち
が
い
る
。
魯
人
の
申
培
公
は
『
魯
詩
』
お
よ
び
『
穀
梁
』

を
治
め
る
。
東
海
の
孟
卿
は
『
春
秋
』『
禮
』
を
治
め
る
。
燕
人
の
韓
嬰
は
『
詩
』『
易
』
を
治
め

る
。
司
馬
遷
は
『
易
』『
古
文
尚
書
』
を
治
め
る
。
博
士
江
生
は
『
魯
詩
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。

夏
侯
建
は
『
尚
書
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
虢
人
の
徐
敖
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』
を
治
め
る
。

琅
琊
の
王
璜
は
『
易
』『
古
文
尚
書
』
を
治
め
る
。
雒
陽
の
賈
嘉
は
『
尚
書
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。

魯
人
榮
廣
は
『
詩
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
臨
淄
の
主
父
偃
は
『
易
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
丙
吉

は
『
詩
』『
禮
』
を
治
め
る
。
貢
禹
は
『
公
羊
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
王
駿
は
『
易
』『
論
語
』
を

治
め
る
。
翼
奉
は
『
詩
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。
汝
南
の
尹
更
始
は
『
左
氏
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。

尹
咸
朱
雲
は
『
易
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
壽
春
の
梅
福
は
『
尚
書
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
高
陽

の
王
尊
は
『
書
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
五
鹿
充
宗
は
『
易
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
琅
琊
の
房
鳳
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は
『
左
氏
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
翟
方
進
は
『
左
氏
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
劉
嘉
は
『
尚
書
』『
春

秋
』
を
治
め
る
。
東
昬
の
劉
昆
は
『
施
氏
易
』『
徐
氏
容
禮
』
を
治
め
る
。
宛
人
の
卓
茂
は
『
魯
詩
』

『
禮
』
を
治
め
る
。
無
錫
の
虞
俊
は
『
公
羊
』『
左
氏
姓
譜
』
を
治
め
る
。
馮
豹
は
『
詩
』『
春
秋
』

を
治
め
る
。
西
平
の
郅
惲
は
『
韓
詩
』『
嚴
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
京
兆
の
第
五
元
先
は
『
京
氏
易
』

『
公
羊
』
を
治
め
る
。
成
武
の
孫
期
は
『
京
氏
易
』『
古
文
尚
書
』
を
治
め
る
。
定
陶
の
張
馴
は
『
大

夏
侯
尚
書
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
扶
風
の
李
育
は
『
左
氏
』『
公
羊
』
を
治
め
る
。
魯
人
の
孔
子

建
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』
を
治
め
る
。
長
安
の
右
師
細
君
は
『
魯
詩
』『
論
語
』
を
治
め
る
。

會
稽
の
包
咸
は
『
魯
詩
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
濟
南
の
徐
巡
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』
を
治
め

る
。
成
都
の
張
楷
は
『
古
文
尚
書
』『
嚴
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
安
衆
の
宋
均
は
『
詩
』『
禮
』
を

治
め
る
。
弘
農
の
楊
秉
は
『
京
氏
易
』『
古
文
尚
書
』
を
治
め
る
。
潁
陰
の
劉
陶
は
『
中
文
尚
書
』

『
春
秋
』
を
治
め
る
。
新
野
の
鄧
宏
は
『
易
』『
歐
陽
尚
書
』
を
治
め
る
。
鄧
甫
德
治
め
る
と
こ
ろ

は
同
じ
。
朝
那
の
皇
甫
規
は
『
易
』『
詩
』
を
治
め
る
。
楊
賜
は
『
尚
書
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。

蒙
人
の
夏
恭
は
『
孟
氏
易
』『
韓
詩
』
を
治
め
る
。
閬
中
の
譙
玄
は
『
易
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。

平
輿
の
廖
扶
は
『
歐
陽
尚
書
』『
毛
詩
』
を
治
め
る
。
膠
東
の
公
沙
穆
は
『
韓
詩
』『
公
羊
』
を
治

め
る
。
長
陵
の
樂
恢
は
『
齊
詩
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
趙
牧
治
め
る
る
所
同
じ
。
宜
春
の
陳
重
、

鄱
陽
の
雷
義
は
皆
『
魯
詩
』『
嚴
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
郭
恩
は
『
周
易
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。

許
人
の
陳
紀
は
『
齊
詩
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
冠
軍
の
賈
復
は
『
易
』『
尚
書
』
を
治
め
る
。
宛

人
の
孔
喬
は
『
古
文
尚
書
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
京
兆
の
韋
著
は
『
京
氏
易
』『
韓
詩
』
を
治
め

る
。
酇
人
の
李
昺
は
『
京
氏
易
』『
魯
詩
』
を
治
め
る
。
南
陽
の
宗
資
は
『
孟
氏
易
』『
歐
陽
尚
書
』

を
治
め
る
。
綿
竹
の
杜
眞
は
『
周
易
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
茂
陵
の
耿
弇
は
『
詩
』『
禮
』
を
治

め
る
。
祝
睦
は
『
韓
詩
』『
公
羊
嚴
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
南
陽
の
韓
歆
は
『
費
氏
易
』『
左
氏
』

を
治
め
る
。
綿
竹
の
任
安
は
『
孟
氏
易
』『
夏
侯
尚
書
』
を
治
め
る
。
李
孟
元
は
『
易
』『
論
語
』

を
治
め
る
。
綿
竹
の
董
扶
は
『
易
』『
歐
陽
尚
書
』
を
治
め
る
。
韓
宗
は
『
京
氏
易
』『
歐
陽
尚
書
』

を
治
め
る
。
東
平
陽
の
田
君
は
『
京
氏
易
』『
韓
詩
』
を
治
め
る
。
夏
承
は
『
尚
書
』『
詩
』
を
治

め
る
。
魯
峻
は
『
魯
詩
』『
顔
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
衞
宏
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』
を
治
め
る
。

魏
郡
の
許
淑
は
『
費
氏
易
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
成
都
の
杜
瓊
は
『
尚
書
』『
韓
詩
』
を
治
め
る
。

廣
信
の
士
燮
は
『
尚
書
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
高
誘
は
『
禮
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。
弘
農
の
董

遇
は
『
費
氏
易
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
燉
煌
の
周
生
烈
は
『
左
氏
』『
古
論
語
』
を
治
め
る
。
高

密
の
鄭
小
同
は
『
小
戴
記
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。
河
南
の
徴
崇
は
『
易
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。

丹
陽
の
唐
固
は
『
公
羊
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
餘
姚
の
虞
翻
は
『
易
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
杜

陵
の
杜
寛
は
『
禮
記
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
鍾
繇
は
『
易
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
利
漕
の
郭
恩

は
『
易
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
南
陽
の
何
晏
は
『
易
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
彭
城
の
張
昭
は
『
左

氏
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
山
陽
の
王
弼
は
『
易
』『
論
語
』
を
治
め
る
。

三
経
に
通
じ
る
も
の
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
郯
人
の
后
蒼
は
『
齊
詩
』『
禮
』『
孝
經
』
を
治

め
る
。
瑕
邱
の
江
公
は
『
魯
詩
』『
穀
梁
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
魯
人
の
周
霸
は
『
易
』『
尚
書
』

『
魯
詩
』
を
治
め
る
。
淸
河
の
胡
常
は
『
古
文
尚
書
』『
左
氏
』『
穀
梁
』
を
治
め
る
。
蘭
陵
の
蕭

望
之
は
『
齊
詩
』『
禮
服
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
鄒
人
の
韋
玄
成
は
『
魯
詩
』『
禮
』『
論
語
』
を

治
め
る
。
扶
風
の
班
伯
は
『
齊
詩
』『
尚
書
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
代
郡
の
范
升
は
『
梁
邱
易
』『
論

語
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。
安
成
の
周
磐
は
『
古
文
尚
書
』『
詩
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
安
平
の
崔

駰
は
『
易
』『
詩
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
魯
人
の
孔
僖
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』『
春
秋
』
を
治

め
る
。
茂
陵
の
馬
續
は
『
尚
書
』『
詩
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
梓
潼
の
景
鸞
は
『
施
氏
易
』『
齊
詩
』

『
禮
』
を
治
め
る
。
南
昌
の
唐
檀
は
『
京
氏
易
』『
韓
詩
』『
顔
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
崔
瑗
は
『
京

氏
易
』『
詩
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
濮
陽
闓
は
『
韓
詩
』『
左
氏
』『
禮
記
』
を
治
め
る
。
宛
人
の

任
延
は
『
易
』『
詩
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。
華
陰
の
劉
寛
は
『
京
氏
易
』『
歐
陽
尚
書
』『
韓
詩
外

傳
』
を
治
め
る
。
中
山
の
劉
祐
は
『
古
文
尚
書
』『
嚴
氏
春
秋
』『
小
戴
禮
』
を
治
め
る
。
南
昌
の

徐
穉
は
『
京
氏
易
』『
歐
陽
尚
書
』『
嚴
氏
春
秋
』
を
治
め
る
。
林
慮
の
杜
喬
は
『
京
氏
易
』『
歐
陽

尚
書
』『
韓
詩
』
を
治
め
る
。
陽
都
の
諸
葛
瑾
は
『
尚
書
』『
毛
詩
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
南
陽
の

樊
安
は
『
韓
詩
』『
論
語
』『
孝
經
』
を
治
め
る
。
武
榮
は
『
魯
詩
韋
君
章
句
』『
孝
經
』『
論
語
』

を
治
め
る
。
扶
樂
の
袁
準
は
『
易
』『
詩
』『
周
官
經
』
を
治
め
る
。
雲
陽
の
韋
昭
は
『
毛
詩
』『
孝

經
』『
魯
論
語
』
を
治
め
る
。
弘
農
の
辛
繕
は
『
易
』『
詩
』『
春
秋
』
を
治
め
る
。

四
経
を
治
め
る
も
の
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
魯
人
の
孔
安
國
は
『
詩
』『
尚
書
』『
古
文
孝
經
』

『
古
文
論
語
』
を
治
め
る
。
膠
東
の
庸
譚
は
『
古
文
尚
書
』『
左
氏
』『
穀
梁
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
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東
平
の
夏
侯
勝
は
『
尚
書
』『
禮
』『
穀
梁
』『
論
語
』
を
治
め
る
。
河
内
の
張
禹
は
『
易
』『
論
語
』

『
孝
經
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
河
南
の
鄭
興
は
『
漆
書
古
文
周
官
經
』『
左
氏
』『
公
羊
』
を
治
め

る
。
鄭
衆
は
『
費
氏
易
』『
毛
詩
』『
周
官
経
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
延
篤
は
『
易
』『
尚
書
』『
左

氏
』『
禮
』
を
治
め
る
。
賈
徽
は
『
古
文
尚
書
』『
毛
詩
』『
周
官
經
』『
左
氏
』
を
治
め
る
。
盧
植

は
『
尚
書
』
三
禮
を
治
め
る
。
徐
淑
は
『
孟
氏
易
』『
周
官
經
』『
公
羊
傳
』『
禮
記
』
を
治
め
る
。

巴
郡
の
文
立
は
『
毛
詩
』『
三
禮
』
を
治
め
る
。

五
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
董
仲
舒
、
劉
向
、
蘭
陵
の
褚
大
、
瑯
琊
の
王
吉
、
楚
人
の
龔
勝
、
龔

舍
、
魯
人
の
夏
侯
始
昌
、
平
陵
の
魯
丕
、
沛
國
の
桓
譚
、
堵
陽
の
尹
敏
、
平
陵
の
賈
逵
、
成
都
の

張
霸
、
東
郡
の
張
恭
祖
、
廣
戚
の
姜
肱
、
西
鄂
の
張
衡
、
外
黄
の
申
屠
蟠
、
召
陵
の
許
愼
、
河
閒

の
劉
淑
、
南
頓
の
蔡
玄
、
南
鄭
の
李
郃
、
魯
陽
の
樊
英
、
會
稽
の
韓
説
、
郿
人
の
井
丹
、
法
眞
、

京
兆
の
玉
況
、
華
容
の
胡
廣
、
蘄
縣
の
施
延
、
宛
人
の
朱
穆
、
郯
人
の
劉
虞
、
武
德
の
王
奐
、
南

鄭
の
李
固
、
西
平
の
李
咸
、
涪
人
の
尹
黙
、
廣
陵
の
張
絃
、
彭
城
の
嚴
畯
、
南
頓
の
程
秉
、
東
海

の
王
朗
、
樂
安
の
任
嘏
が
あ
る
。

六
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
劉
歆
、
何
休
が
あ
る
。

七
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
張
寛
、
潁
陰
の
荀
爽
、
成
都
の
趙
典
、
梓
潼
の
楊
克
、
涪
人
の
李

、

南
陽
の
許
慈
が
あ
る
。

八
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
樂
安
の
孫
炎
が
あ
る
。

九
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
王
朗
子
肅
が
あ
る
。

十
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
高
密
の
鄭
康
成
が
あ
る
。

十
一
経
を
治
め
る
も
の
に
は
、
茂
陵
の
馬
融
が
あ
る
。

さ
ら
に
経
に
通
じ
る
帝
王
に
は
、
孝
武
帝
、
孝
昭
帝
、
孝
宣
帝
、
孝
元
帝
、
孝
成
帝
、
孝
哀
帝
、

光
武
帝
、
孝
明
帝
、
孝
章
帝
、
孝
和
帝
、
孝
安
帝
、
孝
順
帝
、
孝
桓
帝
、
孝
靈
帝
、
蜀
の
先
主
、

蜀
の
後
主
が
あ
る
。

さ
ら
に
経
に
通
じ
る
皇
后
に
は
、
孝
昭
上
官
后
、
孝
成
趙
后
、
班
倢
伃
、
明
德
馬
后
、
和
熹
鄧
后
、

順
烈
梁
后
が
あ
る
。

さ
ら
に
経
に
通
じ
る
諸
王
に
は
、
楚
元
王
交
、
夷
王
郢
客
、
梁
褱
王
揖
、
淮
南
王
安
、
河
閒
獻
王

德
、
燕
刺
王
旦
、
淮
陽
憲
王
欽
、
廣
川
王
去
、
齊
武
王
縯
、
千
乘
王
伉
、
東
海
王
彊
、
東
平
憲
王

蒼
、
沛
獻
王
輔
、
北
海
敬
王
睦
、
陳
敬
王
羨
、
濟
南
孝
王
香
、
瑯
邪
孝
王
京
が
あ
る
。

さ
ら
に
経
に
通
じ
る
列
女
に
は
、
伏
勝
の
女
、
曹
宮
、
文
季
姜
、
崔
發
貫
師
氏
、
崔
實
の
母
、
張

雨
、
班
昭
が
あ
る
。

さ
ら
に
経
に
通
じ
る
宦
官
に
は
、
趙
祐
が
あ
る
。
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